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凡例 

 

〈
凡
例
〉 

一
、
引
用
す
る
漢
文
は
現
行
の
常
用
漢
字
に
改
め
て
記
載
し
た
。 

二
、
書
物
名
及
び
引
用
典
籍
は
以
下
の
よ
う
に
表
記
す
る
。 

三
、
欧
米
を
中
心
と
す
る
海
外
の
人
名
は
ロ
ー
マ
字
表
記
と
カ
タ
カ
ナ
表
記
を
併
用
し
た
。 

四
、
人
物
の
敬
称
は
省
略
し
た
。 

五
、
註
は
各
章
末
に
通
し
番
号
で
示
し
た
。 

六
、
日
本
語
表
記
の
出
典
は
次
の
よ
う
に
略
記
し
た
。 

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』 

 
 
 
   

 
 
  

 
  

 
 
 
  

 
   

 
 
  

 
   

 
 
  

 
→

『
大
正
蔵
』 

『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』 

 
 
  

 
 
  

 
  

 
 
 
  

 
   

 
 
  

 
   

 
 
  

 
→

『
聖
典
全
書
』 

『
真
宗
聖
典
全
書
』 

 
 
  

 
   

 
 
  

 
 
  

 
 
  

 
   

 
 
  

 
   

 
 
  

 
→

『
真
聖
全
』 

天
親
『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
』 

 
 
 
 
  

 
   

 
 
  

 
   

 
 
  

 
→

『
浄
土
論
』 

曇
鸞
『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
註
』 

 
 
  

 
   

 
 
  

 
   

 
 
  

 
→

『
往
生
論
註
』 

七
、
英
語
表
記
の
出
典
は
次
の
よ
う
に
略
記
し
た
。 

『T
h

e C
o

llected
 W

o
rk

s o
f S

h
in

ran

』 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 →
C

W
S

  
 
 
 
 

『Jo
d

o
 S

h
in

sh
u

 S
eiten

 Z
en

sh
o

』 
 
 
   

 
 
  

 
   

 
 
  

 
   

 
 
 
 
 
 →

JS
S

Z
 
 
 
 
 
  

 
   

 
 
  

 
   

 

『T
aish

o
 S

h
in

sh
u

 D
aizo

k
y

o

』 
 
 
  

 
   

 
 
  

 
   

 
 
  

 
   

 
 
  

 
  →

T
S

D
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 



凡例 

 

T
h
e d

o
ctrin

al classificatio
n

 o
f 

“T
ru

e, T
em

p
o
ral, an

d
 F

alse 
 
 

 
 

 
 
 
→

T
T

F
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

T
h
e T

ru
e T

each
in

g
, P

ractice an
d

 R
ealizatio

n
 o

f th
e P

u
re L

an
d

 W
ay

 
→

T
T

P
R

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

T
h
e C

h
ap

ter o
n

 T
ran

sfo
rm

ed
 B

u
d
d

h
a-B

o
d
ies an

d
 L

an
d

s 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
→

T
B

B
L

 

八
、
引
用
文
の
中
略
は
（
中
略
）
で
示
し
た
。 

九
、
筆
者
が
便
宜
上
必
要
と
判
断
し
補
っ
た
箇
所
は
〈 

 
 

〉
で
括
っ
て
示
し
た
。 

十
、
初
出
論
文
で
あ
る
「T

o
w

ard
 a C

o
n

tem
p

o
rary S

h
in

 B
u

d
d

h
ist U

n
d

erstan
d

in
g

 o
f O

th
er R

elig
io

u
s T

rad
itio

n
s: 

A
p

p
lyin

g
 S

h
in

ran
’s D

o
ctrin

al C
lassificatio

n
 o

f 

“T
ru

e, T
em

p
o

ral, an
d

 F
alse

” 
as a B

rid
g

e in
 a 

R
elig

io
u

sly P
lu

ral W
o

rld
」
（
『
龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
四
〇
、
二
〇
一
八
年
）
は
、
英
語
表
記
で
あ

り
、
本
論
文
で
は
邦
訳
す
る
形
で
研
究
内
容
を
反
映
し
た
。
よ
っ
て
、
原
文
（
英
文
）
を
併
記
す
る
必
要
か
ら
、
本
論

文
末
尾
に
付
録
と
し
て
掲
載
す
る
。 

 



 

 

 

序
論



序論 

二 

小
序 

  

宗
教
多
元
主
義
（R

elig
io

u
s P

lu
ralism

）
と
は
、
狭
義
的
意
味
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
宗
教
哲
学
者
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
ヒ

ッ
ク
（Jo

h
n

 H
ick

）
に
代
表
さ
れ
る
哲
学
的
、
神
学
的
仮
説
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
広
義
的
意
味
で
は
多
文
化
共

生
や
宗
教
の
多
元
的
状
況
と
い
う
今
日
の
世
界
に
お
い
て
、
自
身
の
宗
教
と
異
な
る
他
の
宗
教
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
ど

の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
、
と
い
う
他
宗
教
理
解
の
あ
り
方
と
そ
の
議
論
の
総
称
と
す
る
こ
と
が
出
来
る

で
あ
ろ
う
。 

本
論
の
題
目
に
掲
げ
る
「
宗
教
多
元
主
義
」
と
は
、
あ
く
ま
で
後
者
の
意
味
で
あ
る
。
よ
っ
て
、「
親
鸞
思
想
と
宗
教
多

元
主
義
に
お
け
る
総
合
的
研
究
」
と
題
す
る
本
論
の
目
的
は
、
親
鸞
が
生
き
た
鎌
倉
時
代
と
は
大
き
く
異
な
る
宗
教
的
、

文
化
的
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
目
下
の
浄
土
真
宗1

が
、
キ
リ
ス
ト
教
に
代
表
さ
れ
る
他
宗
教
を
ど
の
よ
う
に
視
る
こ
と
が

出
来
る
の
か
、
と
い
う
浄
土
真
宗
独
自
の
他
宗
教
理
解
の
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
こ
と
に
あ
る
。 

か
か
る
研
究
に
は
、
対
内
的
（
浄
土
真
宗
内
部
）
と
対
外
的
（
浄
土
真
宗
外
部
）
、
あ
る
い
は
教
学
的
側
面
と
実
践
的
側

面
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
二
つ
の
研
究
意
義
が
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
対
内
的
、
教
学
的
側
面
か
ら

言
え
ば
、
浄
土
真
宗
の
再
生
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

仏
教
、
浄
土
真
宗
に
限
ら
ず
、
宗
教
は
歴
史
的
に
見
て
も
他
の
宗
教
と
の
関
わ
り
合
い
の
な
か
か
ら
、
互
い
に
触
発
や

融
合
を
さ
れ
て
今
日
ま
で
形
成
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
他
の
宗
教
と
ど
の
点
が
同
じ
で
あ
り
（
共
通

性
）、
ど
の
点
が
異
な
る
の
か
（
差
異
性
）、
と
い
う
議
論
か
ら
独
自
の
教
義
、
教
学
を
形
成
し
て
き
た
と
も
言
え
る
。
例



序論 

三 

え
ば
、
後
に
詳
し
く
取
り
上
げ
る
武
田
龍
精
は
、
宗
教
を
ひ
と
つ
の
伝
統
と
捉
え
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。 

 
仏
教
・
キ
リ
ス
ト
教
・
イ
ス
ラ
ム
・
ヒ
ン
ズ
ー
教
・
ユ
ダ
ヤ
教
・
儒
教
等
と
従
来
呼
ば
れ
て
き
た
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統

は
、
け
っ
し
て
同
質
的
な
静
動
的
実
体
な
ど
で
は
な
く
、
時
間
と
と
も
に
、
内
在
的
に
高
度
に
異
な
る
も
の
に
変
化

し
て
い
っ
た
、「
生
き
た
運
動
体
」
と
し
て
捉
え
直
さ
れ
て
く
る
。
伝
統
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
も
は
や
不
変
な
る
固

定
的
実
体
で
は
な
い
。「
蓄
積
的
」
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
異
質
な
る
要
因
が
邂
逅
・
対
決
・
統
合
さ
れ
形
成
さ
れ
て
き
た

「
内
容
豊
か
な
る
複
合
体
」
（
以
後
、
「
伝
統
的
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
」
と
略
記
す
る
）
で
あ
る
。2 

 武
田
に
よ
る
「
宗
教
」
の
定
義
を
踏
ま
え
れ
ば
、
浄
土
真
宗
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
他

の
仏
教
教
義
の
位
置
づ
け
を
論
じ
た
二
双
四
重
判
や
、「
外
教
」
を
論
じ
た
「
化
身
土
文
類
」
（
以
下
、
「
化
巻
」
と
称
す
）

が
書
か
れ
た
意
図
も
、
単
な
る
他
宗
教
や
他
宗
派
の
批
判
や
否
定
で
は
な
く
、
ま
さ
に
武
田
が
言
及
す
る
「
邂
逅
・
対

決
・
統
合
」
に
よ
っ
て
自
身
の
教
学
（
浄
土
真
宗
）
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
だ

ろ
う
。 

 
 

以
上
を
踏
ま
え
れ
ば
、
現
代
の
浄
土
真
宗
と
他
宗
教
と
の
関
係
を
考
察
す
る
作
業
は
、
浄
土
真
宗
を
鎌
倉
時
代
と
い
う

時
代
的
状
況
か
ら
解
き
放
し
、
新
た
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
る
と
言
え
、
武
田
の
言
葉
を
借
り
れ

ば
「
生
き
た
運
動
体
」
へ
と
蘇
ら
せ
る
こ
と
が
出
来
る
。 

次
に
、
対
外
的
、
実
践
的
側
面
か
ら
言
え
ば
、
実
践
的
「
共
生
」3
の
規
範
を
裏
付
け
る
基
礎
と
な
る
可
能
性
が
存
す
る
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と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
己
と
異
な
る
宗
教
的
背
景
を
有
す
る
他
者
と
「
共
生
」
す
る
に
は
、
そ
の
他
者
が
何
者

で
あ
る
か
と
い
う
「
理
解
」
に
留
ま
ら
ず
、
自
己
に
と
っ
て
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
か
と
い
う
、
関
係
性

の
位
置
づ
け
が
重
要
で
あ
る
。
歴
史
的
に
見
て
も
、
神
仏
習
合
や
本
地
垂
迹
説
な
ど
は
、
仏
教
を
受
容
し
た
日
本
に
お
い

て
、
古
来
か
ら
続
く
神
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
良
い
の
か
と
い
う
葛
藤
と
議
論
の
末
か
ら
誕
生
し
た
も
の
で
あ
る
。 

そ
の
為
、
独
善
的
な
レ
ッ
テ
ル
貼
り
と
い
っ
た
批
判
は
想
定
で
き
る
も
の
の
、
歴
史
的
に
見
れ
ば
関
係
性
の
位
置
づ
け

が
現
実
的
な
共
生
に
貢
献
し
て
き
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。 

そ
の
上
で
、
仏
教
あ
る
い
は
浄
土
真
宗
の
「
実
践
」
の
必
要
性
、
重
要
性
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
。
そ
の
具
体
例
と
し

て
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
ド
ブ
デ
ィ
ズ
ム
（E

n
g

ag
ed

-B
u

d
d

h
ism

）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
実
践

（E
n

g
ag

e

）
す
る
場
は
、
ま
さ
に
多
文
化
、
多
宗
教
が
共
存
す
る
場
で
あ
り
、
自
己
の
宗
教
教
義
を
基
に
し
た
一
方
的
社

会
実
践
は
、
宗
教
の
壁
を
無
視
し
た
も
の
で
あ
り
、
他
宗
教
と
の
相
互
理
解
、
協
力
な
く
し
て
は
、
も
は
や
不
可
能
で
あ

る
と
も
言
え
る
。 

以
上
の
問
題
意
識
を
踏
ま
え
た
上
で
、
序
論
で
は
現
代
に
お
け
る
親
鸞
思
想
と
宗
教
多
元
主
義
を
考
え
て
い
く
上
の
前

提
と
し
て
、
宗
教
多
元
主
義
の
議
論
が
起
こ
っ
た
経
緯
と
現
状
を
、
マ
ク
ロ
的
視
点
（
主
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
を
は
じ
め

と
す
る
浄
土
真
宗
以
外
の
宗
教
）
と
ミ
ク
ロ
的
視
点
（
浄
土
真
宗
内
部
）
か
ら
確
認
し
て
い
く
。 

 

第
一
節 

世
界
に
お
け
る
宗
教
多
元
主
義
の
議
論 
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第
一
項 

宗
教
多
元
主
義
の
起
源 

 
本
論
に
お
け
る
宗
教
多
元
主
義
と
は
、
自
身
の
宗
教
と
異
な
る
他
の
宗
教
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
す

る
こ
と
が
出
来
る
の
か
、
と
い
う
他
宗
教
理
解
の
あ
り
方
と
そ
の
議
論
の
総
称
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
そ
の
上

で
、
こ
の
よ
う
な
議
論
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
起
源
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
こ
う
。 

宗
教
多
元
主
義
の
起
源
は
、
主
に
二
十
世
紀
の
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
二
十
世
紀
の
キ
リ
ス
ト

教
が
置
か
れ
た
外
的
要
因
と
内
的
要
因
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

ま
ず
外
的
要
因
と
し
て
、
世
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
交
通
、
流
通
の
発
達
に
よ
っ
て
、
異
な
る
宗
教
を
背
景
と
す

る
人
間
同
士
が
接
触
す
る
機
会
が
増
え
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
航
空
、
鉄
道
と
い
っ
た
交
通
手
段
の
発
達
に

よ
り
、
大
航
海
時
代
か
ら
は
じ
ま
る
ヒ
ト
と
ヒ
ト
と
の
交
流
が
活
発
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
宗
教
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
交
流

が
沸
き
起
こ
っ
た
と
い
う
経
緯
で
あ
る
。
し
か
し
、
岸
根
敏
幸
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
単
な
る
「
交
流
」
と
い
う
点
で
は

二
十
世
紀
に
は
じ
ま
っ
た
話
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
「
自
ら
が
信
じ
る
宗
教
と
は
異
な
る
他
の
宗
教
と
の
具
体
的
で
、
し

か
も
深
い
接
触
」4

が
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
事
例
と
し
て
、
長
谷
川
（
間
瀬
）
恵
美
は
、
キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
宗
教
の

人
々
と
共
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
と
り
わ
け
ヒ
ッ
ク
が
活
躍
し
た
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
現
実
的
か
つ
、
具
体

的
課
題
が
あ
り
、
そ
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、「
キ
リ
ス
ト
教
絶
対
主
義
」
を
克
服
す
る
必
要
性
が
あ
っ
た
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。5 

そ
れ
ゆ
え
、
宗
教
多
元
主
義
の
提
唱
者
に
は
「
自
ら
が
基
盤
と
す
る
宗
教
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
と
は

異
な
る
他
の
宗
教
に
も
深
い
理
解
を
示
し
て
い
る
」6

と
さ
れ
る
。
そ
の
証
左
に
、
代
表
的
な
宗
教
多
元
主
義
者
で
あ
る
ヒ
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ッ
ク
を
は
じ
め
、
ジ
ョ
ン
・
Ｂ
・
カ
ブ
（Jo

h
n

 B
. C

o
b

b

）、
レ
イ
モ
ン
ド
・
パ
ニ
カ
ー
（R

aim
u

n
d

o
 P

an
ik

k
ar

）、
ポ
ー

ル
・
ニ
ッ
タ
ー
（P

au
l F

.K
n

itter

）
ら
は
、
各
々
世
界
の
他
宗
教
（
キ
リ
ス
ト
教
以
外
）
に
対
す
る
造
詣
が
非
常
に
深

く
、
宗
教
間
対
話
と
い
っ
た
高
い
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
他
宗
教
と
の
交
流
に
積
極
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
宗
教
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
宗
教
多
元
主
義
の
起
源
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る
。 

さ
ら
に
、
内
的
要
因
と
し
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
内
部
の
変
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
周
知
の
と
お
り
、
中
世
、
近
世
に
お
け

る
キ
リ
ス
ト
教
は
、
主
に
世
界
各
地
に
お
け
る
植
民
地
支
配
と
同
時
並
行
的
に
行
わ
れ
た
宣
教
が
そ
の
活
動
の
中
心
で
あ

り
、
他
宗
教
か
ら
の
改
宗
が
主
た
る
関
心
事
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
現
代
に
入
る
と
、
例
え
ば
一
九
一
〇
年
の
エ
デ
ィ

ン
バ
ラ
宣
教
会
議
（T

h
e 1

9
1

0
 W

o
rld

 M
issio

n
ary C

o
n

feren
ce, th

e E
d

in
b

u
rg

h
 M

issio
n

ary C
o

n
feren

ce

）
で
は
、

他
宗
教
と
の
対
話
や
協
力
関
係
に
関
心
が
注
が
れ
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
中
心
と
す
る
世
界
協
会
主
義
、
す
な
わ
ち
エ
キ

ュ
メ
ニ
ズ
ム
（E

cu
m

en
ism

）
の
運
動
が
は
じ
ま
っ
た
。 

ま
た
そ
の
象
徴
と
も
い
え
る
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
（C

o
u

n
ciliu

m
 V

atican
u

m
 S

ecu
n

d
u

m
 

一
九
六
二-

一
九
六
五
）

で
は
、
『
キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
諸
宗
教
に
対
す
る
協
会
の
態
度
に
つ
い
て
の
宣
言
』
（N

o
stra aetate

）7

が
公
布
さ
れ
、
カ

ー
ル
・
ラ
ー
ナ
ー
（K

arl R
ah

n
er

）
に
よ
る
「
匿
名
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
」（an

o
n

ym
e C

h
risten

）
と
い
う
概
念
が
キ
リ
ス

ト
教
内
部
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
宗
教
が
主
張
す
る
宗
教
的
真
実
に
対
す
る
見
方
が
軟
化
す
る
。

こ
れ
ら
の
過
程
は
、
後
に
詳
述
す
る
ア
ラ
ン
・
レ
イ
ス
（A

lan
 R

ace

）
に
よ
る
三
類
型
（
排
他
主
義
、
包
括
主
義
、
多
元

主
義
）
に
お
け
る
排
他
主
義
（E

xclu
sivism

）
か
ら
包
括
主
義
（In

clu
sivism

）
へ
の
移
行
期
で
あ
る
と
言
え
、
宗
教
多

元
主
義
が
誕
生
す
る
教
義
的
背
景
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。 



序論 

七 

 

第
二
項 

他
宗
教
理
解
の
類
型
論 

 

前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
内
部
に
お
け
る
他
宗
教
へ
の
関
心
は
、
改
宗
さ
せ
る
べ
き
対
象
か
ら
、
む
し
ろ

他
宗
教
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
、
と
い
う
他
宗
教
理
解
の
視
座
へ
と
緩
や
か
に
移
行
し
て
い
く
。

こ
の
他
宗
教
理
解
の
視
座
の
研
究
は
、
諸
宗
教
の
神
学
（T

h
eo

lo
g

y o
f R

elig
io

n

）
と
呼
ば
れ
、
そ
の
研
究
事
例
は
多
岐

に
渡
る
。
ま
た
そ
の
一
環
と
し
て
、
他
宗
教
理
解
の
類
型
論
の
研
究
が
行
わ
れ
、
例
え
ば
一
九
六
九
年
の
オ
ー
ウ
ェ
ン
・

Ｃ
・
ト
ー
マ
ス
（O

w
en

 C
.T

h
o

m
as

）
に
よ
る
『A

ttitu
d

es to
w

ard
 relig

io
n

s: so
m

e C
h

ristian
 in

terp
retatio

n
s

』8

や
、C

arl F
.H

allen
creu

tz

の
『A

p
p

ro
ach

es to
 M

en
 o

f O
th

er F
aith

s

』
の
ほ
か
、
エ
リ
ッ
ク
・
シ
ャ
ー
プ
（E

ric J. 

S
h

arp
e

）
の
『F

A
IT

H
 M

E
E

T
S

 F
A

IT
H

』
が
そ
の
最
初
期
の
研
究
事
例
と
さ
れ
る
。 

そ
の
後
、
一
九
八
三
年
に
既
述
の
レ
イ
ス
に
よ
っ
て
『C

h
ristian

s an
d

 relig
io

u
s p

lu
ralism

 : p
attern

s in
 th

e 

C
h

ristian
 th

eo
lo

g
y o

f relig
io

n
s

』9

が
出
版
さ
れ
、
反
宗
教
多
元
主
義
者
を
含
む
宗
教
多
元
主
義
を
議
論
す
る
者
の
あ
い

だ
で
幅
広
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
二
年
に
は
、
ポ
ー
ル
・
ニ
ッ
タ
ー
（P

au
l F

. K
n

itter

）
に
よ
る

『In
tro

d
u

cin
g

 th
eo

lo
g

ies o
f relig

io
n

s

』
が
出
版
さ
れ
、
ア
ラ
ン
・
レ
イ
ス
の
類
型
論
に
近
似
し
つ
つ
も
、
置
換
モ
デ

ル
（R

ep
lacem

en
t M

o
d

el

）
、
成
就
モ
デ
ル
（F

u
lfillm

en
t M

o
d

el

）
、
相
互
性
モ
デ
ル
（M

u
tu

ality M
o

d
el

）
、
受

容
モ
デ
ル
（A

ccep
tan

ce M
o

d
el

）
の
四
つ
の
類
型
論1

0

が
新
た
に
提
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
九
年
に
出
版
さ
れ
た

同
じ
く
ポ
ー
ル
・
ニ
ッ
タ
ー
の
『W

ith
o

u
t B

u
d

d
h

a I co
u

ld
 n

o
t b

e a C
h

ristian

』
で
は
、
人
間
に
お
け
る
宗
教
的
ア
イ



序論 

八 

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
単
一
で
は
な
く
複
合
的
で
あ
る
こ
と
を
仏
教
に
お
け
る
〈
無
我
〉
の
思
想
を
手
掛
か
り
に
指
摘
し
、
自

身
に
お
け
る
核
と
な
る
宗
教
〈
コ
ア
・
レ
リ
ジ
ャ
ス
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ-co

re -relig
io

u
s-id

en
tity

〉
を
抱
き
な
が
ら

も
、
同
時
に
、
他
宗
教
の
存
在
を
排
他
せ
ず
、
関
係
を
維
持
・
構
築
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
す
る
新
た
な
宗
教
的
属
性
の

指
標
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
ニ
ッ
タ
ー
は
、〈
ダ
ブ
ル
・
ビ
ロ
ン
ギ
ン
グ-d

o
u

b
le-b

elo
n

g
in

g

〉
や
〈
レ
リ
ジ
ャ

ス
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド-relig

io
u

s-h
yb

rid
s

〉
と
い
う
、
従
来
の
択
一
を
迫
る
宗
教
的
属
性
か
ら
、
複
数
の
宗
教
を
同
時
的
に

選
択
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
し
、
従
来
の
類
型
論
を
根
本
か
ら
覆
す
様
相
を
呈
し
て
い
る
。1

1 

 

第
三
項 

キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
宗
教
多
元
主
義 

 

以
上
の
よ
う
な
背
景
か
ら
宗
教
多
元
主
義
は
誕
生
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
代
表
例
は
言
う
ま
で
も
な
く
ヒ
ッ
ク
で

あ
ろ
う
。
ヒ
ッ
ク
は
、
主
に
八
〇
年
代
頃
か
ら
、
活
発
的
に
宗
教
多
元
主
義
に
関
す
る
独
自
の
論
考
を
発
表
し
て
い
る
。 

 

一
九
八
二
年
『G

o
d

s H
as M

an
y N

am
es

』
（
邦
訳
：
『
神
は
多
く
の
名
前
を
も
つ
：
新
し
い
宗
教
多
元
論
』
間
瀬
啓
允

訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
） 

一
九
八
三
年
『P

h
ilo

so
p

h
y o

f R
elig

io
n

』
（
邦
訳
：
『
宗
教
の
哲
学
』
間
瀬
啓
允
、
稲
垣
久
和
訳
、
勁
草
書
房
、
一
九
九

四
年
） 

一
九
八
五
年
『P

ro
b

lem
s o

f R
elig

io
u

s P
lu

ralism

』
（
邦
訳
：
『
宗
教
多
元
主
義
：
宗
教
理
解
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
変
換
』
間



序論 

九 

瀬
啓
允
訳
、
法
蔵
館
、
一
九
九
〇
年
） 

一
九
八
九
年
『T

h
e M

yth
 o

f C
h

ristian
 U

n
iq

u
en

ess: T
o

w
ard

 a P
lu

ralistic T
h

eo
lo

g
y o

f R
elig

io
n

s

』
（
邦
訳
：
も

う
ひ
と
つ
の
キ
リ
ス
ト
教
：
多
元
主
義
的
宗
教
理
解
）
間
瀬
啓
允
、
渡
部
信
訳
、
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、
一
九
八
九

年
） 

一
九
九
五
年
『A

 C
h

ristian
 T

h
eo

lo
g

y o
f R

elig
io

n
s: T

h
e R

ain
b

o
w

 o
f F

aith

』
（
邦
訳
：
宗
教
が
つ
く
る
虹
）
、
間
瀬

啓
允
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
） 

 

ヒ
ッ
ク
に
よ
る
宗
教
多
元
主
義
に
関
す
る
論
考
が
発
表
さ
れ
て
以
降
、
そ
の
他
の
キ
リ
ス
ト
教
神
学
者
に
よ
る
独
自
の

宗
教
多
元
主
義
の
論
考
が
幾
つ
か
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
代
表
例
と
し
て
は
、
ニ
ッ
タ
ー
（P

au
l F

.K
n

itter

）
の
『N

o
 

O
th

er N
am

e?
 A

 C
ritical S

u
rvey o

f C
h

ristian
 A

ttitu
d

es to
w

ard
 W

o
rld

 R
elig

io
n

s

』
（O

rb
is B

o
o

k
s

、
一
九
八
五

年
）
や
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ト
レ
ー
シ
ー
（D

avid
 T

racy

）
の
『T

h
e N

ew
 P

lu
ralism

 in
 T

h
eo

lo
g

y

』
（U

n
iversity 

o
f C

h
icag

o
 P

ress

、
一
九
九
六
年
）
、
カ
ブ
（Jo

h
n

 B
. C

o
b

b

）
の
『B

eyo
n

d
 D

ialo
g

u
e : to

w
ard

 a m
u

tu
al 

tran
sfo

rm
atio

n
 o

f C
h

ristian
ity an

d
 B

u
d

d
h

ism
』
（F

o
rtress P

ress

、
一
九
八
三
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
ヒ
ッ
ク
以
外
に
も
、
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
様
々
な
宗
教
多
元
主
義
が
提
唱
さ
れ
た
。
な
か
で
も
、

カ
ブ
は
、
一
九
八
六
年
に
ク
レ
ア
モ
ン
ト
で
開
催
さ
れ
た
諸
宗
教
の
神
学
に
関
す
る
会
議
に
参
加
す
る
も
の
の
、
そ
の
会

議
の
論
文
集
で
あ
る
『T

h
e M

yth
 o

f C
h

ristian
 U

n
iq

u
en

ess
』
に
は
寄
稿
せ
ず
、
そ
れ
に
反
発
す
る
か
た
ち
で
一
九
九

〇
年
に
出
版
さ
れ
た
デ
コ
ス
タ
（G

avin
 D

’C
o

sta

）
の
編
集
に
よ
る
『C

h
ristian

 U
n

iq
u

en
ess R

eco
n

sid
ered

: 



序論 

一〇 

T
h

eo
lo

g
y o

f R
elig

io
n

s(F
aith

 M
eets F

aith
 S

eries in
 In

terrelig
io

u
s

』
に
寄
稿
し
て
い
る
。1

2 

以
上
の
よ
う
に
、
宗
教
多
元
主
義
は
主
に
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
キ
リ
ス
ト
教
神
学
者
を
中
心
に
活
発
な

議
論
と
論
考
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
後
の
本
論
で
詳
し
く
扱
う
が
、
宗
教
多
元
主
義
と
一
言
で
分
類
し
て
も
、
そ
の
内
実

こ
そ
多
元
で
あ
り
、
内
容
に
よ
っ
て
通
約
的
多
元
主
義
と
非
通
約
的
多
元
主
義1

3 

な
ど
と
い
っ
た
分
類
が
後
に
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
宗
教
多
元
主
義
に
対
す
る
評
価
は
千
差
万
別
で
あ
る
が
、
ヒ
ッ
ク
の
宗
教
多
元
主
義
が
終
末
論
的
仮
説
で

あ
り
、
論
証
不
可
能
な
ゆ
え
に
議
論
も
決
着
は
未
だ
見
え
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
。
し
か
し
、
ヒ
ッ
ク
の
宗
教
多
元
主
義

の
仮
説
が
、
一
連
の
議
論
の
火
付
け
役
と
な
っ
た
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。 

 

第
二
節 

仏
教
に
お
け
る
宗
教
多
元
主
義
の
議
論 

 

第
一
項 

仏
教
に
お
け
る
宗
教
多
元
主
義
の
議
論 

 

仏
教
に
お
け
る
他
宗
教
（
仏
教
以
外
の
宗
教
）
と
の
関
係
を
論
じ
た
歴
史
は
、
た
と
え
ば
神
道
と
の
関
係
で
い
え
ば
、

古
く
は
中
世
の
本
地
垂
迹
説
や
諸
仏
護
念
説
な
ど
が
あ
り1

4

、
道
教
、
儒
教
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
空
海
の
『
三
教
指
帰
』

の
ほ
か
、
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
不
干
斎
ハ
ビ
ア
ン
の
『
妙
貞
問
答
』
や
近
年
で
は
滝
沢
克
己
の
『
浄
土
真

宗
と
キ
リ
ス
ト
教
』
の
ほ
か
、
一
九
八
〇
年
出
版
の
『
仏
教
思
想
史
２
〈
仏
教
と
他
教
と
の
対
論
〉
』
や
一
九
九
七
年
の

日
本
仏
教
学
会
に
よ
る
『
佛
教
と
他
教
と
の
對
論
』
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
比
較
宗
教
学
的
研
究
に



序論 

一一 

属
す
も
の
で
あ
り
、
欧
米
の
キ
リ
ス
ト
教
神
学
者
に
よ
る
諸
宗
教
の
神
学
（T

h
eo

lo
g

y o
f R

elig
io

n

）
の
流
れ
を
う
け
て

議
論
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
比
較
的
最
近
で
あ
る
。 

た
と
え
ば
、
一
九
九
六
年
出
版
の
山
田
明
爾
編
『
現
代
へ
の
宗
教
の
視
点
』
と
い
う
論
集
で
は
、
ヒ
ッ
ク
の
宗
教
多
元

主
義
に
関
す
る
論
考
が
発
表
さ
れ
、
翌
年
一
九
九
七
年
に
は
、
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
か
ら
『
親
鸞
思
想
と
現
代
社

会 

比
較
を
超
え
て‐

宗
教
多
元
主
義
と
宗
教
的
真
理
・
阿
弥
陀
仏
と
キ
リ
ス
ト
・
浄
土
と
神
の
国 

宗
教
対
話
：
浄
土
教

と
キ
リ
ス
ト
教
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』
と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
が
発
表
さ
れ
、
本
格
的
に
仏
教

の
側
か
ら
の
宗
教
多
元
主
義
に
対
す
る
意
見
表
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
信
楽
峻
麿
の
「
宗
教
多
元
主
義
と

浄
土
教
」
や
峰
島
旭
雄
の
「
浄
土
教
と
キ
リ
ス
ト
教―

比
較
を
超
え
て
ー
」
、
松
尾
宣
昭
の
「
ヒ
ッ
ク
の
「
宗
教
多
元
主

義
」
に
つ
い
て
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
、
次
項
で
扱
う
武
田
龍
精
に
よ
る
「
宗
教
多
元
主
義
と
真
理
証
言
」
な
ど

が
あ
る
。 

あ
る
い
は
、
海
外
で
は
、
一
九
九
六
年
に
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
い
て
、T

h
e 

E
u

ro
p

ean
 N

etw
o

rk
 o

f B
u

d
d

h
ist C

h
ristian

 S
tu

d
ies

（E
N

B
C

S

）
が
設
立
さ
れ
、
二
〇
〇
七
年
に
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
で
開

催
さ
れ
た
第
七
回E
N

B
C

の
会
議
の
成
果
は
、
二
〇
〇
八
年
出
版
の
ペ
リ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
・
リ
ュ
ー
ク
（P

erry S
ch

m
id

t-

L
eu

k
e

）l

編
『B

U
D

D
H

IS
T

 A
T

T
IT

U
D

E
S

 T
O

 O
T

H
E

R
 R

E
L

IG
IO

N
S

』
と
し
て
発
表
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
ケ
ネ

ス
・
田
中
（K

en
n

eth
 T

an
ak

a

）
に
よ
る
仏
教
の
側
か
ら
の
宗
教
多
元
主
義
が
「B

u
d

d
h

ist P
lu

ralaism
: C

an
 

B
u

d
d

h
ism

 A
ccep

t O
th

er R
elig

io
n

s as E
q

u
al W

ays?

」
と
題
す
る
論
考
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
仏
教

に
お
け
る
宗
教
多
元
主
義
の
議
論
は
、
主
に
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
本
格
的
に
議
論
さ
れ
る
よ
う



序論 

一二 

に
な
り
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
諸
宗
教
の
神
学
と
比
較
し
て
、
そ
の
議
論
も
初
期
の
段
階
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
第
二
項 

武
田
龍
精
の
宗
教
多
元
主
義 

 

前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
仏
教
に
お
い
て
も
宗
教
多
元
主
義
の
議
論
は
近
年
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
武

田
は
本
論
が
取
り
扱
う
浄
土
真
宗
の
立
場
か
ら
の
宗
教
多
元
主
義
を
一
九
九
六
年
頃
か
ら
積
極
的
に
発
表
し
て
い
る
。
武

田
の
代
表
的
論
考
を
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

「
親
鸞
浄
土
教
再
解
釈
の
一
視
座 : 

宗
教
多
元
時
代
に
お
け
る
浄
土
教
の
脱
構
築
」
（
『
宗
教
研
究
』
八
二
、
二
〇

〇
八
年
） 

「
講
演 

二
〇
一
〇
年
度 

真
宗
大
谷
派
教
学
大
会 

親
鸞
聖
人
『
真
仮
偽
判
』
の
現
代
的
課
題 : 

宗
教
多
元
主
義
に
基

づ
く
対
話
論
的
真
理
観
を
視
座
と
し
て
（
親
鸞
と
現
代
：
『
教
行
信
証
』
の
課
題
）
（
『
真
宗
教
学
研
究
』
三
二
、

二
〇
一
一
年
） 

「
宗
教
多
元
主
義
と
真
理
問
題(

一)

： 

親
鸞
浄
土
教
の
課
題
」
（
『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
六
二
、
一
九
九
六
年
） 

「
宗
教
多
元
主
義
と
真
理
問
題(

二)  : 

親
鸞
浄
土
教
の
課
題
」
（
『
眞
宗
學
』
九
五
、
一
九
九
七
年
） 

 

そ
の
上
で
武
田
は
、
宗
教
多
元
主
義
の
立
場
か
ら
親
鸞
浄
土
教
を
現
代
的
状
況
に
応
答
さ
せ
る
べ
く
、
浄
土
真
宗
を
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「
脱
構
築
」
す
る
必
要
性
を
唱
え
て
い
る
。
そ
の
問
題
意
識
の
背
景
に
は
、
浄
土
真
宗
が
置
か
れ
て
い
る
現
代
的
状
況
と

い
う
課
題
（
外
的
課
題
）
と
、
「
真
仮
偽
判
」
と
い
う
浄
土
真
宗
内
部
に
お
け
る
教
学
的
問
題
（
内
的
課
題
）
が
あ
る
と
さ

れ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

（
外
的
課
題
） 

諸
宗
教
の
相
対
化
と
い
う
歴
史
的
状
況
の
な
か
に
あ
っ
て
、
親
鸞
が
開
顕
「
浄
土
真
宗
」
を
構
成
す
る
い
か
な
る
教

義
な
ら
び
に
思
想
構
造
が
根
本
的
に
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。
ま
た
、
さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
応
答
せ

ん
と
す
る
と
き
、
み
ず
か
ら
を
如
何
に
変
革
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
深
刻
な
問
い
に
わ
れ
わ
れ
は
答
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。1
5 

 

（
内
的
課
題
） 

聖
道
門
が
「
仮
」
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
た
こ
と
。
さ
ら
に
第
二
に
仏
教
以
外
の
宗
教
な
ら
び
に
思
想
が
す
べ
て
「
邪

偽
・
異
執
」
と
断
定
さ
れ
た
こ
と
。
実
は
こ
の
こ
と
が
、
親
鸞
浄
土
教
の
立
場
に
お
い
て
、
世
界
宗
教
対
話
な
ら
び

に
宗
教
多
元
主
義
へ
の
積
極
的
な
方
向
に
対
し
て
、
あ
る
種
の
障
害
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
教
義
的
原
因
で
は
な

い
か
。
「
偽
」
と
し
て
排
除
さ
れ
た
対
象
は
、
親
鸞
在
世
当
時
、
仏
教
以
外
の
思
想
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
限
り
の
思

想
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
現
代
の
思
想
研
究
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
そ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
対
象
は

ご
く
一
部
で
し
か
な
い
。
限
ら
れ
た
諸
思
想
に
対
比
し
て
「
真
」
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
普
遍
的
真
実
性
を
主
張
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す
る
こ
と
は
、
現
代
思
想
研
究
の
領
域
で
は
ゆ
る
さ
れ
な
い
。1

6 

 す
な
わ
ち
、
親
鸞
に
よ
っ
て
聖
道
門
は
「
仮
」
と
さ
れ
、
外
教
は
「
偽
」
と
さ
れ
た
真
仮
偽
判
と
い
う
『
顕
浄
土
真
実

教
行
証
文
類
』（
以
下
、『
教
行
信
証
』
と
称
す
）
に
対
す
る
構
造
理
解
が
前
提
に
あ
り
、
そ
の
前
提
の
も
と
で
、
親
鸞
浄

土
教
を
そ
の
ま
ま
現
代
に
援
用
し
た
場
合
、
浄
土
真
宗
に
お
け
る
一
神
教
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
の
他
宗
教
の
存
在
が
す

べ
て
「
偽
」
と
な
り
、
宗
教
多
元
主
義
の
立
場
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
排
他
的
な
浄
土
真
宗
は
変
革
し
て
い
く
べ
き
で
あ

る
と
い
う
問
題
意
識
で
あ
る
。
そ
の
上
で
武
田
は
、
次
の
よ
う
に
『
教
行
信
証
』
の
「
化
巻
」
を
現
代
的
状
況
に
応
答
さ

せ
る
べ
く
、「
リ
ヴ
ァ
イ
ズ
」1

7

（
修
正
・
改
訂
）
す
る
必
要
性
を
提
唱
し
て
い
る
。 

 

も
し
親
鸞
が
現
代
世
界
に
出
現
し
た
な
ら
ば
、
特
に
「
化
身
土
巻
」
の
外
教
釈
は
自
分
自
身
の
手
に
よ
っ
て
全
面
的

に
リ
ヴ
ァ
イ
ズ
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
な
ん
ら
「
化
身
土
巻
」
の
価
値
を
低
下
さ
せ
た
り
親
鸞
を
冒
瀆

す
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
む
し
ろ
親
鸞
自
身
が
当
時
の
伝
統
的
仏
教
界
に
あ
っ
て
あ
れ
ほ
ど
の
厖
大
な
「
化
身
土

巻
」
を
著
し
た
仏
教
学
者
と
し
て
の
姿
勢
を
考
え
る
な
ら
ば
、
親
鸞
を
し
て
リ
ヴ
ァ
イ
ズ
せ
し
め
る
ほ
ど
の
内
容
を

保
持
し
提
示
し
て
い
る
の
が
実
は
「
化
身
土
巻
」
で
あ
り
、
そ
こ
に
こ
そ
「
化
身
土
巻
」
が
わ
れ
わ
れ
に
対
し
て
歴

史
的
限
界
を
超
え
て
重
大
な
示
唆
を
あ
た
え
る
。1

8 

 以
上
の
よ
う
な
武
田
の
論
に
対
し
て
は
、
た
と
え
ば
大
野
択
に
よ
る
「
真
仮
偽
判
を
問
い
直
す
必
要
性
に
つ
い
て
」1

9

と
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題
す
る
批
判
的
論
考
が
出
さ
れ
、
今
な
お
武
田
の
宗
教
多
元
主
義
に
は
検
討
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。 

 
第
三
項 

現
状
と
課
題 

 

以
上
、
仏
教
に
お
け
る
宗
教
多
元
主
義
の
議
論
の
経
緯
を
確
認
し
た
。
そ
の
上
で
、
現
代
に
お
け
る
親
鸞
思
想
と
宗
教

多
元
主
義
の
研
究
が
置
か
れ
て
い
る
問
題
点
を
見
て
お
こ
う
。 

 

① 

他
宗
教
理
解
の
類
型
論
に
対
す
る
検
証
の
少
な
さ 

② 

親
鸞
の
他
宗
派
（
聖
道
門
）
観
と
他
宗
教
（
外
教
）
観
の
研
究
の
少
な
さ 

③ 

『
教
行
信
証
』
並
び
に
「
化
巻
」
全
体
の
見
方
に
対
す
る
研
究
の
少
な
さ 

④ 

①
と
②
と
③
を
統
合
し
た
横
断
的
研
究
の
少
な
さ 

 第
一
に
、
レ
イ
ス
を
代
表
と
す
る
他
宗
教
理
解
の
類
型
論
に
対
す
る
検
証
が
少
な
い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
類
型
論

は
、
提
唱
者
で
あ
る
レ
イ
ス
、
ニ
ッ
タ
ー
ら
が
宗
教
多
元
主
義
者
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
宗
教
多
元
主
義
を
頂
点
と
す
る

構
造
が
前
提
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
自
ず
と
、
他
の
排
他
主
義
や
包
括
主
義
を
批
判
す
る
視
点
が
内
包
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
宗
教
多
元
主
義
の
議
論
が
仏
教
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
際
に
は
、
類
型
論
を
無
批
判
に
受
け
入

れ
、
た
と
え
ば
松
尾
宣
昭
が
「
「
多
元
主
義
」
と
い
う
名
称
も
「
国
際
化
と
世
界
宗
教
対
話
」
の
時
代
に
相
応
し
い
よ
う
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に
も
見
え
る
」2

0

と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
時
代
の
流
行
、
潮
流
と
し
て
扱
わ
れ
、
排
他
主
義
や
包
括
主
義
の
再
評
価
が
さ
れ

た
研
究
は
少
な
い
。
そ
の
為
、
議
論
の
前
提
と
な
る
類
型
論
の
考
察
は
未
だ
十
分
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。 

次
に
、
親
鸞
思
想
と
宗
教
多
元
主
義
の
議
論
を
す
る
に
際
し
て
は
、
親
鸞
の
他
宗
派
（
聖
道
門
）
観
と
他
宗
教
（
外

教
）
観
が
参
考
と
す
べ
き
点
と
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
主
に
仏
果
向
上
的
視
点
か
ら
見
ら
れ
た
も
の
が
大
半
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
「
仮
」
「
偽
」
「
簡
非
」
「
外
教
」
と
い
っ
た
名
称
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
批
判
的
視
点
が
前
提
に

あ
り
、
他
の
教
え
の
存
在
を
積
極
的
に
評
価
す
る
姿
勢
は
乏
し
い
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
親
鸞
は
他
の
教
え
に
批
判
的

で
あ
っ
た
と
い
う
バ
イ
ア
ス
（
先
入
観
）
が
見
え
隠
れ
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
化
巻
」
に
対
す
る
研
究
は
、
他
の
巻
に
比

較
し
た
場
合
、
圧
倒
的
に
少
な
い
と
い
え
る
。
近
年
は
、
そ
の
反
省
か
ら
か
数
多
く
の
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
つ
つ
あ
る

も
の
の
、
『
大
集
経
』
や
『
弁
正
論
』
を
は
じ
め
と
す
る
膨
大
な
経
・
論
・
釈
を
引
用
し
て
、
全
体
と
し
て
親
鸞
は
な
に

を
述
べ
た
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
「
化
巻
」
全
体
の
見
方
に
対
す
る
研
究
は
多
く
は
な
い
と
言
え
る
。 

そ
し
て
、
こ
れ
ら
全
体
を
通
し
て
、
親
鸞
の
他
教
観
を
基
礎
と
し
な
が
ら
、
浄
土
真
宗
に
お
い
て
宗
教
多
元
主
義
を
ど

う
受
け
入
れ
る
の
か
、
と
い
っ
た
横
断
的
な
研
究
は
今
後
さ
ら
に
積
み
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、

親
鸞
が
言
及
し
て
い
な
い
一
神
教
を
は
じ
め
と
す
る
現
代
の
他
宗
教
に
対
す
る
位
置
づ
け
を
浄
土
真
宗
の
立
場
か
ら
考
察

し
た
研
究
は
、
武
田
の
論
以
外
に
は
乏
し
く
、
未
だ
不
十
分
な
状
況
で
あ
る
と
い
え
る
。 

 

第
二
節 

本
論
の
視
角
と
構
成 
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第
一
項 

本
論
の
視
角 

 
世
界
に
お
け
る
宗
教
多
元
主
義
の
議
論
と
仏
教
に
お
け
る
そ
れ
の
経
緯
と
現
状
を
こ
れ
ま
で
確
認
し
て
き
た
。
そ
の
上

で
、
浄
土
真
宗
の
立
場
か
ら
自
身
と
異
な
る
他
の
宗
教
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
が
出
来
る
の

か
と
い
う
課
題
を
模
索
す
べ
く
、
類
型
論
を
含
め
た
宗
教
多
元
主
義
の
議
論
と
親
鸞
の
他
教
観
を
横
断
的
に
研
究
す
る
必

要
性
を
提
示
し
た
。
そ
の
為
本
論
は
、
あ
く
ま
で
も
「
浄
土
真
宗
の
立
場
か
ら
」
と
い
う
予
め
定
め
ら
れ
た
ス
タ
ン
ス

（
立
場
）
か
ら
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
。
尚
、
こ
こ
に
お
け
る
「
浄
土
真
宗
の
立
場
か
ら
」
と
い
う
言
葉
は
、
言
葉
を
換

え
れ
ば
、
「
真
宗
学
の
立
場
か
ら
」
と
も
言
い
換
え
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
真
宗
学
の
定
義
に
つ
い
て
、
た

と
え
ば
普
賢
大
円
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

凡
そ
真
宗
の
学
問
的
研
究
に
は
、
大
別
二
つ
の
立
場
を
考
へ
得
ら
れ
る
。
そ
の
一
は
真
宗
の
外
よ
り
真
宗
を
理
解
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
こ
の
態
度
に
於
て
は
、
真
宗
の
宗
教
体
験
は
無
用
で
あ
る
。
唯
単
に
聖
典
を
読
み
、
註
疏
を

閲
し
、
歴
史
を
考
へ
、
環
境
を
調
べ
、
も
つ
て
真
宗
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
い
ま
一
つ
の
も

の
は
、
真
宗
を
内
よ
り
理
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
こ
の
態
度
を
と
る
か
ぎ
り
、
宗
教
体
験
が
ま
づ
入
用
な
る
条

件
で
あ
る
。
真
宗
を
内
よ
り
理
解
す
る
と
は
、
浄
土
真
宗
な
る
宗
教
そ
の
も
の
を
、
そ
れ
自
ら
の
立
場
に
於
て
、
明

ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
が
た
め
に
は
、
真
宗
の
宗
教
体
験
を
通
じ
て
行
ふ
よ
り
外
に

道
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
（
中
略
）
真
宗
学
と
は
正
に
第
二
の
立
場
に
於
け
る
真
宗
の
学
問
的
研
究
で
あ
る
。2

1 
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本
論
も
、
か
か
る
真
宗
学
の
立
場
か
ら
宗
教
多
元
主
義
の
議
論
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
宗

教
に
普
遍
の
真
理
が
如
何
な
る
も
の
か
、
と
い
っ
た
客
観
的
立
場
か
ら
の
議
論
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
真
宗
学
と
い
う

「
内
」
か
ら
他
宗
教
と
い
う
「
外
」
を
論
じ
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
本
論
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
そ
も
そ

も
「
内
」
か
ら
出
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
自
ら
の
「
内
」
の
限
界
性
を
意
識
し
な
が
ら
も
、

尚
、
そ
こ
か
ら
「
外
」
が
い
か
に
見
え
る
の
か
、
あ
る
い
は
い
か
に
見
る
べ
き
な
の
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
論
究
し
て
い

く
。 ま

た
、
そ
の
「
外
」
の
内
容
で
あ
る
が
、
浄
土
真
宗
以
外
の
宗
教
と
言
え
ば
、
新
興
宗
教
を
は
じ
め
、
近
年
で
は
無
宗

教
（
者
）
も
そ
の
議
論
の
対
象
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
十
把
一
絡
げ
に
「
外
」
の
定
義
を
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し

か
し
本
論
で
は
、
比
較
宗
教
学
で
は
な
い
故
に
個
別
具
体
的
な
宗
教
と
の
対
比
や
比
較
は
行
わ
な
い
ま
で
も
、
お
お
よ
そ

ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
と
い
っ
た
一
神
教
を
主
に
意
識
し
な
が
ら
、
論
考
を
進
め
て
い
き
た
い
。
な
ぜ

な
ら
、
本
論
の
目
的
は
多
文
化
、
多
宗
教
が
入
り
混
じ
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
自
己
（
浄
土
真
宗
）
と
異
な
る
宗
教
と

そ
の
信
仰
者
と
い
か
に
「
共
生
」
出
来
る
の
か
と
い
う
課
題
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
の
世
界
の
宗
教

情
勢
を
見
る
限
り
、
右
に
挙
げ
た
一
神
教
が
そ
の
中
心
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
宗
教
間
対
話
や
宗
教
間
協
力
に
お

い
て
も
、
一
神
教
が
主
導
的
立
場
を
と
っ
て
き
た
経
緯
も
あ
る
か
ら
で
も
あ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
本
論
は
あ
る
程
度
予
め
立
場
（
浄
土
真
宗
）
と
視
点
が
定
め
ら
れ
た
研
究
で
は
あ
り
、
自
己
の
属
す

る
宗
教
を
超
え
た
宗
教
的
真
実
性
を
模
索
す
る
宗
教
多
元
主
義
か
ら
見
れ
ば
時
代
を
逆
行
す
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
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他
方
、
親
鸞
の
他
教
観
と
宗
教
多
元
主
義
を
横
断
的
に
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
新
奇
性
を
見
出
し
、
冒
頭
で
述
べ
た
浄
土

真
宗
を
「
生
き
た
運
動
体
」
へ
と
蘇
ら
せ
る
作
業
に
少
な
か
ら
ず
資
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
い
。 

 
第
二
項 

本
論
の
構
成 

 

以
上
、
浄
土
真
宗
が
置
か
れ
て
い
る
宗
教
多
元
主
義
に
関
す
る
議
論
の
現
状
と
問
題
点
を
確
認
し
、
本
論
が
目
指
す
方

向
性
に
つ
い
て
確
認
し
て
き
た
。
そ
の
上
で
、
本
論
の
構
成
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。 

ま
ず
第
一
章
で
は
、
本
論
の
議
論
の
前
提
と
し
て
、
他
宗
教
を
捉
え
る
姿
勢
と
し
て
こ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
き
た
類
型
論

を
再
検
討
し
て
い
く
。
特
に
、
従
来
宗
教
多
元
主
義
の
側
か
ら
批
判
さ
れ
て
き
た
排
他
主
義
や
包
括
主
義
の
再
評
価
と
、

宗
教
多
元
主
義
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
こ
と
を
そ
の
中
心
と
す
る
。 

そ
の
上
で
、
第
二
章
な
ら
び
に
第
三
章
で
は
、
親
鸞
の
他
教
観
を
考
察
し
て
い
く
。
特
に
第
二
章
で
は
、
聖
道
門
を
仏

果
向
下
的
視
点
か
ら
捉
え
直
し
、
還
相
回
向
と
の
関
係
か
ら
考
察
し
て
い
く
。
ま
た
第
三
章
で
は
、
仏
教
以
外
の
い
わ
ゆ

る
「
外
教
」
を
経
典
が
説
か
れ
た
「
説
人
」
に
着
目
し
、
「
仏
説
」
以
外
の
「
他
説
」
の
存
在
意
義
を
考
察
し
て
い
く
。

総
じ
て
、
従
来
「
簡
非
」
や
「
排
他
」
す
べ
き
対
象
と
さ
れ
て
き
た
他
の
教
え
の
存
在
意
義
を
積
極
的
に
位
置
づ
け
る
試

み
を
し
た
い
。 

次
に
「
化
巻
」
に
対
す
る
見
方
の
歴
史
的
変
遷
を
取
り
扱
う
。
既
に
触
れ
た
浄
土
真
宗
の
立
場
か
ら
宗
教
多
元
主
義
を

提
唱
し
て
い
る
武
田
の
論
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
「
化
巻
」
に
対
す
る
真
仮
偽
判
と
い
う
見
方
が
存
在
す
る
。
し
か
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し
、
『
教
行
信
証
』
全
体
を
真
仮
偽
判
で
区
分
し
、
「
化
巻
」
を
仮
と
偽
を
配
当
す
る
見
方
は
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け

て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
「
化
巻
」
に
対
す
る
見
方
の
歴
史
的
変
遷
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
武
田
に
よ
る

問
題
提
起
の
前
提
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

最
後
に
、
「
化
巻
」
に
対
す
る
現
代
的
解
釈
を
論
究
し
て
い
く
。
近
年
、
「
選
択
」
と
「
統
合
」
と
い
う
新
し
い
視
点
か

ら
親
鸞
浄
土
教
を
捉
え
直
す
動
き
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
選
択
」
に
よ
っ
て
一
度
排
他
さ
れ
た
他
の
教
え
や
宗
教
的
実
存

を
再
度
「
統
合
」
し
た
の
が
親
鸞
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
論
で
あ
る
。
こ
の
論
に
基
づ
き
、
現
代
の
他
宗
教
を

包
括
的
に
見
直
す
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
現
代
の
状
況
下
に
応
じ
た
、
新
た
な
浄
土
真
宗
の
他
宗
教
観
を
確
立
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
最
後
の
第
五
章
で
は
、「
統
合
」
す
る
こ
と
の
可
能
性
と
課
題
を
中
心
に
論
考

を
進
め
、
総
じ
て
、
親
鸞
思
想
と
宗
教
多
元
主
義
に
お
け
る
新
た
な
可
能
性
を
提
示
し
た
い
。 

 

註 

1 
 

こ
こ
に
お
け
る
浄
土
真
宗
と
は
、
親
鸞
が
明
ら
か
に
し
た
教
義
や
そ
れ
に
従
う
人
的
グ
ル
ー
プ
（
教
団
）
を
意
味
す

る
。 

2 
 

武
田
龍
精
『
親
鸞
思
想
と
現
代
社
会 

比
較
を
超
え
て‐
宗
教
多
元
主
義
と
宗
教
的
真
理
・
阿
弥
陀
仏
と
キ
リ
ス
ト
・
浄

土
と
神
の
国 

宗
教
対
話
：
浄
土
教
と
キ
リ
ス
ト
教
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』
（
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究

所
、
一
九
九
七
年
）
八―

九
頁
参
照
。 

3 

「
共
生
」
の
言
葉
は
多
義
的
で
あ
る
が
、
本
論
で
は
「
抑
圧
や
差
別
、
対
立
や
不
平
等
、
一
方
的
な
支
配
や
侵
害
を
超
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え
て
、
「
自
立
と
連
帯
の
な
か
で
、
誰
も
が
十
全
に
自
己
実
現
を
果
た
す
こ
と
が
可
能
な
社
会
」
を
目
指
す
」（
（
宮
本

久
義
ほ
か
編
『
宗
教
の
壁
を
乗
り
越
え
る
ー
多
文
化
共
生
社
会
へ
の
思
想
的
基
盤
』
（
ノ
ン
ブ
ル
社
、
二
〇
一
六
年
）

二
頁
参
照
）
と
い
う
意
味
で
使
用
し
た
い
。 

4 

岸
根
敏
幸
『
宗
教
多
元
主
義
と
は
何
か : 

宗
教
理
解
へ
の
探
求
』（
晃
洋
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
七
四
頁
参
照
。 

5 

長
谷
川
（
間
瀬
）
恵
美
「Jo

h
n

 H
ick

の
宗
教
多
元
主
義
再
考-

言
表
不
可
能
な
実
在
が
意
味
す
る
も
の-

」
（『
桜
美
林
論

考.

人
文
研
究
』
七
、
二
〇
一
六
年
）
一
一
九
頁
参
照
。 

6 

岸
根
敏
幸
『
宗
教
多
元
主
義
と
は
何
か : 

宗
教
理
解
へ
の
探
求
』（
晃
洋
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
七
四
頁
参
照
。 

7 

高
橋
勝
幸
「〈
随
想
〉
２
１
世
紀
は
宗
教
間
対
話
の
時
代-

カ
ー
ル
・
ラ
ー
ナ
ー
の
神
学
か
ら--

」（『
ア
ジ
ア
・
キ
リ
ス

ト
教
・
多
元
性
』
一
八
、
二
〇
二
〇
年
）
一
八
頁
参
照
。 

8 
O

w
en

 C
.T

h
o

m
as

『A
ttitu

d
es to

w
ard

 relig
io

n
s: so

m
e C

h
ristian

 in
terp

retatio
n

s

』（S
M

C
 P

ress

、
一
九
六
九

年
）
参
照
。 

9 
A

lan
 R

ace

『C
h

ristian
s an

d
 relig

io
u

s p
lu

ralism
 : p

attern
s in

 th
e C

h
ristian

 th
eo

lo
g

y o
f relig

io
n

s

』
（S

C
M

 

P
ress

、
一
九
八
三
年
）
参
照
。 

1
0 

ポ
ー
ル
・
ニ
ッ
タ
ー
に
お
け
る
四
つ
類
型
論
の
和
訳
は
、
小
原
克
博
「
宗
教
多
元
主
義
モ
デ
ル
に
対
す
る
批
判
的
考
察

 : 

「
排
他
主
義
」
と
「
包
括
主
義
」
の
再
考
」（
『
基
督
教
研
究
』
六
九
、
二
〇
〇
七
年
）
三
一
頁
を
参
照
。 

1
1 

ニ
ッ
タ
ー
は
、「O

u
r relig

io
u

s self, lik
e o

u
r cu

ltu
ral o

r so
cial self, is at its co

re an
d

 in
 its co

n
d

u
ct a h

yb
rid

. 

T
h

at m
ean

s th
at o

u
r relig

io
u

s id
en

tity is n
o

t p
u

reb
red

, it
’s h

yb
rid

. It

’s n
o

t sin
g

u
lar, it

’s p
lu

ral. It 
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tak

es sh
ap

e th
ro

u
g

h
 an

 o
n

g
o

in
g

 p
ro

cess o
f stan

d
in

g
 in

 o
n

e p
lace an

d
 step

p
in

g
 in

to
 o

th
er p

laces, o
f 

fo
rm

in
g

 a sen
se o

f self an
d

 th
en

 exp
an

d
in

g
 o

r co
rrectin

g
 th

at sen
se as w

e m
eet o

th
er selves. T

h
ere is n

o
 

su
ch

 th
in

g
 as a n

eatly d
efin

ed
, o

n
ce p

erm
an

en
t self. W

e

’re co
n

stan
tly ch

an
g

in
g

 an
d

 w
e

’re ch
an

g
in

g
 

th
ro

u
g

h
 th

e h
yb

rid
izin

g
 p

ro
cess o

f in
teractin

g
 w

ith
 o

th
ers w

h
o

 o
ften

 are very d
ifferen

t fro
m

 u
s.(

中

略)B
u

t b
ein

g
 relig

io
u

s h
yb

rid
s d

o
esn

’t m
ean

 th
at w

e d
o

n

’t h
ave an

 id
en

tity. It d
o

esn

’t exclu
d

e th
at 

so
m

e relatio
n

sh
ip

s th
at fo

rm
 o

u
r id

en
tity h

ave a p
rim

acy o
r g

reater in
flu

en
ce o

n
 u

s o
ver o

th
ers

」
と
述

べ
、（P

au
l F

. K
n

itter
『W

ith
o

u
t B

u
d

d
h

a I co
u

ld
 n

o
t b

e a C
h

ristian

』（O
n

e W
o

rld
 A

cad
em

ic

、
二
〇
〇
九

年
）
二
一
四
頁-

二
一
五
頁
）
自
身
を
〈B

u
d

d
h

ist-C
h

ristian

〉
あ
る
い
は
、〈C

h
ristian

-B
u

d
d

h
ist

〉
で
あ
る
と
し

て
い
る
。 

1
2 

岸
根
敏
幸
『
宗
教
多
元
主
義
と
は
何
か : 

宗
教
理
解
へ
の
探
求
』（
晃
洋
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
一
二
〇
頁
参
照
。 

1
3 

岸
根
敏
幸
『
宗
教
多
元
主
義
と
は
何
か : 
宗
教
理
解
へ
の
探
求
』（
晃
洋
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
三
二
頁
参
照
。 

1
4 

 

末
木
文
美
士
『
日
本
仏
教
入
門
』（
角
川
選
書
、
二
〇
一
六
年
）
一
三
四
頁
参
照
。 

1
5 

武
田
龍
精
「
親
鸞
浄
土
教
再
解
釈
の
一
視
座-
宗
教
多
元
時
代
に
お
け
る
浄
土
教
の
脱
構
築-

」
（『
宗
教
研
究
』
第
八
二

号(

二)

、
二
〇
〇
八
年
）
二
七
六
頁
参
照
。 

1
6 

武
田
龍
精
「
親
鸞
聖
人
「
真
仮
偽
判
」
の
現
代
的
課
題-
宗
教
多
元
主
義
に
基
づ
く
対
話
論
的
真
理
観
を
視
座
と
し
て

-

」（「
講
演 

二
〇
一
〇
年
度 

真
宗
大
谷
派
教
学
大
会 

親
鸞
聖
人
「
真
仮
偽
判
」
の
現
代
的
課
題
：
宗
教
多
元
主
義
に

基
づ
く
対
話
論
的
宗
教
観
を
視
座
と
し
て
（
親
鸞
と
現
代
：
『
教
行
信
証
』
の
課
題
）（
『
真
宗
教
学
研
究
』
第
三
二
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号
、
二
〇
一
一
年
）
参
照
。 

1
7 

武
田
龍
精
「
親
鸞
浄
土
教
再
解
釈
の
一
視
座-

宗
教
多
元
時
代
に
お
け
る
浄
土
教
の
脱
構
築-

」
（『
宗
教
研
究
』
第
八
二

号(
二)

、
二
〇
〇
八
年
）
二
七
九
頁
参
照
。 

1
8 

武
田
龍
精
「
親
鸞
浄
土
教
再
解
釈
の
一
視
座-

宗
教
多
元
時
代
に
お
け
る
浄
土
教
の
脱
構
築-

」
（『
宗
教
研
究
』
第
八
二

号(

二)

、
二
〇
〇
八
年
）
二
七
九
頁
参
照
。 

1
9 

大
野
択
「
真
仮
偽
判
を
問
い
直
す
必
要
性
に
つ
い
て
」『
眞
宗
研
究 : 

眞
宗
連
合
學
會
研
究
紀
要
』
五
七
、
二
〇
一
三

年
参
照
。 

2
0 

松
尾
宣
昭
「
ヒ
ッ
ク
の
『
宗
教
多
元
主
義
』
に
つ
い
て
」（
『
龍
谷
哲
学
論
集
』
一
一
、
一
九
九
七
年
）
三
二
頁
参
照
。 

2
1 

普
賢
大
円
『
真
宗
概
論
』（
百
華
苑
、
一
九
五
七
年
）
一
頁―

二
頁
参
照
。 





 

 

 

第
一
章 

他
宗
教
理
解
に
お
け
る
類
型
論
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二六 

小
序 

 
本
章
に
お
い
て
は
、
他
宗
教
を
理
解
す
る
上
で
重
要
と
な
る
類
型
論
と
そ
の
具
体
例
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。
他
宗
教

理
解
に
お
け
る
類
型
論
お
よ
び
そ
の
分
類
は
い
く
つ
か
存
在
す
る
が
ア
ラ
ン
・
レ
イ
ス
（A

lan
 

R
ace

）
の
類
型
論
と
ポ
ー

ル
・
ニ
ッ
タ
ー
（P

au
l F

. K
n

itter

）
の
そ
れ
が
最
も
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
類
型
論
を
詳
細
に
検
討
し
た
成

果
は
多
く
は
な
い
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
類
型
論
、
特
に
レ
イ
ス
の
そ
れ
と
具
体
例
を
キ
リ
ス
ト
教
、
仏
教
双
方
か
ら
取
り

上
げ
、
最
後
に
各
々
の
類
型
論
の
問
題
点
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。 

 

第
一
節 

類
型
論
の
考
察 

 

他
宗
教
理
解
の
姿
勢
を
表
す
レ
イ
ス
の
類
型
論
と
し
て
、
次
の
三
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 

① 

排
他
主
義
（E

xclu
sivism

）・
・
・
キ
リ
ス
ト
教
の
み
を
絶
対
視
し
、
そ
れ
以
外
の
宗
教
に
意
義
を
認
め
な
い
立

場
。2

2 

 ② 

包
括
主
義
（In

clu
sivism

）・
・
・
キ
リ
ス
ト
教
の
絶
対
性
を
保
持
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
以
外
の
宗
教
に
つ
い
て
も
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二七 

そ
の
意
義
を
認
め
よ
う
と
す
る
立
場
。2

3 
③ 
多
元
主
義
（P

lu
ralism

）
・
・
・
他
宗
教
に
対
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
優
位
性
と
い
う
発
想
を
否
定
し
て
、
キ
リ
ス
ト

教
と
同
様
に
他
宗
教
の
存
在
を
認
め
よ
う
と
す
る
立
場
。2

4 

 

こ
れ
ら
の
類
型
は
、
前
述
の
諸
宗
教
の
神
学
（T

h
eo

lo
g

y o
f R

elig
io

n

）
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
内
部
に
お
け
る
研
究
領

域
で
つ
く
ら
れ
た
た
め
、
自
ず
と
キ
リ
ス
ト
教
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
現
在
で
は
、
レ
イ
ス
の
類
型
論
を
応
用

し
て
、
任
意
の
宗
教
に
お
け
る
他
宗
教
理
解
の
在
り
方
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
間
瀬
啓
允
は
、
レ
イ
ス
の

類
型
論
に
お
け
る
定
義
を
次
の
よ
う
に
一
般
化
で
き
る
と
し
て
い
る
。 

 

⑴ 

排
他
主
義
（E

xclu
sivism

）-
自
ら
が
信
仰
す
る
宗
教
的
な
信
念
体
系
を
絶
対
視
し
、
そ
れ
以
外
の
宗
教
的
な
信

念
体
系
の
受
け
入
れ
や
理
解
を
拒
絶
す
る
よ
う
な
立
場2

5 

 ⑵ 

包
括
主
義
（In

clu
sivism

）-

自
ら
の
信
仰
す
る
信
念
体
系
の
絶
対
性
を
保
持
し
つ
つ
も
、
そ
れ
と
は
別
の
信
念

体
系
に
対
し
て
も
理
解
を
示
そ
う
と
す
る
立
場2

6 

 ⑶ 

多
元
主
義
（P

lu
ralism

）-

自
ら
が
信
仰
す
る
宗
教
に
準
ず
る
形
で
他
の
宗
教
を
理
解
す
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
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二八 

が
信
仰
す
る
宗
教
と
は
独
立
に
、
他
の
宗
教
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
の
意
義
を
認
め
よ
う
と
す
る
立
場2

7 

 
あ
る
い
は
、
キ
ブ
リ
ン
ガ
ー
（K

ristin
 B

eise K
ib

lin
g

er

） 

は
『B

u
d

d
h

ist A
ttitu

d
e T

o
 O

th
er R

elig
io

n
s

』
に
お
い

て
、P

erry S
ch

m
id

t-L
eu

k
el 

の
論
を
引
用
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

私
は
ペ
リ
ー
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
＝
ロ
イ
ケ
ル
が
著
書
『
宗
教
的
優
越
性
の
神
話
』
で
彼
ら
を
擁
護
し
て
い
る
こ
と
に
同

意
し
ま
す
。
彼
に
従
っ
て
、
私
は
次
の
定
義
を
規
定
す
る
。
「
超
越
的
な
現
実
に
つ
い
て
の
救
済
の
知
識
が
唯
一
の
宗

教
に
よ
っ
て
仲
介
さ
れ
て
い
る
」
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
宗
教
的
な
他
者
に
対
す
る
姿
勢
は
排
他
主
義
者
と
見
な
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
対
照
的
に
、
包
括
主
義
と
い
う
用
語
は
、「
超
越
的
な
現
実
に
つ
い
て
の
救
済
の
知
識
が
複
数

の
宗
教
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
う
ち
の
一
つ
だ
け
が
、
他
に
類
を
見
な
い
優
れ
た
方
法

で
そ
れ
を
媒
介
し
て
い
る
」
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
。
最
後
に
、
多
元
主
義
が
定
義
さ
れ
る
。
こ
こ
で

は
、
超
越
的
な
現
実
に
つ
い
て
の
救
済
の
知
識
は
複
数
の
宗
教
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
て
い
る
と
い
う
見
解
と
し
て 

(

必

ず
し
も
す
べ
て
の
宗
教
に
よ
っ
て
で
は
な
く)

、
そ
の
知
識
の
瞑
想
が
他
の
す
べ
て
の
宗
教
よ
り
も
優
れ
て
い
る
宗
教

は
な
い
。
（
筆
者
邦
訳
）2

8 

 

こ
の
よ
う
に
、
任
意
の
宗
教
に
応
じ
た
類
型
は
定
義
が
明
確
で
は
な
く
、
そ
れ
故
、
学
者
各
々
に
よ
っ
て
若
干
の
相
違
が
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二九 

う
か
が
え
る
。2

9

そ
の
原
因
は
、
上
述
の
通
り
、
レ
イ
ス
の
類
型
論
は
元
々
キ
リ
ス
ト
教
神
学
内
部
に
お
け
る
議
論
で
あ
る

と
い
う
事
実
と
、
レ
イ
ス
の
著
書 

『
キ
リ
ス
ト
者
と
多
元
主
義
』
（C

h
ristian

s 
an

d
 

R
elig

io
u

s 
P

lu
ralism

）
に
お
い

て
、
明
確
な
定
義
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
各
々
の
類
型
に
お
け
る
代
表
的
事
例
を
示
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い
う
事
実

に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

ま
た
多
元
主
義
に
関
し
て
も
、
ヒ
ッ
ク
の
よ
う
な
唯
一
な
る
究
極
的
実
在
を
想
定
し
た
通
約
的
宗
教
多
元
主
義
と
そ

れ
を
想
定
し
な
い
カ
ブ
、
パ
ニ
カ
ー
の
よ
う
な
非
通
約
的
宗
教
多
元
主
義
と
い
っ
た
分
類
が
さ
れ
、
レ
イ
ス
の
三
つ
の

類
型
論
が
提
唱
さ
れ
て
以
来
、
細
分
化
が
進
ん
で
い
る
と
い
え
る
。3

0 

 

① 

通
約
的
宗
教
多
元
主
義-

様
々
な
宗
教
の
中
に
何
ら
か
の
共
通
点
を
見
い
だ
し
、
そ
の
共
通
点
を
強
調
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
現
象
と
し
て
の
諸
宗
教
を
超
え
た
、
普
遍
的
な
宗
教
性
あ
る
い
は
宗
教
の
本
質
と
い
っ
た
も
の

に
指
向
し
て
い
こ
う
と
す
る
多
元
主
義 

 

② 

非
通
約
的
宗
教
多
元
主
義‐

各
々
の
宗
教
的
存
在
を
他
に
替
え
が
た
い
固
有
の
存
在
と
見
な
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ら
に
共
通
す
る
よ
う
な
普
遍
的
な
宗
教
性
や
宗
教
の
本
質
と
い
っ
た
も
の
を
導
出
し
な
い
多
元
主
義 
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三〇 

た
だ
こ
れ
ら
の
類
型
論
に
関
し
て
は
、
従
来
か
ら
幾
つ
か
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
小
原
克
博
は
、

レ
イ
ス
の
類
型
論
に
つ
い
て
優
越
的
置
換
主
義
（su

p
e
rse

ssio
n

ism

）
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。 

 

類
型
の
間
に
優
劣
を
つ
け
る
と
き
に
、
大
き
な
問
題
が
立
ち
現
れ
る
。
一
言
で
言
う
な
ら
、
そ
れ
は
「
優
越
的
置
換

主
義
」
（su

p
ersessio

n
ism

）
の
問
題
で
あ
る
。
優
越
的
置
換
主
義
と
は
、
後
に
あ
ら
わ
れ
た
も
の
が
先
の
も
の
を
克

服
し
、
先
の
も
の
は
基
本
的
な
意
義
を
失
う
、
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
科
学
の
世
界
で
は
、
こ
れ
は
パ
ラ
ダ
イ
ム

変
換
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
天
動
説
が
地
動
説
に
置
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
大
き
な
パ
ラ
ダ 

イ
ム

変
換
で
あ
り
、
地
動
説
が
い
っ
た
ん
確
立
し
て
し
ま
え
ば
、
天
動
説
は
用
済
み
の
迷
信
と
な
る
。
科
学
の
世
界
で
は

古
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
完
全
に
置
き
換
え
て
し
ま
う
こ
と
は
め
ず
ら
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
し

か
し
、
宗
教
の
世
界
に
お
い
て
は
、
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
生
じ
た
と
し
て
も
、
古
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
し
ば
し
ば
併

存
し
て
い
く
の
で
あ
り
、
科
学
と
同
じ
よ
う
に
、
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
は
ず
で
あ
る
。3

1 

 

事
実
、
レ
イ
ス
自
身
も
宗
教
多
元
主
義
者
で
あ
り
、
自
身
の
類
型
論
（
宗
教
多
元
主
義
）
を
最
終
的
発
展
段
階
に
置

く
こ
と
は
、
排
他
主
義
、
包
括
主
義
と
い
う
類
型
そ
の
も
の
が
、
そ
の
設
定
段
階
か
ら
侮
蔑
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
内
包
さ

れ
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
の
上
で
、
そ
れ
ら
を
克
服
す
る
目
的
で
つ
く
ら
れ
た
の
が
ニ
ッ
タ
ー
の
類
型
論
で
あ
り
、
置
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三一 

換
モ
デ
ル
（R

ep
lacem

en
t M

o
d

el

）
、
成
就
モ
デ
ル
（F

u
lfillm

en
t M

o
d

el

）
、
相
互
性
モ
デ
ル
（M

u
tu

ality M
o

d
el

）
、

受
容
モ
デ
ル
（A

ccep
tan

ce M
o

d
el

）
の
四
つ
の
類
型
論3

2

が
提
示
さ
れ
た
。
前
三
の
類
型
は
各
々
排
他
、
包
括
、
多
元
に

該
当
し
、
最
後
の
受
容
モ
デ
ル
は
ニ
ッ
タ
ー
に
よ
る
新
た
な
類
型
で
あ
る
が
、
小
原
に
よ
れ
ば
ニ
ッ
タ
ー
の
モ
デ
ル
に
お
い

て
も
優
越
的
置
換
主
義
の
問
題
を
克
服
で
き
て
い
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。3

3 

 

 

第
二
節 

排
他
主
義
の
再
考 

 

既
に
触
れ
た
と
お
り
、
排
他
主
義
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
み
を
絶
対
視
し
、
そ
れ
以
外
の
宗
教
に
意
義
を
認
め
な
い
立

場
で
あ
る
が
、
そ
の
代
表
的
事
例
と
し
て
、
レ
イ
ス
は
次
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
ド
グ
マ
を
取
り
上
げ
て
い
る
。 

 

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
ド
グ
マ
（A

xio
m

 o
f th

e
 C

a
th

o
lic C

h
u

rch

） 

「
教
会
の
外
に
救
い
な
し
」(O

u
tsid

e
 th

e
 C

h
u

rch
 n

o
 sa

lv
a
tio

n
) 

（E
xtra

 E
ccle

sia
m

 n
u

lla
 sa

lu
s

） 
 

 

ま
た
そ
れ
を
踏
ま
え
た
、
中
世
ロ
ー
マ
教
皇
ボ
ニ
フ
ァ
テ
ィ
ウ
ス
八
世
（P

o
p

e B
an

iface V
III

）
の
発
言
は
次
の
と
お
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三二 

り
で
あ
る
。 

 

W
e
 a

re
 re

q
u

ire
d

 b
y
 fa

ith
 to

 b
e
lie

v
e
 a

n
d

 h
o

ld
 th

a
t th

e
re

 is o
n

e
 h

o
ly

, ca
th

o
lic a

n
d

 a
p

o
sto

lic C
h

u
rch

; 

w
e
 firm

ly
 b

e
lie

v
e
 it a

n
d

 u
n

re
se

rv
e
d

ly
 p

ro
fe

ss it; o
u

tsid
e
 it th

e
re

 is n
e
ith

e
r sa

lv
a
tio

n
 n

o
r re

m
issio

n
 o

f 

sin
s…

” 

私
た
ち
は
信
仰
に
よ
っ
て
、
唯
一
の
聖
な
る
カ
ト
リ
ッ
ク
で
使
徒
的
な
教
会
が
あ
る
と
信
じ
、
保
持
す
る
こ
と
を
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
そ
れ
を
固
く
信
じ
、
遠
慮
な
く
告
白
し
ま
す
。
そ
の
（
教
会
）
の
外
に
は
、
救
い
も
罪
の

赦
し
も
あ
り
ま
せ
ん
」（
筆
者
邦
訳
） 

 こ
れ
ら
の
事
例
を
踏
ま
え
た
上
で
、
レ
イ
ス
は
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
（K

arl 
B

arth

）
を
排
他
主
義
理
論
の
最
も
極
端

な
形
態
（T

h
e m

o
st extrem

e fo
rm

 o
f th

e exclu
sivist th

eo
ry

）
と
捉
え
て
お
り
、
彼
の
弁
証
法
神
学
に
基
づ
く
理

論
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
レ
イ
ス
は
バ
ル
ト
神
学
を
「
神
の
啓
示
を
離
れ
、
人
間
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
た
り
償

還
さ
れ
た
宗
教
は
信
仰
の
な
い
行
動
で
あ
る
」3

4

と
解
釈
し
た
上
で
、
バ
ル
ト
の
代
表
的
著
作
『
教
会
教
義
学
』
か
ら
彼
の

記
述
を
引
用
し
て
い
る
。 

た
だ
岸
根
が
「
そ
も
そ
も
バ
ル
ト
に
お
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
他
の
宗
教
が
対
峙
す
る
と
い
う
構
図
は
な
い
。
こ
の

よ
う
な
立
場
を
単
純
に
「
排
他
主
義
」
と
呼
ぶ
べ
き
か
ど
う
か
は
、
疑
問
が
残
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
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三三 

自
身
の
宗
教
を
絶
対
的
、
普
遍
的
と
捉
え
る
こ
と
が
、
す
な
わ
ち
排
他
主
義
に
分
類
さ
れ
得
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題

が
残
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
分
析
哲
学
者
の
ア
ル
ヴ
ィ
ン
・
プ
ラ
ン
テ
ィ
ン
ガ
（A

lv
in

 P
la

n
tin

g
a

）
は
、
あ

る
主
張
を
提
示
す
る
こ
と
は
、
実
は
同
時
に
、
そ
れ
に
反
す
る
主
張
を
排
除
す
る
要
素
を
含
ま
ざ
る
を
得
な
い
点
を

指
摘
し
て
い
る
。3

5

す
な
わ
ち
、
宗
教
的
信
仰
（
仏
教
的
に
い
え
ば
目
覚
め
や
信
心
）
と
い
っ
た
独
自
の
宗
教
観
の
確

立
に
は
、
必
然
的
に
他
の
宗
教
的
選
択
肢
を
排
除
す
る
性
格
が
含
有
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
バ
ル
ト
の
よ
う
に

人
間
の
作
為
的
な
面
を
否
定
し
、
神
の
啓
示
の
み
を
重
ん
じ
る
姿
勢
を
果
た
し
て
排
他
主
義
と
規
定
す
る
こ
と
が
妥

当
な
の
か
、
疑
問
が
生
じ
る
と
い
え
る
。 

ま
た
小
原
克
博
は
、「
リ
ベ
ラ
ル
な
近
代
的
価
値
に
積
極
的
に
対
峙
し
よ
う
と
す
る
、
広
い
意
味
で
の
原
理
主
義
が

含
ま
れ
て
い
る
」
事
実
を
踏
ま
え
、「
圧
政
や
暴
力
的
支
配
、
文
化
侵
略
に
対
す
る
抵
抗
勢
力
と
し
て
排
他
主
義
の
意

義
を
正
当
に
評
価
す
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
肯
定
的
に
再
考
し
て
い
る
。 

さ
ら
に
、「
排
他
」
と
い
う
語
の
定
義
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ポ
ー
ル
・
ニ
ッ
タ
ー
は
、
レ
イ
ス
の

排
他
主
義
と
同
義
語
で
あ
る
置
換
モ
デ
ル
（R

ep
lacem

en
t M

o
d

el

）
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
は
、
私
た
ち
が
再
検
討
し
評
価
す
る
、
他
の
信
仰
に
対
す
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
態
度
の
最
初
の
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
支
配
的
な
態
度
で
も
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
の
ほ
と
ん
ど
を
通
し
て
一
般
的
に
影
響
力
を
持
っ
て
き
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
置
換
の
方
法
と
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
が
、
何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
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三四 

キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
師
は
、
す
べ
て
の
人
々
を
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
す
る
こ
と
が
神
の
意
志
で
あ
る
と
い
う
確
信
を
持

っ
て
世
に
出
て
き
た
。
最
終
的
に
、
ま
た
は
で
き
る
だ
け
早
く
、
神
は
唯
一
の
宗
教
、
神
の
宗
教
、
キ
リ
ス
ト
教
が

存
在
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る 

他
の
宗
教
に
何
ら
か
の
価
値
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
暫
定
的
な
価
値
に
す
ぎ
な

い
。
最
終
的
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
置
換
モ
デ
ル
で
は
、
神
の
人
類

と
の
関
係
の
普
遍
性
と
特
殊
性
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
は
、
明
ら
か
に
特
殊
性
の
側
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
。 

神
の

愛
は
普
遍
的
で
あ
り
、
す
べ
て
に
及
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
愛
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
特
別
で
特
異
な
共

同
体
を
通
し
て
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。3

6

（
邦
訳
筆
者
） 

 

こ
の
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
排
他
主
義
や
置
換
モ
デ
ル
は
、
他
者
に
対
し
て
改
宗
を
迫
る
姿
勢
で
あ

り
、
そ
れ
ゆ
え
排
他
す
る
対
象
は
自
己
に
お
け
る
他
宗
教
の
選
択
の
み
な
ら
ず
、
他
者
に
お
け
る
他
宗
教
の
選
択
も

含
ま
れ
る
。
そ
の
様
相
は
、
ニ
ッ
タ
ー
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
活
動
の
歴
史
か
ら
も
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
。 

次
に
仏
教
の
排
他
主
義
の
事
例
と
し
て
は
、
グ
ナ
パ
ラ
・
ダ
ル
シ
リ
（G

u
n

a
p

a
la

 D
h

a
rm

a
siri

）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

氏
は
、
『A

 B
u

d
d

h
ist C

ritiq
u

e
 o

f th
e
 C

h
ristia

n
 C

o
n

ce
p

t o
f G

o
d

』
に
お
い
て
、
仏
教
に
お
け
る
無
我
の
思
想

を
根
拠
に
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
魂
や
恒
久
的
自
我
の
思
想
を
否
定
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
神
の
存
在
が
矛
盾

す
る
と
い
う
論
の
上
で
、
キ
リ
ス
ト
教
を
”P

rim
itiv

e
 S

u
p

e
rstitio

n

”
や
”W

itch
cra

ft

”
と
捉
え
、
批
判
し
て
い
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三五 

る
。3

7 

ま
た
、
ア
ナ
ガ
リ
カ
・
ダ
ル
マ
パ
ラ
（A

n
a
g

a
rik

a
 D

h
a
rm

a
p

a
la

）
は
、D

e
stru

ctiv
e
n

e
ss

（
破
壊
性
）
や

S
o

cia
l P

ro
b

le
m

（
社
会
問
題
）
の
点
で
批
判
し
、
教
義
の
面
に
お
い
て
は
、
”A

 C
re

a
te

r G
o

d

”
（
創
造
主
）

や
”S

e
p

a
ra

te
 S

o
u

l E
n

tity

（
独
立
し
た
実
態
的
な
魂
）
、
”A

n
 E

te
rn

a
l H

e
a
v
e
n

 a
n

d
 H

e
ll

（
永
遠
の
天
国
と
地

獄
）
、T

h
e
 M

e
d

ia
tio

n
 o

f P
rie

st

（
聖
職
者
に
よ
る
媒
介
）
な
ど
の
概
念
を

A
n

 U
n

scie
n

tific

（
非
科
学
的
）
、

Im
p

e
ria

listic

（
帝
国
主
義
）
、D

e
ce

p
tiv

e

（
人
騙
し
）
、U

n
e
th

ica
l

（
非
倫
理
的
）
、C

o
n

tra
d

icto
ry

（
矛
盾
し
て

い
る
）
な
ど
と
批
判
し
て
い
る
。3

8 

尚
、
親
鸞
思
想
に
お
い
て
も
、
武
田
龍
精
は
「
親
鸞
浄
土
教
に
お
い
て
も
、
排
他
主
義
へ
容
易
に
傾
斜
す
る
危
険

性
を
は
ら
ん
で
い
る
。
諸
仏
と
阿
弥
陀
仏
、
諸
行
と
本
願
名
号
た
る
念
仏
一
行
、
諸
経
と
大
無
量
寿
経
、
そ
れ
ら
の

あ
い
だ
に
「
廃
立
」
を
施
設
す
る
立
場
に
立
つ
か
ら
で
あ
る
」
と
言
及
し3

9

、
排
他
主
義
的
側
面
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。
た
だ
一
方
で
、「「
廃
立
」
の
成
立
根
拠
に
見
据
え
ら
れ
て
い
る
法
蔵
菩
薩
「
選
択
」
の
真
意
を
考
え
る

な
ら
ば
、「
廃
立
」
は
排
他
主
義
に
向
か
う
も
の
で
は
な
く
、
逆
の
包
括
主
義
を
主
張
す
る
立
場
で
あ
る
と
い
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し4

0

、
そ
の
教
学
的
解
釈
に
よ
っ
て
排
他
主
義
と
も
包
括
主
義
と
も
な
り
得
る
余
地
が
あ
る
こ

と
に
も
言
及
し
て
い
る
。 

以
上
の
事
例
か
ら
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
排
他
主
義
の
定
義
は
か
な
り
曖
昧
で
あ
る
が
、
総
括
す
れ
ば
⑴
自
身
の

宗
教
的
信
仰
体
系
を
絶
対
視
す
る
こ
と
と
、
⑵
他
者
に
そ
の
信
仰
体
系
を
強
要
す
る
、
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

前
者
⑴
は
既
に
言
及
し
た
と
お
り
独
自
の
宗
教
観
の
確
立
に
は
必
須
の
性
質
で
あ
り
、
⑵
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
活
動
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三六 

な
ど
に
見
ら
れ
る
特
殊
的
事
例
で
あ
る
と
い
え
る
。 

他
方
、
親
鸞
に
お
い
て
⑵
の
性
質
の
有
無
を
鑑
み
た
場
合
、『
歎
異
抄
』
第
二
条
か
ら
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
他

者
に
対
す
る
改
宗
を
迫
る
姿
勢
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
面
々
の
御
は
か
ら
い
」4

1

と
し
て
、
他
者
の
宗
教
的
選
択
肢

を
「
排
他
」
す
る
姿
勢
は
み
え
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
武
田
が
排
他
主
義
の
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
親
鸞
の
記
述
と
、

キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
排
他
主
義
に
は
、
そ
の
内
実
に
お
い
て
相
当
の
開
き
が
あ
る
と
い
え
、
混
同
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。 

む
ろ
ん
、
親
鸞
思
想
に
お
い
て
宣
教
を
迫
る
姿
勢
（
仏
教
的
い
え
ば
折
破
摧
伏
）
が
あ
っ
た
か
否
か
は
今
後
研
究

さ
れ
る
余
地
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
先
に
と
り
あ
げ
た
事
例
な
ど
か
ら
は
そ
の
姿
勢
は
う
か
が
え
ず
、
よ
っ
て
そ

れ
ら
を
キ
リ
ス
ト
教
に
お
お
け
る
排
他
主
義
と
同
等
に
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
先
に
言
及
し
た
よ
う
に

自
身
の
宗
教
を
絶
対
的
、
普
遍
的
と
捉
え
る
と
い
う
限
定
的
意
味
に
お
い
て
排
他
主
義
的
姿
勢
が
あ
る
と
見
な
す
こ

と
は
可
能
で
あ
る
が
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
そ
の
姿
勢
は
、
あ
ら
ゆ
る
宗
教
的
信
念
（
信
仰
）
体
系
に
付
随
す
る
性

質
の
も
の
で
あ
り
、
親
鸞
固
有
の
姿
勢
で
は
な
い
と
い
え
る
。 

 

第
三
節 

包
括
主
義
の
再
考 

 

既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
包
括
主
義
と
は
キ
リ
ス
ト
教
の
絶
対
性
を
保
持
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
以
外
の
宗
教
に
つ
い
て
も
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三七 

そ
の
意
義
を
認
め
よ
う
と
す
る
立
場
で
あ
る
が
、4

2

そ
の
上
で
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。 

 
キ
リ
ス
ト
教
の
諸
宗
教
の
神
学
に
お
け
る
包
括
主
義
は
、
他
の
信
仰
の
受
容
と
拒
絶
の
両
方
で
あ
り
、
弁
証
法
的
な

「
は
い
」
と
「
い
い
え
」
で
あ
る
。
一
方
で
、
そ
れ
（
包
括
主
義
）
は
、
神
の
存
在
の
場
所
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
よ

う
に
、
そ
れ
ら
に
現
れ
る
精
神
的
な
力
と
深
さ
を
受
け
入
れ
る
。 

そ
の
一
方
で
、
キ
リ
ス
ト
だ
け
が
救
世
主
で
あ
る

た
め
、
キ
リ
ス
ト
以
外
の
救
い
に
は
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
、
彼
ら
を
拒
絶
す
る
の
で
あ
る
。4

3

（
邦
訳
筆
者
） 

 

さ
ら
に
レ
イ
ス
は
、
包
括
主
義
の
事
例
と
し
て
、
カ
ー
ル
・
ラ
ー
ナ
ー
（K

arl R
ah

n
er

）
の
匿
名
の
キ
リ
ス
ト
教
徒

（A
n

o
n

ym
o

u
s C

h
ristian

）
と
そ
の
論
を
公
式
な
見
解
と
し
た
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
を
挙
げ
て
い
る
。 

 【
匿
名
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
（A

n
o

n
ym

o
u

s C
h

ristian

）】 

匿
名
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
宗
教
を
信
じ
て
い
る
人
々
も
例
外
な
く
救
済
の
源
泉
が
キ
リ
ス
ト

に
の
み
見
出
さ
れ
る
以
上
、
そ
れ
ら
の
人
々
は
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
る
と
い
う
論
で
あ
る
。
た
と
え
、
彼
ら
が

キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
も
っ
て
い
な
い
と
し
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
は
彼
ら
も
ま
た
キ
リ
ス
ト

教
徒
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
無
自
覚
的
な
信
仰
者
が
「
匿
名
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
」
と
呼
ば
れ
る
。4

4 
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三八 

さ
ら
に
レ
イ
ス
は
、
ラ
ー
ナ
ー
の
論
に
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
て
い
る
。 

レ
イ
ス
は
以
下
の
四
つ
の
論
点
を
ラ
ー
ナ
ー
の
著
書 

『C
h

ristian
ity an

d
 th

e N
o

n
-C

h
ristian

 R
elig

io
n

』
か
ら
紹
介
し

て
い
る
。 

 

① 

キ
リ
ス
ト
教
は
、
自
身
の
宗
教
が
す
べ
て
の
人
を
対
象
と
し
た
絶
対
的
な
宗
教
と
し
て
理
解
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の

宗
教
を
平
等
な
正
義
と
し
て
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い 

 ② 

福
音
が
実
際
に
個
人
の
歴
史
的
状
況
に
入
る
瞬
間
ま
で
、
非
キ
リ
ス
ト
教
の
宗
教
は
神
の
自
然
な
知
識
の
要
素
を
単
に

含
む
だ
け
で
な
く
、
人
間
の
堕
落
と
混
ざ
り
合
っ
た
要
素
も
含
む
。
ま
た
キ
リ
ス
ト
に
よ
る
恵
み
に
よ
っ
て
起
る
超
自

然
的
な
要
素
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
非
キ
リ
ス
ト
教
の
宗
教
は
正
統
的
な
宗
教
と
し
て
認
め
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
る
。 

 

③ 

キ
リ
ス
ト
教
は
、
キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
宗
教
の
信
者
を
単
な
る
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
単
純
に
対
峙
さ
せ
る
の
で
は

な
く
、
何
ら
か
の
点
で
匿
名
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
す
で
に
見
な
さ
れ
て
い
る
。 

 

④ 

歴
史
的
に
具
体
的
な
前
衛
と
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
望
ん
で
い
る
こ
と
の
歴
史
的
お
よ
び
社
会
的
に
構
成
さ
れ
た
明
示
的
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三九 

な
表
現
は
、
目
に
見
え
る
教
会
の
外
で
さ
え
、
隠
さ
れ
た
現
実
と
し
て
存
在
す
る
。
（
邦
訳
筆
者
）4

5 

 
以
上
の
ラ
ー
ナ
ー
の
主
張
は
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
（
一
九
六
二-

六
五
）
に
お
い
て
公
式
な
見
解
と
し
て
採
用
さ
れ

た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
岸
根
は
、「
キ
リ
ス
ト
教
の
絶
対
性
を
保
持
し
な
が
ら
、
同
時
に
他
宗
教
の
存
在
意
義
に
つ
い
て

も
理
解
を
示
す
と
い
う
難
問
に
理
論
的
裏
付
け
を
与
え
た
」
か
ら
と
し
て
い
る
。
そ
の
為
、
岸
根
に
よ
れ
ば
現
代
の
キ
リ

ス
ト
教
会
の
大
半
は
ラ
ー
ナ
ー
が
提
示
し
た
よ
う
な
包
括
主
義
の
立
場
を
採
用
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。4

6 

一
方
、
仏
教
に
お
け
る
排
他
主
義
の
事
例
は
、
排
他
主
義
と
同
様
に
キ
ブ
リ
ン
ガ
ー
に
よ
っ
て
次
の
三
つ
が
代
表
的
事

例
と
さ
れ
る
。 

 

① 

方
便
と
し
て
の
他
宗
教
（skillfu

l m
ean

s
） 

 

時
代
や
文
化
、
相
手
に
応
じ
て
説
か
れ
る
教
え
が
違
う
が
、
目
指
す
先
は
同
じ(B

u
d

d
h

ist G
o

als)

で
あ
る
と
い
う
理

解
。
具
体
的
事
例
と
し
て
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
宗
教
に
共
通
の
超
越
的
実
存
の
存
在
を
否
定
し
、
す
べ
て
の
宗
教
は
信

仰
者
の
環
境
や
状
態
に
よ
っ
て
異
な
り
、
そ
れ
ら
を
方
便
と
し
て
見
る
立
場
で
あ
る
と
し
て
い
る
。4

7 

 ② 

報
身(E

n
jo

ym
en

t B
o

d
y)

、
応
身
（T

ran
sfo

rm
atio

n
 B

o
d

y

）
と
し
て
の
他
宗
教 
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四〇 

 
他
宗
教
を
三
身
説
に
お
け
る
報
身
あ
る
い
は
応
身
と
見
な
し
、
根
本
的
な
法
身
（D

h
arm

a b
o

d
y

）
は
同
じ
で
あ
る
と

す
る
考
え
で
あ
る
。
具
体
的
事
例
と
し
て
、
天
台
、
真
言
が
神
道
に
お
け
る
神
を
仏
の
化
身
（M

an
ifestatio

n

）
と

し
、
仏
や
菩
薩
が
本
質
で
あ
る
と
す
る
い
わ
ゆ
る
本
地
垂
迹
説
を
挙
げ
て
い
る
。4

8 

 

③ 

俗
諦
（C

o
n

ven
tio

n
al

）
と
し
て
の
他
宗
教 

 

宗
教
間
に
お
け
る
教
義
の
違
い
は
、
俗
諦(L

o
w

er L
evel)

に
お
い
て
の
み
存
在
し
、
真
諦(H

ig
h

er L
evel, T

h
e L

evel 

o
f D

h
arm

a)

に
お
い
て
は
同
じ
で
あ
る
と
す
る
考
え
で
あ
る
。
具
体
的
事
例
と
し
て
、
テ
ィ
ク
・
ナ
ッ
ト
・
ハ
ン

（T
h

ich
 N

h
at H

an
h

）
を
挙
げ
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
言
語
で
は
な
く
、
そ
れ
が
指
し
示
す
概
念
が
重
要
で
あ

り
、
宗
教
間
に
お
け
る
違
い
も
こ
の
解
釈
に
よ
っ
て
解
消
で
き
る
と
主
張
し
て
い
る
。4

9 

 

ま
た
、
武
田
に
よ
れ
ば
、
親
鸞
浄
土
教
に
お
い
て
も
「
本
願
が
向
け
ら
れ
る
対
象
は
「
十
方
衆
生
」
で
あ
り
十
方
微
塵

世
界
の
群
生
海
で
あ
る
」5

0

こ
と
を
理
由
に
、「
包
括
主
義
的
理
解
は
教
義
か
ら
容
易
に
引
き
出
せ
る
で
あ
ろ
う
」5

1

と
す
る

一
方
、
次
の
よ
う
な
問
題
点
を
提
起
し
て
い
る
。 
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四一 

如
来
が
「
一
切
群
生
海
の
心
に
み
ち
た
ま
へ
る
」
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
本
願
行
た
る
念
仏
に
限
定
す
る
な
ら
ば
、
ヒ

ッ
ク
が
キ
リ
ス
ト
教
の
包
括
主
義
を
論
駁
し
た
よ
う
に
、
本
願
の
誓
い
と
し
て
は
、
「
十
方
衆
生
」
と
い
う
普
遍
的
対

象
を
取
り
な
が
ら
も
、
救
済
の
事
実
は
念
仏
者
の
み
に
生
起
し
、
他
の
宗
教
的
実
践
を
行
ず
る
衆
生
は
、
救
済
か
ら

は
排
除
さ
れ
る
と
い
う
論
理
が
、「
十
方
衆
生
」
と
誓
う
一
見
普
遍
的
な
誓
願
の
う
ち
に
も
隠
蔽
さ
れ
て
い
る
と
い
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。5

2 

 以
上
の
事
例
か
ら
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
包
括
主
義
は
排
他
主
義
に
比
べ
一
歩
譲
歩
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
ヒ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、「
ラ
ー
ナ
ー
の
試
み
は
、
原
理
上
で
は
普
遍
的
な
包
括
主
義
的
立
場
に
達
し
よ
う
と
す
る
勇
敢
な
試
み

で
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
古
い
排
他
主
義
的
ド
グ
マ
を
拭
い
去
っ
て
は
い
な
い
」5

3

と
批
判
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
排
他
主
義
と
包
括
主
義
は
一
見
異
な
っ
て
い
る
が
、
焦
点
を
教
義
に
置
く
か
、
他
宗
教
の
信
仰
者

の
救
済
に
置
く
か
の
違
い
で
あ
り
、
ヒ
ッ
ク
が
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
教
義
の
側
面
に
お
い
て
は
、
包
括
主
義
も

「
教
会
の
外
に
救
い
な
し
」
と
す
る
排
他
主
義
と
同
じ
考
え
で
あ
る
と
言
え
る
。
一
方
で
小
原
は
、「
自
分
た
ち
の
宗
教
言
語

や
思
考
の
枠
組
み
の
中
で
し
か
、
他
の
宗
教
と
の
関
係
を
位
置
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
（
通
約
不
可
能
性
）
を
端
的
に

教
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
他
宗
教
を
理
解
す
る
際
の
基
本
形
と
し
て
包
括
主
義
を
評
価
す
べ
き
」5

4

と
述
べ
、
包

括
主
義
を
肯
定
的
に
見
て
い
る
。 

ま
た
、
ポ
ー
ル
・
ニ
ッ
タ
ー
は
、
次
節
で
取
り
上
げ
る
多
元
主
義
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
上
で
、
包
括
主
義
を
人
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四二 

間
の
宗
教
的
他
者
理
解
の
基
本
形
と
し
て
次
の
よ
う
に
、
率
直
に
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
。 

 
受
容
モ
デ
ル: 

私
た
ち
は
皆
、
包
括
主
義
者
で
あ
る
。
ど
れ
だ
け
違
う
行
動
を
と
ろ
う
と
し
て
も
、
私
た
ち
は
常
に
、

自
分
の
宗
教
的
観
点
か
ら
他
の
宗
教
的
な
人
を
見
た
り
、
聞
い
た
り
、
理
解
し
た
り
す
る
。
そ
れ
は
単
に
、
人
間
の

認
知
の
過
程
が
ど
の
よ
う
に
機
能
す
る
か
の
問
題
で
あ
る
。
私
た
ち
は
誰
か
に
会
う
と
き
、
い
つ
も
ど
こ
か
に
立
脚

し
て
い
る
。 

別
の
場
所
に
移
動
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
私
た
ち
は
常
に
あ
る
場
所
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。 

聖
ト
マ

ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
は
何
世
紀
も
前
に
、
き
ち
ん
と
力
強
く
言
及
し
た
。
「
認
知
さ
れ
る
も
の
は
認
知
さ
れ
る
も
の
の
形

態
に
よ
っ
て
認
知
さ
れ
る
も
の
の
中
に
あ
る
」
こ
れ
ら
の
ペ
ー
ジ
で
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
、
ア
ク
ィ
ナ
ス
が
言
う

と
こ
ろ
の
「
外
に
出
て
、
い
わ
ば
他
人
の
皮
を
被
る
」
と
い
う
こ
と
は
ま
っ
た
く
不
可
能
で
あ
る
。5

5 

 

こ
の
よ
う
に
、
包
括
主
義
は
宗
教
に
限
ら
ず
人
間
の
認
識
機
能
に
お
け
る
通
約
不
可
能
性
を
率
直
に
認
め
て
お
り
、
そ

こ
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
人
間
の
有
限
性
を
端
的
に
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
自
身
の
宗
教
体
系

で
も
っ
て
し
て
か
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
を
示
す
一
方
で
、
そ
の
立
脚
点
を
明
確
に
示
し
て
い
る
と
も
い
え

る
。
次
節
で
取
り
上
げ
る
多
元
主
義
の
一
例
と
し
て
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
譬
え
と
し
て
、「
登
る
道
は
異
な
る
が
、
頂
上
は

同
じ
で
あ
る
」
と
い
っ
た
論
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
ニ
ッ
タ
ー
の
指
摘
を
踏
ま
え
れ
ば
、
自
身
が
歩
み
進
め
る
道
以
外

は
登
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
登
る
道
が
同
じ
で
あ
る
と
鳥
瞰
的
に
認
識
す
る
自
身
は
既
に
山
を
登
る
立
ち
位
置
を
離
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れ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
立
脚
点
を
変
え
な
い
包
括
主
義
の
姿
勢
は
こ
の
点
に
お
い
て
再
評
価
で
き
る
と
考
え

ら
れ
る
。 

 

第
四
節 
多
元
主
義
の
再
考 

 

前
述
の
通
り
、
レ
イ
ス
の
三
類
型
が
発
表
さ
れ
て
以
降
、
類
型
が
細
分
化
さ
れ
て
い
る
。
多
元
主
義
に
関
し
て
い
え

ば
、
岸
根
は
通
約
的
多
元
主
義
と
非
通
約
的
多
元
主
義
と
い
う
分
類
を
提
唱
し
て
い
る
。 

 ① 

通
約
的
多
元
主
義 

 

様
々
な
宗
教
の
中
に
何
ら
か
の
共
通
点
を
見
出
し
、
そ
の
共
通
点
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
象
と
し
て
の
諸

宗
教
を
超
え
た
、
普
遍
的
な
宗
教
性
あ
る
い
は
宗
教
の
本
質
と
い
っ
た
も
の
に
指
向
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
多
元
主
義 

 

② 

非
通
約
的
多
元
主
義 

 

各
々
の
宗
教
的
存
在
を
他
に
替
え
が
た
い
固
有
の
存
在
と
見
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
に
共
通
す
る
よ
う
な
普
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四四 

遍
的
な
宗
教
性
や
宗
教
の
本
質
と
い
っ
た
も
の
を
導
出
し
な
い
多
元
主
義 

 
ま
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
通
約
的
多
元
主
義
の
代
表
例
は
、
ヒ
ッ
ク
で
あ
ろ
う
。
氏
は
、
カ
ン
ト
の
認
識
論
や
ウ

ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
「
何
か
を
何
か
と
し
て
み
る
」(S

eein
g

 as)

を
援
用
し
、
文
化
的
、
歴
史
的
な
背
景
に
よ
っ
て
宗

教
間
に
違
い
は
存
在
す
る
が
、
最
終
的
に
は
神
的
実
在(th

e o
n

e)

に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
も

し
救
い
が
〈
自
我
中
心
か
ら
実
在
中
心
へ
の
人
間
的
生
の
現
実
的
な
変
革
〉
と
し
て
理
解
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
一
つ

の
特
定
の
歴
史
的
伝
統
内
に
限
定
さ
れ
な
い
も
の
と
な
る
」
と
し
て
い
る
。
た
だ
、
ヒ
ッ
ク
は
こ
の
救
済
を
す
べ
て
の

宗
教
に
お
い
て
存
在
し
て
い
る
と
は
述
べ
ず
、
カ
ー
ル
・
ヤ
ス
パ
ー
ス(K

arl Jasp
ers)

が
提
唱
す
る
軸
時
代(

八
〇
〇~

二

〇
〇
Ｂ
Ｃ)

の
宗
教(th

e axial p
erio

d
 
o

f 
relig

io
u

s 
exp

erien
ce)

と
し
て
い
る
。 

こ
の
ヒ
ッ
ク
の
宗
教
多
元
主
義
に
対
し
て
は
提
唱
以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
が
さ
れ
て
き
た
が
、
宗
教
多
元
主
義
の
議

論
の
火
付
け
役
と
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
仮
説
の
複
雑
さ
か
ら
、
次
の
よ
う
な
批
判
が
提
起
さ
れ
て

き
た
と
さ
れ
る
。5

6 

 ⑴ 

宗
教
多
元
主
義
は
、
い
わ
ゆ
る
宗
教
の
相
対
主
義
で
あ
っ
て
、
宗
教
の
も
つ
固
有
性
を
骨
抜
き
に
し
て
し
ま
う
。 
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⑵ 
宗
教
多
元
主
義
は
、
い
わ
ゆ
る
万
教
帰
一
の
思
想
で
あ
っ
て
、
も
う
一
つ
の
世
界
宗
教
の
形
成
を
目
論
ん
で
い
る
。
宗

教
多
元
主
義
は
、
い
わ
ゆ
る
現
象
的
「
多
」
に
対
す
る
本
体
的
「
一
」
を
想
定
す
る
思
想
で
あ
っ
て
、
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ

ス
ト
教
的
一
神
論
を
擁
護
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

⑶ 

宗
教
多
元
主
義
は
、
い
わ
ゆ
る
古
歌
に
い
う
「
わ
け
の
ぼ
る
ふ
も
と
の
道
は
多
け
れ
ど
同
じ
高
根
の
月
を
こ
そ
み
れ
」

で
あ
っ
て
、
宗
教
は
何
で
も
よ
い
、
何
を
信
じ
て
も
か
ま
わ
な
い
、
と
吹
聴
し
て
い
る
。 

 

⑷ 

宗
教
多
元
主
義
は
、
い
わ
ゆ
る
万
人
救
済
の
思
想
で
あ
っ
て
、
善
悪
や
正
邪
の
区
別
が
つ
け
ら
れ
な
い
。
い
ま
も
記
憶

に
忌
ま
わ
し
い
オ
ウ
ム
真
理
教
や
、
か
つ
て
朝
鮮
人
に
神
社
参
拝
を
強
制
し
た
劣
悪
な
国
家
神
道
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。 

 

こ
の
よ
う
な
批
判
と
同
時
に
、
長
谷
川
（
間
瀬
）
恵
美
に
よ
れ
ば
、
日
本
国
内
に
お
い
て
は
①
富
士
山
型
モ
デ
ル
、
②

群
盲
モ
デ
ル
、
③
『
深
い
河
』
モ
デ
ル
、
④
共
通
の
基
盤
と
し
て
の
霊
性
モ
デ
ル
な
ど
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
さ
れ

る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
内
容
の
詳
細
に
は
立
ち
入
ら
な
い
が
、
端
的
に
い
え
ば
、
①
は
富
士
山
の
頂
上
を
書
く
宗
教
に
共

通
の
宗
教
的
実
在
と
仮
定
し
、
登
る
道
が
異
な
る
こ
と
が
宗
教
間
の
相
違
に
該
当
す
る
。
②
は
イ
ン
ド
発
祥
の
寓
話
で
あ
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四六 

る
「
群
盲
像
を
評
す
」
の
譬
え
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
（
宗
教
）
が
確
か
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
対
象
は
全
体
の
一
部

で
あ
り
、
す
べ
て
が
正
し
い
一
方
で
、
各
々
の
主
張
は
全
体
性
を
捉
え
て
い
な
い
点
を
批
判
し
て
い
る
。
③
は
遠
藤
周
作

の
『
深
い
河
』
の
モ
デ
ル
で
あ
り
、
④
は
そ
れ
ぞ
れ
が
自
身
の
信
仰
を
三
次
元
的
な
深
み
へ
と
掘
り
下
げ
る
こ
と
の
重
要

性
を
示
す
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
。5

7 

次
に
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
非
通
約
的
多
元
主
義
の
事
例
と
し
て
、
カ
ブ(Jo

h
n

 B
.C

o
b

b
, Jr.)

が
挙
げ
ら
れ
る
。
氏

の
多
元
主
義
は
、
ヒ
ッ
ク
の
よ
う
な
諸
宗
教
に
共
通
の
神
的
実
在
を
想
定
せ
ず
、「
は
る
か
に
根
本
的
な
多
元
主
義
」(m

o
re

 

fu
n

d
a
m

e
n

ta
l p

lu
ralism

)
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
が
自
己
の
本
性
や
目
的
を
自
分
で
定
義
し
、
そ
の

多
元
主
義
の
枠
内
で
様
々
な
宗
教
的
要
素
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
自
分
で
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
類
の
多
元
主

義
」5

8

と
し
て
い
る
。 

カ
ブ
の
主
張
す
る
多
元
主
義
の
根
拠
は
、
そ
も
そ
も
「
宗
教
」
と
い
う
概
念
が
そ
も
そ
も
曖
昧
で
あ
り
、
実
際
に
は
存
在

せ
ず
、
あ
る
の
は
た
だ
、
伝
統
、
運
動
、
共
同
体
、
人
々
、
信
条
、
実
践5

9

な
ど
で
あ
る
と
い
う
「
宗
教
」
に
本
質
は
存
在

し
な
い
と
い
う
批
判
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
自
身
の
宗
教
を
信
仰
し
つ
つ
も
な
お
、「
現
実
の
相
対
が
つ
ね
に

そ
れ
以
上
の
も
の
で
あ
る
」6

0

と
考
え
、
他
宗
教
と
の
対
話
か
ら
自
己
変
革
が
可
能
で
あ
り
、
そ
こ
に
宗
教
観
対
話
の
目

的
が
存
在
す
る
と
し
て
い
る
。 

次
に
、
仏
教
に
お
け
る
多
元
主
義
の
事
例
と
し
て
キ
ブ
リ
ン
ガ
ー
（K

ib
lin

g
er

）
は
、B

u
d

d
h

ad
asa 

を
取
り
上
げ
て

い
る
。B

u
d

d
h

ad
asa

は
前
述
の
真
俗
二
諦(tw

o
 

tru
th

)

を
援
用
し
、
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
の
有
神
論
の
宗
教(th

eistic 
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relig
io

n
)

は 
lo

w
er lan

g
u

ag
e

（
低
い
次
元
の
言
語
）
で
真
実
を
語
っ
て
お
り
、
仏
教
な
ど
の
無
神
論(n

o
n

-th
eistic)

の

宗
教
は 

h
ig

h
er D

h
arm

ic lan
g

u
ag

e

（
高
い
次
元
の
言
語
）
で
真
実
を
語
っ
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
は
仏
教

の
優
越
性
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
見
包
括
主
義
に
見
え
る
が
、
諸
宗
教
は
表
現
方
法
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
語
っ

て
い
る
真
実
は
同
じ
で
あ
る
と
し
て
い
る
点
に
お
い
て
多
元
主
義
に
分
類
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
上
で
、
彼
は
例

え
ば
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
り
同
時
に
イ
ス
ラ
ム
教
徒
、
仏
教
徒
に
な
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
る
。 

そ
の
他
の
事
例
と
し
て
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
イ
ブ
（C

h
risto

p
h

er 
Ives

）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
は
前
述
の
カ
ブ
の
論

を
援
用
し
、
諸
宗
教
に
は
そ
れ
ぞ
れ
カ
テ
ゴ
リ
ー
、
す
な
わ
ち
、
神(G

o
d

)

、
創
造(creativity)

、
宇
宙(co

sm
o

s)

が
あ

り
、
そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
応
じ
て
真
実
の
断
片
を
語
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。C

h
risto

p
h

e
r Iv

e
s

に
よ
れ
ば
、
仏
教

は
三
番
目
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
宇
宙
（co

sm
o

s)

に
該
当
し
、
そ
の
枠
内
に
お
い
て
真
実
を
語
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
そ

れ
故
、
他
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
宗
教
か
ら
は
多
く
学
ぶ
も
の
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。 

一
方
、
近
年
で
は
武
田
龍
精
や
ケ
ネ
ス
・
田
中
が
仏
教
的
視
点
か
ら
新
た
な
宗
教
多
元
主
義
を
提
唱
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
簡
潔
に
両
氏
の
論
考
を
見
て
お
こ
う
。 

武
田
龍
精
は
既
に
触
れ
た
通
り
、
親
鸞
浄
土
教
を
リ
ヴ
ァ
イ
ズ
す
る
必
要
性
を
提
唱
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
武
田

は
ヒ
ッ
ク
の
多
元
主
義
に
関
し
て
は
疑
問
を
呈
し
、
「
一
層
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
多
元
主
義
的
基
準
が
要
請
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」6

1

と
し
た
上
で
、
ゴ
ー
ド
ン
・
Ｄ
・
カ
ウ
フ
マ
ン
の
「
宗
教
的
真
理
に
関
す
る
五
つ
の
命
題
」6

2

を
掲
げ
た

上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
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四八 

 

何
が
真
実
か
は
、
他
の
真
実
を
語
っ
た
も
ろ
も
ろ
の
表
現
と
如
何
に
関
係
し
、
そ
の
関
係
を
通
し
て
如
何
に
成

長
し
発
展
し
う
る
か
、
そ
の
発
展
能
力
に
よ
っ
て
こ
そ
自
己
開
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宗
教
的
真
理

は
、
除
外
す
る
原
理
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
ま
さ
し
く
も
ろ
も
ろ
の
他
者
と
の
有
機
的
相
関
関
係
に
よ
っ
て
規

定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宗
教
的
真
理
は
、
孤
立
的
に
存
在
す
る
も
の
で
も
な
く
、
全
く
不
可
変
な
る
も

の
で
も
な
い
。
宗
教
的
真
理
は
、
ま
さ
し
く
そ
の
本
性
か
ら
、
他
の
宗
教
的
真
理
を
必
要
と
す
る
。
他
と
の
有

機
的
相
関
関
係
を
も
ち
え
な
い
よ
う
な
宗
教
的
真
理
は
、
そ
の
本
質
そ
れ
自
体
が
疑
問
に
付
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
親
鸞
浄
土
教
に
お
い
て
主
張
さ
れ
て
き
た
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
真
実
性
も
、
か
か
る
宗
教
多
元
的
真

理
観
か
ら
再
吟
味
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
根
本
テ
ー
ゼ
の
な
か
に
も
、
上
来

論
じ
て
き
た
有
機
的
相
関
的
実
在
論
に
基
づ
く
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
宗
教
多
元
主
義
的
真
理
観
を
導
き
出
す
こ
と
の

で
き
る
必
然
的
根
拠
を
も
っ
て
い
る
と
主
張
し
た
い
。
そ
の
根
拠
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
聞
信
す
る
宗
教

的
実
存
に
お
い
て
、
か
か
る
実
存
的
主
体
を
し
て
、
世
界
宗
教
対
話
の
場
へ
必
然
的
に
参
与
す
る
べ
く
勇
気
づ

け
、
対
話
を
通
し
て
創
造
的
自
己
変
革
を
成
し
遂
げ
て
い
か
し
め
る
こ
と
こ
そ
、
本
願
の
意
趣
で
あ
る
と
い
う

命
題
が
そ
こ
で
成
り
立
つ
教
学
的
場
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。6

3 

 

次
に
ケ
ネ
ス
・
田
中
の
論
考
を
見
て
み
よ
う
。
田
中
は
仏
教
に
お
け
る
空
思
想
や
目
覚
め
基
盤
と
し
た
上
で
、
慈
悲
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の
共
感
的
精
神
は
長
い
時
代
を
経
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
他
の
宗
教
を
平
等
に
受
け
入
れ
る
と
し
、
ジ
ョ
ン
・
ヒ
ッ
ク

の
比
喩
を
引
用
し
て
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。 

 

私
た
ち
の
目
の
前
に
あ
る
本
当
の
課
題
は
、
特
に
宗
教
の
多
様
性
が
増
し
て
い
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
共
同
体
が
存

在
す
る
現
代
世
界
に
お
い
て
、
急
速
に
変
化
す
る
宗
教
的
状
況
に
照
ら
し
て
、
排
他
主
義
を
ど
の
よ
う
に
超
え
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
変
化
は
、
ジ
ョ
ン
・
ヒ
ッ
ク
が
記
述
し
た
「
谷
と
宗
教
的
伝
統
は
、
沖
積
平
野
を

行
進
す
る
人
々
の
一
団
の
よ
う
だ
っ
た
」
と
い
う
比
喩
で
適
切
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
比
喩
に
よ
る
と
、
長
い
谷
の

そ
れ
ぞ
れ
が
、
何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
自
分
の
歌
を
歌
い
、
物
語
を
語
っ
て
る
。 

し
か
し
、
彼
ら
は
丘
の
上
に
別
の

谷
が
あ
り
、
同
じ
方
向
に
向
か
っ
て
自
分
た
ち
の
言
語
、
歌
、
物
語
、
思
想
を
持
っ
て
行
進
し
て
い
る
人
々
の
大
群

で
満
た
さ
れ
た
別
の
谷
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
さ
ら
に
別
の
丘
を
越
え
て
、
別
の
グ
ル
ー
プ
が
行
進
し
て
い

る
。
彼
ら
は
皆
、
お
互
い
に
気
づ
か
な
い
。
し
か
し
、
あ
る
日
、
彼
ら
は
同
じ
沖
積
平
野
に
出
て
き
て
、
お
互
い
を

見
て
、
お
互
い
に
何
を
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
索
す
る
。6

4 

 

 

こ
の
よ
う
に
、
武
田
、
田
中
両
氏
は
仏
教
的
問
題
意
識
か
ら
多
元
主
義
を
提
唱
し
て
い
る
。
し
か
し
、
問
題
意
識
は

仏
教
思
想
を
基
盤
と
す
る
も
の
の
、
両
氏
が
提
唱
す
る
宗
教
的
真
理
観
は
ヒ
ッ
ク
が
受
け
た
批
判
で
あ
る
検
証
不
可

能
性
や
仮
説
性
と
い
う
点
を
克
服
で
き
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
田
中
の
論
考
に
お
い
て
は
、
ヒ
ッ
ク
の
比
喩
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を
引
用
し
て
い
る
が
、
譬
喩
に
お
け
る
「
谷
」
が
複
数
あ
る
と
鳥
瞰
的
に
視
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の

立
場
は
も
は
や
「
谷
」
に
立
脚
し
て
い
な
い
立
場
で
あ
り
、
そ
れ
は
も
は
や
「
行
進
」
し
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
ニ

ッ
タ
ー
が
指
摘
し
て
い
る
認
識
機
能
に
お
け
る
通
約
不
可
能
性
の
課
題
を
克
服
で
き
て
い
る
の
か
疑
問
が
残
る
と
い

え
る
。
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
多
元
主
義
と
同
様
、
仏
教
に
お
け
る
多
元
主
義
に
お
い
て
も
検
討
す
べ
き
課

題
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。 

 

小
結 

 

本
章
で
は
レ
イ
ス
の
三
類
型
を
概
観
し
た
。
そ
の
上
で
、
排
他
主
義
お
よ
び
包
括
主
義
は
時
代
遅
れ
な
見
方
と
し
て
、
多

元
主
義
者
か
ら
批
判
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
が
、
宗
教
の
信
仰
、
あ
る
い
は
目
覚
め
に
は
、
排
他
的
、
包
括
的
要
素
が
過

分
に
あ
り
、
そ
の
姿
勢
は
素
直
に
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た
再
評
価
の
動
き
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た

排
他
主
義
と
包
括
主
義
は
、
焦
点
の
置
く
場
所
が
教
義
か
他
宗
教
者
の
救
済
の
可
否
な
ど
が
違
う
だ
け
で
あ
り
、
両
者

は
共
存
可
能
で
あ
る
こ
と
も
言
及
し
た
。 

そ
の
上
で
、
従
来
レ
イ
ス
の
類
型
論
の
議
論
に
お
い
て
は
排
他
主
義
、
包
括
主
義
、
多
元
主
義
の
三
者
択
一
を
求
め
ら

れ
る
状
態
が
長
く
続
い
て
い
た
が
、
ど
れ
か
一
つ
の
類
型
を
選
択
す
る
の
で
は
な
く
、
枠
組
み
を
設
置
す
る
場
所
に
よ
っ

て
変
更
可
能
な
柔
軟
な
姿
勢
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
自
身
の
信
仰
と
い
う
側
面
に
焦
点
を
置
け
ば
排
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他
的
側
面
が
あ
る
が
、
他
宗
教
の
人
間
や
教
説
の
存
在
に
焦
点
を
お
け
ば
包
括
的
側
面
が
あ
り
、
異
な
る
言
語
に
よ
っ
て
、

異
な
る
目
的
を
設
定
す
る
他
宗
教
の
教
義
に
焦
点
を
お
け
ば
、
多
元
的
あ
る
い
は
不
可
知
と
し
て
、
新
た
な
姿
勢
が
可

能
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
そ
れ
ら
多
元
主
義
的
思
想
は
あ
く
ま
で
も
仮
説
で
あ
り
、
さ
ら
に
異

な
る
言
語
や
文
化
と
い
っ
た
人
間
の
認
識
機
能
と
い
う
前
提
条
件
に
お
け
る
通
約
不
可
能
性
の
壁
を
超
え
る
課
題

が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 

 

 

註 
 2

2
 

間
瀬
啓
允
『
宗
教
多
元
主
義
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
（
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
八
年
）
二
二
頁
参
照
。 

2
3 

間
瀬
啓
允
『
宗
教
多
元
主
義
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
（
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
八
年
）
二
六
頁
参
照
。 

2
4 

間
瀬
啓
允
『
宗
教
多
元
主
義
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
（
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
八
年
）
二
九
頁
参
照
。 

2
5 

間
瀬
啓
允
『
宗
教
多
元
主
義
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
（
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
八
年
）
一
三
頁
参
照
。 

2
6 

間
瀬
啓
允
『
宗
教
多
元
主
義
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
（
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
八
年
）
二
四
頁
参
照
。 

2
7 

間
瀬
啓
允
『
宗
教
多
元
主
義
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
（
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
八
年
）
三
一
頁
参
照
。 

2
8 

引
用
箇
所
の
英
文
原
典
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 
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二
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八
年
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二
四
頁‐

二
五
頁
参
照
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2
9 

そ
の
ほ
か
、
小
原
克
博
は
神
学
的
立
場
か
ら
三
類
型
の
特
徴
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
言
及
し
て
い
る
。
や
や
長
文
だ

が
、
煩
を
厭
わ
ず
引
用
し
て
み
よ
う
。 

排
他
主
義
（
ａ
）
排
他
主
義
者
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
他
の
宗
教
と
の
間
に
越
え
が
た
い
断
絶
が
あ
る
と
考
え
る
。
す
な

わ
ち
、
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
神
の
啓
示
は
、
他
宗
教
の
啓
示
（
真
理
性
）
に
優
越
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
も
そ
も
両
者

は
異
な
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
と
い
う
認
識
論
的
な
相
違
が
前
提
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
啓
示
の
保
持
者
と

し
て
教
会
の
権
威
が
強
調
さ
れ
る
（
教
会
中
心
主
義
）。
（
ｂ
）
そ
の
主
張
は
聖
書
の
権
威
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
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排
他
主
義
者
が
好
ん
で
引
き
合
い
に
出
す
聖
書
箇
所
と
し
て
、
「
わ
た
し
た
ち
が
救
わ
れ
る
べ
き
名
は
、
天
下
に
こ
の

名
の
ほ
か
、
人
間
に
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
す
」（
使
徒
言
行
録4

:1
2

）、
「
わ
た
し
は
道
で
あ
り
、
真
理
で
あ

り
、
命
で
あ
る
。
わ
た
し
を
通
ら
な
け
れ
ば
、
だ
れ
も
父
の
も
と
に
行
く
こ
と
は
で
き
な
い
」
（
ヨ
ハ
ネ1

4
:6

）
な
ど

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
イ
エ
ス
の
独
自
性
や
、
イ
エ
ス
の
生
涯
・
十
字
架
で
の
死
・
復
活
が
持
つ
普
遍
的
な
意
義

は
、
ど
の
よ
う
な
リ
ベ
ラ
ル
な
聖
書
解
釈
学
に
よ
っ
て
も
相
対
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
彼
ら
は
考
え
る
。（
中
略
） 

（
ｃ
）
救
済
に
関
し
て
、
排
他
主
義
者
は
キ
リ
ス
ト
論
に
大
き
な
価
値
を
置
く
。
救
い
は
他
の
宗
教
に
お
け
る
神
的
存

在
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
た
だ
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
の
み
可
能
と
な
る
と
考
え
る
（
キ
リ
ス
ト
中

心
主
義
）。
（
中
略
）
（
ｄ
）
排
他
主
義
者
が
他
の
宗
教
と
対
話
す
る
際
の
最
終
的
な
目
的
は
、
福
音
宣
教
に
あ
る
。 

包
括
主
義
（
ａ
）
救
済
は
キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
宗
教
に
お
い
て
も
成
し
遂
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
に

お
け
る
神
の
恵
み
が
普
遍
的
な
効
力
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。（
ｂ
）
包
括
主
義
者
に
と
っ
て
も
、
排
他
主
義
者

と
同
様
、
救
済
は
キ
リ
ス
ト
論
的
に
根
拠
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
排
他
主
義
の
よ
う
に
認
識
論
的
な
意

味
に
お
い
て
で
は
な
く
、
存
在
論
的
な
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
排
他
主
義
で
は
、
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
神

の
恵
み
を
認
識
す
る
こ
と
な
し
に
救
い
へ
と
至
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
包
括
主
義
で
は
、
キ
リ
ス
ト
論
的
な
意
味
で

の
恵
み
を
認
識
し
な
く
て
も
、
キ
リ
ス
ト
の
普
遍
的
恵
み
が
存
在
論
的
に
救
い
を
保
証
し
て
く
れ
る
。
こ
の
考
え
方
か

ら
、
万
人
救
済
論
も
出
て
く
る
。（
ｃ
）
包
括
主
義
者
は
、
他
の
宗
教
の
中
に
真
理
契
機
を
認
め
る
が
、
そ
れ
は
彼
ら

が
所
有
し
て
い
る
本
来
の
真
理
の
一
部
、
あ
る
い
は
、
そ
の
不
完
全
な
形
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
る
。
キ
リ
ス
ト
教
は
完
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全
な
真
理
を
有
し
て
い
る
が
故
に
他
宗
教
に
対
し
優
位
に
立
っ
て
お
り
、
逆
に
、
キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
宗
教
は
キ
リ
ス

ト
教
の
真
理
に
ど
の
程
度
一
致
し
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
価
値
を
計
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
キ
リ
ス

ト
教
と
他
宗
教
の
間
に
は
原
則
的
な
区
別
が
存
在
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
排
他
性
へ
向
か
う
の
で
は
な
く
、
包
括
的
な

上
下
関
係
へ
と
置
き
換
え
ら
れ
る
。
下
部
に
は
基
本
的
・
一
般
的
な
も
の
が
位
置
し
、
そ
れ
を
統
括
、
支
配
す
る
形
で

上
部
に
は
高
次
・
特
殊
な
存
在
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
が
位
置
す
る
の
で
あ
る
。 

多
元
主
義
（
ａ
）
宗
教
的
多
元
性
は
恒
常
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
い
か
な
る
単
一
の
宗
教
に
も
取
っ
て
代
え
ら
れ

る
こ
と
は
な
い
。
（
ｂ
）
諸
宗
教
の
中
に
は
固
有
の
真
理
契
機
が
あ
る
（
た
だ
し
、
す
べ
て
の
宗
教
が
救
済
的
意
義
を

持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
）。
（
ｃ
）
い
か
な
る
宗
教
も
、
最
終
的
・ 

絶
対
的
・
普
遍
的
な
真
理
を
保
持
し
て
い
る

と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
（
ｄ
）
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
と
っ
て
イ
エ
ス
は
独
特
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
の
独

自
性
は
排
他
的
な
形
で
優
越
性
や
超
越
性
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
（
小
原
克
博
「
宗
教
多
元
主
義
モ
デ

ル
に
対
す
る
批
判
的
考
察--

「
排
他
主
義
」
と
「
包
括
主
義
」
の
再
考
」
（『
基
督
教
研
究
』
第
六
九
号(

２)

、
二
〇
〇

七
年
）
二
七
頁-

二
九
頁
参
照
） 

3
0 

岸
根
敏
幸
『
宗
教
多
元
主
義
と
は
何
か‐

宗
教
理
解
へ
の
探
求
』（
晃
洋
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
三
十
二
頁
参
照 

3
1 

小
原
克
博
「
宗
教
多
元
主
義
モ
デ
ル
に
対
す
る
批
判
的
考
察--

「
排
他
主
義
」
と
「
包
括
主
義
」
の
再
考
」（
『
基
督
教

研
究
』
第
六
九
号(

２)

、
二
〇
〇
七
年
）
三
十
頁
参
照 

3
2 

小
原
克
博
「
宗
教
多
元
主
義
モ
デ
ル
に
対
す
る
批
判
的
考
察 : 
「
排
他
主
義
」
と
「
包
括
主
義
」
の
再
考
」（
『
基
督
教
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研
究
』
六
九
、
二
〇
〇
七
年
）
三
一
頁
を
参
照
。 

3
3 

そ
の
上
で
小
原
は
、
ニ
ッ
タ
ー
の
類
型
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
批
判
を
加
え
て
い
る
。 

「
彼
は
結
論
的
に
、
行
動
に
基
づ
い
た
倫
理
的
な
宗
教
間
対
話
を
進
め
る
こ
と
を
推
奨
し
、
そ
れ
に
は
、
ど
の
モ
デ
ル

に
依
拠
す
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
信
仰
者
が
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
（K

n
itter 2

0
0

2
, 2

4
5

）。
ニ
ッ

タ
ー
が
繰
り
返
し
用
い
る
言
葉
の
一
つ
に
「
シ
ー
ソ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
」
（b

alan
ce o

f th
e teeter-to

tter

）
が
あ
る
が
、

ま
さ
に
四
つ
の
モ
デ
ル
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
理
解
し
て
、
平
和
、
正
義
、
環
境
な
ど
、
人
類
共
通
の
課
題
に
取
り
組
め

ば
、
宗
教
間
の
軋
轢
は
解
消
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
も
ま
た
「
多
元
主
義
」
の
一
種
で
は
な

い
の
か
。
特
定
モ
デ
ル
の
優
位
性
は
、
従
来
の
多
元
主
義
モ
デ
ル
と
比
べ
れ
ば
抑
制
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
こ
れ
は

モ
デ
ル
間
の
（
動
的
）
等
価
性
を
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
に
有
利
に
働
く
論
理
で
あ
り
、
そ
も
そ

も
「
シ
ー
ソ
ー
」
に
乗
ろ
う
と
し
な
い
者
（
排
他
主
義
者
）
や
、
圧
倒
的
重
み
で
「
シ
ー
ソ
ー
」
の
一
方
に
座
し
て
い

る
者
（
包
括
主
義
者
）
を
動
か
す
論
理
と
な
る
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
ニ
ッ
タ
ー
の
新
し
い
類
型
論
は
、
多
元
主
義

へ
の
批
判
に
巧
妙
に
対
応
し
て
い
る
が
、
優
越
的
置
換
主
義
の
問
題
は
、
な
お
残
存
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
」（
小
原
克
博
「
宗
教
多
元
主
義
モ
デ
ル
に
対
す
る
批
判
的
考
察--

「
排
他
主
義
」
と
「
包
括
主
義
」
の
再
考
」
（『
基

督
教
研
究
』
第
六
九
号(

２)

、
二
〇
〇
七
年
）
三
十
一
頁‐
三
十
二
頁
参
照
） 

3
4 

原
典
で
は
、「R

elig
io

n
 w

h
ich

 is th
e attem

p
t b

y m
an

 to
 ju

stify o
r red

eem
 h

im
self ap

art fro
m

 revelatio
n

 is 

th
erefo

re an
 activity o

f u
n

b
elief

」（A
lan

 R
ace

『C
h

ristian
s an

d
 relig

io
u

s p
lu

ralism
 : p

attern
s in

 th
e 
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C

h
ristian

 th
eo

lo
g

y o
f relig

io
n

s

』（S
C

M
 P

ress

、
一
九
八
三
年
）
一
二
頁
参
照
）
と
あ
る
。 

3
5 

岸
根
敏
幸
『
宗
教
多
元
主
義
と
は
何
か‐

宗
教
理
解
へ
の
探
求
』（
晃
洋
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
二
三
頁
参
照
。 

3
6 

原
典
で
は
「T

h
is is th

e
 first o

f th
e
 C

h
ristia

n
 a

ttitu
d

e
s to

w
a
rd

 o
th

e
r fa

ith
s th

a
t w

e
 w

ill b
e
 re

v
ie

w
in

g
 

a
n

d
 a

sse
ssin

g
. It's a

lso
 th

e
 d

o
m

in
a
n

t a
ttitu

d
e
, th

e
 o

n
e
 th

a
t g

e
n

e
ra

lly
 h

a
s h

e
ld

 sw
a
y
 th

ro
u

g
h

o
u

t 

m
o

st o
f C

h
ristia

n
 h

isto
ry

. A
lth

o
u

g
h

 v
ie

w
s d

iffe
re

d
 a

b
o

u
t th

e
 w

a
y
 th

is re
p

la
ce

m
e
n

t w
a
s to

 b
e
 

ca
rrie

d
 o

u
t a

n
d

 w
h

y
 it w

a
s n

e
ce

ssa
ry

, C
h

ristia
n

 m
issio

n
a
rie

s th
ro

u
g

h
o

u
t th

e
 ce

n
tu

rie
s h

a
v
e
 ca

st 

fo
rth

 in
to

 th
e
 w

o
rld

 w
ith

 th
e
 co

n
v
ictio

n
 th

a
t it is G

o
d

's w
ill to

 m
a
k
e
 a

ll p
e
o

p
le

s C
h

ristia
n

s. In
 th

e
 

e
n

d
- o

r, a
s so

o
n

 a
s p

o
ssib

le
 - G

o
d

 w
a
n

ts th
e
re

 to
 b

e
 o

n
ly

 o
n

e
 re

lig
io

n
, G

o
d

's re
lig

io
n

: C
h

ristia
n

ity
. 

If th
e
 o

th
e
r re

lig
io

n
s h

a
v
e
 a

n
y
 valu

e a
t a

ll, it is o
n

ly
 a

 p
ro

v
isio

n
a
l v

a
lu

e
. U

ltim
a
te

ly
, C

h
ristia

n
ity

 is 

to
 ta

k
e
 o

v
e
r. S

o
 fo

r th
is R

e
p

la
ce

m
e
n

t M
o

d
e
l, th

e
 b

a
la

n
ce

 b
e
tw

e
e
n

 th
e
 u

n
iv

e
rsa

lity
 a

n
d

 p
a
rticu

la
rity

 

o
f G

o
d

's re
la

tio
n

sh
ip

 w
ith

 h
u

m
a
n

ity
 cle

a
rly

 co
m

e
s d

o
w

n
 m

o
re

 h
e
a
v
ily

 o
n

 th
e
 sid

e
 o

f p
a
rticu

la
rity

. 

G
o

d
's lo

v
e
 is u

n
iv

e
rsa

l, e
xte

n
d

in
g

 to
 a

ll; b
u

t th
a
t lo

v
e
 is re

a
lize

d
 th

ro
u

g
h

 th
e
 p

a
rticu

la
r a

n
d

 sin
g

u
la

r 

co
m

m
u

n
ity

 o
f Je

su
s C

h
rist.

」
（P

au
l F

. K
n

itter
『In

tro
d

u
cin

g
 th

eo
lo

g
ies o

f relig
io

n
s

』
（O

R
B

IS
 

B
O

O
K

S

、
二
〇
一
九
年
）
一
九
頁
参
照
）
と
あ
る
。 

3
7 

S
ch

m
id

t-L
eu

k
el, P

erry

『B
U

D
D

H
IS

T
 A

T
T

IT
U

D
E

S
 T

O
 O

T
H

E
R

 R
E

L
IG

IO
N

S

』（E
O

S

、
二
〇
〇
八

年
）、
二
六
頁
参
照
。 
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 3
8 

S
ch

m
id

t-L
eu

k
el, P

erry

『B
U

D
D

H
IS

T
 A

T
T

IT
U

D
E

S
 T

O
 O

T
H

E
R

 R
E

L
IG

IO
N

S

』（E
O

S

、
二
〇
〇
八
年
）

二
六
頁-

二
七
頁
参
照
。 

3
9 

そ
の
上
で
武
田
は
、
親
鸞
浄
土
教
に
お
け
る
排
他
主
義
の
事
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
た
と
え
ば
、
「
ひ
と
へ
に
御
な
を
と
な
ふ
る
人
の
み
み
な
往
生
す
」
、
「
真
実
の
信
心
を
え
た
る
人
の
み
本
願
の
実

報
土
に
よ
く
い
る
と
し
る
べ
し
」
、
「
正
定
聚
の
人
の
み
真
実
報
土
に
生
る
れ
ば
な
り
」
、
「
念
仏
申
す
の
み
ぞ
、
す

ゑ
と
ほ
り
た
る
大
慈
悲
心
に
て
候
ふ
べ
き
」
「
煩
悩
具
足
の
凡
夫
、
火
宅
無
常
の
世
界
は
、
よ
ろ
づ
の
こ
と
、
み
な
も

て
そ
ら
ご
と
た
は
ご
と
、
ま
こ
と
あ
る
こ
と
な
き
に
、
た
だ
念
仏
の
み
ぞ
ま
こ
と
に
て
お
は
し
ま
す
」
と
い
わ
れ
る
。

そ
の
救
済
論
的
根
拠
に
は
、
阿
弥
陀
仏
の
「
御
な
は
よ
ろ
づ
の
如
来
の
名
号
に
す
ぐ
れ
た
ま
へ
り
、
こ
れ
す
な
わ
ち
誓

願
な
る
が
ゆ
へ
な
り
」
と
い
う
、
弥
陀
の
名
号
が
「
万
徳
の
所
帰
」
で
あ
り
、
余
の
一
切
の
功
徳
に
勝
れ
た
最
勝
な
る

名
号
で
あ
る
と
い
う
教
法
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
（
武
田
龍
精
『
親
鸞
思
想
と
現
代
社
会 

比
較
を
超
え
て‐

宗
教
多

元
主
義
と
宗
教
的
真
理
・
阿
弥
陀
仏
と
キ
リ
ス
ト
・
浄
土
と
神
の
国 

宗
教
対
話
：
浄
土
教
と
キ
リ
ス
ト
教
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』
（
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
、
一
九
九
七
年
）
一
一
頁
参
照
） 

4
0 

そ
の
証
左
と
し
て
武
田
は
、
「『
選
択
集
』
「
本
願
章
」
に
「
念
仏
は
易
き
が
故
に
一
切
に
通
ず
。
諸
行
は
難
き
が
故
に

諸
機
に
通
ぜ
ざ
る
こ
と
を
。
然
れ
ば
則
ち
一
切
衆
生
を
し
て
平
等
に
往
生
せ
し
ま
む
が
為
に
、
難
を
捨
て
易
を
取
り

て
、
本
願
と
為
た
め
へ
る
か
」
と
あ
る
の
は
、
そ
の
意
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
（
武
田
龍
精
『
親
鸞
思
想
と
現
代
社

会 

比
較
を
超
え
て‐

宗
教
多
元
主
義
と
宗
教
的
真
理
・
阿
弥
陀
仏
と
キ
リ
ス
ト
・
浄
土
と
神
の
国 

宗
教
対
話
：
浄
土
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教
と
キ
リ
ス
ト
教
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』
（
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
、
一
九
九
七
年
）
十
一
頁
参

照
） 

4
1 

お
の
お
の
の
十
余
ケ
国
の
さ
か
ひ
を
こ
え
て
、
身
命
を
か
へ
り
み
ず
し
て
、
た
づ
ね
き
た
ら
し
め
た
ま
ふ
御
こ
ゝ
ろ
ざ

し
、
ひ
と
へ
に
往
生
極
楽
の
み
ち
を
と
ひ
き
か
ん
が
た
め
な
り
。
し
か
る
に
念
仏
よ
り
ほ
か
に
往
生
の
み
ち
を
も
存
知

し
、
ま
た
法
文
等
を
も
し
り
た
る
ら
ん
と
、
こ
ゝ
ろ
に
く
ゝ
お
ぼ
し
め
し
て
お
は
し
ま
し
て
は
ん
べ
ら
ん
は
、
お
ほ
き

な
る
あ
や
ま
り
な
り
。
も
し
し
か
ら
ば
、
南
都
北
嶺
に
も
ゆ
ゝ
し
き
学
生
た
ち
お
ほ
く
座
せ
ら
れ
て
さ
ふ
ら
う
な
れ

ば
、
か
の
ひ
と
に
も
あ
ひ
た
て
ま
つ
り
て
、
往
生
の
要
よ
く
よ
く
き
か
る
べ
き
な
り
。
親
鸞
に
お
き
て
は
、
た
ゞ
念
仏

し
て
、
弥
陀
に
た
す
け
ら
れ
ま
ひ
ら
す
べ
し
と
、
よ
き
ひ
と
の
お
ほ
せ
を
か
ぶ
り
て
、
信
ず
る
ほ
か
に
別
の
子
細
な
き

な
り
。
念
仏
は
、
ま
こ
と
に
浄
土
に
む
ま
る
ゝ
た
ね
に
て
や
は
ん
べ
ら
ん
、
ま
た
地
獄
に
お
つ
べ
き
業
に
て
や
は
ん
べ

る
ら
ん
、
総
じ
て
も
て
存
知
せ
ざ
る
な
り
。
た
と
ひ
法
然
聖
人
に
す
か
さ
れ
ま
ひ
ら
せ
て
、
念
仏
し
て
地
獄
に
お
ち
た

り
と
も
、
さ
ら
に
後
悔
す
べ
か
ら
す
さ
ふ
ら
う
。
そ
の
ゆ
へ
は
、
自
余
の
行
も
は
げ
み
て
仏
に
な
る
べ
か
り
け
る
身

が
、
念
仏
を
ま
ふ
し
て
地
獄
に
も
お
ち
て
さ
ふ
ら
は
ゞ
こ
そ
、
す
か
さ
れ
た
て
ま
つ
り
て
と
い
ふ
後
悔
も
さ
ふ
ら
は

め
。
い
づ
れ
の
行
も
お
よ
び
が
た
き
身
な
れ
は
、
と
て
も
地
獄
は
一
定
す
み
か
ぞ
か
し
。
弥
陀
の
本
願
ま
こ
と
に
お
は

し
ま
さ
ば
、
釈
尊
の
説
教
虚
言
な
る
べ
か
ら
ず
。
仏
説
ま
こ
と
に
お
は
し
ま
さ
ば
、
善
導
の
御
釈
虚
言
し
た
ま
ふ
べ
か

ら
ず
。
善
導
の
御
釈
ま
こ
と
な
ら
ば
、
法
然
の
お
ほ
せ
そ
ら
こ
と
な
ら
ん
や
。
法
然
の
お
ほ
せ
ま
こ
と
な
ら
ば
、
親
鸞

が
ま
ふ
す
む
ね
、
ま
た
も
て
む
な
し
か
る
べ
か
ら
ず
さ
ふ
ら
う
歟
。
詮
ず
る
と
こ
ろ
、
愚
身
の
信
心
に
お
き
て
は
か
く
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五九 

 

の
こ
と
し
。
こ
の
う
へ
は
、
念
仏
を
と
り
て
信
じ
た
て
ま
つ
ら
ん
と
も
、
ま
た
す
て
ん
と
も
、
面
々
の
御
は
か
ら
ひ
な

り
と
云
々
。（
下
線
部
筆
者
、
『
聖
典
全
書
』
二
、
一
〇
五
四
頁‐

一
〇
五
五
頁
） 

4
2 

間
瀬
啓
允
『
宗
教
多
元
主
義
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
（
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
八
年
）
二
六
頁
参
照
。 

4
3 

原
典
で
は
「In

clu
sivism

 in
 th

e C
h

ristian
 th

eo
lo

g
y o

f relig
io

n
 is b

o
th

 an
 accep

tan
ce an

d
 a rejectio

n
 o

f th
e 

o
th

er faith
s, a d

ialectical 

‘yes

’ an
d

`
n

o
`. O

n
 th

e o
n

e h
an

d
, it accep

t th
e sp

iritu
al p

o
w

er an
d

 d
ep

th
 

m
an

ifest in
 th

em
, so

 th
at th

ey can
 p

ro
p

erly b
e called

 a lo
cu

s o
f d

ivin
e p

resen
ce. O

n
 th

e o
th

er h
an

d
, it 

rejects th
em

 as n
o

t b
ein

g
 su

fficien
t fo

r salvatio
n

 ap
art fro

m
 C

h
rist, fo

r C
h

rist alo
n

e is savio
u

r

”
」
（A

lan
 

R
ace

『C
h

ristian
s an

d
 relig

io
u

s p
lu

ralism
 : p

attern
s in

 th
e C

h
ristian

 th
eo

lo
g

y o
f relig

io
n

s

』（S
C

M
 

P
ress

、
一
九
八
三
年
）
三
八
頁
参
照
）
と
あ
る
。 

4
4 

間
瀬
啓
允
『
宗
教
多
元
主
義
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
（
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
八
年
）
二
六
頁-

二
七
頁
参
照
。 

4
5 

レ
イ
ス
に
よ
る
四
つ
の
論
点
は
原
典
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

① 

“…
C

h
ristian

ity u
n

d
erstan

d
s itself as th

e ab
so

lu
te relig

io
n

, in
ten

d
ed

 fo
r all m

en
, w

h
ich

 can
n

o
t 

reco
g

n
ize an

y relig
io

n
 b

esid
e itself as o

f eq
u

al rig
h

t

” 

② 

”U
n

til th
e m

o
m

en
t w

h
en

 th
e g

o
sp

el really en
ters in

to
 th

e h
isto

rical situ
atio

n
 o

f an
 in

d
ivid

u
al, a n

o
n

 

C
h

ristian
 relig

io
n

…
d

o
es n

o
t m

erely co
n

tain
 elem

en
ts o

f a n
atu

ral k
n

o
w

led
g

e o
f G

o
d

, elem
en

ts 

m
o

reo
ver, m

ixed
 u

p
 w

ith
 h

u
m

an
 d

ep
ravity…

It co
n

tain
s also

 su
p

ern
atu

ral elem
en

ts arisin
g

 o
u

t o
f 
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六〇 

 
th

e g
race w

h
ich

 is g
iven

…
o

n
 acco

u
n

t o
f C

h
rist. F

o
r th

is reaso
n

, a n
o

n
 C

h
ristian

 relig
io

n
 can

 b
e
 

reco
g

n
ized

 as a law
fu

l relig
io

n
…

” 
③ 
“…

C
h

ristian
ity d

o
es n

o
t sim

p
ly co

n
fro

n
t th

e m
em

b
ers o

f an
 extra-C

h
ristian

 relig
io

n
 as a m

ere 

n
o

n
-C

h
ristian

 b
u

t as so
m

eo
n

e w
h

o
 can

 an
 m

u
st alread

y b
e reg

ard
ed

 in
 th

is o
r th

at resp
ect as an

 

an
o

n
ym

o
u

s C
h

ristian

” 

④ 

“h
isto

rically tan
g

ib
le van

g
u

ard
 an

d
 th

e h
isto

rically an
d

 so
cially co

n
stitu

ted
 exp

licit exp
ressio

n
 o

f 

w
h

at th
e C

h
ristian

 h
o

p
es is p

resen
t as a h

id
d

en
 reality even

 o
u

tsid
e th

e visib
le C

h
u

rch
. 

（A
lan

 

R
ace

『C
h

ristian
s an

d
 relig

io
u

s p
lu

ralism
 : p

attern
s in

 th
e C

h
ristian

 th
eo

lo
g

y o
f relig

io
n

s

』（S
C

M
 

P
ress

、
一
九
八
三
年
）
四
五
頁‐

四
八
頁
参
照
） 

4
6 

間
瀬
啓
允
『
宗
教
多
元
主
義
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
（
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
八
年
）
二
七
頁
参
照
。 

4
7 

S
ch

m
id

t-L
eu

k
el, P

erry

『B
U

D
D

H
IS

T
 A

T
T

IT
U

D
E

S
 T

O
 O

T
H

E
R

 R
E

L
IG

IO
N

S

』（E
O

S

、
二
〇
〇
八
年
）

三
一
頁
参
照
。 

4
8 

S
ch

m
id

t-L
eu

k
el, P

erry

『B
U

D
D

H
IS

T
 A

T
T

IT
U

D
E

S
 T

O
 O

T
H

E
R

 R
E

L
IG

IO
N

S

』（E
O

S

、
二
〇
〇
八
年
）

三
一
頁-

三
二
頁
参
照
。 

4
9 

S
ch

m
id

t-L
eu

k
el, P

erry

『B
U

D
D

H
IS

T
 A

T
T

IT
U

D
E

S
 T

O
 O

T
H

E
R

 R
E

L
IG

IO
N

S

』（E
O

S

、
二
〇
〇
八
年
）

三
二
頁
参
照
。
こ
の T

h
ich

 N
h

at H
an

h

の
主
張
は
一
見
多
元
的
に
思
わ
れ
る
が
、
彼
は
”W

h
at is im

p
o

rtan
t is th

at 
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六一 

 
th

ere is an
o

th
er d

im
en

sio
n

 th
at sh

o
u

ld
 

b
e 

to
u

ch
ed

”
と
述
べ
て
お
り
、
諸
宗
教
に
共
通
す
る d

im
en

sio
n

 

が
単

数
系
で
あ
り
、
そ
れ
が
仏
教
の
教
え
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
彼
の
考
え
が
包
括
主
義
で
あ
る
と
理
解
で
き

る
。 

5
0 

武
田
龍
精
『
親
鸞
思
想
と
現
代
社
会 

比
較
を
超
え
て‐

宗
教
多
元
主
義
と
宗
教
的
真
理
・
阿
弥
陀
仏
と
キ
リ
ス
ト
・

浄
土
と
神
の
国 
宗
教
対
話
：
浄
土
教
と
キ
リ
ス
ト
教
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』
（
龍
谷
大
学
仏
教
文
化

研
究
所
、
一
九
九
七
年
）
十
二
頁
参
照 

5
1 

武
田
龍
精
『
親
鸞
思
想
と
現
代
社
会 

比
較
を
超
え
て‐

宗
教
多
元
主
義
と
宗
教
的
真
理
・
阿
弥
陀
仏
と
キ
リ
ス
ト
・

浄
土
と
神
の
国 

宗
教
対
話
：
浄
土
教
と
キ
リ
ス
ト
教
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』
（
龍
谷
大
学
仏
教
文
化

研
究
所
、
一
九
九
七
年
）
十
二
頁
参
照 

5
2 

武
田
龍
精
『
親
鸞
思
想
と
現
代
社
会 
比
較
を
超
え
て‐

宗
教
多
元
主
義
と
宗
教
的
真
理
・
阿
弥
陀
仏
と
キ
リ
ス
ト
・

浄
土
と
神
の
国 

宗
教
対
話
：
浄
土
教
と
キ
リ
ス
ト
教
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』
（
龍
谷
大
学
仏
教
文
化

研
究
所
、
一
九
九
七
年
）
十
三
頁
参
照 

5
3 

H
ick

, Jo
h

n

（
間
瀬
啓
允
訳
）
『
宗
教
多
元
主
義 : 
宗
教
理
解
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
変
換
』
増
補
新
版
（
法
蔵
館 

、
二
〇
〇

八
年
）
六
九
頁
参
照
。 

5
4 

小
原
克
博
「
宗
教
多
元
主
義
モ
デ
ル
に
対
す
る
批
判
的
考
察--
「
排
他
主
義
」
と
「
包
括
主
義
」
の
再
考
」（
『
基
督
教

研
究
』
第
六
九
号(

２)

、
二
〇
〇
七
年
）
二
三
頁-

四
四
頁
参
照
。 
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六二 

 5
5 

原
典
で
は
「A

ccep
tan

ce M
o

d
el: w

e are all in
clu

sivists. N
o

 m
atter h

o
w

 m
u

ch
 w

e m
ay try to

 act d
ifferen

tly, 

w
e are alw

ays - in
co

rrig
ib

ly an
d

 in
cu

rab
ly g

o
in

g
 to

 view
, h

ear, an
d

 u
n

d
erstan

d
 th

e o
th

er relig
io

u
s 

p
erso

n
 fro

m
 o

u
r o

w
n

 relig
io

u
s p

ersp
ective. T

h
at's sim

p
ly h

o
w

 th
in

g
s w

o
rk

 in
 th

e w
ay h

u
m

an
s g

o
 ab

o
u

t 

th
e p

ro
cess o

f k
n

o
w

in
g

. W
e're alw

ays stan
d

in
g

 so
m

ew
h

ere w
h

en
 w

e m
eet so

m
eo

n
e. W

e're alw
ays 

startin
g

 at o
n

e lo
catio

n
 w

h
en

 w
e try to

 m
o

ve to
 an

o
th

er. S
t. T

h
o

m
as A

q
u

in
as said

 it n
eatly an

d
 

p
o

w
erfu

lly cen
tu

ries ag
o

: "T
h

in
g

s k
n

o
w

n
 are in

 th
e k

n
o

w
er acco

rd
in

g
 to

 th
e m

o
d

e o
f th

e k
n

o
w

er." A
s 

w
e've h

eard
 o

ften
 en

o
u

g
h

 in
 th

ese p
ag

es, it's sim
p

ly im
p

o
ssib

le to
 step

 o
u

t o
f w

h
at A

q
u

in
as calls 

“th
e 

an
d

, as it w
ere, tak

e o
n

 th
e sk

in
 o

f so
m

eo
n

e else.

」
（P

au
l F

. K
n

itter

『In
tro

d
u

cin
g

 th
eo

lo
g

ies o
f 

relig
io

n
s

』
（O

R
B

IS
 B

O
O

K
S

、
二
〇
一
九
年
）
二
一
七
頁
参
照
）
と
あ
る
。 

5
6 

間
瀬
啓
允
『
宗
教
多
元
主
義
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
（
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
八
年
）
ⅱ
頁
参
照 

5
7 

長
谷
川
（
間
瀬
）
に
よ
れ
ば
、
最
後
の
四
番
目
の
モ
デ
ル
で
あ
る
「
共
通
の
基
盤
と
し
て
の
霊
性
モ
デ
ル
」
と
は
次
の

よ
う
な
内
容
と
さ
れ
る
。 

「
そ
れ
ぞ
れ
が
自
身
の
信
仰
を
三
次
元
的
な
深
み
へ
と
掘
り
下
げ
る
こ
と
の
重
要
性
を
示
す
モ
デ
ル
で
あ
る
。
信
仰
の

深
み
に
共
通
の
基
盤
が
見
い
だ
さ
れ
る
救
済
構
造
は
、「
実
在
」
と
の
呼
応
の
結
果
生
ま
れ
る
自
己
の
内
面
へ
の
振
り

返
り
で
あ
り
、
ユ
ダ
ヤ
神
秘
主
義
の
視
点
（
宗
教
体
験
）〈D

ig
 d

eep
er

と
い
う
姿
勢
〉
で
あ
る
。
外
へ
、
で
は
な
く

内
面
、
無
意
識
の
深
み
へ
と
向
け
ら
れ
る
開
放
の
プ
ロ
セ
ス
が
救
済
構
造
の
転
換
だ
と
考
え
る
。
こ
れ
は
諸
宗
教
と
の
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対
話
体
験
に
よ
り
見
い
だ
し
た
構
造
で
あ
る
。
共
通
の
基
盤
は
、
霊
性 

“sp
iritu

ality

” 

と
言
語
化
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
」
（
長
谷
川
（
間
瀬
）
恵
美
「Jo

h
n

 H
ick

の
宗
教
多
元
主
義
再
考‐

言
表
不
可
能
な
実
在
が
意
味
す
る
も
の‐

」

（『
桜
美
林
論
考 

人
文
研
究
』
二
〇
一
六
年
）
一
二
五
頁‐

一
二
六
頁
参
照
） 

5
8 

岸
根
敏
幸
『
宗
教
多
元
主
義
と
は
何
か‐

宗
教
理
解
へ
の
探
求
』（
晃
洋
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
一
二
四
頁
参
照
。 

5
9 

岸
根
敏
幸
『
宗
教
多
元
主
義
と
は
何
か‐

宗
教
理
解
へ
の
探
求
』（
晃
洋
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
一
二
二
頁
参
照
。 

6
0 

岸
根
敏
幸
『
宗
教
多
元
主
義
と
は
何
か‐

宗
教
理
解
へ
の
探
求
』（
晃
洋
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
一
二
八
頁
参
照
。 

6
1 

武
田
龍
精
「
親
鸞
浄
土
教
再
解
釈
の
一
視
座‐

宗
教
多
元
時
代
に
お
け
る
浄
土
教
の
脱
構
築‐

」（
『
宗
教
研
究
』
八
二

号
、
二
〇
〇
八
年
）
二
九
四
頁
参
照 

6
2 

武
田
龍
精
が
採
用
し
て
い
る
ゴ
ー
ド
ン
・
Ｄ
・
カ
ウ
フ
マ
ン
の
「
宗
教
的
真
理
に
関
す
る
五
つ
の
命
題
」
と
は
次
の
通

り
で
あ
る
。 

⑴
宗
教
的
真
理
は
静
的
固
定
的
な
も
の
で
は
な
く
発
展
す
る
。 

⑵
一
つ
の
体
系
の
も
と
で
評
価
さ
れ
る
よ
う
な
統
一
的
真
理
体
系
が
あ
る
か
の
ご
と
く
、
宗
教
的
真
理
を
単
一
的
な
も

の
と
み
な
す
こ
と
は
も
は
や
無
意
味
で
あ
る
。
真
理
の
多
元
的
概
念
（
あ
る
い
は
多
元
主
義
的
真
理
の
概
念
）
が

要
請
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

⑶
「
財
産
モ
デ
ル
の
真
理
観
」
の
立
場
か
ら
、「
真
剣
な
対
話
の
経
験
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
真
理
観
」
の
立
場
へ

転
換
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
は
、「
対
話
」
は
人
間
的
生
に
お
け
る
創
造
作
用
の
母
体
で
あ
る
と
い
う
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根
本
命
題
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。「
対
話
」
と
は
、
そ
れ
ま
で
そ
の
対
話
の
参
加
者
達
が
知
っ
て
い
た
如
何
な
る

真
理
を
も
超
越
し
た
新
し
い
真
理
を
創
造
す
る
母
体
で
あ
る
。 

⑷
宗
教
的
真
理
は
、
数
世
代
に
も
わ
た
る
多
様
で
重
層
的
な
諸
伝
統
の
う
ち
で
生
ま
れ
発
展
し
て
き
た
歴
史
的
所
産

で
あ
り
本
来
的
に
多
元
的
で
あ
る
。 

⑸
宗
教
的
真
理
の
対
話
的
モ
デ
ル
は
、
権
威
主
義
的
・
階
層
的
な
も
の
で
も
な
く
直
線
的
な
も
の
で
も
な
い
。
そ
れ

は
本
質
的
に
弁
証
法
的
で
あ
り
、
徹
頭
徹
尾
、
民
主
的
で
開
か
れ
た
公
共
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
武

田
龍
精
「
親
鸞
浄
土
教
再
解
釈
の
一
視
座‐

宗
教
多
元
時
代
に
お
け
る
浄
土
教
の
脱
構
築‐

」
（『
宗
教
研
究
』
八

二
号
、
二
〇
〇
八
年
）
二
九
六
頁
参
照
） 

6
3 

武
田
龍
精
「
親
鸞
浄
土
教
再
解
釈
の
一
視
座‐

宗
教
多
元
時
代
に
お
け
る
浄
土
教
の
脱
構
築‐

」（
『
宗
教
研
究
』
八
二

号
、
二
〇
〇
八
年
）
二
九
七
頁
参
照 

6
4 
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th

ey h
ave b

een
 u

n
aw

are th
at o

ver th
e h

ill th
ere is an

o
th

er valley filled
 w

ith
 a g

reat co
m

p
an

y o
f p

eo
p

le 

m
arch

in
g

 in
 th

e sam
e d

irectio
n

 w
ith

 th
eir o

w
n

 lan
g

u
ag

e, so
n

g
s, sto

ries an
d

 id
eas. A

n
d

 o
ver yet an

o
th

er 

h
ill, an

- o
th

er g
ro

u
p

 is m
arch

in
g

. T
h

ey are all u
n

aw
are o

f each
 o

th
er. B

u
t th

en
 o

n
e d

ay, th
ey all co

m
e 

o
u

t o
n

to
 th

e sam
e allu

vial p
lain

, an
d

 see each
 o

th
er an

d
 w

o
n

d
er w

h
at to

 m
ak

e o
f o

n
e an

o
th

er.

」
と
あ

る
。(S

ch
m

id
t-L

eu
k
el, P

erry.)

『B
U

D
D

H
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T
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T
T
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U

D
E

S
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O
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T
H

E
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E

L
IG

IO
N

S

』
（E

O
S

、
二
〇

〇
八
年
）
二
十
頁
参
照
。 
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六八 

小
序 

 
本
章
に
お
い
て
は
、
親
鸞
の
他
教
観
を
考
察
す
る
一
部
と
し
て
、
聖
道
門
観
を
検
討
し
て
い
く
。
た
だ
、
従
来
の
聖
道
門

の
研
究
の
大
半
は
、
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
仏
果
向
上
的
視
点
か
ら
の
研
究
が
大
半
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
聖
道
門
に
対

し
て
は
、「
簡
非
」
す
べ
き
「
仮
」
の
教
法
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、「
廃
捨
」
の
立
場
が
中
心
的
で
あ
り
、
排
他
主
義

的
視
点
に
立
た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
問
題
が
存
在
す
る
。
こ
の
問
題
意
識
に
つ
い
て
、
武
田
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。 

 

親
鸞
浄
土
教
に
お
い
て
も
、
排
他
主
義
へ
容
易
に
傾
斜
す
る
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
。
諸
仏
と
阿
弥
陀
仏
、
諸
行
と

本
願
名
号
た
る
念
仏
一
行
、
諸
経
と
大
無
量
寿
経
、
そ
れ
ら
の
あ
い
だ
に
「
廃
立
」
を
施
設
す
る
立
場
に
立
つ
か
ら
で

あ
る
。
た
た
と
え
ば
、「
ひ
と
へ
に
御
な
を
と
な
ふ
る
人
の
み
み
な
往
生
す
」、「
真
実
の
信
心
を
え
た
る
人
の
み
本
願
の

実
報
土
に
よ
く
い
る
と
し
る
べ
し
」
、「
正
定
聚
の
人
の
み
真
実
報
土
に
生
る
れ
ば
な
り
」
、「
念
仏
申
す
の
み
ぞ
、
す
ゑ

と
ほ
り
た
る
大
慈
大
悲
心
に
て
候
ふ
べ
き
」「
煩
悩
具
足
の
凡
夫
、
火
宅
無
常
の
世
界
は
、
よ
ろ
づ
の
こ
と
、
み
な
も
て

そ
ら
ご
と
た
は
ご
と
、
ま
こ
と
あ
る
こ
と
な
き
に
、
た
だ
念
仏
の
み
ぞ
ま
こ
と
に
て
お
は
し
ま
す
」
と
い
わ
れ
る
。6

5 

 

武
田
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
廃
立
」
を
中
心
と
す
る
親
鸞
の
他
教
観
は
、
容
易
に
排
他
主
義
へ
傾
斜
す
る
危
険
性
を
孕

ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
、
聖
道
門
を
代
表
と
す
る
「
念
仏
」
以
外
の
行
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
積
極
的
に
そ
の
存
在
意
義
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六九 

を
見
出
す
試
み
は
少
な
か
っ
た
。
こ
の
課
題
が
、
現
代
に
お
け
る
親
鸞
思
想
と
他
宗
教
と
の
間
に
大
き
な
障
壁
を
形
成
し

て
い
る
大
き
な
一
部
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
親
鸞
の
諸
行
観
は
「
廃
立
」
の
み
で
は
な
く
「
隠
顕
義
」
の
観

点
が
含
有
さ
れ
る
こ
と
は
、
次
の
浅
井
成
海
が
述
べ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。 

 

廃
立
の
基
本
線
を
徹
底
さ
せ
た
の
で
は
な
く
、
廃
立
で
は
、
充
分
意
を
つ
く
す
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
諸
行
廃
捨
の

思
想
を
、
隠
顕
義
に
よ
っ
て
展
開
さ
せ
た
と
み
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
（
中
略
）
十
九
願
、
二
十
願
も
弥
陀
の
十
八
願

よ
り
開
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
如
来
の
願
心
を
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
真
よ
り
開
か
れ
た
諸
行
業
で
あ

る
。
廃
捨
の
行
業
で
あ
り
つ
つ
、
し
か
も
願
心
の
働
き
の
中
に
あ
る
行
業
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
隠
顕
義
は
、
廃

捨
の
徹
底
で
は
な
く
、
廃
立
の
思
想
を
継
承
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
展
開
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
知
れ
る
。6

6 

 

こ
の
よ
う
に
、
排
他
主
義
的
視
点
が
中
心
で
あ
る
「
顕
」
の
立
場
の
み
な
ら
ず
、
「
隠
」
の
立
場
か
ら
再
解
釈
す
る
こ
と

に
よ
り
、
浅
井
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
「
如
来
の
願
心
を
み
る
こ
と
が
出
来
」、
引
い
て
は
武
田
が
指
摘
す
る
排
他
主
義
へ

の
傾
斜
と
い
う
問
題
を
克
服
す
る
こ
と
が
出
来
る
可
能
性
が
存
す
る
と
思
わ
れ
る
。 

具
体
的
に
い
え
ば
、
本
論
で
は
聖
道
門
を
還
相
の
菩
薩
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
教
法
と
再
認
識
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

教
法
が
説
か
れ
た
密
意
を
探
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
こ
の
よ
う
な
、
聖
道
門
を
還
相
の
菩
薩
と
の
関
係

か
ら
考
察
す
る
視
点
は
、
江
戸
宗
学
に
お
い
て
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
近
年
で
は
普
賢
大
円
、
稲
葉
秀
賢
、
井
上
善

幸
ら
に
よ
っ
て
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。
本
研
究
も
か
か
る
動
向
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
聖
道
門
と
還
相
の
菩
薩
と
の
関
係
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七〇 

を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。 

総
じ
て
本
章
で
は
、
親
鸞
に
お
け
る
方
便
観
と
教
判
論
を
概
観
し
た
上
で
、
親
鸞
に
お
け
る
聖
道
門
観
を
還
相
の
菩
薩

と
い
う
仏
果
向
下
的
視
点
か
ら
再
解
釈
し
、
親
鸞
思
想
に
お
け
る
排
他
主
義
的
視
点
か
ら
の
脱
却
を
試
み
た
い
。 

 

第
一
節 
親
鸞
の
方
便
観 

 

ま
ず
親
鸞
の
聖
道
門
観
を
考
察
す
る
前
提
事
実
と
し
て
、
親
鸞
に
お
け
る
方
便
観
と
そ
の
特
色
を
教
法
（
方
便
の
教
）

と
人
間
（
方
便
の
機
）
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
て
い
く
。 

 

第
一
項 

権
仮
方
便 

 

方
便
と
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
ウ
パ
ー
ヤ
を
語
源
と
す
る
言
葉
で
あ
り
、
接
近
す
る
、
到
達
す
る
と
い
う
意
味
の

動
詞
か
ら
派
生
し
た
と
さ
れ
る
。6

7

そ
の
方
便
と
は
、
真
実
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
未
熟
な
機
（
人
間
）
に
対
し
て
、
暫
定

的
に
施
さ
れ
る
教
法
を
意
味
し
、
釈
尊
の
教
化
活
動
の
一
環
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
方
便
に
つ
い
て
、
仏
教
一
般
で
は
次

の
四
つ
の
分
類
が
あ
る
と
さ
れ
る
。6

8 

 

① 

進
趣
方
便-

見
道
以
前
の
行
位
に
七
方
便
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
修
行
に
よ
っ
て
果
に
近
づ
き
進
み
趣
く
こ
と
か
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ら
修
行
の
こ
と
を
方
便
と
い
う
場
合 

② 
施
造
方
便‐

十
波
羅
密
の
中
の
第
七
方
便
波
羅
密
の
こ
と
で
、
菩
薩
が
と
ら
わ
れ
を
は
な
れ
た
智
慧
を
も
っ
て
利
他
の

手
段
方
法
を
造
作
し
て
い
く
こ
と 

 

③ 

集
成
方
便‐
一
つ
の
事
柄
に
は
必
ず
総
相
（
全
体
）
と
別
相
（
部
分
）
、
同
相
（
生
成
）
と
壊
相
（
破
壊
）
と
い
っ
た
六

つ
の
相
が
集
合
し
て
成
り
立
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
諸
相
の
集
成
の
こ
と 

 

④ 

権
巧
方
便‐

善
巧
方
便
と
権
仮
方
便
の
こ
と 

 

親
鸞
に
お
け
る
方
便
観
を
そ
の
用
例
か
ら
考
察
し
た
場
合
、
方
便
と
は
権
巧
方
便
（
善
巧
方
便
と
権
仮
方
便
）
と
施
造

方
便
を
中
心
と
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
こ
こ
で
は
善
巧
方
便
と
権
仮
万
便
の
使
用
例
を
中
心
に
確
認
し
た
い
。6

9 

 

① 

善
巧
方
便
の
用
例 

 

夫
以
、
獲
二

得
信
楽
一

発
三

起
自
二

如
来
選
択
願
心
一

。
開
真
心
、
一

顕
三

彰
従
二

大
聖
矜
哀
善
巧
一

。
然
末
代
道
俗
、
近
世

宗
師
、
沈
二

自
性
唯
心
貶
二

浄
土
真
証
迷
二

定
散
自
心
一

昏
二

金
剛
真
信
一

愛
窮
愚
禿
釈
親
鸞
、
信
二

順
諸
佛
如
来
真
説
一

、

披
二

閲
論
家
宗
義
一

。
広
蒙
二

三
経
光
沢
一

特
開
二

一
心
華
文
一

。
且
至
二

疑
問
一

遂
出
二

明
証
一

。
誠
念
二

佛
恩
深
重
一

、
不
レ
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七二 

恥
二

人
倫
哢
言
一

。
忻
二

浄
邦
一

徒
衆
、
厭
二

穢
域
庶
類
、
推
雖
レ

加
二

取
捨
一

莫
レ

毀
謗
矣
。 （『

聖
典
全
書
』
二
、
六
五
頁
）  

 

釈
迦󠄀
・
諸
佛
是
実
善
巧
方
便
一

令
三

発
二

起
具
二

足
煩
悩
一

凡
夫
人
斯
人
即
非
二

凡
数
摂
一

斯
信
最
勝
希
有
人
縦
令
一
生
造
レ

悪
者
一
心
淳
心
名
二

如
実
必
得
三

往
二

生
安
楽
国
則
易
行
道
名
二

他
力
一

念
仏
成
仏
是
真
宗
即
是
亦
名
二

菩
提
蔵
一

即
是
頓

教
中
頓
教
難
中
之
難
无
レ

過
レ

斯
慈
悲
父
母
以
二

種
種
我
等
无
上
真
実
信
一

由
二

仏
願
力
一

獲
摂
取
一

是
人
中
分
陀
利
華
斯

信
妙
好
上
上
人
到
二
楽
土
一
必
自
然
即
証
二

法
性
之
常
楽
一 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
三
二
〇
頁‐

三
二
一
頁
） 

 

 

釈
迦
・
弥
陀
は
慈
悲
の
父
母 

種
種
に
善
巧
方
便
し 

わ
れ
ら
が
无
上
の
信
心
を 

発
起
せ
し
め
た
ま
ひ
け
り 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
四
四
二
頁
） 
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七三 

② 

権
仮
方
便
の
用
例 

 
然
今
拠
大
本
一

、

超
二

発
真
実
方
便
之
願
一

。

亦
観
経
顕
二

彰
方
便
真
実
之
教
一

。

小
本
唯
開
二

真
門
一

無
二

方
便
之
善
一

。

是
以

三
経
真
実
選
択
本
願
為
レ

宗
也
。
復
三
経
方
便
卽
是
修
二

諸
善
根
一

為
レ

要
也
。
依
レ

此
按
二

方
便
之
願
一

、

有
レ

仮
有
レ

真
、
亦
有
レ

行
有
レ

信
。
願
者
卽
是
臨
終
現
前
之
願
也
。
行
者
卽
是
修
諸
功
徳
之
善
也
。
信
者
卽
是
至
心
発
願
欲
生
之

心
也
。
依
二

此
願
之
行
信
一

、

顕
二

開
浄
土
之
要
門
、
方
便
権
仮
一

。

從
二

此
要
門
一

出
二

正
助
雑
三
行
一

。

就
一

此
正
助
中
一

、

有
二

専
修
一

有
二

雑
修
一

。

就
レ

機
有
二

二
種
一

。

一
者
定
機
、
二
者
散
機
也
。
又
有
二

二
種
三
心
一

。

亦
有
二

二
種
往
生
一

。

二

種
三
心
者
、
一
者
定
三
心
、
二
者
散
三
心
。
定
散
心
者
卽
自
利
各
別
心
也
。
二
種
往
生
者
、
一
者
卽
往
生
、
二
者
便

往
生
。
便
住
生
者
卽
是
胎
生
渡
辺
地
、
双
樹
林
下
往
生
也
。
卽
往
生
者
卽
是
報
土
化
生
也
。
亦
此
経
有
二

真
実
一

。

斯
乃

開
二

金
剛
真
心
一

、

欲
レ

顕
二

摂
取
不
捨
一

。

然
者
濁
世
能
化
釈
迦
善
逝
宣
二

説
至
心
信
楽
之
願
心
一

。

報
土
真
因
信
楽
為
レ

正

故
也
。
是
以
大
経
言
二

「
信
楽
」
一

、

如
来
誓
願
疑
蓋
无
レ

雑
故
言
レ

信
也
。
観
経
説
二

深
心
対
二

諸
機
浅
信
一

故
言
レ

深

也
。
小
本
言
二

一
心
一

、

二
行
無
レ

雑
故
言
レ

一
也
。
復
就
二

一
心
一

有
レ

深
有
レ

浅
。
深
者
利
他
真
実
之
心
是
也
、
浅
者
定

散
自
利
之
心
是
也
。 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
一
九
五
頁‐

一
九
六
頁
）  

 

聖
道
権
仮
の
方
便
に 
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衆
生
ひ
さ
し
く
と
ゞ
ま
り
て 

諸
有
に
流
テ
ン
転
の
身
と
ぞ
な
る 

悲
願
の
一
乗
狂
帰
命
せ
よ 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
三
七
三
頁
）  

 

こ
れ
ら
が
、
親
鸞
に
お
け
る
方
便
の
用
例
で
あ
り
、
総
じ
て
善
巧
方
便
と
は
、
大
智
の
全
体
が
そ
の
ま
ま
大
悲
と
な
っ

て
は
た
ら
く
と
こ
ろ
の
巧
み
な
方
便
便
宜
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
対
す
る
権
仮
方
便
と
は
、
機
に
応
じ
て
仮
に
用
い
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。7

0

そ
の
た
め
、
古
来
よ
り
前
者
が
釈
迦
の
本
意
を
具
現
し
た
随
自
意
の
法
門
で
あ
る
一
方
、
後

者
は
あ
く
ま
で
も
機
に
応
じ
て
説
か
れ
た
随
他
意
の
法
門
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
ひ
と
た
び
真
実
の
法
門
に
入
れ

ば
、
方
便
（
権
仮
方
便
）
の
教
法
は
廃
さ
れ
る
た
め
、「
暫
用
還
廃
」
の
法
門
と
さ
れ
る
。 

さ
て
親
鸞
に
お
け
る
聖
道
門
観
を
考
察
し
た
場
合
、
「
聖
道
権
仮
の
方
便
に
」7

1

と
明
確
に
示
し
て
い
る
と
お
り
、
聖
道

門
の
教
法
は
権
仮
方
便
に
分
類
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

第
二
項 

権
化
の
仁 

 

先
に
方
便
を
概
観
し
た
上
で
、
親
鸞
に
お
け
る
聖
道
門
が
権
仮
方
便
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
た
だ
、
親
鸞
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に
お
け
る
方
便
観
は
、
教
法
が
真
実
か
方
便
で
あ
る
か
と
い
っ
た
単
層
的
な
次
元
を
超
越
し
、
そ
れ
ら
の
教
法
が
説
か
れ

た
経
典
そ
の
も
の
が
仏
に
よ
る
方
便
で
あ
っ
た
と
す
る
解
釈
が
あ
り
、
こ
こ
に
親
鸞
に
お
け
る
重
層
的
方
便
観
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
経
典
に
登
場
す
る
人
物
ら
を
権
化
の
仁
と
見
な
し
、
そ
れ
ら
一
連
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

仏
に
よ
る
方
便
で
あ
る
と
す
る
解
釈
で
あ
る
。
代
表
例
を
列
挙
す
れ
ば
、
親
鸞
は
『
観
無
量
寿
経
』
（
以
下
、
『
観
経
』

と
略
す
）
に
お
け
る
韋
提
希
夫
人
を
「
権
化
の
仁
」
や
「
大
聖
」
と
仰
い
で
い
る
。 

 

窃
以
、
難
思
弘
誓
度
二

難
度
海
一

大
船
、
無
礙
光
明
破
二

無
明
闇
一

恵
日
。
然
則
、
浄
邦
縁
熟
、
調
達
闍
世
興
二

逆
害
一

、

浄
業
機
彰
、
釈
迦
韋
提
選
二

安
養
一

。
斯
乃
、
権
化
仁
、
斉
救
二

済
苦
悩
群
萌
一

、
世
雄
悲
、
正
欲
レ

恵
二

逆
謗
闡
提
一

。 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
六
頁
、
下
線
部
筆
者
）  

弥
陀
・
釈
迦
方
便
し
て 

阿
難
・
目
連
・
富
楼
那
・
韋
提 

達
多
・
闍
王
・
頻
婆
娑
羅 

耆
婆
・
月
光
・
行
雨
等 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
三
七
六
頁
） 

 

大
聖
お
の
お
の
も
ろ
と
も
に 
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凡
愚
底
下
の
つ
み
び
と
を 

逆
悪
も
ら
さ
ぬ
誓
願
に 

方
便
引
入
せ
し
め
け
り 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
三
七
七
頁
）  

 

こ
の
よ
う
に
、
経
典
の
ス
ト
ー
リ
ー
全
体
を
仏
に
よ
る
方
便
と
す
る
解
釈
は
、『
観
経
』
に
限
ら
ず
、
他
の
経
典
に
お
い

て
も
同
様
の
解
釈
が
可
能
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
法
海
、
風
嶺
ら
は
次
の
よ
う
に
、
『
観
経
』
以
外
の
例
え
ば
『
央
屈
摩

羅
経
』
や
『
法
華
経
』
の
登
場
人
物
に
お
い
て
も
同
様
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。 

 

法
海
（
一
七
六
八
〜
一
八
三
四
）『
本
典
指
授
鈔
』 

 

・
八
歳
ノ
龍
女
ガ
記
別
ヲ
受
ケ
タ
ノ
。
央
屈
摩
羅
ガ
言
ノ
下
ニ
証
ツ
タ
ノ
ト
云
ふ
。
我
々
ガ
如
キ
地
獄
ヨ
リ
ア
カ
ノ
裸

デ
来
タ
モ
ノ
ト
ハ
カ
ハ
ル
。
舎
利
弗
・
目
連
・
等
モ
。
元
ヲ
尋
ヌ
レ
バ
。
佛
菩
カ
リ
ニ
聲
聞
ト
ナ
リ
テ
。
種
々
ノ
狂
言

ヲ
シ
テ
ミ
セ
給
フ
ナ
リ
。
實
類
ノ
凡
夫
ノ
出
来
ル
所
作
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
ト
云
フ
落
付
ナ
リ
。
コ
ゝ
ガ
利
他
教
化
地
方
便
権

門
ノ
道
路
也
。 

（『
真
宗
全
書
』
第
三
十
五
巻
、
八
一
頁
〜
八
二
頁
） 
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鳳
嶺
（
一
七
四
八
〜
一
八
一
六
）
『
教
行
信
證
報
恩
記
』 

 
・
今
文
顯
蜜
諸
教
。
總
名
二

權
門
道
路
一

。
意
曰
。
生
二

佛
在
世
一

。
舎
利
弗
・
目
連
・
等
。
又
八
歳
龍
女
・
央
屈
魔

羅
・
等
類
。
盡
權
人
而
佛
菩
薩
變
化
。
得
二

大
小
乗
得
果
一

。
是
佛
菩
薩
之
利
他
教
化
地
所
作
也
。
於
二

此
界
中
一

。
入

聖
得
果
。
名
二

教
化
地
方
便
一

也
。
實
類
凡
夫
。
不
レ

能
レ

得
二

彼
證
果
一

。
濁
世
衆
生
。
不
レ

歸
浄
土
門
一

。
則
不
レ

可
レ

有
レ

解
二

解
生
死
一

。 

（
『
真
宗
全
書
』
第
二
十
一
巻
、
三
七
七
頁
） 

 

た
だ
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
法
海
、
鳳
嶺
ら
が
権
化
の
仁
を
還
相
の
菩
薩
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
経
典
に
お
け
る
登
場
人
物
ら
を
還
相
の
菩
薩
で
あ
る
と
見
做
し
、
権
化
の
仁
と
還
相
の
菩
薩
を
イ
コ
ー
ル
の
関
係
で

認
識
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
梯
實
圓
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
長
く
な
る
が
、
煩
を
厭
わ
ず
引

用
し
て
み
よ
う
。 

 

『
観
経
』
に
出
て
く
る
阿
難
・
目
連
等
の
仏
弟
子
達
は
も
ち
ろ
ん
、
王
舎
城
に
お
い
て
我
が
子
に
殺
さ
れ
た
頻
婆
娑

羅
王
や
韋
提
希
ば
か
り
か
、
そ
の
よ
う
な
逆
害
を
起
こ
し
た
提
婆
達
多
や
、
阿
闍
世
王
ま
で
も
、
「
大
聖
」
と
呼

び
、
逆
悪
の
罪
人
を
救
済
し
よ
う
と
す
る
大
悲
の
誓
願
に
私
ど
も
を
導
き
入
れ
る
た
め
に
示
現
し
て
こ
ら
れ
た
還
相
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の
聖
者
で
あ
る
と
仰
い
で
お
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。 

ま
た
『
教
行
証
文
類
』
の
総
序
に
も
『
観
経
』
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
人
々
の
名
を
挙
げ
て
「
こ
れ
す
な
は
ち
権
化
の

仁
、
斉
し
く
苦
悩
の
群
萌
を
救
済
し
、
世
雄
の
悲
、
ま
さ
し
く
逆
謗
闡
提
を
恵
ま
ん
と
欲
す
」
と
い
い
、
逆
悪
無
道

の
人
ま
で
も
「
権
化
の
仁
」
と
い
わ
れ
た
の
は
、
私
を
導
い
て
本
願
に
入
れ
し
め
る
機
縁
と
な
っ
た
人
は
す
べ
て
還

相
権
化
の
菩
薩
で
あ
る
と
仰
が
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
私
が
念
仏
を
も
う
す
身
に
な
っ
た
の
は
、
無

数
の
還
相
の
菩
薩
が
、
あ
る
と
き
は
順
縁
と
な
り
、
あ
る
と
き
は
逆
縁
と
な
っ
て
導
き
育
て
た
も
う
た
た
ま
も
の
で

あ
る
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 こ
の
よ
う
に
、
親
鸞
は
経
典
に
お
け
る
登
場
人
物
（
権
化
の
仁
）
を
還
相
の
菩
薩
と
仰
い
で
い
た
と
さ
れ
、
親
鸞
の
方

便
観
の
一
端
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
青
柳
英
司
に
よ
れ
ば
、
法
然
門
下
の
隆
寛
、
証
空
、
幸
西
の
三
者
に

お
い
て
既
に
、
韋
提
希
を
権
者
と
捉
え
、
そ
の
聖
者
が
敢
え
て
凡
夫
の
相
を
と
っ
た
と
す
る
解
釈
が
確
認
で
き
る
と
さ
れ

る
。7

2 

し
か
し
、
還
相
の
菩
薩
と
は
、
凡
夫
が
往
生
し
た
後
の
教
化
活
動
の
位
で
あ
り
、
仏
の
教
化
活
動
の
位
で
あ
る
権
化
の

仁
と
同
一
視
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
問
題
が
存
在
し
て
い
る
た
め
、
本
論
で
は
法
海
や
鳳
嶺
の
解
釈
は

あ
く
ま
で
可
能
性
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。 

 

第
三
項 

仮
の
仏
弟
子 

方
便
の
機 
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親
鸞
に
お
け
る
方
便
観
を
教
法
（
方
便
の
教
）
の
側
面
か
ら
確
認
し
て
き
た
が
、
本
項
に
お
い
て
は
機
（
人
間
）
の
側

か
ら
確
認
し
て
い
き
た
い
。
例
え
ば
親
鸞
は
次
の
よ
う
に
方
便
を
教
法
で
は
な
く
機
（
人
間
）
の
側
か
ら
論
じ
て
い
る
。 

 

言
二

真
仏
弟
子
一

者
、
真
言
対
レ

偽
対
レ

仮
也
。
弟
子
者
釈
迦
・
諸
仏
之
弟
子
、
金
剛
心
行
人
也
。
由
二

斯
信
行
一

必
可
三

超
二

証
大
涅
槃
一

故
、
曰
二

真
仏
弟
子
一

。 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
九
八
頁
） 

言
レ

仮
者
、
即
是
聖
道
諸
機
、
浄
土
定
散
機
也
。 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
一
〇
四
頁
） 

言
レ

偽
者
、
則
六
十
二
見
・
九
十
五
種
之
邪
道
是
也
。 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
一
〇
四
頁
） 

 

こ
の
「
真
仏
弟
子
釈
」
の
箇
所
に
つ
い
て
、
山
辺
習
学
・
赤
沼
智
善
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

上
来
、
聖
人
は
「
信
巻
」
に
於
て
、
他
力
信
心
の
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
廣
説
せ
ら
れ
た
が
、
今
や
真
仏
弟
子

を
釈
せ
ら
る
る
に
当
り
て
、
初
め
て
天
上
の
月
が
、
地
上
の
水
に
映
つ
た
趣
が
あ
る
。
否
、
大
信
が
活
き
た
人
間
に

表
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
て
、
初
め
て
大
信
の
大
信
た
る
実
の
意
義
と
力
を
示
す
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
今
ま
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で
は
法
の
上
に
の
み
一
代
仏
教
を
判
釈
せ
ら
れ
た
の
が
、
こ
こ
に
来
り
て
、
実
際
の
人
の
上
よ
り
、
卽
ち
血
と
肉
を

も
つ
て
い
る
人
間
の
上
に
、
一
代
仏
教
を
判
釈
せ
ら
る
る
も
至
つ
た
。
こ
こ
に
熾
烈
当
る
べ
か
ら
ざ
る
聖
人
の
信
仰

的
権
威
が
あ
る
。
卽
ち
横
超
他
力
を
信
じ
た
人
は
真
の
仏
弟
子
で
あ
る
。
そ
の
他
の
人
は
、
仮
の
仏
弟
子
、
偽
の
仏

弟
子
で
あ
る
。
聖
道
門
と
浄
土
定
散
の
教
え
に
随
順
す
る
人
は
仮
の
仏
弟
子
、
六
十
二
見
、
九
十
五
種
の
外
道
に
心

を
寄
せ
る
人
は
偽
の
仏
弟
子
で
あ
る
、
こ
れ
等
は
「
化
巻
」
に
詳
述
せ
ら
る
る
所
で
あ
る
。
か
よ
う
に
法
の
判
釈
が

一
転
し
て
人
の
判
釈
と
な
つ
た
。「
正
像
末
和
讃
」
は
、
全
体
を
通
じ
て
、
自
力
教
に
対
し
て
こ
の
「
人
」
の
上
の
判

釈
を
も
ち
い
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。7

3 

 

こ
の
よ
う
に
、
親
鸞
の
方
便
観
は
「
法
の
判
釈
」
が
あ
る
一
方
で
、「
人
の
判
釈
」
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な

ら
、
約
ま
る
と
こ
ろ
教
法
は
そ
の
救
い
の
目
当
て
が
想
定
さ
れ
、
そ
の
教
法
を
信
受
し
た
人
間
の
側
で
体
現
さ
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
よ
っ
て
、
真
実
の
第
十
八
願
を
信
受
す
る
人
間
が
「
真
の
仏
弟
子
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
反
し
て
自
力
心

に
執
着
す
る
行
人
が
想
定
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
「
仮
」
や
「
偽
」
と
い
っ
た
存
在
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
た
だ
、「
偽
」
の
存
在

は
、
仏
教
以
外
の
枠
組
み
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
問
題
と
す
べ
き
は
「
仮
」
と
さ
れ
た
仏
弟
子
の
姿
で
あ
る
。
こ
の

「
仮
」
の
仏
弟
子
と
は
、
先
に
挙
げ
た
御
自
釈
に
記
載
の
と
お
り
、
聖
道
門
や
浄
土
門
の
要
真
二
門
の
教
法
を
も
っ
て
し

て
仏
道
を
歩
む
行
人
と
一
旦
は
解
釈
で
き
る
が
、
突
き
詰
め
て
言
え
ば
、
第
十
八
願
の
真
実
の
教
法
に
出
会
っ
た
念
仏
者

が
見
た
、
自
力
心
に
励
ん
で
い
た
過
去
の
我
が
身
と
今
現
に
行
っ
て
い
る
行
人
の
姿
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点
を

踏
ま
え
、
貫
名
譲
は
次
の
よ
う
に
自
力
の
心
に
執
着
す
る
行
人
を
「
方
便
の
機
」
と
総
称
し
て
い
る
。 



第二章 親鸞における聖道門観 

八一 

 

親
鸞
に
お
い
て
は
阿
弥
陀
仏
と
出
遇
い
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
正
定
聚
の
機
す
な
わ
ち
「
真
実
の
機
」
へ
と
転
入
し
え

た
こ
と
を
感
得
し
た
そ
の
と
き
、
同
時
に
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
が
も
う
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
生
懸
命
に
念
仏

に
励
み
な
が
ら
も
、
自
力
の
心
に
執
着
し
「
方
便
の
機
」
と
し
て
し
か
な
か
っ
た
そ
れ
ま
で
の
自
分
の
姿
で
あ
る
。

「
本
願
の
嘉
号
を
も
っ
て
お
の
れ
が
善
根
」
と
し
て
い
た
自
分
自
身
の
姿
が
、
獲
信
の
瞬
間
に
顕
わ
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
親
鸞
は
自
ら
が
歩
ん
で
い
た
と
き
に
は
そ
の
道
が
方
便
で
あ
る
と
い
う
自
覚
は
な
か
っ

た
。
あ
く
ま
で
真
実
の
道
を
歩
ん
で
い
る
と
し
か
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
が
間
違
い
で
あ
っ
た
こ
と
に

気
付
か
さ
れ
た
の
が
、
獲
信
の
瞬
間
で
あ
っ
た
。
信
の
一
念
に
、
そ
れ
ま
で
も
「
方
便
の
機
」
が
「
真
実
の
機
」
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
自
分
を
救
お
う
と
は
た
ら
き
続
け
て
い
た
阿
弥
陀
仏
の
教
え
を
如
実
に
聞
信
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
獲
信
の
構
造
が
明
ら
か
に
な
っ
た
瞬
間
の
こ
と
が
「
信
巻
」
の
内
容
だ
と
す
れ

ば
、
そ
の
と
き
分
か
っ
た
そ
れ
ま
で
の
自
分
自
身
の
求
道
の
様
子
が
「
化
巻
」
に
示
さ
れ
る
内
容
だ
と
言
う
こ
と
に

な
る
。
す
な
わ
ち
「
信
巻
」
に
お
い
て
親
鸞
の
獲
信
の
構
造
が
明
ら
か
に
な
る
と
言
う
こ
と
は
、「
化
巻
」
に
示
さ
れ

る
獲
信
に
至
る
ま
で
の
様
子
も
明
ら
か
に
な
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。7

4 

 

そ
の
上
で
、
貫
名
は
従
来
方
便
の
教
法
が
説
か
れ
た
と
さ
れ
る
「
化
巻
」
を
「「
方
便
の
機
」
を
問
題
に
し
た
内
容
」
と

い
っ
た
分
析
を
行
い
、「
「
信
巻
」
に
お
い
て
親
鸞
の
獲
信
の
構
造
が
明
ら
か
に
な
る
と
言
う
こ
と
は
、
「
化
巻
」
に
示
さ
れ

る
獲
信
に
至
る
ま
で
の
様
子
も
明
ら
か
に
な
る
」7

5

と
も
言
及
し
て
い
る
。 
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こ
の
よ
う
に
、
親
鸞
の
方
便
観
は
、
権
仮
方
便
を
代
表
と
す
る
仮
の
手
立
て
と
し
て
の
教
法
（
方
便
の
法
）
と
、
そ
の

教
法
を
行
じ
、
真
実
法
で
あ
る
第
十
八
願
を
信
受
で
き
な
い
衆
生
の
姿
（
方
便
の
機
）
の
二
面
性
が
併
せ
持
た
れ
る
関
係

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
、
具
体
的
に
は
聖
道
門
の
行
者
や
第
十
九
願
位
や
第
二
十
願
位
の
行
人
で
あ
る
と
さ
れ

る
。 

 

第
二
節 

親
鸞
の
教
判
論 

 

親
鸞
の
教
判
論
は
多
角
的
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
本
節
で
は
、
ま
ず
そ
の
点
を
相
対
的
教
判
と
絶
対
的
教
判
に
分
類

し
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。 

 

第
一
項 

聖
浄
二
門
判 

 

聖
道
門
は
浄
土
門
に
対
す
る
語
で
あ
り
、
仏
果
（
聖
）
に
対
し
て
自
力
の
修
行
に
よ
っ
て
こ
の
世
で
悟
り
を
開
く
教
法
と

さ
れ
る
。
こ
の
釈
尊
一
代
教
を
そ
の
修
行
過
程
に
よ
っ
て
浄
土
門
と
聖
道
門
と
に
分
類
す
る
い
わ
ゆ
る
聖
浄
二
門
判
と
言
わ

れ
る
相
対
的
教
判
は
、
道
綽
（
五
六
二‐

六
四
五
）『
安
楽
集
』
に
は
じ
ま
る
と
さ
れ
る
。
道
綽
は
、『
涅
槃
経
』
に
は
、「
一

切
衆
生
悉
有
仏
性
（
内
因
）
」
と
「
値
遇
多
仏
（
外
縁
）」
と
説
か
れ
、
内
因
と
外
因
が
そ
ろ
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
な

ぜ
生
死
輪
廻
し
続
け
る
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
、
『
安
楽
集
』
巻
上
第
三
大
門
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。7

6 
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第
五
又
問
日
、
一
切
衆
生
皆
有
二

仏
性
一

。
遠
劫
以
来
應
レ

値
二

多
仏
一

。
何
因
至
レ

今
、
仍
自
輪
二

廻
生
死
一

不
レ

出
二

火
宅

一

。
答
日
、
依
二

大
乗
聖
教
一

、
良
由
レ

不
得
二

二
種
勝
法
一

以
排
生
死
。
是
以
不
レ

出
二

火
宅
一

。
何
者
為
レ

二
。
一
謂
聖
道
、

二
謂
往
生
浄
土
。
其
聖
道
一
種
、
今
時
難
レ

証
。
一
由
去
二

大
聖
一

遥
遠
。
二
由
二

理
深
解
微
一

。
是
故
『
大
集
月
蔵
経
』 

云
、「
我
末
法
時
中
、
億
億
衆
生
起
レ

行
修
レ

道
、
末
レ

有
二

一
人
得
者
一

。
」
当
今
末
法
、
現
是
五
濁
悪
世
。
唯
有
二

浄
土
一

門
一

、
可
二

通
入
一

路
。
是
故
『
大
経
』
云
、「
若
有
二

衆
生
一

、
縦
令
一
生
造
レ

悪
臨
二

命
終
時
一

、
十
念
相
続
称
二

我
名
字

一

若
不
レ

生
者
不
レ

取
二

正
覚
一

。」
又
復
一
切
衆
生
都
不
二

自
量
一

。
若
拠
二

大
乗
一

真
如
実
相
第
一
義
空
会
末
レ

措
レ

心
。
若

論
二

小
乗
一

、
修
二

入
見
諦
修
道
一

、
乃
至
二

那
含
羅
漢
一

断
二

五
下
一

除
二

五
上
一

、
无
レ

問
二

道
俗
一

、
末
レ

有
二

其
分
一

。
縦
有

二

人
天
果
報
一

、
皆
為
二

五
戒
十
善
一

能
招
二

此
報
一

。
然
持
得
者
甚
希
。
若
論
二

起
悪
造
罪
一

、
何
異
二

暴
風
駛
雨
一

。
是
以

諸
仏
大
慈
勧
帰
浄
土
一

。
縦
使
一
形
造
レ

悪
、
但
能
繋
レ

意
専
精
常
能
念
仏
一
切
諸
障
自
然
消
除
、
定
得
二

往
生
一

。
何
不

二

思
量
一

都
无
二

心
一

去
也
。 

（『
聖
典
全
書
』
一
、
六
一
二
頁‐

六
一
三
頁
）  

 こ
の
聖
道
、
浄
土
と
い
う
対
目
は
道
綽
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
用
語
の
出
処
は
山
本
仏
骨
に
よ
れ
ば
、
各
々
「
聖

道
」
は
天
親
の
『
十
地
経
論
』
で
あ
り
、「
浄
土
」
は
曇
鸞
の
『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
』（
以
下
、『
浄
土
論
』
と
称
す
）

に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る7

7

。 
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斯
く
て
聖
道
、
浄
土
と
い
う
対
目
は
道
綽
濁
自
の
案
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
如
何
な
る
所
に
典
拠
が
あ
っ

て
、
か
ゝ
る
名
目
を
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
此
れ
い
就
い
て
先
哲
も
注
意
し
て
お
る
様
に
、「
往
生
浄
土
」
と
い

う
成
語
は
『
論
註󠄀
』
下
（
三
十
一
丁
）
願
事
成
就
釈
の
「
随
順
往
生
浄
土
法
門
」
と
云
わ
れ
た
所
に
見
出
だ
さ
れ
た
と

推
知
す
る
事
は
難
く
な
い
。
然
し
も
と
よ
り
『
論
註󠄀
』
は
判
目
と
し
て
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
が
、
道
綽
は
此
れ
に
依

っ
て
別
途
の
法
義
を
表
顕
す
る
に
適
当
で
あ
る
と
考
え
て
然
く
案
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
之
れ
に
対
す
る
聖
道

と
い
う
名
目
の
拠
に
も
亦
諸
説
一
致
し
て
、
菩
提
流
支
の
訳
す
る
、
天
親
の
『
十
地
経
論
』
の
文
を
挙
げ
て
い
る
。
却

ち
彼
処
に
「
初
歓
喜
地
品
」
の
「
微
難
レ

知
聖
道
、
非
二

分
別
一

離
レ

念
」
と
云
う
偈
を
釈
し
て
、
微
者
云
何
微
、
偈
言
難

レ

知
二

聖
道
一

故
、
云
何
難
レ

知
、
謂
説
示
難
レ

知
、
大
聖
道
難
レ

知
、
大
聖
者
所
レ

謂
諸
仏
、
是
故
言
レ

微
、
道
者
是
因
、

修
二

行
此
道
一

能
到
二

成
処
一

故
、
言
二

難
知
聖
道
一

、
此
微
有
二

二
種
一

、
一
説
時
甚
微
、
如
レ

是
次
第
何
故
復
難
レ

知
、
偈

言
二

非
分
別
離
念
一

故
、
非
二

分
別
一

者
、
離
二

分
別
境
界
一

、
離
念
者
自
体
無
レ

念
故
、
如
レ

是
聖
道
名
為
二

甚
微
一

、
何
故

甚
難
レ

得
、
難
レ

得
者
難
レ

証
故
、
是
名
二

甚
微
一

と
云
っ
て
あ
る
。『
十
地
経
論
』
に
就
い
て
は
『
安
楽
集
』
第
七
大
門
第

一
此
彼
取
相
に
『
十
地
経
』
巻
五
の
初
地
菩
薩
、
七
地
終
心
、
入
八
地
の
行
相
に
関
し
て
取
意
さ
れ
て
お
り
、
続
い
て

「
是
故
論
云
」
と
し
て
『
十
地
経
論
』
巻
十
に
此
れ
を
釈
す
る
も
の
を
引
用
し
て
あ
る
。
然
れ
ば
此
論
に
名
目
の
典
拠

を
見
出
す
事
は
一
往
『
安
楽
集
』
と
の
聨
関
性
が
見
ら
れ
な
い
事
は
な
い
。
斯
く
て
良
忠
が
『
決
疑
鈔
』
に
聖
道
難
証

の
典
拠
を
『
十
地
経
論
』
に
探
っ
て
い
る
如
く
右
掲
の
論
文
を
検
す
る
時
道
綽
が
聖
道
難
証
の
理
由
と
し
て
挙
げ
た
二

由
の
中
「
由
理
深
解
微
」
と
云
っ
た
第
二
由
と
合
致
す
る
所
が
あ
る
か
ら
、
此
点
か
ら
で
も
右
の
論
文
が
聖
道
と
い
う
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名
目
の
典
拠
と
な
っ
た
事
を
推
知
す
る
事
が
出
来
よ
う
と
思
う
。 

 尚
、
梯
に
よ
れ
ば
、
道
綽
の
段
階
で
は
、
聖
道
と
浄
土
の
区
分
は
あ
く
ま
で
も
此
土
入
聖
の
難
行
（「
聖
道
」）
で
は
な
く
、

彼
土
得
生
の
易
行
道
（「
浄
土
」
）
を
通
入
す
べ
き
路
で
あ
る
と
い
う
文
脈
で
あ
り
、
教
判
を
行
う
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。

7
8

そ
れ
ゆ
え
、
教
判
と
し
て
の
聖
浄
二
門
判7

9

は
法
然
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

そ
の
上
で
、
道
綽
の
影
響
を
受
け
た
法
然
（
一
一
三
三‐

一
二
一
二
）
は
、『
選
択
本
願
念
仏
集
』
二
門
判
に
お
い
て
、
道

綽
の
聖
浄
二
門
判
を
受
け
て
、
次
の
よ
う
に
具
体
的
な
教
相
判
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

私
云
窃
計
、
夫
立
教
多
少
、
随
レ

宗
不
同
。
且
如
二

有
相
宗
一

、

立
二

三
時
教
一

而
判
二

一
代
聖
教
一

。
所
謂
有
空
中
是
也
。

如
二

無
相
宗
一

、
立
二

二
蔵
教
一

以
判
二

一
代
聖
教
一

。
所
謂
菩
薩
蔵
声
聞
蔵
是
也
。
如
二

華
厳
宗
一

、
立
二

五
教
一

而
摂
二

一
切

仏
教
一

。
所
謂
小
乗
教
始
教
終
教
頓
教
円
教
是
也
。
如
二

法
華
宗
一

、
立
二

四
教
五
味
一

以
摂
二

一
切
仏
教
一

。
四
教
者
所
謂

蔵
通
別
円
是
也
。
五
味
者
、
所
謂
乳
酪
生
熟
醍
醐
是
也
。
如
二

真
言
宗
一

、
立
二

二
教
一

而
摂
二

一
切
一

。
所
謂
顕
教
密
教
是

也
。
今
此
浄
土
宗
者
、
若
依
二

道
綽
禪
師
意
一

立
二

二
門
一

而
摂
二

一
切
一

。
所
謂
聖
道
門
浄
土
門
是
也
。
問
曰
夫
立
二

宗
名

一

、
本
在
二

華
厳
天
台
等
八
宗
九
宗
一

。
末
レ

聞
於
二

浄
土
之
家
一

立
其
宗
名
。
然
今
二

浄
土
宗
一

、
有
二

何
証
拠
一

也
。
答
曰
、

浄
土
宗
名
、
其
証
非
レ

一
。
元
曉
遊
心
安
楽
道
云
、
浄
土
宗
意
、
本
為
二

凡
夫
一

兼
為
二

聖
人
一

。
又
慈
恩
西
方
要
決
云
、

依
二

此
一
宗
一

。
又
迦󠄀
才
浄
土
論
云
、
此
之
一
宗
窃
為
二

要
路
一

。
其
証
如
レ

此
。
不
レ

足
二

疑
端
一

。
但
諸
宗
立
教
正
非
二

今

意
一

。
且
就
二

浄
土
宗
一

略
明
二

二
門
一

者
、
一
者
聖
道
門
、
二
者
浄
土
門
。
初
聖
道
門
者
、
就
レ

之
有
レ

二
。
一
者
大
乗
、
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二
者
小
乗
。
就
二

大
乗
中
一

雖
レ

有
二

顕
密
権
実
等
不
同
一

、
今
此
集
意
、
唯
存
二

顕
大
及
以
権
大
一

。
故
当
二

歴
劫
迂󠄀
廻
之

行
一

。
准
レ

之
思
レ

之
、
応
レ

存
二

密
大
及
以
実
大
一

。
然
則
今
真
言
仏
心
天
台
華
厳
三
論
法
相
地
論
摂
論
此
等
八
家
之
意
正

在
レ

此
也
、
応
知
。
次
小
乗
者
、
総
是
小
乗
経
律
論
之
中
所
レ

明
声
聞
縁
覚
断
惑
証
理
、
入
聖
得
果
之
道
也
。
准
レ

上
思
レ

之
亦
可
レ

摂
二

倶
舎
成
実
諸
部
律
宗
一

而
巳
。
凡
此
聖
道
門
大
意
者
不
レ

論
二

大
乗
及
以
小
乗
一

於
二

此
娑
婆
世
界
之
中
一

、

修
二

四
乗
道
一

得
二

四
乗
果
一

也
。
四
乗
者
三
乗
之
外
加
二

仏
乗
一

。
次
往
生
浄
土
門
者
、
就
レ

此
有
レ

二
。
一
者
正
明
二

往
生

浄
土
一

之
教
、
二
者
傍
明
二

往
生
浄
土
一

之
教
。
初
正
明
二

往
生
浄
土
一

之
教
者
、
謂
三
経
一
論
是
也
。
三
経
者
、
一
無
量

寿
経
、
二
観
無
量
寿
経
、
三
阿
弥
陀
経
也
。
一
論
者
、
天
親
往
論
是
也
。
或
指
二

此
三
経
一

号
二

浄
土
三
部
経
一

也
。 

（『
聖
典
全
書
』
一
、
一
二
五
四
頁
） 

 

ま
た
、『
浄
土
宗
大
意
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
、
聖
道
門
を
娑
婆
得
道
の
教
法
で
あ
り
、
自
力
の
難
行
道
で
あ
る
一
方
、
浄

土
門
を
極
楽
得
道
の
教
法
で
あ
り
、
他
力
の
易
行
道
で
あ
る
と
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
浄
土
宗
の
大
意
と
て
、
お
し
え
さ
せ
た
ま
ひ
し
や
う
は
、
三
実
滅
尽
の
時
な
り
と
い
ふ
と
も
、
十
念
す
れ
ば
ま
た

往
生
す
。
い
か
に
い
は
む
や
、
三
実
流
行
の
よ
に
む
ま
れ
て
、
五
逆
お
も
つ
く
ら
ざ
る
わ
れ
ら
、
弥
陀
の
名
号
を
称
念

せ
む
に
、
往
生
う
た
が
ふ
べ
か
ら
ず
。
ま
た
い
は
く
、
浄
土
宗
の
こ
ゝ
ろ
は
、
聖
道
・
淨
土
の
二
門
を
た
て
ゝ
、
一
代

の
諸
敎
を
お
さ
む
。
聖
道
門
と
い
ふ
は
、
娑
婆
の
得
道
な
り
。
自
力
断
惑
出
離
生
死
の
敎
な
る
が
ゆ
へ
に
、
凡
夫
の
た

め
に
修
し
が
た
し
、
行
じ
が
た
し
。
浄
土
門
と
い
ふ
は
、
極
樂
の
得
道
な
り
。
他
力
断
惑
往
生
浄
土
門
な
る
が
ゆ
へ
に
、
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凡
夫
の
た
め
に
は
修
し
や
す
く
、
行
じ
や
す
し
。
そ
の
行
と
い
ふ
は
、
ひ
と
へ
に
凡
夫
の
た
め
に
お
し
え
た
ま
ふ
と
こ

ろ
の
願
行
な
る
が
ゆ
へ
な
り
。
總
じ
て
こ
れ
を
い
へ
ば
、
五
說
の
中
に
は
仏
説
也
、
四
土
の
中
に
は
報
土
也
、
三
身
の

中
に
は
二
身
也
、
三
宝
の
中
に
は
仏
宝
也
、
四
乘
の
中
に
は
佛
乘
な
り
、
二
敎
の
中
に
は
頓
敎
也
、
二
藏
の
中
に
は
菩

薩
藏
也
、
二
行
の
中
に
は
正
行
な
り
、
二
超
の
中
に
は
橫
超
也
、
二
縁
の
中
に
は
有
縁
の
行
な
り
、
二
住
の
中
に
は
止

住
也
、
思
不
思
の
中
に
は
不
思
議
な
り
。
ま
た
い
は
く
、
聖
道
門
の
修
行
は
、
智
慧
を
き
わ
め
て
生
死
を
は
な
れ
、
浄

土
門
の
修
行
は
、
愚
癡
に
か
へ
り
て
極
樂
に
む
ま
る
と 

云
々
。 

（『
聖
典
全
書
』
三
、
一
〇
二
五
頁‐

一
〇
二
六
頁
） 

 

こ
の
よ
う
に
、
浄
土
に
お
い
て
証
を
得
る
教
え
（
彼
土
得
証
）
に
対
し
て
、
此
の
土
に
お
い
て
聖
者
と
な
る
教
え
（
此
土

得
証
）
が
聖
道
門
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
内
実
は
、
釈
尊
が
制
定
さ
れ
た
、
出
家
者
と
し
て
の
正
し
い
生
活
規
範
（
戒
律
）
を

守
っ
て
身
心
を
浄
化
し
、
煩
悩
を
し
ず
め
、
精
神
を
統
一
し
て
（
禅
定
）
智
慧
を
み
が
き
、
生
死
を
超
え
悟
り
を
完
成
す
る

と
い
う
自
力
に
よ
る
断
証
の
因
果
を
説
く
教
え
で
あ
っ
た8

0

と
さ
れ
る
。 

以
上
か
ら
、
道
綽
、
法
然
に
よ
れ
ば
、
末
法
と
い
う
時
代
認
識
と
教
理
は
深
遠
で
あ
る
の
に
理
解
力
が
乏
し
い
衆
生
と

（
機
根
）
と
い
う
人
間
存
在
、
す
な
わ
ち
約
時
被
機
と
い
う
問
題
意
識
が
前
提
に
あ
り
、
そ
の
上
で
往
生
浄
土
（
浄
土

門
）
が
勧
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
、
法
然
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
聖
浄
二
門
判
は
、
続
く
親

鸞
の
二
双
四
重
判
と
し
て
継
承
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。 
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第
二
項 

二
双
四
重
判 

 
法
然
の
一
代
仏
教
に
対
す
る
枠
組
み
を
受
け
た
親
鸞
に
お
い
て
は
、『
教
行
信
証
』
「
化
巻
」
観
経
隠
顕
釈
に
お
い
て
、

次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

凡
就
二

一
代
教
一

、
於
二

此
界
中
一

入
聖
得
果
名
二

聖
道
門
一

、
云
二

難
行
道
一

。
就
二

此
門
中
一

、
有
二

大
・
小
、
漸
・
頓
、

一
乗
・
二
乗
・
三
乗
、
権
・
実
、
顕
・
蜜
、
竪
出
・
竪
超
一

。
則
是
自
力
利
他
教
化
地
、
方
便
権
門
之
道
路
也
。
於
二

安
養
浄
刹
一

入
聖
証
果
名
二

浄
土
門
一

、
云
二

易
行
道
一

。
就
二

此
門
中
一

、
有
二

横
出
・
横
超
、
仮
・
真
、
漸
・
頓
、
助

正
・
雑
行
、
雑
修
・
専
修
一
也
。
正
者
五
種
正
行
也
。
助
者
除
二

名
号
一

已
外
五
種
是
也
。
雑
行
者
、
除
二

正
助
一

已
外

悉
名
二

雑
行
。
此
乃
横
出
・
漸
教
、
定
散
・
三
福
、
三
輩
・
九
品
、
自
力
仮
門
也
。
横
超
者
、
憶
二

念
本
願
一

離
二

自
力

之
心
一

、
是
名
二

横
超
他
力
一
也
。
斯
即
専
中
之
専
、
頓
中
之
頓
、
真
中
之
真
、
乗
中
之
一
乗
。
斯
乃
真
宗
也
。
已
顕
二

真
実
行
之
中
一

畢
。 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
一
九
六
頁
〜
一
九
七
頁
） 

 
 

こ
の
二
双
四
重
判
に
お
け
る
親
鸞
の
独
自
性
（
発
揮
）
に
関
し
て
は
従
来
さ
ま
ざ
ま
な
論
が
展
開
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年

の
研
究
成
果
に
よ
れ
ば
、
従
来
親
鸞
独
自
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
「
横
超
」「
竪
超
」「
横
出
」「
竪
出
」
と
い
っ
た
区
分
に
関

し
て
は
、「
横
超
」「
竪
超
」
の
名
目
は
す
で
に
法
然
や
そ
の
門
下
に
み
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
浄
土
門
内
に
お
け
る
「
横
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出
」
に
関
し
て
は
、「
横
出
」
と
い
う
名
目
は
親
鸞
独
自
で
あ
る
も
の
の
、
浄
土
門
内
を
自
力
と
他
力
で
区
分
す
る
見
方
が
法

然
門
下
に
お
い
て
既
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。8
1

よ
っ
て
、
従
来
長
ら
く
親
鸞
独
自
と
さ
れ
て
き
た
教

判
や
そ
の
名
目
は
見
直
し
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。 

そ
の
上
で
、
親
鸞
の
独
自
性
と
い
う
観
点
か
ら
注
目
す
べ
き
は
、
法
然
の
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
二
門
判
に
は
な
か
っ
た
、

「
利
他
教
化
地
」
の
語
で
あ
ろ
う
。
利
他
教
化
地
と
は
一
般
的
に
次
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
。 

 

『
浄
土
論
』
で
は
、
園
林
遊
戯
地
門
（
還
相
）
の
別
名
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
親
鸞
聖
人
は
、
浄
土
に
往
生
し
て
さ
と
り

を
窮
め
た
も
の
が
、
証
果
の
必
然
と
し
て
大
悲
を
起
こ
し
て
衆
生
済
度
の
た
め
に
従
果
向
因
し
て
菩
薩
と
な
り
、
あ
る

い
は
、
他
方
世
界
に
あ
っ
て
釈
尊
の
よ
う
な
仏
陀
の
す
が
た
を
示
現
し
て
説
法
し
教
化
し
て
い
く
。8

2 

 

そ
し
て
親
鸞
は
先
に
挙
げ
た
引
文
の
通
り
、
聖
道
門
の
教
法
が
「
自
力
利
他
教
化
地
、
方
便
権
門
之
道
路
也
」
と
示
し
、

還
相
の
菩
薩
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
道
綽
、
法
然
に
は
見
ら
れ
な
い
、
親
鸞
独
自

の
聖
道
門
観
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
尚
、
同
様
の
内
容
は
、
次
の
『
末
燈
鈔
』
第
一
通
に
お
い
て
も
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

聖
道
と
い
ふ
は
、
す
で
に
仏
に
な
り
た
ま
へ
る
ひ
と
の
、
わ
れ
ら
が
こ
ゝ
ろ
を
す
ゝ
め
ん
が
た
め
に
、
仏
心
宗
・
真

言
宗
・
法
華
宗
・
華
厳
宗
・
三
論
宗
等
の
大
乗
至
極
の
教
な
り
。
仏
心
宗
と
い
ふ
は
、
こ
の
世
に
ひ
ろ
ま
る
禅
宗
こ

れ
な
り
。
ま
た
法
相
宗
・
成
実
宗
・
倶
舎
宗
等
の
権
教
、
小
乗
等
の
教
な
り
。
こ
れ
み
な
聖
道
門
な
り
。
権
教
と
い
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ふ
は
、
す
な
は
ち
す
で
に
仏
に
な
り
た
ま
へ
る
仏
・
菩
薩
の
、
か
り
に
さ
ま
ざ
ま
の
か
た
ち
を
あ
ら
は
し
て
す
ゝ
め

た
ま
ふ
が
ゆ
へ
に
権
と
い
ふ
な
り
。 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
七
七
八
頁
）  

こ
の
「
利
他
教
化
地
」
の
語
に
解
釈
に
つ
い
て
は
、
第
三
節
で
さ
ら
に
詳
し
く
考
察
し
て
い
く
が
、
こ
こ
で
は
親
鸞
の
教

判
論
に
お
い
て
、
聖
道
門
が
還
相
の
菩
薩
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
こ
と
と
、
そ
の
点
に
親
鸞
の
独
自
性
が
存
在
す
る
こ
と

を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。 

 

第
三
項 

真
仮
偽
判 

 

相
対
的
教
判
と
さ
れ
る
聖
浄
二
門
判
に
対
し
て
、
絶
対
的
教
判
と
さ
れ
る
の
が
真
仮
偽
判
で
あ
る
。
真
仮
偽
判
と
い
う

概
念
が
形
成
さ
れ
た
歴
史
的
経
緯
は
第
四
章
で
詳
述
す
る
た
め
、
こ
こ
で
は
そ
の
教
判
の
内
容
、
特
に
「
偽
」
の
概
念
に

つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。 

こ
の
真
仮
偽
判
と
い
う
教
判
で
の
区
分
の
主
軸
は
、
先
に
確
認
し
た
二
双
四
重
判
で
は
聖
道
と
浄
土
と
い
う
区
分
で
あ

っ
た
の
に
比
べ
、
真
（
真
実
）
と
仮
（
方
便
）
と
偽
（
偽
り
）
と
い
う
区
分
へ
と
移
る
。
す
な
わ
ち
、
浄
土
門
に
お
け
る

第
十
九
願
、
第
二
十
願
の
方
便
の
教
法
も
す
べ
て
聖
道
門
と
同
じ
く
仮
と
定
義
さ
れ
、
そ
の
一
切
は
真
実
へ
と
入
ら
し
め

る
調
機
誘
引
の
方
便
で
あ
っ
た
と
す
る
見
方
で
あ
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
普
賢
大
円
が
「
絶
対
と
は
一
は
真
、
一
は
仮
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と
比
対
顕
勝
す
る
の
は
相
対
で
あ
る
が
、
今
は
そ
の
比
対
顕
勝
よ
り
更
に
進
ん
で
、
諸
善
の
仮
法
を
真
実
へ
の
方
便
階
悌

と
し
て
、
弘
願
法
に
統
合
す
る
が
故
に
、
絶
対
と
い
ふ
の
で
あ
る
」8
3

と
述
べ
る
よ
う
に
、
他
の
一
切
の
教
法
を
弘
願
法
に

統
合
す
る
性
質
が
絶
対
的
教
判
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
真
仮
偽
判
の
成
立
根
拠
そ
の
も
の
に
問
題

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
真
仮
偽
判
の
他
に
『
教
行
信
証
』
全
体
を
真
仮
科
で
分
類
す
る
名
目
も
存
在
す
る
こ
と
を

踏
ま
え
る
と
、
真
仮
偽
判
を
親
鸞
の
教
判
論
と
し
て
扱
う
こ
と
は
若
干
の
精
査
が
必
要
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ

こ
こ
で
は
、
あ
く
ま
で
本
願
他
力
の
誓
願
一
仏
乗
以
外
の
教
法
は
す
べ
て
方
便
で
あ
り
、
真
実
に
入
ら
し
め
る
教
え
で
あ

る
と
い
う
絶
対
的
教
判
と
い
う
意
味
で
、
便
宜
上
、
従
来
幅
広
く
用
い
ら
れ
て
き
た
真
仮
偽
判
と
い
う
名
称
を
使
用
し
た

い
。 既

に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
真
仮
偽
判
と
は
、『
教
行
信
証
』
「
信
文
類
」
真
仏
弟
子
釈
に
あ
る 

 

言
二

真
仏
弟
子
一

者
、
真
言
対
レ

偽
対
レ

仮
也
。
弟
子
者
釈
迦
・
諸
仏
之
弟
子
、
金
剛
心
行
人
也
。
由
二

斯
信
行
一

必
可
三

超
二

証
大
涅
槃
一

故
、
曰
二

真
仏
弟
子
一

。 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
九
八
頁
） 

言
レ

仮
者
、
即
是
聖
道
諸
機
、
浄
土
定
散
機
也
。 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
一
〇
四
頁
） 

 
 

言
レ

偽
者
、
則
六
十
二
見
・
九
十
五
種
之
邪
道
是
也
。 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
一
〇
四
頁
） 
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と
あ
る
文
言
の
総
称
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
真
仮
偽
判
に
お
け
る
「
仮
」
と
は
、
聖
道
門
に
お
け
る
仮
の
仏
弟
子
で
あ

り
、「
偽
」
と
は
仏
教
以
外
の
偽
の
仏
弟
子
を
指
す
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
信
楽
峻
麿
は
「
仮
の
仏
弟
子
と
は
、
聖
道
教
の

人
々
と
、
浄
土
教
の
仮
門
、
真
門
を
生
き
る
人
々
を
い
い
、
偽
の
仏
弟
子
と
は
、
非
仏
教
的
な
外
道
を
信
奉
す
る
人
々
を
い

う
わ
け
で
す
」8

4
と
述
べ
、
梯
も
、「
聖
道
門
の
教
え
を
実
践
し
て
い
る
自
力
の
修
行
者
や
、
浄
土
を
願
い
な
が
ら
も
自
力
の
は
か
ら

い
を
捨
て
き
れ
ず
、
如
来
の
不
可
思
議
の
救
い
を
信
受
で
き
な
い
も
の
は
仮
の
仏
弟
子
と
い
う
。
そ
し
て
自
己
中
心
的
な
煩

悩
を
肯
定
し
、
助
長
し
て
い
く
よ
う
な
仏
教
以
外
の
教
え
（
外
教
）
を
信
じ
て
い
る
も
の
を
偽
な
る
も
の
と
い
う
わ
け
で
あ

る
」8

5

と
同
様
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。 

他
方
、
藤
場
俊
基
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
「
仮
」
で
語
っ
て
い
る
対
象
は
、「
聖
道
の
諸
機
、
浄
土
の
定
散
の
機
」
で
あ

り
、
機
す
な
わ
ち
人
間
で
あ
る
一
方
で
、
偽
で
語
っ
て
い
る
対
象
は
、「
六
十
二
見
・
九
十
五
種
の
邪
道
」
で
あ
り
、
見
・
道

す
な
わ
ち
、
考
え
方
や
思
想
、
ま
た
実
践
に
お
け
る
道
筋
や
方
向
性
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。8

6

す
な
わ
ち
、「
仮
」

と
は
「
真
の
仏
弟
子
」
に
対
す
る
「
仮
の
仏
弟
子
」
と
言
え
る
が
、「
偽
」
は
「
偽
の
仏
弟
子
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
仏
教
に
お

け
る
正
し
い
見
方
・
実
践
道
に
反
す
る
邪
見
、
邪
道
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
さ
れ
る
。 

し
か
し
、
親
鸞
に
お
い
て
は
「
行
巻
」
一
乗
海
釈
に
お
い
て
人
間
（
機
）
を
、「
真
偽
対
」
と
す
る
ほ
か
、『
愚
禿
鈔
』

一
乗
機
教
に
お
い
て
は
、「
漸
教
回
心
の
機
」
を
「
自
力
」
と
し
た
上
で
、「
真
偽
対
」
で
示
し
て
い
る
と
お
り
、
「
偽
」
の

人
間
（
仏
弟
子
）
と
い
う
存
在
を
想
定
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。 
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二
機
対 

一
乗
円
満
機
他
力 

漸
教
廻
心
機
自
力 

信
疑
対
賢
愚
対 

善
悪
対
正
邪
対 

是
非
対
実
虚
対 

真
偽
対
浄
穢
対 

好
醜
対
妙
麤
対 

利
鈍
対
奢
促
対 

希
常
対
強
弱
対 

上
々
下
々
対
勝
劣
対 

直
入
廻
心
対
明
闇
対 

巳
上
八
対
就
二 

二
機
一

應
レ

知 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
二
八
八
頁
）  

そ
の
為
、
藤
場
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
仏
弟
子
と
し
て
の
「
偽
」
を
想
定
し
て
い
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
検
討
が
必
要
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で
あ
る
が
、
一
旦
は
「
真
の
仏
弟
子
」
に
対
す
る
人
間
存
在
と
し
て
、
「
仮
」「
偽
」
と
い
っ
た
存
在
を
示
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
尚
、
そ
の
「
仮
」
と
「
偽
」
の
内
実
で
あ
る
が
、
「
仮
」
に
つ
い
て
は
既
に
第
一
節
に
お
い
て
詳
述
し
た
た

め
、
こ
こ
で
は
「
偽
」
の
存
在
意
義
や
内
実
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

例
え
ば
、
「
偽
」
の
用
語
の
意
味
に
つ
い
て
、
先
哲
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
紙
片
の
都
合
上
代
表
的

な
講
録
の
み
を
列
挙
し
た
い
。 

 

松
島
善
譲
（
一
八
〇
六
〜
一
八
八
六
）
『
顯
浄
土
教
行
證
文
類
敬
信
記
』 

 

偽
は
邪
偽
と
続
く
。
邪
は
邪
曲
で
中
正
に
非
ざ
る
が
邪
な
り
。
仏
法
の
正
道
理
を
外
れ
た
こ
と
。
偽
は
贋
偽
と
続
い
て
、

偽
物
の
こ
と
。
外
道
の
建
立
が
そ
れ
ぞ
れ
に
見
解
を
立
て
て
道
を
分
か
ち
て
正
道
理
に
似
せ
て
あ
り
な
が
ら
其
の
体
天
淵

な
り
。
正
因
縁
を
離
れ
た
る
外
道
ゆ
え
邪
偽
と
い
う
。
化
巻
本
二
九
丁
左 

邪
偽
異
執
外
教
と
の
た
ま
え
り
。
六
十
二
見

と
は
、
こ
れ
を
解
す
る
に
就
い
て
六
要
鈔
に
律
宗
の
名
句
に
依
り
て
解
し
て
あ
り
。
こ
れ
は
一
途
の
説
な
り
。
大
乗
義

章
六
に
六
十
二
見
の
釈
あ
り
。
見
る
べ
し
。
六
十
二
見
と
九
十
五
種
と
は
、
人
法
の
差
別
。
前
者
は
執
法
の
差
別
。
後

者
は
人
の
不
同
な
り
。
扨
て
九
十
五
種
に
開
合
あ
り
。
開
け
ば
則
九
十
五
種
。
合
す
れ
ば
則
九
十
五
種
。
そ
の
開
合
に
就

い
て
諸
経
諸
論
に
種
々
の
説
あ
り
。（
下
線
部
筆
者
）                                                   

（『
真
宗
全
書
』
第
三
十
一
巻
、
二
四
七
頁
） 
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石
泉
僧
叡
（
一
七
五
三
〜
一
八
二
六
）
『
教
行
信
證
随
聞
記
』 

 
二
に
偽
を
釈
す
。
こ
の
中
に
一
に
解
釈
。
二
に
引
文
。
今
初
に
偽
と
い
う
も
の
は
、
牒
な
り
。
偽
は
邪
偽
の
こ
と
。
邪
は

中
正
を
外
れ
る
こ
と
。
偽
は
贋
偽
な
り
。
仏
法
は
小
乗
よ
り
し
て
勝
因
縁
法
な
り
。
其
れ
に
外
な
る
も
の
を
偽
と
い
う
。

化
巻
で
は
外
教
邪
偽
と
い
え
り
。
則
六
十
二
見
等
と
は
、
釈
な
り
。
六
十
二
見
の
こ
と
、
六
要
に
は
律
宗
名
句
が
引
け

て
あ
り
。
色
受
想
行
識
の
五
陰
の
上
で
、
即
ち
離
大
小
に
約
し
て
一
陰
一
陰
各
四
句
あ
り
て
、
五
四
の
二
十
あ
り
。
三

世
に
歴
て
六
十
と
な
る
。
そ
の
余
に
断
常
の
二
を
加
え
て
六
十
二
見
と
な
る
。（
中
略
）
こ
こ
へ
六
十
二
見
と
出
だ
す
は
、

執
法
の
差
別
。
九
十
五
種
は
人
の
不
同
な
り
。
こ
の
九
十
五
種
と
い
う
に
就
い
て
開
合
あ
り
。
開
は
九
十
六
。
合
し
て
九

十
五
な
り
。
諸
経
に
異
説
あ
り
。 

 
 
 
 
  

 
 
  

 
   

 
 
  

 
   

 
 
  

 
   

 
 
  

 

（
『
真
宗
全
書
』
第
三
一
巻
、
一
一
二
頁
） 

 

こ
の
よ
う
に
、『
敬
信
記
』、『
随
聞
記
』
と
も
に
偽
は
贋
偽
、
す
な
わ
ち
偽
も
の
の
意
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
偽
も
の
と
は
、
一
般
的

に
本
質
が
本
物
と
は
異
な
る
の
に
本
物
ら
し
く
似
せ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
理
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
六
十
二
見
・
九

十
五
種
の
邪
道
」
は
単
に
仏
教
で
は
な
い
か
ら
偽
な
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
仏
教
に
似
せ
て
い
る
が
本
質
は
仏
教
で
は
な
い
か

ら
偽
と
さ
れ
て
い
る
と
も
理
解
で
き
る
。
そ
の
為
、
梯
も
、「
偽
の
仏
弟
子
」
と
い
う
語
を
想
定
し
た
上
で
、
外
面
は
仏
弟
子
の
よ

う
な
ふ
り
を
し
て
い
る
が
、
内
心
は
仏
教
以
外
の
宗
教
（
外
道
・
外
教
）
を
信
奉
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
を
指
し
て
い
る
と
し

て
い
る
。8

7

ま
た
そ
れ
は
『
正
像
末
和
讃
』「
悲
嘆
述
懐
嘆
」
の
句
か
ら
も
う
か
が
え
る
と
し
て
い
る
。 



第二章 親鸞における聖道門観 

九六 

 

五
濁
増
の
し
る
し
に
は 

こ
の
世
の
道
俗
こ
と
ご
と
く 

外
儀
は
仏
教
の
す
が
た
に
て 

内
心
外
道
を
帰
敬
せ
り 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
五
二
〇
頁
） 

外
道
・
梵
士
・
尼
乾
志
に 

こ
こ
ろ
は
か
は
ら
ぬ
も
の
と
し
て 

如
来
の
法
衣
を
つ
ね
に
き
て 

一
切
鬼
神
を
あ
が
む
め
り 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
五
二
二
頁
） 

 

そ
の
た
め
、「
化
巻
」（
本
）
の
総
釈
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。 

 

然
濁
世
群
萌
穢
悪
含
識
。
乃
出
九
十
五
種
之
邪
道
。
雖
入
半
満
権
実
之
法
門
。
真
者
甚
以
難
。
実
者
甚
以
希
。
偽
者
甚
以

多
。
虚
者
甚
以
滋
。 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
一
八
三
頁
） 
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す
な
わ
ち
、「
九
十
五
種
の
邪
道
」
を
捨
て
、
半
満
・
権
実
の
法
門
に
帰
依
し
た
け
れ
ど
も
、
内
実
が
未
だ
「
九
十
五
種
の
邪
道
」

で
あ
る
姿
を
偽
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

た
だ
、
藤
場
が
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
既
に
触
れ
た
真
仏
弟
子
釈
の
仮
に
関
す
る
記
述
に
は
「
即
」（
す
な
わ
ち
）
の
字
が
使

用
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
偽
に
関
す
る
記
述
で
は
「
則
」（
す
な
わ
ち
）
の
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
仮
と
「
聖
道

の
諸
機
、
浄
土
の
定
散
の
機
」
は
即
一
の
関
係
に
あ
る
が
、
偽
と
「
六
十
二
見
・
九
十
五
種
の
邪
道
」
は
「
レ
バ
ソ
ク
」
の
関

係
で
あ
り
、
偽
と
は
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
六
十
二
見
や
九
十
五
種
の
邪
道
が
そ
れ
に
当
た
る
と
い
っ
た
意
味
で
使
用
さ
れ
て

い
る
。8

8

そ
れ
故
、「
真
仮
偽
判
」
に
お
け
る
「
偽
」
で
は
あ
く
ま
で
も
偽
の
代
表
例
を
述
べ
た
に
過
ぎ
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、

親
鸞
が
示
し
た
「
偽
」
の
内
実
と
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

そ
の
前
提
と
し
て
、「
六
十
二
見
・
九
十
五
種
」
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
例
え
ば
、
存
覚
は
『
六
要
鈔
』
に
お
い
て

次
の
よ
う
に
「
偽
」
の
概
念
を
解
説
し
て
い
る
。 

 

「
偽
」
と
言
う
は
、
外
道
の
教
え
明
か
す
。「
六
十
二
見
」
と
言
う
は
、『
律
宗
名
句
』
の
意
に
依
る
に
、
総
じ
て
五
陰
に
就
い

て
六
十
見
あ
り
、
先
ず
色
陰
に
於
い
て
そ
の
四
句
を
作
る
。
一
に
は
即
色
是
我
、
二
に
は
離
色
是
我
、
三
に
は
我
大
色

小
色
在
我
中
、
四
に
は
色
大
我
小
我
在
色
中
な
り
。
下
の
こ
れ
四
陰
、
こ
れ
に
准
じ
て
知
る
べ
し
。
も
し
は
愛
、
も

し
は
想
、
も
し
は
行
、
も
し
は
識
、
色
の
一
字
を
改
め
て
、
前
の
句
を
作
る
が
如
く
、
故
に
一
陰
に
於
い
て
各
四
見

あ
り
、
五
陰
の
四
見
四
五
の
数
合
し
て
二
十
と
な
る
。
し
か
も
三
世
に
歴
て
こ
の
二
十
あ
り
。
す
な
わ
ち
、
六
十
と
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な
る
、
こ
の
外
別
に
断
・
常
の
二
見
を
加
う
。
こ
の
故
に
総
じ
て
六
十
二
見
あ
り
。「
九
十
五
種
」
と
い
う
は
、
こ
れ
外
道

の
種
々
を
擧
ぐ
。
九
十
五
種
、
九
十
六
種
、
経
論
の
異
説
、
除
取
の
由
あ
り
。
六
師
外
道
、
弟
子
各
一
十
五
人
あ
り
、

合
し
て
九
十
人
、
師
弟
合
論
す
れ
ば
九
十
六
種
な
り
。
か
の
九
十
六
種
の
中
に
お
い
て
そ
の
一
類
の
小
乗
の
計
に
同

じ
き
あ
り
、
故
に
そ
の
一
を
除
き
て
九
十
五
と
い
う
。
そ
の
計
小
乗
に
同
じ
き
辺
あ
る
と
い
え
ど
も
、
実
に
こ
れ
旧

法
な
り
。
こ
の
故
に
斥
け
て
九
十
六
種
皆
こ
れ
邪
道
な
り
と
言
う
。
九
十
六
種
と
言
う
は
、『
花
厳
』・『
智
論
』・『
薩
婆

多
論
』
多
分
の
説
、
九
十
五
種
と
は
『
涅
槃
経
』
の
説
。8

9 

 

こ
の
内
容
の
み
か
ら
で
は
六
師
外
道
が
偽
と
さ
れ
た
理
由
は
伺
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
梯
は
「
仏
教
以
外
の
宗
教

で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
有
我
説
を
主
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
ま
と
め
て
「
六
十
二
見
・
九
十
五
種
」
の
外
道
と
呼
ん

で
き
た
わ
け
で
す
」9

0

と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
六
十
二
見
・
九
十
五
種
」
が
偽
と
さ
れ
た
根
本
的
背
景
は
「
有
我
説
」
に
あ

り
、
そ
の
象
徴
と
し
て
六
十
二
見
・
九
十
五
種
が
引
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
「
偽
」
の
内
実
に
つ
い
て
は
、
明
確

な
記
載
が
な
い
た
め
判
然
と
し
な
い
が
、
あ
く
ま
で
も
仏
教
内
部
の
外
道
化
を
批
判
し
た
こ
と
は
、
続
く
『
涅
槃
経
』
と
『
法

事
讃
』
の
引
文
か
ら
も
確
認
で
き
る
。 

 

『
涅
槃
経
』
（
北
本
巻
一
〇
大
衆
所
問
品 

南
言
本
巻
一
〇
大
衆
所
問
品
）
「
世
尊
常
説
一
切
外
学
九
十
五
種
皆
趣
悪

道
」
已
上
。 

光
明
師
（
法
事
讃
巻
下
）
云
、
「
九
十
五
種
皆
汚
世 

唯
仏
一
道
独
清
閑
」
已
上
。 
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（『
聖
典
全
書
』
二
、
一
〇
四
頁
）  

 

こ
の
『
涅
槃
経
』
の
引
文
は
、
一
見
仏
教
以
外
の
「
外
」
は
九
十
五
種
を
学
ん
で
お
り
、
彼
ら
は
悪
道
に
趣
く
と
述
べ
て

い
る
よ
う
に
読
め
る
。
し
か
し
、
引
用
元
の
『
涅
槃
経
』
や
『
大
宝
積
経
』
を
確
認
す
る
と
少
し
異
な
る
文
脈
で
書
か
れ
て

い
る
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
仏
教
徒
と
九
十
五
種
の
関
わ
り
に
関
し
て
は
『
大
宝
積
経
』「
比
丘
品
」
第
二
に
お
い
て
詳
述
さ

れ
て
お
り
、
そ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
仏
教
徒
と
九
十
五
種
の
関
係
に
つ
い
て
望
月
良
晃
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
我
が
法
中
に
多
く
の
悪
比
丘
あ
っ
て
仏
法
を
壊
ら
ん
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
い
わ
ゆ
る
九
十
五
種
の
外
道
が
仏
法
を
破
壊
す
る
の
で
は
な
く
、
我
が
法
中
の
癡
人
の
輩
が
我
が
法
を
壊
る
の
で

あ
る
と
し
て
、「
獅
子
身
中
の
虫
」
の
譬
え
を
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
師
子
は
百
獣
の
王
な
れ
ば
、
た
と
え
そ
れ
が

死
ん
で
も
虎
狼
・
鳥
獣
は
そ
の
肉
を
食
う
こ
と
は
し
な
い
が
、
師
子
身
中
に
わ
く
諸
虫
は
そ
の
肉
を
食
う
の
で
あ
る
。

9
1 

 

こ
の
望
月
の
解
釈
に
従
え
ば
、
親
鸞
が
引
用
し
た
意
図
は
九
十
五
種
そ
れ
自
体
を
批
判
す
る
の
で
は
な
く
、
仏
教
内
部

に
お
け
る
外
道
的
体
質
の
比
丘
を
批
判
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
望
月
は
「
師
子
身
中
の
虫
」
の

譬
え
に
つ
い
て
、「
仏
法
は
、
外
部
か
ら
の
破
壊
で
は
な
く
、
内
部
の
悪
比
丘
に
よ
っ
て
滅
亡
に
導
か
れ
る
と
説
く
の
で
あ
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一〇〇 

る
」9

2

と
し
て
い
る
。 

次
に
『
法
事
讃
』
の
引
文
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。 

 
依
正
二
報
同
時
滅
背
正
帰
邪
横
起
怨
。
九
十
五
種
皆
汚
世
。
唯
仏
一
道
独
清
閑
。 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
一
〇
四
頁
）  

こ
こ
で
は
、「
依
正
二
報
す
な
わ
ち
依
報
と
正
報
が
滅
し
て
」
と
い
う
文
脈
か
ら
仏
教
内
部
に
お
け
る
議
論
で
あ
る
と
推
測

で
き
る
が
、
善
導
は
『
法
事
讃
』
の
み
で
は
な
く
、『
観
経
疏
』
に
お
い
て
も
九
十
五
種
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。 

善
導
は
『
観
経
疏
』「
玄
義
分
」
和
合
門 

別
時
意
会
通
の
箇
所
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

問
曰
、
若
爾
者
『
法
華
経
』（
巻
一
方
便
品
）
云
、「
一
称
南
無
佛
皆
已
成
佛
道
。」
亦
應
成
佛
竟
也
。
此
之
二
文
有
何
差

別
。
答
曰
、『
論
』
中
稱
佛
、
唯
欲
自
成
佛
果
。
経
中
稱
佛
爲
簡
異
九
十
五
種
外
道
。然
外
道
之
中
都
無
称
佛
之
人
。但
使

称
佛
一
口
即
在
佛
道
中
摂
。
故
言
已
竟
。 

（『
聖
典
全
書
』
一
、
六
七
一‐

六
七
二
頁
） 

 

こ
の
「
玄
義
分
」
の
箇
所
に
つ
い
て
義
教
は
『
観
経
玄
義
分
講
録
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。 

 



第二章 親鸞における聖道門観 

一〇一 

義
教
（
一
六
九
四‐

一
七
六
八
）『
観
経
玄
義
分
講
録
』 

次
の
「
法
華
已
成
」
の
文
を
釈
す
る
に
、
い
ま
僧
創
学
を
為
し
あ
ら
か
じ
め
文
旨
を
弁
ず
る
。
経
文
似
て
一
た
び
仏
を

称
す
れ
ば
即
の
時
に
す
で
に
成
仏
せ
り
と
い
へ
り
。
し
か
る
に
義
実
し
か
ら
ず
。
正
し
く
外
道
人
を
揀
ん
で
「
す
で
に

仏
道
成
ず
る
」
と
い
へ
り
。「
外
道
人
中
都
無
称
仏
」
と
い
ふ
は
、
も
し
邪
を
翻
し
、
も
し
正
に
帰
し
、
一
た
び
仏
の
名
を

称
す
れ
ば
、
即
の
時
に
仏
道
の
中
に
入
る
。
す
で
に
成
仏
の
遠
因
を
得
る
。
故
に
、
「
す
で
に
仏
道
成
ず
る
」
と
い
へ

り
。
す
で
に
成
仏
し
お
は
る
と
い
ふ
に
非
ざ
る
な
り
。
こ
れ
論
と
同
じ
な
り
。
別
時
義
の
み
。
九
十
五
種
、
常
に
説
く

所
の
ご
と
し
。
余
文
見
る
べ
し
。 

（『
真
宗
全
書
』
第
一
四
巻
、
一
九
八
頁
） 

 

こ
の
よ
う
に
、
親
鸞
の
「
偽
」
の
概
念
は
明
確
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
一
方
、
引
文
の
経
典
群
に
お
け
る
文
脈
な
ど
か

ら
推
察
す
る
に
、
親
鸞
が
置
か
れ
た
当
時
の
仏
教
界
に
お
け
る
仏
教
の
外
道
化
、
あ
る
い
は
外
道
的
体
質
を
批
判
す
る
文

脈
で
引
用
さ
れ
た
と
推
察
で
き
る
。 

 

第
三
節 

還
相
の
菩
薩
と
聖
道
門
と
の
関
係 

 

す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
親
鸞
は
『
教
行
信
証
』
「
化
巻
」
観
経
隠
顕
釈
に
お
い
て
、
聖
道
門
を
「
是
自
力
利
他
教
化

地
、
方
便
権
門
之
道
路
也
」
と
示
し
、
聖
道
門
を
還
相
の
菩
薩
に
よ
る
方
便
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
。
先
行
研
究
に
お
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い
て
は
、
こ
れ
ら
の
文
言
が
還
相
の
菩
薩
と
聖
道
門
と
の
関
係
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
解
釈
が

一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
具
体
的
内
容
に
関
し
て
は
解
釈
の
異
同
が
若
干
存
在
す
る
。 

例
え
ば
、
円
月
、
興
隆
、
智
暹
、
僧
叡
、
玄
智
、
善
譲
ら
は
、
聖
道
門
の
教
は
還
相
の
菩
薩
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
権
化

方
便
と
し
、
さ
ら
に
僧
鎔
、
義
山
、
柔
遠
、
芳
英
ら
は
、
そ
の
還
相
の
菩
薩
は
八
相
示
現
の
菩
薩
で
あ
る
と
し
て
い
る
。 

 
 

以
下
、
先
哲
に
よ
る
解
釈
を
確
認
し
て
お
こ
う
。 

 

東
陽
円
月
（
一
八
一
八
〜
一
九
〇
二
）
『
本
典
仰
信
録
』 

 

則
是
等
の
下
は
其
文
剤
を
示
す
、
師
説
に
云
く
、
自
力
の
言
は
他
力
を
簡
異
す
、
聖
道
一
代
は
、
悉
く
是
れ
自
力
修
善

の
法
な
る
が
故
に
。
他
力
等
と
は
自
行
、
化
地
を
分
ち
て
権
実
と
為
す
、
謂
く
、
自
行
の
法
は
必
ず
実
道
に
由
る
、
若

し
然
ら
ず
ん
ば
自
行
究
竟
せ
ざ
る
が
故
に
、
其
権
法
の
若
き
は
化
地
に
於
て
立
つ
、
先
づ
方
便
を
開
い
て
以
て
衆
機
を

誘
ふ
が
故
に
、
往
相
の
法
は
必
ず
是
れ
真
実
な
り
、
若
し
方
便
門
な
れ
ば
還
相
に
属
す
、
往
人
始
に
方
便
に
処
す
る
が

若
き
は
、
是
れ
化
地
の
法
な
り
、
又
還
人
終
に
真
実
を
施
す
は
是
れ
自
行
の
道
な
り
、
例
せ
ば
自
行
、
化
地
以
つ
て
権

実
を
分
つ
如
き
が
故
に
、
今
は
権
門
を
以
て
還
相
に
属
し
て
利
他
教
化
地
と
云
ふ
、
教
化
地
中
に
施
設
す
る
の
方
便
な

る
が
故
に
と
已
上
。 

（『
真
宗
叢
書
』
第
七
巻
、
五
〇
四
頁
） 
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一〇三 

興
隆
（
一
七
五
九
〜
一
八
四
二
）
『
顕
浄
土
眞
實
教
行
證
文
類
微
決
』 

 
自
力
者
聖
道
是
。
全
分
自
力
故
。
利
他
等
者
。
二
十
二
願
。
如
来
利
益
他
之
教
化
地
也
。
利
他
教
化
地
義
。
如
二

此
録
十

一
一

。
三
十
九
右
方
便
可
レ

知
。
權
門
者
。
有
二

約
レ

法
約
レ

人
之
二
義
一

。
約
レ

法
如
二

次
上
釋
。
及
證
文
等
云
一

。
可
レ

知
。

約
レ

人
者
。
如
二

末
燈
鈔
三
左
云
々
一

。
（
中
略
）
道
路
者
。
能
通
二

浄
土
門
一

之
方
便
故
。
用
二

二
字
一

者
。
示
三

教
有
二

優

劣
一

乎
。 

（
『
真
宗
全
書
』
第
二
十
三
巻
、
四
二
〇
頁
） 

 

智
暹
（
一
七
〇
二
〜
一
七
六
八
）
『
教
行
信
證
文
類
樹
心
録
』 

 

雖
レ

有
二

大
小
權
實
之
異
一

。
皆
自
力
修
入
之
法
。
故
云
二

則
是
自
力
一

。
言
二

利
他
教
化
地
等
一

者
。
謂
於
二

利
他
教
化
地

中
一

所
二

施
設
一

之
方
便
權
門
也
。
利
他
教
化
地
者
。
報
土
眞
證
果
後
方
便
也
。
當
レ

知
二

釈
尊
一
代
説
教
皆
是
果
後
方
便

一

也
。
權
門
者
。
聖
道
權
實
。
對
二

浄
土
眞
實
一

。
咸
名
為
レ

權
。 

（
『
真
宗
全
書
』
第
三
十
六
巻
、
一
二
三
頁
） 

 

石
泉
僧
叡
（
一
七
五
三
〜
一
八
二
六
）
『
教
行
信
證
随
聞
記
』 

 



第二章 親鸞における聖道門観 

一〇四 

此
の
利
他
教
化
は
、
往
相
の
真
証
に
対
し
て
二
十
二
願
還
相
の
上
で
用
い
る
法
ぞ
と
示
す
な
り
。
此
れ
普
賢
随
縁
門
に

て
、
普
賢
の
徳
を
以
て
機
縁
に
随
逐
し
て
説
く
な
り
。
其
の
機
縁
は
、
他
力
な
り
と
は
言
い
掛
け
ら
れ
ぬ
。
極
々
生
々

し
き
者
な
り
。
其
の
機
は
、
諸
仏
の
智
を
全
く
理
と
丸
め
て
居
る
な
り
。
其
へ
応
病
与
薬
す
れ
ば
、
理
で
無
け
れ
ば
向

け
ぬ
な
り
。
其
れ
で
上
に
出
す
諸
宗
の
如
く
、
自
心
為
主
と
言
う
法
を
此
の
処
で
用
い
る
な
り
。 

（
『
真
宗
全
書
』
第
二
十
九
巻
、
二
一
二
頁
） 

 

玄
智
（
一
七
三
四
〜
一
七
九
四
）
『
顯
浄
土
方
便
化
身
土
文
類
光
融
錄
』 

 

覧
云
。
先
明
二

聖
道
門
一

中
。
大
小
總
列
。
次
則
是
者
。
今
家
所
判
。
自
力
者
對
二

他
力
一

。
利
他
等
者
。
釋
尊
應
二

衆
機

一

所
レ

説
。
八
萬
四
千
假
門
。
是
利
他
教
化
地
方
便
假
門
也
。 

（『
真
宗
全
書
』
第
二
十
五
巻
、
三
九
二
頁
） 

 

松
島
善
譲
（
一
八
〇
六
〜
一
八
八
六
）
『
顯
浄
土
教
行
證
文
類
敬
信
記
』 

 

自
力
利
他
等
ト
ハ
。
他
力
利
他
教
化
地
ニ
簡
フ
。
二
十
二
願
ノ
還
相
大
士
。
弘
願
一
乗
ノ
法
ヲ
弘
ル
ハ
。
他
力
利
他
教

化
地
ナ
リ
。
七
高
僧
等
是
ナ
リ
。 

（『
真
宗
全
書
』
第
三
十
一
巻
、
五
三
五
頁
） 
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僧
鎔
（
一
八
〇
九
〜
一
八
五
六
）『
本
典
一
渧
録
』 

 
今
亦
他
力
利
他
教
化
地
と
云
ふ
と
き
は
還
相
出
門
の
自
在
化
の
菩
薩
、
自
力
利
他
教
化
地
は
聖
道
の
八
相
示
現
の
化
儀

を
云
う
な
り
。
方
便
等
と
は
聖
道
権
化
の
方
便
な
り
。
此
中
に
聖
道
の
一
乗
も
あ
れ
ど
も
、
皆
こ
れ
弘
願
一
乗
に
入
ら

し
む
の
方
便
と
な
る
、
弘
願
の
一
乗
を
出
世
の
本
意
と
す
る
な
れ
ば
二
乗
三
乗
は
云
ふ
に
及
ば
ぬ
、
聖
道
至
極
の
一
乗

ま
で
が
悉
く
弘
願
に
帰
す
る
の
方
便
と
な
る
な
り
。 

（『
真
宗
叢
書
』
第
八
巻
、
三
四
一
頁
） 

 

足
利
義
山
（
一
八
二
四
〜
一
九
一
〇
）
『
教
行
信
証
摘
解
』 

 

自
力
等
と
は
、
此
は
他
力
利
他
教
化
地
に
簡
ぶ
、
他
力
利
他
教
化
地
な
る
も
の
は
還
相
出
門
の
相
に
し
て
、
自
力
利
他

教
化
地
な
る
も
の
は
聖
道
八
相
示
現
の
化
な
り
と
已
上
、
私
に
謂
く
、
八
相
示
現
は
即
ち
還
相
出
門
の
相
な
り
、
利
他

教
化
地
に
何
ぞ
自
他
力
の
別
あ
ら
ん
や
、
即
是
自
力
と
は
、
下
の
文
の
横
超
他
力
と
言
う
に
対
し
て
法
を
判
ず
る
の
目

な
り
、
教
化
地
に
自
他
力
を
分
つ
に
非
ず
。
利
他
教
化
地
と
は
、
珠
云
く
、
自
行
化
地
を
分
ち
て
権
実
と
為
す
、
謂
く
、

自
行
の
法
は
自
行
の
法
は
必
ず
実
道
に
由
る
、
若
し
然
ら
ざ
れ
ば
自
行
究
竟
せ
ざ
る
が
故
に
、
其
権
法
の
若
き
は
化
地

に
於
て
立
つ
、
先
づ
方
便
を
開
き
、
以
て
衆
機
を
誘
ふ
が
故
に
、
往
相
の
法
は
必
ず
是
れ
真
実
な
り
、
方
便
門
の
若
き
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は
還
相
に
属
す
、
若
し
往
人
始
に
方
便
に
処
す
る
は
是
れ
化
地
の
法
な
り
、
又
還
人
終
に
真
実
を
施
す
は
是
れ
自
行
の

道
な
り
と
云
々
、
佳
な
り
、
方
便
法
は
以
て
往
生
す
べ
か
ら
ず
、
故
に
往
相
と
名
け
ず
、
た
ゞ
是
れ
往
生
後
の
還
来
人

の
方
便
し
て
説
く
所
な
る
が
故
に
、
還
相
の
法
と
名
く
る
な
り
。 

（『
真
宗
叢
書
』
第
八
巻
、
一
三
四
頁
） 

 

柔
遠
（
一
七
四
二
〜
一
七
九
八
）『
教
行
信
証
頂
戴
録
』 

 

自
力
等
と
は
、
此
は
他
力
の
利
他
教
化
地
に
簡
ぶ
、
他
力
の
利
他
教
化
地
は
還
相
出
門
の
相
な
り
、
自
力
の
利
他
教
化

地
は
聖
道
の
八
相
示
現
の
か
な
理
、
又
解
す
、
此
自
力
教
は
本
弥
陀
仮
門
の
願
海
よ
り
分
れ
来
つ
て
方
便
報
弄
引
す
る

が
故
に
、
利
他
教
化
地
方
便
等
と
云
ふ
な
り
、
此
中
に
聖
道
の
一
乗
あ
り
と
雖
も
、
亦
是
れ
弘
願
の
一
乗
に
入
れ
し
む

る
の
方
便
な
り
、
故
に
結
し
て
方
便
権
門
と
云
ふ
の
み
。 

（『
真
宗
叢
書
』
第
七
巻
、
一
三
一
頁
） 

 

芳
英
（
一
七
六
三
〜
一
八
二
八
）『
教
行
信
證
集
成
記
』 

 

今
先
則
是
自
力
者
。
即
此
土
入
聖
。
唯
自
力
教
。
智
慧
開
覺
法
門
。
判
言
二

利
他
教
化
地
方
便
權
門
之
道
路
一

也
。 

（『
真
宗
全
書
』
第
三
十
三
巻
、
三
四
五
頁
） 
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 一
方
で
、
法
海
、
鳳
嶺
ら
は
、
釈
尊
在
世
当
時
の
仏
弟
子
ら
の
聖
道
門
の
行
者
が
還
相
の
菩
薩
で
あ
る
と
す
る
独
自
の

解
釈
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
舎
利
弗
、
目
連
、
八
歳
龍
女
、
央
屈
魔
羅
等
は
実
は
還
相
の
菩
薩
で
あ
り
、
聖
道
門
に

よ
っ
て
「
入
聖
得
果
」
（『
聖
典
全
書
』
二
、
一
九
六
頁
）
し
た
と
さ
れ
る
姿
は
、
す
べ
て
「
狂
言
」
す
な
わ
ち
芝
居
で
あ

っ
た
と
し
て
、
凡
夫
が
出
来
る
行
道
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。 

 

法
海
（
一
七
六
八
〜
一
八
三
四
）『
本
典
指
授
鈔
』 

 

則
是
自
力
利
他
教
化
地
方
便
権
門
道
路
ト
云
フ
ハ
。
聞
ヘ
難
キ
ヤ
ウ
ナ
レ
ド
。
此
文
ハ
証
巻
ニ
於
テ
已
ニ
辨
ス
ル
如
ク
。

吾
祖
ノ
意
ハ
。
於
二

釈
尊
在
世
得
大
乗
小
乗
証
果
一

人
ハ
。
仏
菩
薩
ノ
變
化
ノ
人
ト
ス
ル
意
地
。 

（『
真
宗
全
書
』
第
三
十
五
巻
八
一
頁
）  

八
歳
ノ
龍
女
ガ
記
別
ヲ
受
ケ
タ
ノ
。
央
屈
摩
羅
ガ
言
ノ
下
ニ
証
ツ
タ
ノ
ト
云
ふ
。
我
々
ガ
如
キ
地
獄
ヨ
リ
ア
カ
ノ
裸
デ

来
タ
モ
ノ
ト
ハ
カ
ハ
ル
。
舎
利
弗
・
目
連
・
等
モ
。
元
ヲ
尋
ヌ
レ
バ
。
佛
菩
カ
リ
ニ
聲
聞
ト
ナ
リ
テ
。
種
々
ノ
狂
言
ヲ

シ
テ
ミ
セ
給
フ
ナ
リ
。
實
類
ノ
凡
夫
ノ
出
来
ル
所
作
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
ト
云
フ
落
付
ナ
リ
。
コ
ゝ
ガ
利
他
教
化
地
方
便
権
門

ノ
道
路
也
。 

（
同
、
八
一
頁
〜
八
二
頁
） 
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鳳
嶺
（
一
七
四
八
〜
一
八
一
六
）
『
教
行
信
證
報
恩
記
』 

 
今
文
顯
蜜
諸
教
。
總
名
二

權
門
道
路
一

。
意
曰
。
生
二

佛
在
世
一

。
舎
利
弗
・
目
連
・
等
。
又
八
歳
龍
女
・
央
屈
魔
羅
・

等
類
。
盡
權
人
而
佛
菩
薩
變
化
。
得
二

大
小
乗
得
果
一

。
是
佛
菩
薩
之
利
他
教
化
地
所
作
也
。
於
二

此
界
中
一

。
入
聖
得

果
。
名
二

教
化
地
方
便
一

也
。
實
類
凡
夫
。
不
レ

能
レ

得
二

彼
證
果
一

。
濁
世
衆
生
。
不
レ

歸
浄
土
門
一

。
則
不
レ

可
レ

有
レ

解

二

解
生
死
一

。 

（
『
真
宗
全
書
』
第
二
十
一
巻
、
三
七
七
頁
） 

 こ
の
よ
う
な
、
観
経
隠
顕
釈
で
示
さ
れ
る
還
相
の
菩
薩
を
聖
道
門
の
説
者
と
す
る
か
、
行
者
と
す
る
か
と
い
う
解
釈
の
異

同
は
、
近
現
代
の
研
究
に
お
い
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
山
辺
習
学
・
赤
沼
智
善
、
普
賢
大
円
、
梯
實
圓
ら
は
、

当
該
箇
所
を
聖
道
門
の
教
は
還
相
の
菩
薩
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
権
化
方
便
と
す
る
一
方
、
信
楽
峻
麿
、
霊
山
勝
海
ら
は
行
者

が
還
相
の
菩
薩
で
あ
る
と
し
て
い
る
。 

 山
辺
習
学
（
一
八
八
二
〜
一
九
四
四
）
・
赤
沼
智
善
（
一
八
八
四
〜
一
九
三
七
） 

 

此
の
自
力
の
法
門
を
衆
生
に
勧
め
給
う
は
還
相
回
向
の
菩
薩
で
あ
る
。
此
の
菩
薩
は
衆
生
済
度
の
利
他
教
化
地
の
果
よ
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り
此
の
世
に
出
現
わ
れ
て
、
こ
れ
ら
自
力
の
権
仮
方
便
の
教
を
も
っ
て
衆
生
を
誘
引
し
て
遂
に
真
実
門
に
入
ら
し
め
ん

と
し
給
う
も
の
で
あ
る
。
即
ち
釈
尊
一
代
の
教
え
に
聖
道
浄
土
と
対
立
す
る
二
つ
の
法
門
の
あ
る
筈
は
な
い
。
其
の
所

謂
聖
道
門
な
る
も
の
は
、
浄
土
の
還
相
の
菩
薩
が
衆
生
の
機
に
応
じ
て
説
き
給
う
所
の
方
便
の
門
戸
に
過
ぎ
な
い
の
で

あ
る
。 

（『
教
行
信
証
講
義
』
真
仏
土
巻
・
化
身
土
巻
、
法
蔵
館
、
一
九
五
一
年
、
一
三
二
六
頁
） 

 

普
賢
大
円
（
一
九
〇
三
〜
一
九
七
五
） 

 

聖
道
の
法
門
は
還
相
に
摂
す
る
。
『
証
巻
』
に
還
相
回
向
を
指
し
て
「
利
他
教
化
地
」
と
言
へ
る
も
の
と
、
『
化
巻
』

に
聖
道
を
呼
ん
で
「
利
他
教
化
地
方
便
権
門
之
道
路
也
」
と
言
へ
る
も
の
と
を
対
照
し
、
こ
れ
を
関
連
せ
し
め
る
時
は
、

聖
道
一
代
は
還
相
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
即
ち
聖
道
の
法
義
は
弥
陀
の
浄
土
よ
り
こ
の
世
界
に
還
来
し
て
聖
道
一
代
の

法
を
説
き
、
終
に
真
実
に
入
ら
し
む
る
方
便
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
た
真
実
体
上
の
権
用
で
あ
る
。 

（
『
真
宗
概
論
』
、
百
華
苑
、
一
九
五
七
年
、
二
五
〇
頁
） 

 

梯
實
圓
（
一
九
二
七
〜
二
〇
一
四
） 

 

こ
こ
に
「
利
他
教
化
地
」
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
還
相
回
向
の
願
に
乗
じ
て
此
の
土
に
来
現
さ
れ
た
釈
尊
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の
よ
う
な
「
権
仮
の
人
」
が
説
き
示
さ
れ
た
教
え
で
あ
る
か
ら
権
仮
の
法
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
利
他
教
化
地

と
は
、
『
浄
土
論
』
で
は
、
薗
林
遊
戯
地
門
（
還
相
）
の
別
名
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
親
鸞
聖
人
は
、
浄
土
に
往
生
し
て

さ
と
り
を
極
め
た
も
の
が
、
証
果
の
必
然
と
し
て
大
悲
を
起
こ
し
て
衆
生
済
度
の
た
め
に
従
果
降
因
し
て
菩
薩
と
な
り
、

あ
る
い
は
、
他
方
世
界
に
あ
っ
て
釈
尊
の
よ
う
な
仏
陀
の
す
が
た
を
示
現
し
て
説
法
し
教
化
し
て
い
く
こ
と
を
利
他
教

化
地
と
い
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
場
合
は
、
還
相
の
菩
薩
（
権
仮
の
人
）
が
未
熟
の
機
を
育
て
る
た

め
に
勧
め
ら
れ
て
い
る
法
門
の
一
つ
が
自
力
聖
道
門
で
あ
る
と
表
す
た
め
に
、
「
自
力
、
利
他
教
化
地
、
方
便
権
門
の

道
路
」
と
い
わ
れ
た
の
で
あ
る
。 （

『
顕
浄
土
方
便
化
身
土
文
類
講
讃
』
、
永
田
文
昌
堂
、
二
〇
〇
七
年
、
一
四
〇
頁
） 

 

信
楽
峻
麿
（
一
九
二
六
〜
二
〇
一
四
）
『
教
行
証
文
類
講
義
』
第
八
巻 

 

な
お
ま
た
、
こ
こ
で
親
鸞
が
、
聖
道
教
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
「
利
他
教
化
地
、
方
便
権
門
の
道
路
な
り
」
と
い
っ
て
、

現
実
の
聖
道
教
を
歩
む
人
々
は
、
す
べ
て
私
た
ち
を
方
便
誘
引
す
る
た
め
に
、
浄
土
の
世
界
か
ら
示
現
し
た
と
こ
ろ
の
、

還
相
廻
向
の
菩
薩
で
あ
る
と
領
解
し
て
い
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
ま
す
。 

（『
教
行
証
文
類
講
義
』
第
八
巻
、
法
蔵
館
、
二
〇
〇
四
年
、
二
〇
七
頁
）。 

 

霊
山
勝
海
（
一
九
三
二
〜
二
〇
二
〇
）
『
末
燈
鈔
講
讃
』 
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し
た
が
っ
て
私
の
理
解
で
は
、
こ
の
部
分
は
「
聖
道
と
い
う
、
仏
心
宗
・
真
言
宗
・
法
華
宗…

…

の
人
々
は
す
で
に
成

仏
し
た
人
で
あ
っ
て
、
還
相
の
は
た
ら
き
の
た
め
に
い
ま
こ
こ
に
現
れ
て
、
私
に
信
を
勧
め
て
い
て
く
だ
さ
る
」
と
解

釈
し
た
い
。
聖
人
に
お
い
て
聖
道
門
の
人
々
と
は
、
旧
仏
教
の
律
令
的
体
制
の
が
わ
で
あ
り
、
法
然
聖
人
を
頂
点
と
す

る
人
々
で
あ
っ
た
。
そ
の
人
々
は
外
儀
は
仏
教
の
姿
で
、
内
心
は
外
道
を
帰
敬
し
て
真
の
仏
教
徒
を
迫
害
す
る
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
そ
の
弾
圧
迫
害
は
念
仏
の
火
を
消
す
の
で
は
な
く
、
か
え
っ
て
信
心
を
か
き
立
て
た
の
で
あ
る
。
す
で

に
仏
に
な
り
た
ま
え
る
還
相
の
菩
薩
は
、
順
縁
を
も
っ
て
だ
け
私
の
前
に
現
れ
る
の
で
は
な
い
。
提
婆
達
多
や
阿
闍
世

と
同
様
、
逆
縁
の
姿
を
と
る
こ
と
も
多
い
。
こ
の
よ
う
な
具
体
的
な
内
容
で
聖
道
門
の
位
置
づ
け
を
さ
れ
た
の
が
こ
の

一
節
で
あ
る
と
思
う
。
※
尚
、
こ
の
記
述
は
『
末
燈
鈔
』
第
一
通
を
解
説
し
た
箇
所
で
あ
る
。 

（
『
末
燈
鈔
講
讃
』
、
永
田
文
昌
堂
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
六
頁
） 

 

以
上
の
よ
う
に
、
聖
道
門
と
還
相
の
菩
薩
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
古
く
か
ら
見
解
の
異
同
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
こ

で
、
本
研
究
に
お
い
て
は
、
親
鸞
に
お
け
る
還
相
回
向
観
を
概
観
し
た
上
で
、
先
行
研
究
の
妥
当
性
を
検
証
し
て
い
き
た

い
。 

 

第
一
項 

利
他
教
化
地 
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小
序
で
確
認
し
た
観
経
隠
顕
釈
に
お
け
る
「
利
他
教
化
地
」
（『
聖
典
全
書
』
二
、
一
九
七
頁
）
と
は
、
還
相
の
菩
薩
の

境
位
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
親
鸞
は
『
教
行
信
証
』
「
証
巻
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
二
言
二

還
相
回
向
一

者
、
是
則
利
他
教
化
地
益
也
。
則
是
出
レ

於
二

必
至
補
処
之
願
一

。 

亦
名
二

一
生
補
処
之
願
一

。
亦
可
レ

名
相
回
向
之
願
一

也
。
顕
二

『
註
論
』
一

。
故
不
レ

出
二

願
文
一

。
可
レ

披
二

『
論
註
』
一

。 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
一
三
七
頁
） 

 

こ
の
「
利
他
教
化
地
益
」
の
語
に
つ
い
て
、『
本
典
研
鑽
集
記
』
で
は
「
利
他
」
「
教
化
地
」
「
益
」
に
分
解
し
、
次
の
よ

う
に
解
説
し
て
い
る
。 

 

利
他
と
は
、
前
に
証
を
明
す
下
に
同
く
此
言
あ
り
、
『
略
書
』
も
亦
今
に
同
じ
、
彼
れ
行
信
を
明
す
処
に
同
く
利
他
の

言
あ
り
、
之
の
准
せ
ば
、
是
れ
他
力
の
謂
な
り
。
化
巻
本
（
十
六
丁

） 

に
「
自
力
利
他
教
化
地
」
と
云
ひ
、『
略
書
』（
五
丁
）
に
滅
度
を
転
釈
し
て
「
大
涅
槃
即
是
利
他
教
化
果
」
と
云

ひ
、『
二
巻
鈔
』
下
（
十
八
丁
）
に
「
自
利
々
他
」
と
云
ふ
が
如
き
、
又
和
讃
に
「
還
相
ノ
回
向
ト
ト
ク
コ
ト
ハ
、
利

他
教
化
ノ
果
ヲ
エ
シ
メ
、
ス
ナ
ハ
チ
諸
有
ニ
廻
入
シ
テ
、
普
賢
ノ
徳
ヲ
修
ス
ル
ナ
リ
」
と
云
ふ
に
准
ぜ
ば
化
他
の
謂

と
な
る
。
思
ふ
に
本
仏
の
利
他
全
う
じ
て
衆
生
の
利
他
と
な
る
。
大
悲
不
二
意
並
含
な
り
。
教
化
地
と
は
所
謂
彼
の

大
牟
尼
の
如
く
示
現
し
て
、
衆
生
の
游
泥
華
を
開
く
な
る
も
の
、
教
化
即
地
、
所
住
の
地
位
を
い
ふ
な
り
。
一
説
に
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地
と
は
境
界
の
義
な
り
と
云
ふ
。
蓋
し
今
の
採
ら
ざ
る
所
な
り
。
益
と
は
用
益
な
り
、
上
の
果
に
対
し
て
、
彼
の
果

体
の
悲
用
な
る
こ
と
を
示
す
。
『
対
問
記
』
に
別
義
あ
り
、
即
ち
云
く
、
「
盆
と
は
謂
く
利
盆
な
り
、
行
者
所
得
の
利

益
に
し
て
具
の
三
種
あ
り
、
制
定
は
こ
れ
現
益
、
滅
度
は
則
ち
当
益
、
今
此
の
還
相
は
こ
れ
果
後
の
益
、
皆
こ
れ
願

力
自
然
の
妙
益
な
り
。
故
に
益
と
云
ふ
な
り
」
と
。
考
ふ
べ
し
。9

3 

 

こ
の
還
相
と
は
、
曇
鸞
に
お
け
る
浄
土
往
生
後
の
菩
薩
の
還
来
穢
国
の
相
状
と
い
う
意
味
で
解
釈
さ
れ
て
い
た
も
の

を
、
仏
果
を
極
め
た
菩
薩
の
成
仏
後
の
従
果
還
因
の
相
状
と
し
た
親
鸞
独
自
の
解
釈
で
あ
る
と
さ
れ
る
。9

4

そ
れ
故
、
「
利

他
」
の
語
を
「
教
化
地
」
の
語
に
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
還
相
を
成
仏
後
の
教
化
活
動
と
内
容
を
転
換
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
為
、
次
の
『
浄
土
文
類
聚
鈔
』
と
『
高
僧
和
讃
』
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
親
鸞
は
涅
槃
を
利
他
教
化
地
の

果
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。 

 

聖
言
、
明
知
煩
悩
成
就
凡
夫
、
生
死
罪
濁
群
萌
、
獲
二

往
相
心
行
一

、
即
住
二

大
乗
正
定
之
聚
一

。
住
二

正
定
聚
一

必
至
二

滅

度
一

。
必
至
二

滅
度
一

即
是
常
楽
。
常
楽
即
是
大
涅
槃
。
即
是
利
他
教
化
地
果
。
是
身
即
是
無
為
法
身
。
無
為
法
身
即
是

畢
竟
平
等
身
。
畢
竟
平
等
身
即
是
寂
滅
。
寂
滅
即
是
実
相
。
実
相
即
是
法
性
。
法
性
即
是
真
如
。
真
如
即
是
一
如
也
。

爾
者
若
因
若
果
、
無
レ

有
四

一
事
非
三

阿
弥
陀
如
来
清
浄
願
心
之
所
二

廻
向
成
就
一

。
因
浄
故
、
果
亦
浄
也
、
応
レ

知
。 

二
言
二

還
相
廻
向
一 

者
則
利
他
教
化
地
盆
也
即
出
レ

於
二

必
至
補
処
之
願
一

。 

亦
名
二

一
生
補
踈
処
之
願
一

亦
可
レ

名
還
廻
向
之
願
一

。 
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（『
聖
典
全
書
』
二
、
二
六
五
頁
、
下
線
部
筆
者
） 

  
 

還
相
の
廻
向
と
と
く
こ
と
は 

 
 

利
他
教
化
の
果
を
え
し
め 

 
 

す
な
わ
ち
諸
有
に
廻
入
し
て 

 
 

普
賢
の
徳
を
修
す
る
な
り 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
四
二
二
頁
、
下
線
部
筆
者
） 

 

こ
の
よ
う
に
親
鸞
の
著
述
中
に
お
い
て
「
利
他
教
化
地
」
の
語
の
使
用
例
は
以
上
の
箇
所
に
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
還
相

の
菩
薩
の
境
位
を
示
し
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
具
体
相
は
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
井

上
善
幸
が
「
親
鸞
自
身
が
和
語
聖
教
や
消
息
に
お
い
て
、
自
ら
の
言
葉
に
よ
っ
て
明
確
に
還
相
の
具
体
相
に
つ
い
て
規
定

し
て
い
な
い
と
い
う
点
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
」9

5

と
述
べ
る
よ
う
に
、
還
相
の
菩
薩
の
具
体
相
は
親
鸞
に
よ
る
明
確
な

具
体
相
が
示
さ
れ
て
い
な
い
故
に
、
解
釈
が
複
数
可
能
で
あ
る
。 

た
だ
、
既
に
見
た
『
高
僧
和
讃
』
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
親
鸞
は
還
相
の
菩
薩
の
活
動
相
を
「
普
賢
の
徳
を
修
す

る
」（
『
聖
典
全
書
』
二
、
四
二
二
頁
）
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
論
で
は
普
賢
の
徳
の
内
実
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
具
体
相
の
片
鱗
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
親
鸞
の
著
述
に
お
け
る
「
普
賢
」
あ
る
い
は
「
普
賢
の
徳
」

の
用
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 
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安
楽
無
量
の
大
菩
薩 

一
生
補
処
に
い
た
る
な
り 

普
賢
の
徳
に
帰
し
て
こ
そ 

穢
国
に
か
な
ら
ず
化
す
る
な
れ 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
三
四
三
頁
）  

 

還
相
の
廻
向
と
と
く
こ
と
は 

利
他
教
化
の
果
を
え
し
め 

す
な
は
ち
諸
有
に
廻
入
し
て 

普
賢
の
德
を
修
す
る
な
り 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
四
二
二
頁
）  

 

こ
の
よ
う
に
、
還
相
の
菩
薩
に
よ
る
衆
生
救
済
の
姿
が
普
賢
菩
薩
の
活
動
と
重
ね
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
に

つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
。 
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「
普
賢
」
と
は
、
清
涼
大
師
澄
観
の
『
華
厳
経
疏
』
に
、「
普
」
と
は
果
と
し
て
窮
め
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
、
つ
ま
り

完
全
に
果
を
窮
め
る
と
の
意
味
で
あ
り
、
「
賢
」
と
は
因
の
立
場
を
捨
て
な
い
と
の
意
味
で
あ
る
と
釈
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
釈
に
よ
れ
ば
、
「
普
賢
の
徳
」
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
に
、
内
に
仏
果
を
開
い
て
い
な
が
ら
、
外
に
あ
ら
わ
す
相

は
因
位
の
菩
薩
に
と
ど
ま
る
と
い
う
還
相
の
意
味
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
本
国
の
位

相
（
浄
土
に
お
け
る
菩
薩
と
し
て
の
相
）
と
他
方
摂
化
（
迷
い
の
世
界
で
の
利
他
活
動
）
と
は
別
々
の
こ
と
で
は
な

く
、
還
相
の
悲
用
の
両
面
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。9

6 

 

さ
ら
に
そ
の
思
想
的
基
盤
に
つ
い
て
、
道
元
徹
心
は
『
華
厳
経
』
普
賢
行
願
品
所
説
の
普
賢
の
十
大
願
、
特
に
次
の
第

八
の
常
随
仏
学
の
願
、
第
九
の
恒
順
衆
生
の
願
に
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。9

7 

 

如
二

此
娑
婆
世
界
一

。

毘
廬
遮
那
如
来
。
従
二

初
発
心
一

。
精
進
不
レ

退
。
以
二

不
可
説
不
可
説
身
命
一

而
為
二

布
施
一

。
剥
レ

皮
為
レ

紙
。
折
レ

骨
為
レ

筆…
…

中
略…

…

如
二

大
雷
震
一

。
随
二

某
楽
欲
一

成
二

熟
衆
生
一

。
乃
至
示
三

現
入
二

於
涅
槃
一

。

如
レ

是
一
切
我
皆
随
学
。
菩
薩
如
レ

是
平
等
饒
二

益
一
切
衆
生
一

。
何
以
故
。
菩
薩
若
能
随
二

順
衆
生
一

。
則
為
レ

随
三

順
供

二

養
諸
仏
一

。
若
於
二

衆
生
一

。
遵
二

重
承
事
一

。
則
為
レ

遵
三

重
承
二

事
如
来
一

。
若
令
二

衆
生
一

生
二

歓
喜
一

者
。
則
令
二

一

切
如
来
歓
喜
一

。
何
以
故
。
諸
仏
如
来
。
以
二

大
悲
心
一

而
為
レ

体
故
。
因
於
二

衆
生
一

。
而
起
二

大
悲
一

。
因
於
二

衆
生

一

。
生
二

菩
提
心
一

。
因
菩
提
心
一

。
因
菩
提
心
。
成
二

等
正
覚
一

。
譬
如
二

曠
野
沙
磧
之
中
一

。
有
二

大
樹
王
一

。
若
根
得
レ
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水
。 

 
こ
の
よ
う
に
、
還
相
の
菩
薩
の
活
動
相
が
普
賢
菩
薩
と
重
ね
て
論
じ
ら
れ
た
背
景
に
は
、『
華
厳
経
』
普
賢
行
願
品
所
説

の
普
賢
の
十
大
願
に
そ
の
基
盤
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
所
以
と
し
て
⑴
仏
が
変
化
し
て
教
化
す
る
姿
と
、
⑵
従
果

向
因
に
よ
る
大
悲
の
活
動
相
と
い
う
二
つ
の
特
性
が
還
相
の
菩
薩
の
そ
れ
ら
と
同
質
で
あ
る
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。 

さ
て
、
還
相
の
菩
薩
の
具
体
相
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
井
上
に
よ
れ
ば
そ
の
主
体
は
次
の
と
お
り
、
お
お
よ
そ
三
つ
に

類
型
化
で
き
る
と
さ
れ
る
。9

8 

 

⑴ 

還
相
の
主
体
を
阿
弥
陀
仏
と
す
る
理
解 

⑵ 

還
相
の
主
体
を
菩
薩
全
般
と
す
る
理
解 

⑶ 

還
相
の
主
体
を
具
体
的
人
格
と
す
る
理
解 

 

本
論
で
問
題
と
す
る
聖
道
門
と
の
関
係
に
即
し
て
い
え
ば
、
信
楽
や
霊
山
ら
の
現
実
に
聖
道
門
の
修
行
を
行
う
人
々
を

還
相
の
菩
薩
と
見
て
い
た
と
す
る
解
釈
は
井
上
の
類
型
に
お
け
る
⑶
に
該
当
し
、
そ
の
他
の
先
哲
ら
の
解
釈
は
⑵
に
該
当

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
そ
の
類
型
⑵
に
お
い
て
も
、 

 



第二章 親鸞における聖道門観 

一一八 

⑵ ‐

⑴
聖
道
門
の
教
法
を
説
い
た
菩
薩 

⑵ ‐

⑵
僧
鎔
、
義
山
、
柔
遠
、
芳
英
ら
の
説
で
あ
る
八
相
化
儀
の
菩
薩 

⑶ ‐
⑶
法
海
、
鳳
嶺
ら
の
経
典
に
登
場
す
る
聖
道
門
の
教
法
を
実
践
す
る
者
（
行
者
） 

 

と
い
っ
た
三
つ
に
細
分
化
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

そ
の
上
で
本
論
で
は
、
な
ぜ
観
経
隠
顕
釈
に
お
い
て
聖
道
門
と
還
相
の
菩
薩
と
の
関
係
を
言
及
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の

か
と
い
う
点
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
項
か
ら
聖
道
門
と
還
相
の
菩
薩
と
の
関
係
を
検
討
し
て
い
く
。 

 

第
二
項 

八
相
示
現 

 

前
節
に
て
、
聖
道
門
が
還
相
の
菩
薩
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
教
説
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
か
し
、
観
経
隠
顕
釈
に

お
い
て
親
鸞
は
冒
頭
で
「
凡
就
二

一
代
教
一
」1
と
し
、
聖
道
門
が
釈
尊
に
よ
る
教
え
に
よ
る
一
部
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て

い
る
。
こ
の
聖
道
門
は
釈
尊
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
実
と
、
聖
道
門
は
還
相
の
菩
薩
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
と
い
う

事
実
は
一
見
す
る
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
既
に
触
れ
た
よ
う
に
還
相
の
菩
薩
と
は
浄
土
往
生
後
に

仏
果
を
極
め
た
後
に
、
菩
薩
と
し
て
穢
国
（
娑
婆
世
界
）
に
還
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
た
め
、
還
相
の
菩
薩
で
あ
る

こ
と
は
同
時
に
、
娑
婆
世
界
か
ら
浄
土
に
往
生
す
る
往
相
と
表
裏
の
関
係
に
あ
り
、
浄
土
往
生
前
は
凡
夫
の
身
で
あ
っ
た

こ
と
を
示
唆
す
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
如
来
の
応
化
身
と
さ
れ
る
釈
尊
を
還
相
の
菩
薩
と
捉
え
る
こ
と
に
は
若
干
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の
問
題
が
生
じ
る
。 

し
か
し
、
こ
の
問
題
を
解
消
す
る
可
能
性
が
あ
る
糸
口
が
、
既
に
触
れ
た
僧
鎔
、
義
山
、
柔
遠
、
芳
英
の
説
で
あ
る
。

彼
ら
は
聖
道
門
を
還
相
の
菩
薩
に
よ
る
説
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
八
相
示
現
の
相
で
あ
る
と
し
て
い
る
。 

八
相
示
現
と
は
、
仏
が
衆
生
救
済
の
た
め
に
こ
の
世
に
現
れ
、
そ
の
一
生
涯
に
示
す
八
種
の
相
の
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ

る
。9

9

ま
た
、
そ
の
内
容
に
は
諸
説
が
あ
る
が
、『
大
経
』
で
は
、
①
受
胎
、
②
出
生
、
③
処
宮
、
④
出
家
、
⑤
降
魔
、
⑥

成
道
、
⑦
転
法
輪
、
⑧
入
涅
槃
の
八
つ
が
あ
る
と
さ
れ
る
。1

0
0

仏
陀
の
場
合
は
八
相
成
道
と
い
い
、
菩
薩
の
場
合
は
修
行

の
一
環
と
し
て
成
仏
の
相
を
示
現
す
る
た
め
、
実
際
に
成
仏
す
る
こ
と
は
な
い
故
に
八
相
示
現
と
言
わ
れ
る
。1

0
1 

そ
の
上
で
、
先
に
触
れ
た
梯
實
圓
の
「
他
方
世
界
に
あ
っ
て
釈
尊
の
よ
う
な
仏
陀
の
す
が
た
を
示
現
し
て
説
法
し
教
化

し
て
い
く
こ
と
を
利
他
教
化
地
と
い
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
」
と
い
う
解
釈
を
踏
ま
え
れ
ば
、
還
相
の
菩
薩
が
釈
尊
の
よ
う

な
教
化
活
動
を
行
い
、
そ
の
説
法
の
う
ち
、
未
熟
な
機
を
誘
引
す
る
「
方
便
権
門
之
道
路
」
が
聖
道
門
で
あ
る
と
理
解
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
為
、
仏
教
（
一
代
教
）
は
釈
尊
に
よ
る
説
法
内
容
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
教
化
活
動
を
重

複
す
る
形
で
還
相
の
菩
薩
が
方
便
を
説
い
た
教
法
が
聖
道
門
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
そ
の
解
釈
を
採
用
す
れ
ば
、
聖
道
門
の
教
法
は
、
一
旦
は
釈
尊
に
よ
る
一
代
教
で
あ
る
も
の
の
、
同
時
に
還
相
の

菩
薩
に
よ
る
方
便
の
教
法
で
あ
る
と
い
う
構
造
を
視
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

第
四
節 

「
狂
言
」
と
し
て
の
還
相
の
菩
薩 
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次
に
法
海
、
鳳
嶺
ら
の
釈
尊
在
世
当
時
の
仏
弟
子
ら
の
聖
道
門
の
教
を
実
践
し
た
者
（
行
者
）
が
還
相
の
菩
薩
で
あ
る

と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
経
典
に
説
か
れ
る
仏
道
修
行
の
姿
は
、
す
べ
て
「
狂
言
」
す
な
わ
ち
芝
居
で
あ
る
と
す
る
解
釈
を
検

討
し
た
い
。 

ま
ず
こ
れ
ら
の
解
釈
は
、
聖
道
門
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
浄
土
門
に
お
い
て
も
同
様
の
解
釈
が
可
能
で
あ

る
。
例
え
ば
親
鸞
は
、
次
の
よ
う
に
浄
土
門
が
説
か
れ
た
『
観
無
量
寿
経
』
（
以
下
、
『
観
経
』
と
略
す
）
に
お
け
る
韋

提
希
夫
人
を
「
権
化
の
仁
」
や
「
大
聖
」
と
し
、
還
相
の
菩
薩
と
仰
い
で
い
る
。 

  

窃
以
、
難
思
弘
誓
度
二

難
度
海
一

大
船
、
無
礙
光
明
破
二

無
明
闇
一

恵
日
。
然
則
、
浄
邦
縁
熟
、
調
達
闍
世
興
二

逆
害
一

、

浄
業
機
彰
、
釈
迦
韋
提
選
二

安
養
一

。
斯
乃
、
権
化
仁
、
斉
救
二

済
苦
悩
群
萌
一

、
世
雄
悲
、
正
欲
レ

恵
二

逆
謗
闡
提
一

。 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
六
頁
、
下
線
部
筆
者
） 

弥
陀
・
釈
迦
方
便
し
て 

阿
難
・
目
連
・
富
楼
那
・
韋
提 

達
多
・
闍
王
・
頻
婆
娑
羅 

耆
婆
・
月
光
・
行
雨
等 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
三
七
六
頁
） 
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大
聖
お
の
お
の
も
ろ
と
も
に 

凡
愚
底
下
の
つ
み
び
と
を 

逆
悪
も
ら
さ
ぬ
誓
願
に 

方
便
引
入
せ
し
め
け
り 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
三
七
七
頁
）  

こ
れ
は
、
善
導
が
『
観
経
』
の
「
汝
是
凡
夫
心
想
羸
劣
」
（
『
聖
典
全
書
』
一
、
八
一
頁
）
の
文
を
拠
り
所
と
し
、
韋
提

希
夫
人
は
凡
夫
で
あ
る
と
し
た
従
来
と
は
異
な
る
解
釈
を
踏
ま
え
、
還
相
の
菩
薩
が
凡
夫
の
相
を
も
っ
て
娑
婆
世
界
に
現

れ
た
と
す
る
親
鸞
独
自
の
解
釈
で
あ
る1

0
2

。
そ
れ
故
、
還
相
の
菩
薩
に
よ
る
「
狂
言
」
と
す
る
解
釈
は
、
聖
道
門
に
限
定

さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
点
を
踏
ま
え
れ
ば
法
海
、
鳳
嶺
ら
の
解
釈
は
採
用
し
難
く
、
あ
く
ま
で
も
聖
道
門
の
「
説

者
」
と
し
て
の
還
相
回
向
の
菩
薩
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

小
結 

 

本
章
で
は
、
親
鸞
の
聖
道
門
観
を
還
相
の
菩
薩
と
の
関
係
か
ら
確
認
し
た
。
す
な
わ
ち
、
親
鸞
に
お
い
て
聖
道
門
と

は
、
権
化
方
便
の
教
法
で
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
そ
れ
ら
は
還
相
の
菩
薩
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
教
法
で
も
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
そ
の
よ
う
な
仏
果
向
下
的
な
聖
道
門
観
が
道
綽
や
法
然
に
は
な
い
、
親
鸞
独
自
の
聖
道
門
観
で
あ
る
と
考
え
ら
れ



第二章 親鸞における聖道門観 

一二二 

る
。 従

来
、
親
鸞
の
聖
道
門
観
は
仏
果
向
上
的
視
点
か
ら
の
研
究
が
中
心
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
方
便
や
簡
非
と
い
っ
た
否
定

的
評
価
が
大
半
を
占
め
、
そ
の
存
在
意
義
を
評
価
す
る
取
り
組
み
は
少
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
聖
道
門
が
方
便
で

あ
る
と
い
う
認
識
も
、
そ
の
内
容
に
先
哲
に
よ
っ
て
認
識
の
異
同
が
存
在
し
て
い
る
。 

し
か
し
、
以
上
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
還
相
の
菩
薩
と
の
関
係
か
ら
聖
道
門
を
再
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
聖
道
門

全
体
に
存
在
意
義
を
見
い
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
親
鸞
の
他
教
観
を
排
他
的
視
点
と
は
異

な
る
立
場
か
ら
再
検
討
し
て
い
く
上
で
の
参
考
に
な
る
と
言
え
る
。 

 

 

註 

 6
5 

武
田
龍
精
『
親
鸞
思
想
と
現
代
社
会 

比
較
を
超
え
て‐

宗
教
多
元
主
義
と
宗
教
的
真
理
・
阿
弥
陀
仏
と
キ
リ
ス
ト
・
浄 

土
と
神
の
国 

宗
教
対
話
：
浄
土
教
と
キ
リ
ス
ト
教
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究 

所
、
一
九
九
七
年
）
十
一
頁
参
照
。 

6
6 

浅
井
成
海
「
法
然
よ
り
親
鸞
に
お
け
る
諸
行
廃
捨
の
展
開
」
（『
真
宗
学
』
第
七
五
号
・
七
六
号
、
一
九
八
七
年
）
一
五

二‐

一
五
四
参
照
。 

6
7 

『
岩
波 

仏
教
辞
書
』（
第
二
版
）（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
） 
七
二
九
頁
参
照
。 
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 6
8 

梯
實
圓
『
教
行
信
証
の
宗
教
構
造 : 

真
宗
教
義
学
体
系
』
（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
一
年
）
四
一
頁
参
照
。
尚
、
こ
れ
ら
四

つ
の
方
便
は
、『
大
乗
義
章
』
に
よ
る
分
類
で
あ
る
。 

6
9 

親
鸞
に
お
け
る
善
巧
方
便
と
権
仮
方
便
な
ど
の
使
用
例
に
つ
い
て
は
、
堀
隆
史
『
化
身
土
巻
に
於
け
る
権
仮
方
便
の
意

義
に
つ
い
て
』（
『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
第
二
一
号-

一
、
一
九
七
二
年
）
を
参
照
。 

7
0 

勧
学
寮
編
『
親
鸞
聖
人
の
教
え
』（
本
願
寺
出
版
、
二
〇
一
七
年
）
一
〇
九
頁
参
照
。 

 

7
1 

教
学
伝
道
研
究
セ
ン
タ
ー
編
纂
『
浄
土
真
宗
聖
典
：
註
釈
版
』
（
本
願
寺
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）
五
六
九
頁
参
照
。 

7
2 

 

青
柳
英
司
「
権
化
の
仁
に
つ
い
て
」
（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
第
七
〇
号-

二
、
二
〇
二
二
年
）
六
三
五
頁‐

六
三
六

頁
参
照
。 

7
3 

 

山
辺
習
学
・
赤
沼
智
善
『
教
行
信
証
講
義
』（
信
証
の
巻
）
（
法
蔵
館
、
一
九
五
一
年
）
八
二
四
頁
参
照
。 

7
4 

 

貫
名
譲
「
親
鸞
の
念
仏
思
想
に
お
け
る
「
真
実
の
機
」
と
「
方
便
の
機
」（
『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
第
五
八
号-

一
、 

 
 

 
 
 

二
〇
〇
九
年
）
四
一
頁
参
照
。 

7
5 

 

貫
名
譲
「
親
鸞
の
念
仏
思
想
に
お
け
る
「
真
実
の
機
」
と
「
方
便
の
機
」（
『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
第
五
八
号-

一
、 

二
〇
〇
九
年
）
四
一
頁
参
照
。 

7
6 

勧
学
寮
編
『
浄
土
三
部
経
と
七
祖
の
教
え
』（
本
願
寺
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）
一
七
八
頁
参
照
。 

7
7 

山
本
仏
骨
『
道
綽
教
学
の
研
究
』（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
五
九
年
）
二
七
二
頁
参
照
。 

7
8 

梯
實
圓
『
法
然
教
学
の
研
究
』
（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
八
六
年
）
五
七
頁
参
照
。 

7
9 

先
哲
に
よ
っ
て
「
聖
浄
二
門
判
」
と
呼
ぶ
か
、「
聖
浄
二
門
釈
」
と
呼
ぶ
か
の
若
干
の
相
違
が
見
ら
れ
る
が
、
教
判
で
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は
な
い
と
す
る
梯
實
圓
は
「
聖
浄
二
門
釈
」
と
称
し
て
い
る
。 

8
0 

梯
實
圓
『
教
行
信
証
の
宗
教
構
造 : 

真
宗
教
義
学
体
系
』
（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
一
年
）
一
九
頁
参
照
。 

8
1 

 
西
村
慶
哉
に
よ
れ
ば
、
存
覚
は
一
代
仏
教
を
「
横
超
」「
竪
超
」「
横
出
」「
竪
出
」
の
名
目
を
用
い
て
権
実
漸
頓
を
分

別
す
る
説
示
は
他
師
に
は
な
い
と
さ
れ
、
浅
井
成
海
は
「
横
出
」（
浄
土
門
内
に
お
け
る
自
力
の
教
）
の
位
置
づ
け
こ

そ
が
親
鸞
独
自
と
さ
れ
て
き
た
が
、
聖
道
門
内
を
漸
頓
に
分
別
す
る
こ
と
は
、
他
の
法
然
門
下
に
も
見
る
こ
と
が
で

き
、
浄
土
門
内
に
お
い
て
も
、
隆
寛
が
『
極
楽
浄
土
宗
義
』
に
お
い
て
念
仏
に
自
力
他
力
の
別
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て

お
り
、
証
空
の
『
玄
義
分
自
筆
抄
』
に
お
い
て
も
親
鸞
に
近
似
し
た
構
造
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
し
て
い

る
。（
西
村
慶
哉
「
二
双
四
重
判
の
定
義
に
つ
い
て
」（
『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
第
六
三
号-

一
、
二
〇
一
四
年
）
参

照
） 

8
2 

 

梯
實
圓
『
顕
浄
土
方
便
化
身
土
文
類
講
讃
』
（
永
田
文
昌
堂
、
二
〇
〇
七
年
）
一
四
〇
頁
参
照 

8
3 

 

普
賢
大
円
『
真
宗
概
論
』
（
百
華
苑
、
一
九
五
七
年
） 

二
八
八
頁
参
照
。 

8
4 

信
楽
峻
麿
『
教
行
証
文
類
講
義
』
第
六
巻
（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
二
年
） 

二
〇
六
頁
参
照
。 

8
5 

梯
實
圓
『
教
行
信
証
の
宗
教
構
造 : 

真
宗
教
義
学
体
系
』
（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
一
年
）
四
一
頁
参
照
。 

8
6 

藤
場
俊
基
『
浄
土
教
の
信
仰
に
お
け
る
問
』（
親
鸞
の
教
行
信
証
を
読
み
解
く
二
、
信
巻
）
（
明
石
書
店
、
一
九
九
九

年
） 

二
四
九
頁
参
照
。 

8
7 

梯
實
圓
『
教
行
信
証
の
宗
教
構
造 

真
宗
教
義
学
体
系
』（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
一
年
）
三
九
八
頁‐

三
九
九
頁
参
照
。 

8
8 

藤
場
俊
基
『
浄
土
教
の
信
仰
に
お
け
る
問
』（
親
鸞
の
教
行
信
証
を
読
み
解
く
二
、
信
巻
）
（
明
石
書
店
、
一
九
九
九
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年
）
二
五
三
頁
参
照
。 

8
9 

 
真
宗
聖
教
全
書
編
纂
所
『
真
宗
聖
教
全
書
』
二
巻
（
大
八
木
興
文
堂
、
一
九
八
九
年
）
三
一
五
頁
参
照
。 

9
0 

梯
實
圓
『
教
行
信
証
（
信
の
巻
） 

聖
典
セ
ミ
ナ
ー
』（
本
願
寺
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）
四
一
六
頁
参
照
。 

9
1 

 

望
月
良
晃
『
大
乗
涅
槃
経
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
八
八
年
）
二
〇
三
頁
参
照
。 

9
2 

 

望
月
良
晃
『
大
乗
涅
槃
経
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
八
八
年
）
二
二
〇
頁
参
照
。 

9
3 

 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
學
院
『
本
典
研
鑽
集
記
』
下
巻
（
方
丈
堂
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
一
四
五
頁‐

一
四
六
頁
参

照
。 

9
4 

梯
實
圓
『
教
行
信
証
の
宗
教
構
造 

真
宗
教
義
学
体
系
』（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
一
年
）
三
八
一
頁
参
照
。 

9
5 

井
上
善
幸
「
親
鸞
の
証
果
論
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
」
（『
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
五
〇
号
、
二
〇
一
一

年
）
七
一
頁
参
照
。 

9
6 

 

勧
学
寮
編
『
親
鸞
聖
人
の
教
え
』（
本
願
寺
出
版
、
二
〇
一
七
年
）
三
二
一
頁
参
照 

9
7 

 

道
元
徹
心
「
親
鸞
に
お
け
る
普
賢
の
徳
の
思
想
基
盤
に
つ
い
て
」（
『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
第
三
七
号-

一
、 

 
 

 
 
 

一
九
八
八
年
）
四
一
頁
参
照
。 

9
8 

林
智
康
、
井
上
善
幸
、
北
岑
大
至
編
『
東
ア
ジ
ア
思
想
に
お
け
る
死
生
観
と
超
越
』
（
方
丈
堂
出
版
、
二
〇
一
三
年
）

一
八
四
頁
参
照
。 

9
9 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
編
『
浄
土
真
宗
辞
典
』（
本
願
寺
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
五
五
〇
頁
参
照
。 

1
0

0 

『
岩
波 

仏
教
辞
書
』（
第
二
版
）（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
） 
七
二
九
頁
参
照
。 
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 1
0

1 
 

南
宏
信
に
よ
れ
ば
、
八
相
成
道
や
八
相
示
現
の
具
体
相
に
お
け
る
分
類
は
十
相
や
九
相
に
分
類
す
る
諸
師
（
浄
影
寺

慧
遠
、
義
寂
、
憬
興
、
了
慧
）
も
存
在
し
、
八
相
の
解
釈
に
は
諸
氏
に
よ
る
相
違
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。（
南
宏
信
「
『
無
量
寿
経
』
末
疏
に
お
け
る
八
相
示
現
の
解
釈‐

義
寂
撰
『
無
量
寿
経
述
記
』
を
中
心
に‐

」
（『
印

度
學
佛
教
學
研
究
』
第
六
一
号-

二
、
二
〇
一
三
年
）
一
七
五
頁
参
照
） 

1
0

2 

梯
實
圓
『
教
行
信
証
の
宗
教
構
造 

真
宗
教
義
学
体
系
』（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
一
年
）
三
八
一
頁
参
照
。 
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小
序 

 
『
教
行
信
証
』
執
筆
の
背
景
の
一
つ
に
、
法
然
の
専
修
念
仏
批
判
を
し
た
明
恵
の
『
於
一
向
専
修
宗
選
択
集
中
摧
邪

輪
』（
以
下
、『
摧
邪
輪
』
と
称
す
）
が
存
在
す
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
な
か
に
お
い
て
、
明
恵
は
仏
法
を
説
い
た
と
さ
れ

る
五
種
の
説
人
（
仏
、
菩
薩
、
弟
子
、
神
仙
、
変
化
人
）
を
挙
げ
、「
此
の
五
人
の
所
説
、
如
来
所
説
の
法
印
に
順
ぜ
ば
、

皆
以
て
仏
法
と
名
く
」1

0
3

と
し
、
た
と
え
仏
以
外
に
よ
る
教
説
で
あ
っ
て
も
、
法
印
に
順
ぜ
ば
す
べ
て
仏
法
で
あ
る
と
明

言
す
る
。 

こ
の
よ
う
な
、
経
典
を
説
い
た
説
人
を
五
種
に
分
類
す
る
概
念
は
「
五
説
」
と
呼
ば
れ
、
古
く
は
『
大
智
度
論
』
に
は

じ
ま
り
、
そ
の
後
は
、
浄
影
寺
慧
遠
、
道
綽
、
善
導
な
ど
の
他
、
法
然
、
明
恵
、
幸
西
大
徳1

0
4

と
い
っ
た
親
鸞
と
同
時
代

の
諸
師
に
お
い
て
も
幅
広
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。 

そ
の
上
で
、
先
の
『
摧
邪
輪
』
に
お
け
る
文
言
を
意
識
し
て
か
、
親
鸞
は
『
教
行
信
証
』
聖
道
釈
お
よ
び
『
末
灯
鈔
』

に
お
い
て
、
同
じ
く
五
種
の
説
人
を
挙
げ
、
仏
以
外
に
よ
る
説
を
す
べ
て
「
信
用
に
た
ら
ず
」
（『
聖
典
全
書
』
二
、
二
一

〇
頁
）
と
述
べ
、
仏
の
自
説
で
あ
る
「
三
部
経
」
（『
聖
典
全
書
』
二
、
二
一
〇
頁
）
の
み
が
依
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し

て
い
る
。
こ
こ
に
、
明
恵
と
は
明
ら
か
に
一
線
を
画
し
て
い
る
親
鸞
独
自
の
経
典
観
が
あ
る
と
い
え
る
。 

ま
た
、
『
教
行
信
証
』
一
乗
海
釈
や
『
愚
禿
鈔
』
に
お
い
て
は
、
念
仏
を
仏
に
よ
る
自
説
と
す
る
一
方
、
諸
善
は
他
説
、

不
説
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
教
説
の
価
値
基
準
に
説
人
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
言
葉
を
換
え
れ

ば
、
親
鸞
に
よ
る
聖
道
門
・
外
教
批
判
の
根
拠
に
経
典
の
説
人
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
仏
以
外
の
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説
人
に
よ
る
教
説
、
す
な
わ
ち
他
説
を
親
鸞
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
た
の
か
と
い
う
課
題
は
、
天
仙
や
鬼
神
な
ど
の
説
人
に

よ
る
教
説
が
示
さ
れ
た
「
化
巻
」（
末
）
の
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
。 

総
じ
て
、
経
典
の
説
人
の
課
題
は
、
親
鸞
に
お
け
る
聖
道
門
観
お
よ
び
、
外
教
観
を
検
討
す
る
上
で
重
要
な
点
で
あ
る

と
い
え
、
本
論
で
課
題
と
す
る
、
現
代
の
浄
土
真
宗
に
お
け
る
他
宗
教
観
を
考
察
す
る
上
で
の
基
礎
的
研
究
と
な
り
得
る

と
思
わ
れ
る
。 

以
上
の
問
題
意
識
を
踏
ま
え
、
本
章
で
は
、
親
鸞
に
お
け
る
経
典
観
を
説
人
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
す
る
。
具
体
的
に

は
、
ま
ず
『
大
智
度
論
』
を
原
典
と
す
る
「
五
説
」
が
歴
史
的
に
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
の
か
と
い
う
歴
史
的
経
緯
を

善
導
と
明
恵
を
中
心
に
検
討
す
る
。
そ
の
上
で
、
親
鸞
に
お
け
る
「
五
説
」
の
理
解
を
「
化
巻
」
聖
道
釈
お
よ
び
『
末
灯

鈔
』
か
ら
考
え
て
い
く
。
さ
ら
に
、
な
ぜ
親
鸞
は
仏
説
の
み
を
依
る
べ
き
教
説
と
し
、
他
の
説
人
に
よ
る
教
説
を
「
信
用

に
た
ら
ず
」（
『
聖
典
全
書
』
二
、
二
一
〇
頁
）
と
否
定
し
た
の
か
と
い
う
問
題
と
、
他
の
説
人
に
よ
る
教
説
の
存
在
意
義

を
ど
の
よ
う
に
再
解
釈
し
た
の
か
と
い
う
問
題
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
親
鸞
に
お
け
る
経
典
観
を
検
討
し
て
い

く
。 

 

第
一
節 

「
五
説
」
の
歴
史
的
受
容 

 

経
典
の
説
人
を
五
種
に
分
類
す
る
「
五
説
」
が
、
『
大
智
度
論
』
に
は
じ
ま
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、

『
大
智
度
論
』
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 
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「
か
く
の
如
く
我
聞
、
一
時
」
を
今
ま
さ
に
総
説
す
べ
し
。
問
ひ
て
曰
く
、
も
し
諸
仏
は
一
切
智
人
、
自
然
無
師
に

し
て
、
他
の
教
に
随
は
ず
、
他
の
法
を
受
け
ず
、
他
の
道
を
用
ひ
ず
、
他
よ
り
聞
か
ず
し
て
説
法
す
。
何
を
も
っ
て

如
是
我
聞
と
い
ふ
。
答
え
て
曰
は
く
、
汝
が
言
ふ
所
の
ご
と
し
。
仏
は
一
切
智
人
、
自
然
無
師
に
し
て
、
他
よ
り
法

を
聞
か
ず
し
て
説
き
た
ま
ふ
。
仏
法
に
五
種
の
人
説
あ
り
。
一
に
は
仏
自
口
説
、
二
に
は
仏
弟
子
説
、
三
に
は
仙
人

説
、
四
に
は
諸
天
説
、
五
に
は
化
人
説
な
り
。
ま
た
次
の
提
桓
因
得
道
経
に
釈
す
る
が
如
し
。
仏
、
憍
尸
迦
に
告
げ

た
ま
は
く
、
世
間
の
真
実
微
妙
好
語
は
、
皆
我
が
法
中
よ
り
出
で
た
り
。 （

傍
線
引
用
者
、
大
正
二
十
五
・
六
十
六
頁
） 
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こ
の
よ
う
に
五
説
の
原
典
で
あ
る
『
大
智
度
論
』
で
は
、
仏
法
を
説
く
人
に
五
種
あ
る
と
し
、
一
切
世
間
真
実
善
語
や
微

妙
好
語
は
す
べ
て
仏
法
か
ら
出
た
も
の
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
大
智
度
論
』
に
お
い
て
は
、
経
典
に
お
け
る
説
人
に

違
い
が
あ
れ
ど
も
、
そ
の
す
べ
て
の
教
説
が
仏
法
と
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

こ
の
『
大
智
度
論
』
に
は
じ
ま
る
「
五
説
」
は
、
そ
の
後
名
称
に
若
干
の
変
遷
を
遂
げ
な
が
ら
、
幅
広
く
引
用
さ
れ
て

い
る
。
主
要
な
用
例
を
挙
げ
て
み
る
と
、
右
の
図
の
通
り
で
あ
る
。1

0
5 

次
に
、
明
恵
と
親
鸞
に
深
く
関
連
す
る
善
導
の
五
説
の
用
例
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
善
導
は
、
『
観
経
疏
』「
玄
義
分
」

に
お
い
て
、『
観
経
』
を
仏
の
自
説
で
あ
る
と
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

四
に
説
人
の
差
別
を
弁
ず
と
は
、
お
ほ
よ
そ
諸
経
の
起
説
五
種
を
過
ぎ
ず
。
一
に
は
仏
の
説
、
二
に
は
聖
弟
子
の

説
、
三
に
は
天
仙
の
説
、
四
に
は
鬼
神
の
説
、
五
に
は
変
化
の
説
な
り
。
い
ま
こ
の
『
観
経
』
は
こ
れ
仏
の
自
説
な

『
摧
邪
輪
』 

『
玄
義
分
』 

『
安
楽
集
』 

『
浄
影
疏
』 

『
大
智
度
論
』 

 
仏 仏

説 

仏
自
説 

仏
自
説 

仏
身
口
説 

菩
薩 

聖
弟
子
説 

聖
弟
子
説 

聖
弟
子
説 

仏
弟
子
説 

弟
子 

天
仙
説 

諸
天
説 

神
仙
説 

仙
人
説 

神
仙 

鬼
神
説 

神
仙
説 

諸
天
鬼
神
所
説 

諸
天
説 

変
化
人 

変
化
説 

変
化
説 

変
化
説 

化
人
説 
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り
。
問
ひ
て
い
は
く
、
仏
い
づ
れ
の
処
に
か
ま
し
ま
し
て
説
き
、
何
人
の
た
め
に
か
説
き
た
ま
へ
る
。
答
へ
て
い
は

く
、
仏
王
宮
に
ま
し
ま
し
て
、
韋
提
等
の
た
め
に
説
き
た
ま
へ
り
。 （

傍
線
引
用
者
、
『
聖
典
全
書
』
一
、
六
六
一
頁
） 

 さ
ら
に
「
散
善
義
」
に
お
い
て
は
、
仏
の
所
説
を
了
教
と
し
、
菩
薩
等
の
説
を
不
了
教
で
あ
る
と
し
て
い
る
。 

 

ま
た
深
信
と
は
、
仰
ぎ
願
は
く
は
、
一
切
の
行
者
等
、
一
心
に
た
だ
仏
語
を
信
じ
て
身
命
を
顧
み
ず
、
決
定
し
て
依

行
し
、
仏
の
捨
て
し
め
た
ま
ふ
を
ば
す
な
は
ち
捨
て
、
仏
の
行
ぜ
し
め
た
ま
ふ
を
ば
す
な
は
ち
行
じ
、
仏
の
去
ら
し

め
た
ま
ふ
処
を
ば
す
な
は
ち
去
る
。
こ
れ
を
仏
教
に
随
順
し
、
仏
意
に
随
順
す
と
名
づ
け
、
こ
れ
を
仏
願
に
随
順
す

と
名
づ
く
。
こ
れ
を
真
の
仏
弟
子
と
名
づ
く
。
ま
た
一
切
の
行
者
た
だ
よ
く
こ
の
『
経
』（
観
経
）
に
よ
り
て
深
く
信

じ
て
行
ず
る
も
の
は
、
か
な
ら
ず
衆
生
を
誤
た
ず
。
な
に
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
仏
は
こ
れ
大
悲
を
満
足
し
た
ま
へ

る
人
な
る
が
ゆ
ゑ
な
り
、
実
語
し
た
ま
ふ
が
ゆ
ゑ
な
り
。
仏
を
除
き
て
以
還
は
、
智
行
い
ま
だ
満
た
ず
。
そ
の
学
地

に
あ
り
て
、
正
習
の
二
障
あ
り
て
い
ま
だ
除
こ
ら
ざ
る
に
よ
り
て
、
果
願
い
ま
だ
円
か
な
ら
ず
。
こ
れ
ら
の
凡
聖
は

た
と
ひ
諸
仏
の
教
意
を
測
量
す
れ
ど
も
、
い
ま
だ
決
了
す
る
こ
と
あ
た
は
ず
。
平
章
す
る
こ
と
あ
り
と
い
へ
ど
も
、

か
な
ら
ず
す
べ
か
ら
く
仏
証
を
請
じ
て
定
と
な
す
べ
し
。
も
し
仏
意
に
称
へ
ば
す
な
は
ち
印
可
し
て
、
「
如
是
如
是
」

と
の
た
ま
ふ
。
も
し
仏
意
に
可
は
ざ
れ
ば
、
す
な
は
ち
「
な
ん
ぢ
ら
が
所
説
こ
の
義
不
如
是
」
と
の
た
ま
ふ
。
印
せ

ざ
る
は
す
な
は
ち
無
記
・
無
利
・
無
益
の
語
に
同
ず
。
仏
の
印
可
し
た
ま
ふ
は
、
す
な
は
ち
仏
の
正
教
に
随
順
す
。
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も
し
仏
の
あ
ら
ゆ
る
言
説
な
れ
ば
、
す
な
は
ち
こ
れ
正
教
・
正
義
・
正
行
・
正
解
・
正
業
・
正
智
な
り
。
も
し
は

多
、
も
し
は
少
、
す
べ
て
菩
薩
・
人
・
天
等
に
問
ひ
て
、
そ
の
是
非
を
定
め
ざ
れ
。
も
し
仏
の
所
説
な
れ
ば
、
す
な

は
ち
こ
れ
了
教
な
り
。
菩
薩
等
の
説
は
こ
と
ご
と
く
不
了
教
と
名
づ
く
、
知
る
べ
し
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
い
ま
の
時
、
仰

ぎ
て
一
切
有
縁
の
往
生
人
等
を
勧
む
。
た
だ
深
く
仏
語
を
信
じ
て
専
注
奉
行
す
べ
し
。
菩
薩
等
の
不
相
応
の
教
を
信

用
し
て
、
も
つ
て
疑
礙
を
な
し
、
惑
を
抱
き
て
み
づ
か
ら
迷
ひ
、
往
生
の
大
益
を
廃
失
す
べ
か
ら
ず
。 

（
傍
線
引
用
者
、
『
聖
典
全
書
』
一
、
七
六
三
頁
〜
七
六
四
頁
） 

 こ
の
よ
う
に
、『
大
智
度
論
』
に
お
い
て
は
五
説
の
す
べ
て
が
仏
法
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
に
対
し
、
善
導
は
仏
説
以
外
の

す
べ
て
の
教
説
を
不
了
教
、
不
相
応
と
否
定
的
に
捉
え
て
い
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
金
子
大
栄
は
前
段
に
「
仏
は
こ

れ
大
悲
を
満
足
し
た
ま
へ
る
人
な
る
が
ゆ
ゑ
な
り
」
（『
聖
典
全
書
』
一
、
七
六
三
頁
）
と
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
「
併
し
そ

の
満
足
大
悲
と
い
ふ
こ
と
は
今
の
場
合
は
特
に
末
代
濁
世
の
時
機
を
知
ろ
し
め
す
こ
と
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」1

0
6

と
述
べ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
仏
説
と
は
単
な
る
釈
迦
の
教
説
と
い
う
意
味
を
超
え
て
、
末
法
の
時
代
に
お
け
る
凡
夫
と
い
う
時

機
相
応
の
教
説
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
仏
説
以
外
は
時
機
に
即
し
て
い
な
い
故
に
、
善
導
は
不
了
教
、
不
相
応

と
否
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

尚
、
善
導
に
よ
っ
て
不
了
教
、
不
相
応
と
さ
れ
た
「
菩
薩
等
の
説
」（
『
聖
典
全
書
』
一
、
七
六
四
頁
）
に
つ
い
て
は
、

そ
の
具
体
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
「
序
分
義
」
で
は
、
聖
弟
子
と
し
て
の
富
楼
那
が
頻
婆
娑
羅
王
に
対
し
て

説
法
す
る
よ
う
如
来
に
よ
っ
て
発
遣
さ
れ
た
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
五
説
に
お
け
る
聖
弟
子
説
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
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る
。 

 
「
世
尊
亦
遣
富
楼
那
為
王
説
法
」
と
い
ふ
は
、
こ
れ
世
尊
慈
悲
の
意
重
く
し
て
、
王
の
身
を
愍
念
し
た
ま
ふ
に
、
た

ち
ま
ち
に
囚
労
に
遇
ひ
て
、
お
そ
ら
く
は
憂
悴
を
生
ず
る
こ
と
を
。
し
か
る
に
富
楼
那
は
聖
弟
子
の
な
か
に
お
い
て

も
つ
と
も
よ
く
説
法
し
、
よ
く
方
便
あ
り
て
人
の
心
を
開
発
す
。
こ
の
因
縁
の
た
め
に
、
如
来
発
遣
し
て
王
の
た
め

に
法
を
説
き
て
、
も
つ
て
憂
悩
を
除
か
し
め
た
ま
ふ
こ
と
を
明
か
す
。 

（
傍
線
引
用
者
、
『
聖
典
全
書
』
一
、
六
九
五
頁
） 

 ま
た
『
法
事
讃
』
で
は
、
弥
陀
仏
国
に
は
種
々
奇
妙
な
る
雑
色
の
鳥
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
阿
弥
陀
仏
が
法
音
を
宣
流
す

る
た
め
に
変
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ま
さ
に
五
説
に
お
け
る
変
化
説
の
具
体
例
で
あ
る
。 

 

ま
た
次
に
舎
利
弗
、
か
の
国
に
は
つ
ね
に
種
々
奇
妙
な
る
雑
色
の
鳥
あ
り
。
白
鵠
・
孔
雀
・
鸚
鵡
・
舎
利
・
迦
陵
頻

伽
・
共
命
の
鳥
な
り
。
こ
の
も
ろ
も
ろ
の
衆
鳥
、
昼
夜
六
時
に
和
雅
の
音
を
出
す
。
そ
の
音
五
根
・
五
力
・
七
菩
提

分
・
八
聖
道
分
、
か
く
の
ご
と
き
等
の
法
を
演
暢
す
。
そ
の
土
の
衆
生
こ
の
音
を
聞
き
を
は
り
て
、
み
な
こ
と
ご
と

く
仏
を
念
じ
法
を
念
じ
僧
を
念
ず
。
舎
利
弗
、
な
ん
ぢ
こ
の
鳥
は
実
に
こ
れ
罪
報
の
所
生
な
り
と
謂
ふ
こ
と
な
か

れ
。
所
以
は
い
か
ん
。
か
の
仏
国
土
に
は
三
悪
趣
な
け
れ
ば
な
り
。
舎
利
弗
、
そ
の
仏
国
土
に
は
な
ほ
三
悪
道
の
名

す
ら
な
し
、
い
か
に
い
は
ん
や
実
あ
ら
ん
や
。
こ
の
も
ろ
も
ろ
の
衆
鳥
は
、
み
な
こ
れ
阿
弥
陀
仏
、
法
音
を
宣
流
せ
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し
め
ん
と
欲
し
て
、
変
化
し
て
な
し
た
ま
ふ
と
こ
ろ
な
り
。
舎
利
弗
、
か
の
仏
国
土
に
は
微
風
吹
き
て
、
も
ろ
も
ろ

の
宝
行
樹
お
よ
び
宝
羅
網
を
動
か
す
に
、
微
妙
の
音
を
出
す
。
た
と
へ
ば
百
千
種
の
楽
を
同
時
に
と
も
に
な
す
が
ご

と
し
。
こ
の
音
を
聞
く
も
の
、
み
な
自
然
に
仏
を
念
じ
法
を
念
じ
僧
を
念
ず
る
心
を
生
ず
。
舎
利
弗
、
そ
の
仏
国
土

に
は
か
く
の
ご
と
き
功
徳
荘
厳
を
成
就
せ
り
」
と
。 

（
傍
線
引
用
者
、
『
聖
典
全
書
』
一
、
八
三
六
頁
） 

 

こ
の
よ
う
な
善
導
の
五
説
に
対
す
る
見
解
に
つ
い
て
、
明
恵
は
『
摧
邪
輪
』
に
お
い
て
独
自
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。 

 

問
う
て
曰
く
、
若
し
善
導
の
釈
を
許
さ
ず
ば
、
論
を
為
す
に
足
ら
ず
。
若
し
之
を
許
さ
ば
、
一
切
の
聖
道
門
の
解

行
・
学
見
を
以
て
群
賊
と
為
す
と
謂
う
べ
し
。
何
者
か
引
く
所
の
『
疏
』
の
文
に
云
く
、
仏
を
除
き
て
已
還
は
、
智

行
未
だ
満
た
ず
、
其
の
学
地
に
あ
り
て
、
正
習
の
二
障
あ
り
て
未
だ
除
こ
ら
ざ
る
に
由
り
て
、
果
願
未
だ
円
か
な
ら

ず
。
此
等
の
凡
聖
は
、
縦
使
諸
仏
の
教
意
を
測
量
す
れ
ど
も
、
未
だ
決
了
す
る
こ
と
能
わ
ず
、
平
章
あ
り
と
雖
も
、

要
ず
須
く
仏
証
を
請
い
て
定
と
為
す
べ
し
。
若
し
仏
意
に
称
え
ば
、
即
ち
印
可
し
て
如
是
如
是
と
言
わ
く
。
若
し
仏

意
に
か
な
わ
ざ
れ
ば
、
即
ち
汝
等
が
所
説
、
是
の
義
不
如
是
と
言
う
。
印
せ
ざ
る
は
即
ち
無
義
（
「
義
」
の
字
、

『
観
経
疏
』
散
善
義
「
記
」
）・
無
利
・
無
益
の
語
に
同
じ
、
仏
の
印
可
し
た
ま
う
を
ば
、
即
ち
仏
の
正
教
に
随
順

す
。
若
し
仏
の
所
有
の
言
説
は
、
即
ち
是
れ
正
教
・
正
義
・
正
行
・
正
解
・
正
業
・
正
智
な
り
。
若
し
は
多
、
若
し

は
少
、
衆
て
菩
薩
・
人
天
等
を
問
わ
ず
、
其
の
是
非
を
定
め
ん
や
。
若
し
仏
の
所
説
は
即
ち
是
れ
了
教
な
り
、
菩
薩
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等
の
説
は
尽
く
不
了
教
と
名
く
る
な
り
。
応
に
知
る
べ
し
。
是
の
故
に
今
の
時
、
仰
い
で
一
切
有
縁
の
往
生
人
等
を

勧
む
、
唯
、
深
く
仏
語
を
信
じ
て
、
専
注
奉
行
す
べ
し
。
菩
薩
等
の
不
相
応
の
教
を
信
用
し
て
以
て
疑
礙
を
為
し
、

惑
い
を
抱
き
て
自
ら
迷
い
て
往
生
の
大
益
を
廃
失
す
べ
か
ら
ざ
れ
と
。
以
上 

此
の
中
に
既
に
菩
薩
等
の
説
は
尽
く
不

了
教
と
名
く
と
云
え
り
。
又
菩
薩
等
の
不
相
応
の
教
を
信
用
す
べ
か
ら
ず
と
云
う
、
此
れ
即
ち
浄
土
門
の
解
行
と
相
応

せ
ざ
る
別
解
・
別
行
の
教
な
り
。
既
に
菩
薩
の
名
を
立
つ
、
何
ぞ
必
ず
邪
雑
の
人
に
限
ら
ん
や
。
し
か
の
み
な
ら

ず
、
第
一
巻
に
別
時
意
を
会
通
す
る
段
に
云
く
、
仰
ぎ
願
わ
く
ば
一
切
の
往
生
を
願
う
知
識
等
、
善
く
自
ら
思
量
せ

よ
、
寧
ろ
今
世
の
錯
を
傷
み
て
仏
語
を
信
ぜ
よ
、
菩
薩
の
論
を
執
り
て
以
て
指
南
と
為
す
べ
か
ら
ず
。
若
し
此
の
執
に

依
る
者
は
、
即
ち
是
れ
自
ら
失
い
他
を
・
ま
つ
な
り
と
。
文
。
是
れ
又
『
疏
』
の
下
の
文
に
出
す
所
の
不
相
応
の
教
な

り
。 

（
傍
線
お
よ
び
網
掛
け
引
用
者
、『
日
本
思
想
大
系
十
五 

鎌
倉
旧
仏
教
』、
三
八
二
頁
） 

 

明
恵
に
よ
れ
ば
、
善
導
に
よ
っ
て
仏
説
以
外
の
教
説
が
不
了
教
・
不
相
応
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
単
に
浄
土
門
の
解
行
と

相
違
す
る
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
言
葉
を
変
え
れ
ば
、
善
導
に
よ
っ
て
不
了
教
、
不
相
応
と
さ
れ
た
「
菩
薩
等
の
説
」

（『
聖
典
全
書
』
一
、
七
六
四
頁
）
は
聖
道
門
の
教
説
で
あ
り
、
そ
の
教
説
の
有
効
性
は
聖
道
門
と
し
て
は
存
在
す
る
と
主

張
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
為
、
冒
頭
で
示
し
た
と
お
り
、
五
説
の
教
説
の
す
べ
て
が
仏
法
で
あ
る
と
し
て
い
る
。 

 

謂
く
如
来
の
説
教
を
通
論
す
る
に
、
惣
じ
て
二
種
あ
り
。
一
に
は
化
教
、
謂
く
一
切
の
為
に
、
諸
の
因
果
・
理
事
等
の
法
を
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説
く
、
大
小
顕
密
の
諸
経
論
是
れ
な
り
。
二
に
は
制
教
、
謂
く
自
内
の
衆
に
対
し
て
、
過
を
挙
げ
非
を
顕
わ
す
、
正

法
を
立
て
非
理
を
制
す
、
罪
名
を
結
示
し
、
持
犯
を
弁
定
す
、
即
ち
大
小
乗
の
諸
戒
律
是
れ
な
り
。
化
教
は
五
種

の
人
の
説
に
通
ず
、
一
に
は
仏
、
二
に
は
菩
薩
、
三
に
は
弟
子
、
四
に
は
神
仙
、
五
に
は
変
化
人
な
り
。
此
の
五

人
の
所
説
、
如
来
所
説
の
法
印
に
順
ぜ
ば
、
皆
以
て
仏
法
と
名
く
。
是
の
故
に
阿
毘
達
磨
の
諸
大
論
師
、
各
各
に

法
相
の
名
数
を
建
立
し
、
諸
法
の
自
共
の
相
を
簡
択
す
、
廃
立
の
不
同
あ
り
と
雖
も
皆
以
て
仏
説
と
名
く
。
制
教

は
、
唯
、
是
れ
如
来
一
人
の
自
説
な
り
。
制
戒
の
軽
重
を
余
は
能
う
こ
と
な
き
を
以
て
の
故
に
、
更
に
他
説
あ
る

こ
と
な
し
。 

（
『
日
本
思
想
大
系
十
五 

鎌
倉
旧
仏
教
』、
三
八
二
頁
） 

 

明
恵
は
南
山
律
宗
の
化
制
二
教
判
に
基
づ
き
説
人
差
別
を
分
類
し
て
い
る
が
、
井
上
見
淳
に
よ
れ
ば
、
こ
の
原
型
は
法
蔵

の
『
梵
網
経
菩
薩
戒
本
疏
』
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、
先
に
示
し
た
、「
廃
立
の
不
同
あ
り
と
雖
も
皆
以
て
仏
説
と
名

く
」1

0
7

と
す
る
文
言
に
、
明
恵
の
五
説
観
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

以
上
、
五
説
の
歴
史
的
受
容
を
見
て
き
た
が
、
五
説
す
べ
て
が
仏
法
で
あ
る
こ
と
は
原
典
で
あ
る
『
大
智
度
論
』
か
ら
一

貫
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
一
方
で
、
仏
説
以
外
の
説
に
対
す
る
評
価
が
、
諸
師
に
よ
っ
て
大
き
く
分
岐
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
。 

 

第
二
節 

親
鸞
に
お
け
る
五
説
の
受
容 
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次
に
、
親
鸞
に
お
け
る
「
五
説
」
の
受
容
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。
既
に
述
べ
た
通
り
、
親
鸞
は
「
化
巻
」
聖
道
釈
に
お

い
て
、
「
玄
義
分
」
を
引
用
し
、
聖
道
門
と
五
説
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。 

 

信
に
知
ん
ぬ
、
聖
道
の
諸
教
は
、
在
世
・
正
法
の
た
め
に
し
て
、
全
く
像
末
・
法
滅
の
時
機
に
あ
ら
ず
。
す
で
に
時
を

失
し
機
に
乖
け
る
な
り
。
浄
土
真
宗
は
、
在
世
・
正
法
、
像
末
・
法
滅
、
濁
悪
の
群
萌
、
斉
し
く
悲
引
し
た
ま
ふ
を
や
。

是
を
も
つ
て
経
家
に
よ
り
て
師
釈
を
披
き
た
る
に
、
（
玄
義
分
）
「
説
人
の
差
別
を
弁
ぜ
ば
、
お
ほ
よ
そ
諸
経
の
起
説
、

五
種
に
過
ぎ
ず
。
一
つ
に
は
仏
説
、
二
つ
に
は
聖
弟
子
説
、
三
つ
に
は
天
仙
説
、
四
つ
に
は
鬼
神
説
、
五
つ
に
は
変
化

説
な
り
」
と
。
し
か
れ
ば
、
四
種
の
所
説
は
信
用
に
足
ら
ず
。
こ
の
三
経
は
す
な
は
ち
大
聖
の
自
説
な
り
。『
大
論
』（
大

智
度
論
巻
九
初
品
）
に
四
依
を
釈
し
て
い
は
く
、「
涅
槃
に
入
り
な
ん
と
せ
し
時
、
も
ろ
も
ろ
の
比
丘
に
語
り
た
ま
は
く
、

今
日
よ
り
法
に
依
り
て
人
に
依
ら
ざ
る
べ
し
、
義
に
依
り
て
語
に
依
ら
ざ
る
べ
し
、
智
に
依
り
て
識
に
依
ら
ざ
る
べ
し
、

了
義
経
に
依
り
て
不
了
義
に
依
ら
ざ
る
べ
し
。
法
に
依
る
と
は
、
法
に
十
二
部
あ
り
、
こ
の
法
に
随
ふ
べ
し
、
人
に
随

ふ
べ
か
ら
ず
。
依
義
と
は
、
義
の
な
か
に
好
悪
・
罪
福
・
虚
実
を
諍
ふ
こ
と
な
し
、
ゆ
ゑ
に
語
は
す
で
に
義
を
得
た
り
、

義
は
語
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
人
指
を
も
つ
て
月
を
指
ふ
、
も
つ
て
わ
れ
を
示
教
す
、
指
を
看
視
し
て
月
を
視
ざ
る
が
ご

と
し
。
人
語
り
て
い
は
ん
、
わ
れ
指
を
も
つ
て
月
を
指
ふ
、
な
ん
ぢ
を
し
て
こ
れ
を
知
ら
し
む
、
な
ん
ぢ
な
ん
ぞ
指
を

看
て
、
し
か
う
し
て
月
を
視
ざ
る
や
と
。
こ
れ
ま
た
か
く
の
ご
と
し
。
語
は
義
の
指
と
す
、
語
は
義
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

こ
れ
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
、
語
に
依
る
べ
か
ら
ず
。
智
に
依
る
と
は
、
智
よ
く
善
悪
を
籌
量
し
分
別
す
。
識
は
つ
ね
に
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楽
を
求
む
、
正
要
に
入
ら
ず
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
不
応
依
識
と
い
へ
り
。
依
了
義
経
と
は
、
一
切
智
人
い
ま
す
、
仏
第
一
な

り
。
一
切
諸
経
書
の
な
か
に
仏
法
第
一
な
り
。
一
切
衆
の
な
か
に
比
丘
僧
第
一
な
り
と
。
無
仏
世
の
衆
生
を
、
仏
こ
れ

を
重
罪
と
し
た
ま
へ
り
、
見
仏
の
善
根
を
種
ゑ
ざ
る
人
な
り
」
と
。
以
上 

（
傍
線
引
用
者
、
『
聖
典
全
書
』
二
、
二
一
〇
頁
〜
二
一
一
頁
） 

 

ま
た
同
様
の
内
容
は
、
次
の
『
末
燈
鈔
』
第
八
通
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

ま
た
五
説
と
い
ふ
は
、
よ
ろ
づ
の
経
を
説
か
れ
候
ふ
に
、
五
種
に
は
す
ぎ
ず
候
な
り
。
一
に
は
仏
説
、
二
に
は
聖
弟

子
の
説
、
三
に
は
天
仙
の
説
、
四
に
は
鬼
神
の
説
、
五
に
は
変
化
の
説
と
い
へ
り
。
こ
の
い
つ
ゝ
の
な
か
に
、
仏
説

を
も
ち
ゐ
て
か
み
の
四
種
を
た
の
む
べ
か
ら
ず
候
ふ
。
こ
の
三
部
經
は
釈
迦
如
来
の
自
説
に
て
ま
し
ま
す
と
し
る
べ

し
と
な
り
。 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
七
八
九
頁
） 

 「
化
巻
」
聖
道
釈
に
お
け
る
五
説
引
用
の
意
図
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
と
し
て
一
楽
真
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
一

楽
は
五
説
引
用
の
意
図
を
「
仏
説
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
経
典
の
形
式
か
ら
見
た
五
説
の
分
類
で
は
な
い
」1

0
8

と
し
、
さ
ら
に
『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
「
人
に
随
ふ
べ
か
ら
ず
」（
『
聖
典
全
書
』
二
、
二
一
〇
頁
〜
二
一
一
頁
）
と
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
「
単
に
釈
尊
の
所
説
だ
か
ら
仏
説
で
あ
る
と
受
け
止
め
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
質
を
問
い
返
し
て
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く
る
」1

0
9

と
指
摘
し
て
い
る
。 

一
方
、
梅
原
真
隆
は
「
要
す
る
に
、
純
正
な
仏
説
に
よ
り
、
密
教
な
ど
の
複
雑
な
統
合
体
で
あ
る
当
時
の
聖
道
諸
教
に

対
し
て
純
正
と
混
雑
を
分
別
さ
れ
た
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
」1

1
0

と
述
べ
る
ほ
か
、
金
子
大
栄
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。 

 

『
華
厳
』
『
般
若
』
等
は
多
く
聖
弟
子
が
説
人
と
し
て
現
れ
て
い
る
。
併
し
そ
れ
ら
の
聖
弟
子
達
も
深
く
仏
意
を
念
じ

ま
た
仏
意
を
承
け
て
説
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
説
は
仏
智
を
開
顕
せ
ぬ
も
の
と
は
言
は
れ
ぬ
で
あ
ら
う
。
こ
れ

に
依
り
て
例
す
る
に
諸
経
に
現
は
る
る
帝
釈
等
の
天
仙
説
十
羅
刹
・
十
二
神
等
の
鬼
神
説
天
鼓
の
音
声
等
の
変
化
説

の
如
き
も
そ
れ
ぞ
れ
何
等
か
の
真
理
を
顕
は
す
も
の
に
相
違
が
な
い
。
さ
れ
ど
夫
等
に
共
通
す
る
こ
と
は
皆
な
そ
れ

ぞ
れ
の
機
根
に
応
じ
て
領
解
せ
ら
れ
た
も
の
の
み
相
応
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
普
く
末
代
濁
世
の
時
機
に
相
応
す
る

も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う1

1
1 

 

確
か
に
、
一
楽
が
指
摘
の
通
り
、「
人
に
随
ふ
べ
か
ら
ず
」
（『
聖
典
全
書
』
二
、
二
一
〇
頁
〜
二
一
一
頁
）
の
語
を
踏
ま

え
れ
ば
、
経
典
の
形
式
か
ら
見
た
五
説
の
分
類
で
は
な
い
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
単
に
『
三
部
経
』
が
仏

説
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
た
め
に
五
説
を
引
用
す
る
必
然
性
が
果
た
し
て
あ
る
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
冒
頭
で
触
れ
た

よ
う
に
、
親
鸞
は
「
化
巻
」
聖
道
釈
に
お
い
て
『
浄
土
三
部
経
』
が
仏
説
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
そ
の
他
の
四
種
の
所

説
を
「
信
用
に
足
ら
ず
」（
『
聖
典
全
書
』
二
、
二
一
〇
頁
）
と
し
て
い
る
が
、
前
段
に
お
い
て
「
聖
道
の
諸
教
は
、
在
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世
・
正
法
の
た
め
に
し
て
、
全
く
像
末
・
法
滅
の
時
機
に
あ
ら
ず
。
す
で
に
時
を
失
し
機
に
乖
け
る
な
り
。
浄
土
真
宗

は
、
在
世
・
正
法
、
像
末
・
法
滅
、
濁
悪
の
群
萌
、
斉
し
く
悲
引
し
た
ま
ふ
を
や
」
（『
聖
典
全
書
』
二
、
二
一
〇
頁
）
と

し
、
聖
道
門
を
時
機
不
相
応
の
教
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
前
段
の
箇
所
と
の
関
係
を
踏
ま
え
れ
ば
、
聖
道
門
が
仏
説

以
外
の
説
人
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
同
時
に
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
証
左
に
、
親
鸞
は
「
行
巻
」
一
乗

海
釈
に
お
い
て
、
念
仏
と
諸
善
を
比
べ
、
「
自
説
他
説
対
」
（『
聖
典
全
書
』
二
、
五
七
頁
）
と
し
て
い
る
。 

 

然
に
教
に
つ
い
て
念
仏
諸
善
比
校
対
論
す
る
に
、
難
易
対
、
頓
漸
対
、
横
竪
対
、
超
渉
対
、
順
逆
対
、
大
小
対
、
多

少
対
、
勝
劣
対
、
親
疎
対
、
近
遠
対
、
深
浅
対
、
強
弱
対
、
重
軽
対
、
広
狭
対
、
純
雑
対
、
径
迂
対
、
捷
遅
対
、
通

別
対
、
不
退
退
対
、
直
弁
因
明
対
、
名
号
定
散
対
、
理
尽
非
理
尽
対
、
勧
無
勧
対
、
無
間
間
対
、
断
不
断
対
、
相
続

不
続
対
、
無
上
有
上
対
、
上
上
下
下
対
、
思
不
思
議
対
、
因
行
果
徳
対
、
自
説
他
説
対
、
回
不
回
向
対
、
護
不
護

対
、
証
不
証
対
、
讃
不
讃
対
、
付
嘱
不
嘱
対
、
了
不
了
教
対
、
機
堪
不
堪
対
、
選
不
選
対
、
真
仮
対
、
仏
滅
不
滅

対
、
法
滅
利
不
利
対
、
自
力
他
力
対
、
有
願
無
願
対
、
摂
不
摂
対
、
入
定
聚
不
入
対
、
報
化
対
あ
り
。
こ
の
義
か
く

の
ご
と
し
。
然
に
本
願
一
乗
海
を
案
ず
る
に
、
円
融
満
足
極
速
無
礙
絶
対
不
二
の
教
な
り
。 

（
傍
線
引
用
者
、
『
聖
典
全
書
』
二
、
五
七
頁
） 

 

ま
た
『
愚
禿
鈔
』
で
は
、
一
乗
海
釈
と
同
様
に
要
弘
対
で
四
十
二
対
あ
り
、
そ
の
中
に
は
「
自
説
不
説
」
（
『
聖
典
全

書
』
二
、
二
八
七
頁
）
と
あ
る
。 
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二
教
対 

本
願
一
乗
海
は
、
頓
極
・
頓
速
・
円
融
・
円
満
の
教
な
り
と
、
知
る
べ
し
。
浄
土
の
要
門
は
、
定
散
二
善
・
方
便
仮

門
・
三
福
九
品
の
教
な
り
と
、
知
る
べ
し
。 

 
 

 
 

 
難
易
対 

 
 

 
 

 
 

 

横
竪
対 

 
 

 
 

 

頓
漸
対 

 
 

 
 

 
 

 

超
渉
対 

 
 

 
 

 

真
仮
対 

 
 

 
 

 

順
逆
対 
 

 
 

 
 

純
雑
対 

 
 

 
 

 

邪
正
対 

 
 

 
 

 
 

 

勝
劣
対 

 
 

 
 

 

親
疎
対 

 
 

 
 

 
 

 

大
小
対 

 
 

 
 

 

多
少
対 

 
 

 
 

 
 

 

重
軽
対 

 
 

 
 

 

通
別
対 

 
 

 
 

 
 

 
径
迂
対 

 
 

 
 

 

捷
遅
対 
 

 
 

 
 

 
 

広
狭
対 

 
 

 
 

 

近
遠
対 

 
 

 
 

 
 

 

了
不
了
教
対 

 
 

 
 

 

大
利
小
利
対 

 
 

 
 

 

無
上
有
上
対 

 
 

 
 

 

不
回
回
向
対 

 
 

 
 

 

自
説
不
説
対 

 
 

 
 

 

有
願
無
願
対 

 
 

 
 

 

有
誓
無
誓
対 

選
不
選
対 

 
 

 
 

 
 

讃
不
讃
対 



第三章 親鸞における経典観 

一四三 

 
 

 
 

 

証
不
証
対 

 
 

 
 

 
 

護
不
護
対 

 
 

 
 

 

因
明
直
弁
対 

 
 

 
 

 

理
尽
非
理
尽
対 

 
 

 
 

 

無
間
有
間
対 

 
 

 
 

 

相
続
不
続
対 

 
 

 
 

 
退
不
退
対 

 
 

 
 

 
 

断
不
断
対 

 
 

 
 

 
因
行
果
徳
対 

 
 

 
 

 

法
滅
不
滅
対 

 
 

 
 

 

自
力
他
力
対 

 
 

 
 

 

摂
取
不
摂
対 

 
 

 
 

 

入
定
聚
不
入
対 

 
 

 
 

思
不
思
議
対 

 
 

 
 

 

報
化
二
土
対 

 
 

 
 

 
 

以
上
四
十
二
対 
教
法
に
就
ひ
て
、
知
る
べ
し
。 

（
傍
線
引
用
者
、
『
聖
典
全
書
』
二
、
二
八
七
頁
〜
二
八
八
頁
） 

 

こ
の
「
行
巻
」
一
乗
海
釈
に
お
け
る
「
自
説
他
説
」
（『
聖
典
全
書
』
二
、
五
七
頁
）
の
語
の
解
釈
に
つ
い
て
、
先
行
研

究
で
は
大
き
な
議
論
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
多
少
本
論
か
ら
に
逸
れ
る
が
、
重
要
な
点
で
あ
る
た
め
、
確

認
し
て
お
き
た
い
。 

先
行
研
究
で
は
、「
自
説
他
説
」（
『
聖
典
全
書
』
二
、
五
七
頁
）
の
語
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
三
つ
の
解
釈
が
存
在
す

る
。 

⑴ 

仏
の
随
自
意
・
随
他
意
の
意
と
す
る
説 
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⑵ 

「
五
説
」
の
意
（
仏
の
自
説
と
そ
の
他
の
説
）
と
す
る
説 

⑶ 

弥
陀
の
自
説
と
す
る
説
が
あ
る
。 

 

例
え
ば
、
星
野
元
豊
、
内
藤
知
康
、
信
楽
峻
麿
ら
は
⑴
の
説
を
採
用
し
て
い
る
が
、
『
本
典
研
鑽
集
記
』
、
興
隆
、
善
譲
ら

は
、
⑵
の
説
を
採
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
玄
智
、
僧
叡
、
円
月
、
深
励
、
芳
英
、
岡
亮
二
、
山
辺
・
赤
沼
、
梯
實
圓
ら
は
、

⑶
の
説
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
法
海
、
義
山
、
凰
嶺
ら
は
具
体
的
な
見
解
は
示
し
て
い
な
い
。
以
下
、
諸
師
の
解
釈

を
確
認
し
て
お
こ
う
。 

 星
野
元
豊
（
一
九
〇
九
〜
二
〇
〇
一
） 

 

自
説
他
説
対
＝
念
仏
は
わ
が
名
を
称
え
る
者
は
助
け
る
と
い
う
仏
自
身
が
自
分
の
思
う
通
り
に
説
か
れ
た
教
え
で
あ

り
、
諸
善
は
他
の
も
の
を
導
く
た
め
に
説
か
れ
た
方
便
で
あ
る
。 

（
『
講
解 

教
行
信
証 

教
行
の
巻
』
三
九
〇
頁
） 

 

内
藤
知
康
（
一
九
四
五
〜
二
〇
二
二
） 

 

自
説
他
説
対…

…
…

念
仏
は
仏
が
自
ら
説
か
れ
た
往
生
の
法
で
あ
り
、
諸
善
は
衆
生
に
応
じ
て
説
か
れ
た
法
で
あ
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る
。 

（
『
顕
浄
土
真
実
行
文
類
講
読
』
二
九
六
頁
） 

 

信
楽
峻
麿
（
一
九
二
六
〜
二
〇
一
四
） 

 

三
十
一
、
自
説
他
説
対
、
念
仏
は
釈
尊
の
随
自
意
の
自
説
の
法
で
あ
り
、
諸
善
は
他
に
応
じ
て
説
か
れ
た
随
他
意
の

法
で
あ
る
。 

（
『
教
行
証
文
類 

第
二
巻 

行
巻
』
四
八
九
頁
） 

 

『
本
典
研
鑽
集
記
』 

 

（
三
一
）
自
説
他
説
対
と
は
、
こ
れ
に
二
義
有
り
、
一
義
に
は
自
説
と
は
随
自
意
の
説
、
他
説
と
は
随
他
意
の
説
、

一
義
に
は
自
説
と
は
仏
の
自
説
、
他
説
と
は
余
の
四
説
と
す
。
か
く
二
義
あ
る
中
後
義
を
好
し
と
す
、
何
と
な
れ
ば

『
玄
義
分
』（
六
丁
）
に
五
種
の
説
人
を
明
し
て
、
「
今
此
観
経
是
仏
自
説
」
と
云
ひ
、『
化
巻
』
本
（
三
十
二
丁
）
に

も
五
種
説
の
謂
れ
を
述
べ
了
り
て
「
爾
者
四
種
所
説
不
レ

足
二

信
用
一

斯
三
経
者
則
大
聖
自
説
也
」
と
あ
り
、
又
『
二
巻

鈔
』
に
は
自
説
不
説
対
と
あ
れ
ば
他
説
と
は
不
自
説
の
義
に
し
て
随
他
意
と
は
解
し
難
き
を
以
て
な
り
。 

（『
本
典
研
鑽
集
記
』
上
巻
、
三
一
一
頁
） 



第三章 親鸞における経典観 

一四六 

 
興
隆
（
一
七
五
九
〜
一
八
四
二
） 

 
自
説
他
説
対
。
依
下

安
楽
集
上

一
左

云
中

諸
経
起
説
不
レ

過
二

五
種
一

。
一
者
仏
自
説
。

乃
至

五
者
変
化
説
。
此
観
経
者
。
五

種
説
中
世
尊
自
説
上

。
玄
義
七
右

説
人
門
全
同
。
観
経
実
義
。
念
仏
為
レ

宗
故
。
摸
象
列
二

三
義
一

。
今
取
二

第
三
一

。
初
二

義
。
相
承
聖
教
中
無
二

其
名
目
一

。
故
不
レ

取
。 

（
『
顕
浄
土
眞
實
教
行
證
文
類
微
決
』
巻
六
、
二
六
頁-

二
七
頁
） 

 

松
島
善
譲
（
一
八
〇
六
〜
一
八
八
六
） 

 

第
三
十
一
ニ
自
説
他
説
対
ト
ハ
此
ニ
二
義
有
リ
。
一
ハ
自
説
ト
ハ
随
自
意
ノ
説
。
他
説
ト
ハ
随
他
意
ノ
説
。
二
ニ
ハ

自
説
ト
ハ
仏
ノ
自
説
。
他
説
ト
ハ
余
ノ
四
説
ヲ
云
フ
。
コ
レ
ハ
五
種
説
中
ニ
テ
自
他
ノ
二
説
ヲ
分
チ
。
念
仏
ハ
タ
ゞ

仏
ノ
自
説
ナ
ル
コ
ト
ヲ
顕
ス
ト
解
ス
。
此
二
義
ノ
中
選
択
集
下

十
八
丁

云
随
他
之
前

ニ
ハ

暫
ク

雖
レ

モ

開
三

定
散
門
一

テ

随
自
之

後
ニ
ハ

還
閉
二

ヅ

定
散
門
一

ヲ

一
開
以
後
永

ク

不
レ

ル

閉
者

ハ

唯
是
念
仏
一
門
ト
。
由
レ

之
観
レ
ハ
随
自
随
他
ノ
説
ト
云
フ
義
モ

通
ズ
ル
ニ
似
タ
リ
。
然
レ
ト
モ
吉
水
ノ
詮
要
ニ
モ
自
説
不
自
説
対
ヲ
立
ツ
レ
バ
。
五
種
説
ヲ
明
ス
中
ニ
就
テ
自
他
ノ

二
説
ヲ
簡
ビ
出
シ
タ
ル
也
。
玄
義
分
ニ
五
種
説
ヲ
明
シ
テ
。
今
此

ノ

観
経

ハ

仏
ノ

自
説

ナ
リ

等
ト
ノ
玉
フ
。
化
巻
ニ
モ
五

種
説
ノ
謂
レ
ヲ
述
ヘ
終
リ
テ
云
。
然
者
四
種

ノ

所
説
不
レ

足
二

信
用
一

斯
三
経
者
則
大
聖

ノ

自
説
也
ト
。
コ
レ
ハ
弘
願
一
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乗
ハ
仏
ノ
自
説
ニ
シ
テ
。
余
経
ハ
余
ノ
四
種
ノ
説
ニ
モ
通
ス
。
然
レ
ハ
余
経
所
説
ノ
法
ハ
劣
ナ
リ
。
三
経
所
説
ノ
念

仏
ハ
勝
レ
タ
リ
。
二
巻
鈔
ニ
ハ
自
説
不
自
説
対
ニ
造
リ
給
フ
。
此
レ
ヨ
リ
観
レ
ハ
他
説
ハ
不
自
説
ノ
コ
ト
ニ
シ
テ
。

随
他
意
説
ト
ハ
解
シ
難
シ
。
故
ニ
二
義
ノ
中
ニ
テ
後
義
ヲ
勝
ト
ス
。 

（
『
顯
浄
土
教
行
證
文
類
敬
信
記
』
卷
八
、
四
三
頁-

四
四
頁
） 

 

玄
智
（
一
七
三
四
〜
一
七
九
四
） 

 

自
説
他
説
対
者
。
謂
諸
行
非
二

弥
陀
自
説
一

。
念
仏
弥
陀
自
説
レ

当
レ

念
二

我
名
一

。
抄
略 

（
『
顯
浄
土
方
便
化
身
土
文
類
光
融
錄
』
巻
十
二
、
三
頁
） 

 

石
泉
僧
叡
（
一
八
〇
六
〜
一
八
八
六
） 

 

自
説
他
説
対
ト
ハ
。
択
集
ニ
般
舟
経
ノ
当
念
我
名
ヲ
引
ク
。
念
仏
往
生
ハ
阿
弥
陀
如
来
ノ
直
説
ナ
リ
。
其
余
ハ
自
説

テ
無
ヒ
。
其
レ
テ
此
一
対
カ
出
来
ル
。
（
中
略
）
私
ニ
案
ス
ル
ニ
。
要
集
念
仏
証
拠
門
ニ
。
問
一
切
善
業
各
有
二

利
益

一

各
得
二

往
生
一

。
何
故
唯
勧
二

念
仏
一
門
一

ト
云
問
ヲ
挙
テ
。
答
ニ
上
ニ
出
ス
黒
谷
六
対
ヲ
作
ル
文
カ
。
答
釈
ノ
中
ニ

出
ル
。
因
明
直
弁
。
自
説
他
説
。
摂
不
摂
ノ
三
ノ
相
対
ハ
此
答
釈
ヨ
リ
取
タ
者
ナ
リ
。
今
此
一
対
ハ
黒
谷
ハ
彼
答
釈

ヨ
リ
取
タ
者
ナ
リ
。
今
此
一
対
ハ
黒
谷
ハ
彼
答
釈
ニ
就
テ
三
対
ヲ
作
り
。
今
此
集
主
ハ
其
問
起
ヨ
リ
取
タ
者
ナ
リ
。
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（
『
教
行
信
證
随
聞
記
』
巻
十
一
、
十
二
頁
） 

 
 

自
説
他
説
対
。
上
ニ
要
集
釈
詮
要
ヲ
引
カ
如
シ
。 

（
同
、
一
五
頁
） 

 

東
陽
円
月
（
一
八
一
八
〜
一
九
〇
二
） 

 

三
十
一
に
自
説
他
説
対
と
は
『
略
讃
』
に
二
あ
り
、
一
に
随
自
他
に
約
し
て
解
し
、
二
に
五
種
の
説
に
就
き
解
し
て

云
々
す
、
今
謂
く
、
『
要
集
』
下
本
（
二
十
三
）
に
云
く
「
何
況
仏
自
既
言
レ

当
レ

念
レ

我
乎
」
と
、『
詮
要
』
に
云
く
、

四
に
自
説
不
自
説
対
は
、
念
仏
は
是
れ
本
仏
の
自
ら
召
喚
す
る
所
の
法
な
る
が
故
に
自
説
と
云
ふ
、
諸
行
は
爾
ら
ず

と
。 

（『
本
典
仰
信
録
』
巻
二
、
一
一
二
頁
） 

 

深
励
（
一
七
四
九
〜
一
八
一
七
） 

 

第
三
十
一
自
説
他
説
対
。
コ
レ
ハ
念
仏
ハ
阿
弥
陀
如
来
自
ラ
我
名
ヲ
称
ヘ
ル
モ
ノ
ヲ
タ
ス
ケ
ン
ト
云
フ
。
跋
陀
和
菩

薩
ニ
対
シ
テ
自
ラ
当
念
我
名
ト
云
ヘ
リ
サ
レ
バ
弥
陀
自
説
ノ
行
ナ
リ
。
諸
行
ハ
自
説
ニ
ア
ラ
ズ
。
釈
迦
如
来
ノ
定
散

ノ
機
ヘ
対
シ
テ
方
便
シ
テ
説
キ
タ
マ
ヘ
ル
所
ナ
リ
。 
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（
『
広
文
類
会
読
記
』
巻
七
、
三
三
二
頁
） 

 
芳
英
（
一
七
六
三
〜
一
八
二
八
） 

 

三
十
一
自
説
他
説
対
。
此
対
解
有
二

二
義
一

。
一
依
二

和
語
燈
五
一

二
十
左

曰
。
自
説
不
自
説
対
者
。
諸
行
非
二

弥
陀
仏
自
所

レ

説
行
一

。
念
仏
即
弥
陀
仏
自
所
レ

説
行
。
即
文
云
。
仏
既
自
言
二

当
念
我
名
一

。
是
也
。

文

約
二

弥
陀
自
説
一

也
。
二
依
二

玄
義
説
人
差
別
一

。
引
二

五
説
一

曰
。
今
此
観
経
是
仏
自
説
。

文

約
二

世
尊
自
説
一

者
。
且
如
二

華
厳
・
法
華
・
等
一

。
多
有

レ

加
二

他
説
一

。
故
浄
土
三
部
。
釈
尊
自
説
。
是
其
本
懐
故
。
不
レ

須
レ

加
レ

他
也
。
今
約
二

念
仏
諸
善
一

。
亦
有
二

此
義
一

者
乎
。
学
者
思
レ

之
。 

（『
教
行
信
證
集
成
記
』
巻
十
八
、
十
四
頁
） 

 

岡
亮
二
（
一
九
三
三
〜
二
〇
〇
七
） 

 

念
仏
は
そ
の
も
の
（
自
）
を
を
行
ぜ
し
め
る
た
め
に
説
か
れ
た
が
，
諸
善
は
念
仏
（
他
）
を
行
ぜ
し
め
る
た
め
の
，

方
便
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
」 

（
『
教
行
信
証 

口
述
５
０
講 

教
行
の
巻
』
四
八
〇
頁
） 
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山
辺
習
学
（
一
八
八
二
〜
一
九
四
四
）
・
赤
沼
智
善
（
一
八
八
四
〜
一
九
三
七
） 

 
自
説
他
説
対-

念
仏
は
弥
陀
如
来
自
ら
我
名
を
称
え
る
者
を
助
く
る
と
御
説
き
に
な
っ
た
教
え
で
あ
る
が
、
諸
善
は
釈

迦
如
来
が
念
仏
に
入
る
ま
で
の
方
便

て

だ

て

と
し
て
説
か
れ
た
教
え
で
あ
る
か
ら
、
弥
陀
如
来
の
自
説
で
は
な
い
。 

（
『
教
行
信
証
講
義 

教
行
の
巻
』
四
四
六
頁
） 

 

梯
實
圓
（
一
九
二
七
〜
二
〇
一
四
） 

 

自
説
他
説
対
、
念
仏
は
阿
弥
陀
仏
自
身
が
説
か
れ
た
行
法
で
あ
り
、
諸
善
は
そ
う
で
は
な
い
。 

（
『
聖
典
セ
ミ
ナ
ー 

教
行
信
証
［
教
行
の
巻
］
』
三
四
四
頁
） 

 

法
海
（
一
七
六
八
〜
一
八
三
四
） 

 

自
説
他
説
対
者
。
選
択
集
ノ
意
。 

（
『
本
典
指
授
鈔
』
巻
四
、
三
十
四
頁
） 

 

足
利
義
山
（
一
八
二
四
〜
一
九
一
〇
） 
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自
説
他
説
と
は
旧
に
三
解
あ
り
、
一
に
云
く
、
付
属
章
の
随
自
随
他
に
依
る
と
（
評
し
て
曰
く
、
何
ぞ
随
自
他
と
言

は
ざ
る
や
）
、
二
に
云
く
、
『
玄
義
』
の
五
種
説
に
依
る
と
（
評
し
て
曰
く
、
『
御
鈔
』
の
「
自
説
不
説
」
と
云
ふ

に
応
ぜ
ず
、
何
ぞ
仏
説
と
言
は
ざ
る
や
）
、
三
に
云
く
、
『
般
舟
経
』
の
弥
陀
自
説
に
依
る
と
〔
傍
註
、
『
要
集

釈
』
に
此
義
を
出
し
給
へ
り
〕 

（
『
教
行
信
証
摘
解
』
巻
二
、
一
〇
二
頁
） 

 

凰
嶺
（
一
七
四
八
〜
一
八
一
六
） 

 

自
説
他
説
対
モ
選
択
集
ナ
リ
。 

（
『
広
文
類
聞
書
』
巻
三
、
一
一
二
頁
） 

  

次
に
、「
行
巻
」
一
乗
海
釈
の
構
造
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
一
乗
海
釈
の
四
十
七
対
は
、
そ
の
内
容
が
要
弘
対
で
あ
る
こ

と
は
、
基
本
的
に
先
行
研
究
で
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
四
十
七
対
の
中
に
は
、「
難
易
対
」（
『
聖
典
全
書
』
二
、
二
八
七
頁
）

や
「
横
竪
対
」（
同
、
二
八
七
頁
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
見
す
る
と
聖
道
門
と
浄
土
門
が
対
の
構
造
で
あ
る
よ
う
に
も
見
え

る
。
し
か
し
、
内
藤
知
康
が
「
八
万
四
千
の
法
門
が
要
門
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
意
か
ら
す
れ
ば
、
要
門
と
い
っ
て

も
聖
道
門
を
含
む
の
で
あ
り
、
聖
道
門
と
い
っ
て
も
要
門
に
お
さ
ま
る
の
で
あ
る
か
ら
、
横
竪
対
も
要
弘
相
対
と
見
る
こ
と
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が
で
き
る
」1

1
2

と
述
べ
る
よ
う
に
、
八
万
四
千
の
方
便
（
諸
善
）
が
す
べ
て
要
門
に
収
斂
さ
れ
て
お
り
、
弘
願
門
の
念
仏
と

比
較
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
の
よ
う
な
三
権
一
実
の
立
場
か
ら
権
教
を
す
べ
て
要
門
に
収
め
る
構
造
は
、
次
の
『
一
念
多
念
証
文
』
に
も
見
る
こ
と

が
で
き
る
。 

 

お
ほ
よ
そ
八
万
四
千
の
法
門
は
、
み
な
こ
れ
浄
土
の
方
便
の
善
な
り
。
こ
れ
を
要
門
と
い
ふ
、
こ
れ
を
仮
門
と
な
づ
け

た
り
。
こ
の
要
門
・
仮
門
と
い
ふ
は
、
す
な
わ
ち
『
無
量
寿
仏
観
経
』
一
部
に
と
き
た
ま
へ
る
定
善
・
散
善
、
こ
れ
な

り
。
定
善
は
十
三
観
な
り
、
散
善
は
三
福
九
品
の
諸
善
な
り
。
こ
れ
み
な
浄
土
方
便
の
要
門
な
り
、
こ
れ
を
仮
門
と
も

い
ふ
。
こ
の
要
門
・
仮
門
よ
り
、
も
ろ
も
ろ
の
衆
生
を
す
ゝ
め
こ
し
ら
え
て
、
本
願
一
乗
円
融
無
礙
真
実
功
徳
大
宝
海

に
お
し
へ
す
ゝ
め
い
れ
た
ま
ふ
か
ゆ
へ
に
、
よ
ろ
づ
の
自
力
の
善
業
お
ば
方
便
の
門
と
ま
ふ
す
な
り
。
い
ま
一
乗
と
ま

ふ
す
は
、
本
願
な
り
。 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
六
七
三
頁
） 

 こ
の
四
十
七
対
の
内
容
は
、
弘
願
門
と
要
門
で
あ
っ
て
も
、
相
対
の
表
現
の
一
部
は
聖
道
門
と
浄
土
門
が
対
で
表
現
さ

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
「
自
説
他
説
」（
『
聖
典
全
書
』
二
、
五
七
頁
）
の
内
容
は
要
弘
対
で
あ
っ
て
も
、
相

対
の
表
現
は
聖
道
門
と
浄
土
門
の
対
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
相
対
の
内
容
と
そ
の
表
現
が
異
な
る
こ
と

が
、
従
来
か
ら
解
釈
が
分
か
れ
る
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
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 門
＝
八
万
四
千
の
仮
門
（
万
行
諸
善
）
・
・
・
・
・
・
要
門
※
聖
道
門
を
含
む 

余
＝
本
願
一
乗
海
（
念
仏
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
弘
願
門 

 

そ
の
上
で
、「
自
説
他
説
」（
『
聖
典
全
書
』
二
、
五
七
頁
）
の
語
の
引
用
元
も
確
認
し
た
い
。
一
乗
海
釈
の
四
十
七
対
の
表

現
は
、
そ
の
大
半
の
直
接
的
引
用
元
が
法
然
に
確
認
で
き
る
一
方
、「
自
説
他
説
」（『
聖
典
全
書
』
二
、
五
七
頁
）
の
直
接
的

引
用
元
は
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
、『
漢
語
灯
録
』
所
収
の
『
往
生
要
集
詮
要
』
に
は
、「
自
説
不
自
説
」（
『
浄
土
宗
全
書
』

九
、
六
九
頁
）
と
の
文
言
が
あ
り
、『
愚
禿
鈔
』
に
お
け
る
「
自
説
不
説
」（
『
聖
典
全
書
』
二
、
二
八
七
頁
）
の
引
用
元
と
考

え
ら
れ
る
。
本
論
で
は
、
一
乗
海
釈
の
「
自
説
他
説
」
（『
聖
典
全
書
』
二
、
五
七
頁
）
の
語
と
『
愚
禿
鈔
』
の
「
自
説
不
説
」

（
『
聖
典
全
書
』
二
、
二
八
七
頁
）
の
語
の
内
容
は
同
じ
で
あ
る
と
仮
定
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
先
行
研
究
に
お
い
て
そ
の

点
に
異
論
は
な
い
上
、
「
一
乗
海
釈
」
の
四
十
七
対
と
四
十
二
対
を
比
べ
る
と
、
表
現
に
若
干
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。 

 「
一
乗
海
釈
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
愚
禿
鈔
』 

「
回
不
回
向
対
」
・
・
・
・
・
・
・
・
「
不
廻
廻
向
対
」 

「
報
化
対
」・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
「
報
化
二
土
対
」 

「
直
弁
因
明
対
」
・
・
・
・
・
・
・
・
「
因
明
直
弁
対
」 
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よ
っ
て
、「
自
説
他
説
」（
『
聖
典
全
書
』
二
、
五
七
頁
）
と
「
自
説
不
説
」
（
『
聖
典
全
書
』
二
、
二
八
七
頁
）
の
相
違
も

同
様
の
事
例
と
考
え
た
場
合
、『
愚
禿
鈔
』
の
文
言
の
意
味
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
乗
海
釈
に
お
け
る
「
自
説
他
説
」

（『
聖
典
全
書
』
二
、
五
七
頁
）
の
語
の
意
味
を
考
え
て
い
き
た
い
。 

さ
て
、『
愚
禿
鈔
』
の
「
自
説
不
説
」
（
『
聖
典
全
書
』
二
、
二
八
七
頁
）
の
引
用
元
と
考
え
ら
れ
る
『
往
生
要
集
詮
要
』

に
は
、「
自
説
不
自
説
」（
『
浄
土
宗
全
書
』
九
、
六
九
頁
）
と
あ
り
、
意
味
は
阿
弥
陀
仏
の
自
説
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
行
研

究
に
お
け
る
⑶
に
該
当
す
る
。 

 

第
二
二
問
答
ノ
中
有
二
三
ノ
相
対
一
一
ニ
ハ
因
明
直
弁
対
二
ニ
ハ
自
説
不
自
説
對
三
ニ
ハ
摂
取
不
摂
取
対
也
〜
中
略

〜
二
ニ
自
説
不
自
説
対
ト
ハ
者
諸
行
ハ
非
ニ
弥
陀
仏
自
ラ
所
ノ
レ
説
下
フ
行
ニ
一
念
仏
即
弥
陀
仏
自
ラ
所
ノ
レ
説
下

フ
行
ト
即
文
ニ
云
ク
仏
既
ニ
自
ラ
言
ニ
下
フ
ト
当
念
我
名
ト
一
是
也
此
ハ
指
二
ス
ト
上
ニ
所
ノ
レ
引
十
文
ノ
中
ノ
般

舟
三
昧
経
ノ
文
ヲ
一
也
。 

（
傍
線
引
用
者
、
『
浄
土
宗
全
書
』
九
、
六
九
頁
） 

 

 

し
か
し
、
仮
に
一
乗
解
釈
に
お
け
る
「
自
説
他
説
」（
『
聖
典
全
書
』
二
、
五
七
頁
）
の
「
自
」
を
阿
弥
陀
仏
と
し
た
場
合
、

他
が
何
を
意
味
す
る
か
と
い
う
問
題
が
惹
起
す
る
。
例
え
ば
、
深
励1

1
3

と
山
辺
・
赤
沼1

1
4

は
「
他
」
を
釈
迦
如
来
で
あ
る
と

し
て
い
る
。 
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深
励
と
山
辺
・
赤
沼
の
解
釈 

 

「
自
説
」
（『
聖
典
全
書
』
二
、
五
七
頁
）
の
自
・
・
・
阿
弥
陀
仏
・
・
・
・
・
念
仏 

「
他
説
」
（『
聖
典
全
書
』
二
、
五
七
頁
）
の
他
・
・
・
釈
迦
如
来
・
・
・
・
・
定
散
（
諸
善
） 

 
 

こ
れ
は
、
一
乗
海
釈
に
お
け
る
相
対
の
表
現
を
要
弘
対
で
想
定
し
た
上
で
、
定
散
（
諸
善
）
を
説
い
た
釈
迦
を
「
他
」
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
阿
弥
陀
仏
の
自
説
た
る
念
仏
（
第
十
八
願
）
は
弥
陀
釈
迦
二
尊
一
教
に
よ
る
教
説
と
さ
れ
、
な
お
か

つ
親
鸞
は
「
化
巻
」
観
経
隠
顕
釈
に
お
い
て
聖
道
門
を
「
利
他
教
化
地
方
便
権
門
道
路
」
（
『
聖
典
全
書
』
二
、
一
九
七
頁
）

1
1

5

と
し
、
還
相
の
菩
薩
に
よ
る
方
便
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
の
応
化
身
と
し
て

の
釈
迦
を
「
他
」
と
す
る
こ
と
は
些
か
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

そ
こ
で
本
論
で
は
、
釈
迦
以
外
で
「
他
」
と
な
り
う
る
可
能
性
と
し
て
諸
仏
を
検
討
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
『
末
燈
鈔
』
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
親
鸞
は
方
便
を
説
く
存
在
と
し
て
、
弥
陀
、
釈
迦
、
諸
仏
の
三
つ
を
挙
げ
た
上
で
、
自
力
諸
行
の
教
え

を
諸
仏
に
よ
る
も
の
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

こ
の
信
心
を
う
る
こ
と
は
、
釈
迦
・
弥
陀
・
十
方
諸
仏
の
御
方
便
よ
り
た
ま
は
り
た
る
と
し
る
べ
し
。
し
か
れ
ば
、
諸

仏
の
御
お
し
え
を
そ
し
る
こ
と
な
し
。
余
の
善
根
を
行
ず
る
ひ
と
を
そ
し
る
こ
と
な
し
。
こ
の
念
仏
す
る
ひ
と
を
に
く
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み
そ
し
る
ひ
と
お
も
、
に
く
み
そ
し
る
こ
と
あ
る
べ
か
ら
ず
。
あ
わ
れ
み
を
な
し
、
か
な
し
む
こ
ゝ
ろ
を
も
つ
べ
し
と

こ
そ
、
聖
人
は
お
ほ
せ
ご
と
あ
り
し
か
。
あ
な
か
し
こ
、
あ
な
か
し
こ
。 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
七
八
二
頁
） 

 そ
の
上
で
、
こ
の
自
力
諸
行
を
説
く
諸
仏
を
本
地
と
し
た
場
合
、
そ
れ
ら
の
応
化
身
を
聖
道
門
を
説
い
た
還
相
の
菩
薩
や

五
説
の
中
の
聖
弟
子
ら
に
よ
る
他
説
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
仮
に
諸
仏
の
応
化
身
が
五
説
に
お
け
る

仏
説
以
外
の
説
人
で
あ
れ
ば
、
先
に
見
た
解
釈
⑶
と
⑵
は
指
し
示
す
位
相
の
違
い
で
あ
り
、
根
本
的
に
は
同
じ
見
解
と
見
る

こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
三
節 

親
鸞
に
お
け
る
他
説
の
意
義 

 

親
鸞
に
よ
っ
て
他
説
の
教
説
が
信
用
に
足
ら
ず
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
既
に
見
て
き
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
他
説
の
存
在

意
義
を
親
鸞
が
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
以
下
確
認
し
て
い
き
た
い
。 

ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、『
弁
正
論
』
に
お
け
る
孔
子
像
で
あ
る
。「
化
巻
」
所
引
の
当
該
箇
所
で
は
、
い
わ
ゆ
る
後
序
に

お
い
て
「
邪
正
の
道
路
」（『
聖
典
全
書
』
二
、
二
五
三
頁
）
を
弁
え
な
い
「
洛
都
の
儒
林
」（
『
聖
典
全
書
』
二
、
二
五
三
頁
）

に
向
け
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、
『
弁
正
論
』
で
は
、
孔
子
を
仏
弟
子
と
し
、
儒
教
を
仏
教
の
枠
内
で
捉
え
て
い
る
。 
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ま
た
言
は
く
（
弁
正
論
八
）
、
「
『
大
経
』
の
な
か
に
説
か
く
、
道
に
九
十
六
種
あ
り
、
た
だ
仏
の
一
道
こ
れ
正
道

な
り
、
そ
の
余
の
九
十
五
種
に
お
い
て
は
み
な
こ
れ
外
道
な
り
と
。
朕
、
外
道
を
捨
て
て
も
つ
て
如
来
に
事
ふ
。
も

し
公
卿
あ
り
て
、
よ
く
こ
の
誓
に
入
ら
ん
も
の
は
、
お
の
お
の
菩
提
の
心
を
発
す
べ
し
。
老
子
・
周
公
・
孔
子
等
、

是
如
来
の
弟
子
と
し
て
化
を
な
す
と
い
へ
ど
も
、
既
に
邪
な
り
。
た
だ
是
世
間
の
善
な
り
、
凡
を
隔
て
て
聖
と
な
す

こ
と
あ
た
は
ず
。
公
卿
・
百
官
、
侯
王
・
宗
室
、
よ
ろ
し
く
偽
を
反
し
真
に
就
き
、
邪
を
捨
て
正
に
入
る
べ
し
。
故

に
経
教
、
『
成
実
論
』
に
説
き
て
言
は
く
、
も
し
外
道
に
事
へ
て
心
重
く
、
仏
法
は
心
軽
し
、
す
な
は
ち
こ
れ
邪
見

な
り
。
も
し
心
一
等
な
る
、
こ
れ
無
記
に
し
て
善
悪
に
当
ら
ず
と
。
仏
に
事
へ
て
心
強
く
し
て
老
子
に
心
少
な
く

は
、
す
な
は
ち
是
清
信
な
り
。
清
と
い
ふ
は
、
清
は
是
表
裏
と
も
に
浄
く
、
垢
穢
惑
累
み
な
尽
す
、
信
は
こ
れ
正
を

信
じ
て
邪
な
ら
ざ
る
が
故
に
、
清
信
の
仏
弟
子
と
い
ふ
。
そ
の
余
等
し
く
み
な
邪
見
な
り
、
清
信
と
称
す
る
こ
と
を

得
ざ
る
な
り
。
乃
至 

老
子
の
邪
風
を
捨
て
て
法
の
真
教
に
入
流
せ
よ
と
な
り
と
。
以
上
抄
出 

（
傍
線
引
用
者
、
『
聖
典
全
書
』
二
、
二
五
一
頁
） 

 こ
の
引
文
箇
所
に
つ
い
て
藤
原
智
は
、
「
孔
子
は
如
来
の
弟
子
と
し
て
教
化
を
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
教
え
の
表
層
だ
け

が
切
り
取
ら
れ
、
儒
教
と
し
て
定
着
し
邪
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
の
が
こ
の
文
の
意
図
で
あ
ろ
う
」1

1
6

と
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
孔
子
は
如
来
の
弟
子
と
し
て
教
化
活
動
を
し
た
が
、
今
と
な
っ
て
は
外
教
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。 

尚
、『
弁
正
論
』
の
当
該
箇
所
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
藤
場
俊
基
の
「（
仏
弟
子
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
仏
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弟
子
と
称
し
て
教
化
を
な
す
」
と
読
む
解
釈
が
あ
る
が1

1
7

、「
化
巻
」
所
引
の
『
空
寂
所
問
経
』
の
箇
所
か
ら
も
孔
子
を
仏

弟
子
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。1

1
8 

 
二
皇
化
を
統
べ
て
、
『
須
弥
四
域
経
』
に
言
は
く
、
応
声
菩
薩
を
伏
羲
と
す
、
吉
祥
菩
薩
を
女
媧
と
す
と
。
淳
風
の

初
め
に
居
り
、
三
聖
、
言
を
立
て
て
、
『
空
寂
所
問
経
』
に
い
は
く
、
迦
葉
を
老
子
と
す
、
儒
童
を
孔
子
と
す
、
光

浄
を
顔
回
と
す
と
。 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
二
四
七
頁
） 

 孔
子
に
よ
る
如
来
の
弟
子
と
し
て
の
教
化
活
動
の
背
景
に
仏
教
が
あ
る
と
す
る
藤
原
の
説
に
基
づ
け
ば
、
親
鸞
に
お
け

る
外
教
と
は
、
邪
教
と
し
て
の
固
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、
時
代
に
よ
っ
て
仏
教
内
部
の
教
説
と
も
外
教
と
も
成
り
う
る

可
変
的
な
存
在
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
従
来
例
え
ば
、
三
願
転
入
の
過
程
と
し
て
、
外
道
（
外
教
）
か
ら
内

道
（
仏
教
）、
聖
道
門
か
ら
浄
土
門
と
い
っ
た
明
確
な
順
序
を
も
っ
て
教
説
が
区
分
さ
れ
て
解
釈
さ
れ
て
き
た
が
、
親
鸞
に

お
け
る
外
教
と
聖
道
門
は
明
確
に
そ
の
内
容
を
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
の
証
左
に
、
『
一
念

多
念
証
文
』
で
は
、
外
教
ま
で
を
も
自
力
と
し
、
仏
教
の
枠
内
に
入
れ
て
い
る
。 

 

一
念
多
念
の
あ
ら
そ
ひ
を
な
す
ひ
と
お
ば
、
異
学
・
別
解
の
ひ
と
と
ま
ふ
す
な
り
。
異
学
と
い
ふ
は
、
聖
道
・
外
道

に
お
も
む
き
て
、
余
行
を
修
し
、
余
仏
を
念
ず
、
吉
日
良
辰
を
え
ら
び
、
占
相
祭
祀
を
こ
の
む
も
の
な
り
。
こ
れ
は
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外
道
な
り
、
こ
れ
ら
は
ひ
と
へ
に
自
力
を
た
の
む
も
の
な
り
。 

（
傍
線
引
用
者
、
『
聖
典
全
書
』
二
、
六
七
一
頁
） 

 

さ
て
、
親
鸞
は
孔
子
を
仏
弟
子
と
し
て
の
儒
童
菩
薩
と
見
な
し
て
い
る
が
、
そ
の
孔
子
の
教
化
活
動
の
理
由
は
一
体
ど

こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、『
弁
正
論
』
引
文
に
続
く
『
法
事
讃
』
か
ら
理
解
で
き
る
。 

 

光
明
寺
の
和
尚
（
法
事
讃
巻
下
）
の
言
は
く
「
上
方
の
諸
仏
恒
沙
の
ご
と
し
。
還
り
て
舌
相
を
舒
べ
た
ま
ふ
こ
と

は
、
娑
婆
の
十
悪
・
五
逆
多
く
疑
謗
し
、
邪
を
信
じ
、
鬼
に
事
へ
、
神
魔
を
餧
か
し
め
て
、
み
だ
り
に
想
ひ
て
恩
を

求
め
て
福
あ
ら
ん
と
謂
へ
ば
、
災
障
禍
横
に
う
た
た
い
よ
い
よ
多
し
。
連
年
に
病
の
床
枕
に
臥
す
。
聾
ひ
盲
ひ
脚
折

れ
、
手
攣
き
撅
る
、
神
明
に
承
事
し
て
こ
の
報
を
得
る
も
の
の
た
め
な
り
。
い
か
ん
ぞ
捨
て
て
弥
陀
を
念
ぜ
ざ
ら

ん
」
。
以
上 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
二
五
一
頁
〜
二
五
二
頁
） 

 

す
な
わ
ち
、「
娑
婆
の
十
悪
・
五
逆
多
く
疑
謗
し
」
（『
聖
典
全
書
』
二
、
二
五
一
頁
〜
二
五
二
頁
）
て
い
た
状
況
と

「
邪
を
信
じ
、
鬼
に
事
へ
、
神
魔
を
餧
か
し
め
て
」
（『
聖
典
全
書
』
二
、
二
五
二
頁
）
い
た
状
況
が
、
仏
弟
子
と
し
て
の

孔
子
を
し
て
教
化
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
来
は
仏
弟
子
で
あ
っ
た
孔
子
の
教
え
が
、

儒
教
と
い
う
独
立
し
た
外
教
と
な
り
、
「
既
に
邪
」
（『
聖
典
全
書
』
二
、
二
五
一
頁
）
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
し
て
い
る
の
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と
考
え
ら
れ
る
。 

次
に
、
「
化
巻
」
末
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
大
乗
大
方
等
日
蔵
経
』（
以
下
、『
日
蔵
経
』
と
称
す
）
に
つ
い
て
見
て
い
き

た
い
。
「
化
巻
」
末
で
は
、
『
日
蔵
経
』
と
『
大
乗
大
方
等
月
蔵
経
』(

以
下
、
『
月
蔵
経
』
と
称
す)

が
連
続
し
て
引
用
さ
れ

て
い
る
が
、
冒
頭
の
「
魔
王
波
洵
星
宿
品
」
で
は
、
佉
盧
虱
吒

か

る

し

っ

た

な
る
人
物
が
登
場
し
、「
わ
れ
も
ろ
も
ろ
の
衆
生
を
安
楽
す

る
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
、
星
宿
を
布
置
す
」（
『
聖
典
全
書
』
二
、
二
二
一
頁
）
と
述
べ
、「
大
小
星
等
、
刹
那
の
時
法
」

（『
聖
典
全
書
』
二
、
二
二
三
頁
）
と
い
っ
た
天
体
の
自
然
法
則
は
、
す
べ
て
佉
盧
虱
吒
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
と
し
て
い

る
と
す
る
話
を
、
光
味
仙
人
な
る
人
物
が
述
べ
る
。 

こ
の
光
味
仙
人
の
説
い
た
内
容
に
つ
い
て
、
金
子
大
栄
は
「
さ
れ
ば
経
中
に
現
は
る
ゝ
占
星
術
の
如
き
は
、
こ
れ
仏
説

に
混
入
せ
る
天
仙
説
で
あ
っ
て
、「
信
用
に
足
ら
ざ
る
も
の
」
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」1

1
9

と
し
て
い
る
。
で
は
、
光
味
仙
人

が
佉
盧
虱
吒
の
定
め
た
星
々
な
ど
の
自
然
法
則
に
つ
い
て
述
べ
た
箇
所
を
引
用
し
た
親
鸞
の
意
図
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
井
上
見
淳
が
「
当
時
、
天
体
の
動
向
を
い
わ
ば
吉
凶
の
預
言
と
見
て
い
た
当
時
の
信
仰
に
対

し
て
、
宗
祖
が
自
ら
の
依
拠
す
る
仏
教
（
浄
土
真
宗
）
の
立
場
か
ら
天
体
の
意
味
を
捉
え
直
し
た
、
ま
さ
に
「
冥
衆
護

持
」
の
具
現
化
で
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
を
中
心
に
し
た
宗
祖
に
よ
る
高
度
な
一
つ
の
天
体
観
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
」1

2
0

と

述
べ
る
よ
う
に
、
占
星
術
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
自
然
法
則
を
一
度
否
定
し
、
そ
の
上
で
仏
教
の
立
場
か
ら
改
め
て
認
識

す
る
こ
と
に
あ
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。 

す
な
わ
ち
、
外
道
と
し
て
の
天
仙
説
に
仏
教
的
意
味
付
け
を
与
え
、
外
道
を
仏
教
の
枠
組
み
で
再
認
識
す
る
意
図
が
あ

っ
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
天
仙
と
さ
れ
る
佉
盧
虱
吒
仙
人
は
、
『
大
集
経
』
で
は
最
終
的
に
釈
尊
の
前
身
で
あ
っ
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た
と
さ
れ
る
ス
ト
ー
リ
ー
が
光
味
仙
人
に
よ
っ
て
打
ち
明
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
光
味
仙
人
自
身
も
「
化
巻
」
所
引

の
「
念
仏
三
昧
品
」
で
は
仏
の
説
法
を
聞
く
光
味
菩
薩
魔
訶
薩
と
変
化
し
て
い
る
。 

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
れ
ば
、
先
に
触
れ
た
孔
子
を
仏
弟
子
と
し
て
の
儒
童
菩
薩
と
見
な
す
よ
う
に
、
仙
人
を
仏
あ
る
い

は
、
仏
弟
子
の
変
化
と
親
鸞
が
捉
え
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

 

小
結 

 

以
上
、
説
人
と
い
う
視
点
か
ら
親
鸞
に
お
け
る
経
典
観
を
検
討
し
て
き
た
。
従
来
、
仏
説
以
外
の
外
教
は
単
に
外
教
で

あ
る
か
ら
と
い
う
理
由
の
も
と
、
親
鸞
に
よ
っ
て
邪
偽
と
さ
れ
た
と
認
識
さ
れ
て
き
た
が
、
外
教
の
説
人
に
仏
教
的
ル
ー

ツ
が
あ
り
、
な
お
か
つ
『
大
智
度
論
』
に
お
い
て
は
五
説
す
べ
て
が
仏
法
と
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
仏
教
と
外
教

は
単
純
に
割
り
切
れ
な
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
む
し
ろ
、
教
説
が
説
か
れ
た
当
初
の
段
階
で
は
有
効
で
あ
っ
た
可
能
性

は
親
鸞
も
否
定
は
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
か
つ
て
は
仏
教
教
化
の
目
的
が
あ
っ
て
説
か
れ
た
教
説
が
、
末
法
と
い
う
時

代
と
凡
夫
と
い
う
機
に
対
し
て
は
、
も
は
や
「
不
相
応
の
教
」
（
善
導
）
で
あ
り
、
「
す
で
に
邪
」（
親
鸞
）
な
る
存
在
と
化

し
て
い
っ
た
と
い
え
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
そ
の
経
緯
を
知
ら
ず
し
て
仏
の
自
説
な
る
専
修
念
仏
を
弾
圧
し
て
い
る
こ
と

の
不
当
性
を
示
す
こ
と
が
、
「
化
巻
」
執
筆
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

ま
た
、
五
説
の
教
説
す
べ
て
が
も
と
は
仏
法
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
、
明
恵
と
親
鸞
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

教
説
が
た
と
え
菩
薩
の
説
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
は
た
し
て
時
代
と
人
間
に
相
応
す
る
の
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
両
人
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の
認
識
が
大
き
く
分
岐
し
て
い
っ
た
と
言
え
る
。 

 
註 

1
0

3 

鎌
田
茂
雄
、
田
中
久
夫
『
日
本
思
想
大
系
』
一
五
（
鎌
倉
旧
仏
教
）
（
二
〇
一
七
年
、
岩
波
書
店
）
三
八
二
頁
参
照
。 

1
0

4 

一
、「
凡
諸
経
起
説
不
過
五
種
」
ト
イ
ハ
諸
経
ヲ
尽
シ
テ
其
ノ
中
ニ
仏
説
ヲ
取
ラ
シ
メ
ム
カ
タ
メ
ナ
リ
。
初
ノ
一
ハ
了

教
、
後
ノ
四
ハ
不
了
教
。
一
、
「
今
此
観
経
是
仏
自
説
」
ト
イ
ハ
念
仏
三
昧
ノ
一
宗
ヲ
観
経
ト
ス
。
次
下
ノ
門
ニ
至
テ

シ
ル
ヘ
シ
。
観
仏
三
昧
ハ
諸
経
ニ
通
ス
。
故
ニ
限
テ
此
ノ
経
ト
ハ
セ
ス
。
『
玄
義
分
抄
』-

大
谷
大
学
図
書
館
蔵
本
（
金

森
善
立
寺
旧
蔵
本
）-

梯
實
圓
『
玄
義
分
抄
講
述-

幸
西
大
徳
の
浄
土
教-

』（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
九
四
年
）
所
収- 

1
0

5 

仲
尾
俊
博
『
観
経
玄
義
分
講
讃
』（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
九
三
年
）
一
三
四
頁
〜
一
三
五
頁
参
照
。 

1
0

6 

金
子
大
栄
『
教
行
信
証 

真
化
の
巻
』
（
金
子
大
榮
師
著
作
刊
行
會
、
一
九
三
八
年
）
五
一
〇
頁
参
照
。 

1
0

7 
 

鎌
田
茂
雄
、
田
中
久
夫
『
日
本
思
想
大
系
』
一
五
（
鎌
倉
旧
仏
教
）
（
二
〇
一
七
年
、
岩
波
書
店
）
三
八
二
頁
参
照
。 

1
0

8 

一
楽
真
「
親
鸞
に
お
け
る
時
機
の
課
題
」
（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
第
三
五
号-

二
、
一
九
八
七
年
）
二
四
八
頁
参
照
。 

1
0

9 

一
楽
真
「
親
鸞
に
お
け
る
時
機
の
課
題
」
（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
第
三
五
号-

二
、
一
九
八
七
年
）
二
四
九
頁
参
照
。 

1
1

0 

梅
原
真
隆
『
教
行
信
証
新
釈
』
（
専
長
寺
文
書
伝
道
部
道
、
一
九
五
五
年
）
三
三
七
頁
参
照
。 

1
1

1 

金
子
大
栄
『
教
行
信
証 

真
化
の
巻
』
（
金
子
大
榮
師
著
作
刊
行
會
、
一
九
三
八
年
）
五
一
〇
頁
参
照
。 

1
1

2 

内
藤
知
康
『
顕
浄
土
真
実
行
文
類
講
読
』
（
永
田
文
昌
堂
、
二
〇
〇
九
年
）
二
九
三
頁
参
照
。 

1
1

3 

深
励
『
廣
文
類
會
讀
記
』
巻
七
（
眞
宗
典
籍
刊
行
會
、
一
九
二
六
年
）
三
三
二
頁
参
照
。 
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一六三 

 1
1

4 

赤
沼
智
善
、
山
辺
習
学
『
教
行
信
証
講
義
（
教
行
の
巻
）
』（
法
蔵
館
、
一
九
九
九
年
）
四
四
六
頁
参
照
。 

1
1

5 
凡
就
二

一
代
教
一

、
於
二

此
界
中
一

入
聖
得
果
名
二

聖
道
門
一

、
云
二

難
行
道
一

。
就
二

此
門
中
一

、
有
二

大
・
小
、
漸
・
頓
、

一
乗
・
二
乗
・
三
乗
、
権
・
実
、
顕
・
蜜
、
竪
出
・
竪
超
一

。
則
是
自
力
利
他
教
化
地
、
方
便
権
門
之
道
路
也
。
於
二

安
養
浄
刹
一

入
聖
証
果
名
二

浄
土
門
一

、
云
二

易
行
道
一

。
就
二

此
門
中
一

、
有
二

横
出
・
横
超
、
仮
・
真
、
漸
・
頓
、
助

正
・
雑
行
、
雑
修
・
専
修
一
也
。
正
者
五
種
正
行
也
。
助
者
除
二

名
号
一

已
外
五
種
是
也
。
雑
行
者
、
除
二

正
助
一

已
外

悉
名
二

雑
行
。
此
乃
横
出
・
漸
教
、
定
散
・
三
福
、
三
輩
・
九
品
、
自
力
仮
門
也
。
横
超
者
、
憶
二

念
本
願
一

離
二

自
力

之
心
一

、
是
名
二

横
超
他
力
一
也
。
斯
即
専
中
之
専
、
頓
中
之
頓
、
真
中
之
真
、
乗
中
之
一
乗
。
斯
乃
真
宗
也
。
已
顕
二

真
実
行
之
中
一

畢
。 

1
1

6 

藤
原
智
「
洛
都
の
儒
林
と
い
う
存
在-

「
化
身
土
巻
」
の
帰
結
と
し
て
の
「
後
序
」-

」
四
頁
参
照
。 

1
1

7 

藤
場
俊
基
『
顕
浄
土
方
便
化
身
土
文
類
の
研
究-

『
弁
正
論
』-

』（
文
栄
堂
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
五
二
頁
参
照
。 

1
1

8 

藤
原
智
「
『
弁
正
論
』
引
用
の
解
読
Ⅷ-
儒
教
・
道
教
が
説
か
れ
た
意
義-

」
三
頁
参
照
。 

1
1

9 

金
子
大
栄
『
教
行
信
証
講
読―

真
化
巻
』
（
金
子
大
榮
師
著
作
刊
行
會
、
一
九
三
八
年
）
三
六
四
頁
参
照
。 

1
2

0 

井
上
見
淳
「
宗
祖
真
蹟
断
簡
「
須
弥
四
域
経
文
」
に
つ
い
て
」
（『
宗
學
院
論
集
』
第
八
〇
号
、
二
〇
〇
八
年
）
七
六
頁

参
照
。 
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史
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一六六 

小
序 

 
す
で
に
序
論
で
述
べ
た
よ
う
に
、
武
田
龍
精
は
宗
教
多
元
主
義
の
立
場
か
ら
、『
教
行
信
証
』
「
化
巻
」
を
現
代
的
状
況

に
応
答
さ
せ
る
べ
く
、「
リ
ヴ
ァ
イ
ズ
」1

2
1

（
修
正
・
改
訂
）
す
る
必
要
性
を
提
唱
し
て
い
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
重

要
な
箇
所
で
あ
る
た
め
、
改
め
て
引
用
し
た
い
。 

 

も
し
親
鸞
が
現
代
世
界
に
出
現
し
た
な
ら
ば
、
特
に
「
化
身
土
巻
」
の
外
教
釈
は
自
分
自
身
の
手
に
よ
っ
て
全
面
的

に
リ
ヴ
ァ
イ
ズ
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
な
ん
ら
「
化
身
土
巻
」
の
価
値
を
低
下
さ
せ
た
り
親
鸞
を
冒
瀆

す
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
む
し
ろ
親
鸞
自
身
が
当
時
の
伝
統
的
仏
教
界
に
あ
っ
て
あ
れ
ほ
ど
の
厖
大
な
「
化
身
土

巻
」
を
著
し
た
仏
教
学
者
と
し
て
の
姿
勢
を
考
え
る
な
ら
ば
、
親
鸞
を
し
て
リ
ヴ
ァ
イ
ズ
せ
し
め
る
ほ
ど
の
内
容
を

保
持
し
提
示
し
て
い
る
の
が
実
は
「
化
身
土
巻
」
で
あ
り
、
そ
こ
に
こ
そ
「
化
身
土
巻
」
が
わ
れ
わ
れ
に
対
し
て
歴

史
的
限
界
を
超
え
て
重
大
な
示
唆
を
あ
た
え
る
。1

2
2 

 こ
の
よ
う
な
武
田
の
主
張
の
背
景
に
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
真
仮
偽
判
と
い
う
『
教
行
信
証
』
全
体
の
構
成
に

対
す
る
見
方
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
真
仮
偽
判
と
い
う
構
成
理
解
は
後
に
述
べ
る
と
お
り
、
比
較
的
近
年
提
唱
さ
れ
た

見
方
で
あ
り
、
歴
史
的
に
俯
瞰
し
た
場
合
、
あ
く
ま
で
も
一
つ
の
理
解
の
仕
方
に
過
ぎ
な
い
と
言
え
る
。
よ
っ
て
、
本
章

で
は
、
真
仮
偽
判
以
外
に
『
教
行
信
証
』
に
対
す
る
見
方
と
し
て
ど
の
よ
う
な
区
分
が
な
さ
れ
て
き
た
の
か
を
歴
史
的
に
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一六七 

た
ど
り
、
引
い
て
は
武
田
が
指
摘
す
る
よ
う
な
、
現
代
的
状
況
に
応
答
さ
せ
る
べ
く
、「
リ
ヴ
ァ
イ
ズ
」1

2
3

（
修
正
・
改

訂
）
す
る
対
象
は
、
「
化
巻
」
で
は
な
く
、
真
化
偽
判
と
い
う
見
方
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
提
言
し
た
い
。 

さ
て
、
『
教
行
信
証
』
の
構
成
に
つ
い
て
真
宗
史
初
期
の
段
階
で
言
及
し
た
の
は
、
存
覚
（
一
二
九
〇-

一
三
七
三
）
の

『
六
要
鈔
』
と
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
『
教
行
信
証
』
を
「
序
文
」「
正
宗
分
」
「
流
通
分
」
と
分
類
す
る
に
留
ま
っ
て
お

り
、「
化
巻
」
に
対
し
て
特
段
分
類
は
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

経
論
釈
義
の
常
の
例
に
准
依
し
て
、
文
を
分
て
三
と
為
す
。
一
に
は
序
、
即
ち
序
分
。
二
に
は
標
列
よ
り
下
、
第
六

の
末
に
『
論
語
』
の
文
を
引
に
至
ま
で
は
是
、
正
宗
分
な
り
。
三
に
は
「
竊
以
」
よ
り
下
、
終
わ
り
巻
を
尽
す
に
至

る
ま
で
は
流
通
分
な
り
。 

（
『
聖
典
全
書
』
四
、
九
九
九
頁
） 

 

こ
の
よ
う
に
、
存
覚
は
「
序
文
」「
正
宗
分
」「
流
通
分
」
と
い
う
経
典
解
釈
で
使
用
さ
れ
る
区
分
け
を
も
っ
て
し
て

『
教
行
信
証
』
全
体
を
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
近
年
に
お
い
て
も
山
辺
・
赤
沼
に
よ
っ
て
踏
襲
さ
れ
て

い
る
。 

 

『
御
本
書
』
は
左
の
六
巻
（
図
は
筆
者
省
略
）
に
分
か
れ
て
い
る
。
即
ち
三
序
六
巻
で
あ
る
。
総
序
は
『
教
行
信

証
』
六
巻
全
体
に
こ
う
む
ら
す
べ
き
序
文
で
あ
っ
て
、
普
通
教
論
を
解
釈
す
る
時
に
用
い
る
、
例
の
三
分
科
に
あ
て
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一六八 

て
み
る
と
、
序
分
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
中
の
六
巻
は
勿
論
正
宗
分
で
あ
る
。
別
序
は
「
信
巻
」
特
別
の
序
分
で
あ

っ
て
、
「
信
巻
」
に
付
属
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、「
信
巻
」
か
ら
分
か
つ
こ
と
は
出
来
な
い
。
後
序
は
「
化

巻
」
中
に
編
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、『
教
行
信
証
』
六
巻
制
作
の
由
来
を
記
し
た
も
の
で
、
総
序
の
如
く
、
六
巻
全
体

に
被
ら
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
三
科
に
あ
て
て
み
れ
ば
流
通
分
で
あ
る
。1

2
4 

 

た
だ
青
柳
英
司
が
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、『
六
要
鈔
』
で
は
「
正
宗
分
」
に
配
当
さ
れ
た
六
巻
の
展
開
を
詳
し
く
論
じ

て
い
な
い
た
め
、
以
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。1

2
5

そ
の
た
め
、
本
章
で
は
存
覚
以
降
の
『
教
行
信
証
』
研
究
に
お
い

て
、
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
の
特
徴
と
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。 

 

第
一
節 

往
相
と
還
相
に
よ
る
区
分 

 

存
覚
の
『
教
行
信
証
』
理
解
に
お
い
て
「
正
宗
分
」
に
該
当
す
る
六
巻
に
対
す
る
展
開
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は

既
に
指
摘
し
た
。
こ
の
六
巻
の
部
分
に
つ
い
て
、
存
覚
以
降
に
区
分
さ
れ
た
解
釈
の
一
つ
に
往
相
と
還
相
で
区
分
す
る
方

法
が
あ
る
。
こ
れ
は
、『
教
行
信
証
』
「
教
文
類
」
の
冒
頭
に
あ
る 

 

謹
按
二

浄
土
真
宗
一

有
ニ

二
種
廻
向
一

。
一
者
往
相
、
二
者
還
相
。
就
二

往
相
廻
向
一

。
有
二

真
実
教
行
信
証
一

。 
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一六九 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
九
頁
） 

 
と
の
記
載
を
踏
ま
え
、
こ
の
箇
所
以
降
を
「
往
相
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
さ
ら
に
、「
証
文
類
」
還
相
回
向
釈
の
次
の

箇
所
以
降
を
「
還
相
」
に
つ
い
て
述
べ
た
箇
所
で
あ
る
と
す
る
理
解
で
あ
る
。 

 

二
言
二

還
相
回
向
一

者
、
則
是
利
他
教
化
地
益
也
。
則
是
出
レ

於
二

必
至
補
処
之
願
一

。
亦
名
二

一
生
補
処
之
願
一

。
亦

可
レ

名
二

還
相
回
向
之
願
一

也
。
顕
二

『
論
註
』
一

。
故
不
レ

出
二

願
文
一

。
可
レ

披
二

『
論
註
』
一

。 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
一
三
七
頁
） 

 

こ
の
よ
う
に
、『
教
行
信
証
』
六
巻
を
往
相
と
還
相
で
区
分
す
る
仕
方
は
「
往
還
科
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
こ
の
理
解
の

歴
史
的
流
れ
を
本
節
で
は
確
認
し
た
い
。 

 

第
一
項 

『
相
伝
叢
書
』 

 

『
教
行
信
証
』
六
巻
を
は
じ
め
て
往
相
と
還
相
で
区
分
し
た
往
還
科
は
、
『
相
伝
叢
書
』
の
「
深
解
科
文
」
に
は
じ
ま
る

と
さ
れ
る1

2
6

。
こ
の
『
相
伝
叢
書
』
と
い
う
書
物
と
は
、
廣
瀬
惺
に
よ
れ
ば
、
江
戸
宗
学
が
勃
興
す
る
以
前
の
蓮
如
教
学

を
集
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
寺
院
や
学
者
に
の
み
継
承
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。1

2
7

た
だ
、
果
た
し
て
蓮
如
教
学
を
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一七〇 

集
成
し
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
が
、
本
論
の
目
的
か
ら
は
外
れ
る
た
め
そ
の
点
の
論
究
は
差
し
控

え
た
い
。 

そ
の
上
で
、「
深
解
科
文
」
で
は
全
体
を
「
序
分
」1

2
8

「
正
宗
分
」1

2
9

「
流
通
分
」1

3
0

の
三
つ
に
区
分
し
、「
正
宗
分
」
に

つ
い
て
は
、「
正
宗
分
浄
土
真
宗
有
二
種
回
向
」1

3
1

と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
往
相
廻
向
」
を
「
標
」「
釋
」
「
結
」
に
分
類

し
、「
釋
」
に
つ
い
て
は
、
「
顕
真
実
教
」「
顕
真
実
行
」
「
顕
真
実
信
」「
顕
真
実
証
」
の
四
つ
に
細
分
し
て
い
る
。
一
方
、

「
還
相
廻
向
」
に
つ
い
て
は
、
「
報
身
土
」「
応
化
身
土
」
「
種
々
身
」
の
三
つ
に
細
分
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
「
真
仏
土
巻
」

「
化
身
土
上
巻
」
「
化
身
土
下
巻
」
と
対
応
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
構
造
に
つ
い
て
、
『
相
伝
叢
書
』
の
「
深
解
別
伝
」
の
項

で
は
、
次
の
通
り
解
説
し
て
い
る
。
長
文
と
な
る
が
、
重
要
な
箇
所
故
、
全
文
を
引
用
し
た
い
。 

 

今
ま
ず
こ
の
三
分
に
つ
い
て
「
序
」
と
「
流
通
」
と
は
文
段
分
明
な
り
、
「
正
宗
」
の
中
に
お
い
て
往
還
の
廻
向
あ

り
。
則
ち
証
果
の
巻
に
お
い
て
「
従
如
来
生
」
の
分
文
の
口
伝
あ
り
て
、
六
巻
の
起
尽
を
伺
い
分
く
る
こ
と
、
深
解

総
科
の
趣
を
得
て
伺
う
べ
し
。
「
弥
陀
如
来

ハ

従
レ

如
来
生

シ
テ

、
示‐

二

現
シ
タ
マ
ウ

報
・
応
化
・
種
種
ノ
身
ヲ
一

」
と
釈
し

た
ま
え
る
「
従
如
」
の
当
体
、
「
如
」
と
い
う
は
阿
弥
陀
仏
の
御
さ
と
り
真
実
証
果
な
り
。
「
来
生
」
と
は
還
相
廻
向

の
相
な
り
。
そ
の
相
を
開
い
て
「
真
」
「
化
」
の
両
巻
な
り
。
「
一
如
宝
海 

従
如 

よ
り
か
た
ち
を
あ
ら
わ
し 

来
生 

た
ま

う
」
と
の
た
ま
え
る
は
こ
れ
な
り
。
こ
の
還
相
廻
向
の
姿
を
ひ
ら
い
て
、
報
身
は
「
真
土
巻
」
、
応
化
身
は
「
化
身

土
」
の
本
、
種
種
身
は
「
化
身
土
」
の
末
な
り
。
黒
谷
の
「
色
あ
る
も
の
、
声
あ
る
も
の
、
み
な
阿
弥
陀
仏
の
名
な

ら
ぬ
は
な
し
」
と
言
え
る
如
く
、「
化
身
土
巻
」
に
引
顕
し
た
ま
う
日
月
星
辰
、
天
龍
鬼
神
、
乃
至
『
弁
正
論
』
『
論
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一七一 

語
』
の
文
ま
で
も
、
何
れ
か
随
類
応
同
の
種
種
身
示
現
の
相
な
ら
ざ
る
は
な
し
。
即
ち
巻
初
に
「
夫
拠

テ
二

諸
ノ

修
多
羅

二
一

勘 カ
ン

二‐

決
シ
テ

真
偽

ヲ
一

、
教
二‐

誡
ス

外
教
邪
偽

ノ

異
執

ヲ
一

」
と
言
え
る
。
種
種
身
を
現
じ
て
化
を
施
す
に
、
善
不
善

と
も
に
信
謗
同
じ
く
因
と
成
り
て
往
生
浄
土
の
縁
を
成
ぜ
し
め
ん
と
な
り
。
こ
の
「
真
」「
化
」
三
巻
の
顕
わ
れ
処
は

こ
の
「
従
如
来
生
」
か
ら
な
り
、
み
な
普
門
示
現
の
大
悲
を
開
き
た
ま
う
姿
な
り
等
云
々
。1

3
2 

 

第
二
項 

還
相
廻
向
表
現
説 

 

『
教
行
信
証
』
を
往
相
と
還
相
で
区
分
す
る
見
方
は
、『
相
伝
叢
書
』
の
「
深
解
科
文
」
に
は
じ
ま
る
こ
と
は
既
に
述
べ

た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
区
分
方
法
は
そ
の
後
も
継
承
さ
れ
、
近
年
で
は
、
稲
葉
秀
賢
や
普
賢
大
円
は
、
「
化
巻
」
が
還
相

回
向
の
具
体
的
表
現
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
還
相
回
向
表
現
説
を
提
唱
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
化
巻
」
を
従
仮
入
真
の
過

程
を
示
し
た
も
の
と
し
、
い
わ
ゆ
る
簡
非
の
見
方
の
み
な
ら
ず
、
親
鸞
に
よ
っ
て
仮
や
偽
と
さ
れ
た
教
説
の
存
在
も
還
相

の
菩
薩
に
よ
る
大
悲
摂
化
の
は
た
ら
き
と
す
る
見
方
で
あ
る
。
例
え
ば
、
稲
葉
は
還
相
回
向
の
内
容
を
な
す
も
の
が
「
証

巻
」
に
限
定
さ
れ
て
い
た
従
来
の
見
方
に
反
し
、
「
真
仏
土
巻
」
と
「
化
巻
」
に
ま
で
及
ぶ
と
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。 

 

「
真
仏
土
巻
」
は
、
所
帰
の
身
土
を
明
か
す
こ
と
に
於
い
て
、
無
上
涅
槃
の
根
源
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
か
ら
、
こ
れ
を
還
相
廻
向
の
根
源
的
表
現
と
名
づ
け
て
い
ゝ
と
思
う
。
更
に
「
化
身
土
巻
」
は
、
従
来
注
意
せ
ら
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一七二 

れ
て
来
た
や
う
に
、
そ
れ
は
た
ゝ
真
実
に
対
し
て
仮
と
偽
を
簡
別
す
る
の
み
で
な
く
却
て
仮
と
偽
に
積
極
的
意
味
を

認
め
て
、
従
仮
入
真
の
過
程
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
大
悲
の
善
巧
摂
化
の
意
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

筈
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
大
悲
の
善
巧
摂
化
こ
そ
、
無
上
涅
槃
の
用
大
で
あ
っ
て
、
浄
土
の
菩
薩
の
所
証
が
真
実
証

と
し
て
の
大
涅
槃
で
あ
る
限
り
、
浄
土
の
菩
薩
に
も
そ
の
徳
は
あ
る
筈
で
あ
る
。
若
し
然
り
と
す
れ
ば
、
「
化
巻
」
の

従
仮
入
真
の
過
程
を
そ
の
ま
ゝ
還
相
利
他
の
化
用
と
見
て
差
支
な
い
筈
で
あ
る
。
従
っ
て
「
化
巻
」
は
還
相
廻
向
の

具
体
的
表
現
と
云
つ
て
い
ゝ
の
で
は
な
い
で
あ
ら
う
か
。1

3
3 

 

さ
ら
に
普
賢
も
次
の
よ
う
に
言
及
し
、
親
鸞
に
よ
っ
て
外
道
と
さ
れ
た
存
在
ま
で
を
も
還
相
回
向
の
具
体
的
表
現
と

し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

聖
道
の
法
門
は
還
相
に
摂
す
る
。『
証
巻
』
に
還
相
廻
向
を
指
し
て
「
利
他
教
化
地
益
也
」
と
云
へ
る
も
の
と
、
『
化

巻
』
に
聖
道
を
読
ん
で
「
利
他
教
化
地
方
便
権
門
之
道
路
也
」
と
云
へ
る
も
の
と
を
対
象
し
、
こ
れ
を
関
連
せ
し
め

る
時
は
、
聖
道
一
代
は
還
相
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
即
ち
聖
道
の
法
義
は
弥
陀
の
浄
土
よ
り
こ
の
世
界
に
還
来
し
て

聖
道
一
代
の
法
を
説
き
、
終
に
真
実
に
入
ら
し
む
る
方
便
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
た
真
実
体
上
の
権
用
で
あ
る
。
外
道

も
亦
『
化
巻
』
に
引
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
『
弁
正
論
』
に
よ
れ
ば
、
還
相
に
属
し
て
真
実
体
上
の
権
上
と
い
ふ
こ
と
に

な
る
。
即
ち
伏
義
と
女
媧
と
を
も
っ
て
応
声
菩
薩
と
吉
祥
菩
薩
の
垂
迹
と
な
し
、
加
葉
と
儒
童
と
光
浄
を
も
っ
て
老

子
と
孔
子
と
顔
回
の
本
地
と
な
し
、
而
も
こ
れ
ら
儒
教
道
教
に
於
け
る
賢
聖
の
道
を
仏
の
聖
教
に
登
る
の
階
梯
と
し
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一七三 

て
ゐ
る
。
こ
れ
は
外
道
を
も
っ
て
還
相
に
属
し
真
実
体
上
の
権
用
と
す
る
も
の
で
あ
る
。1

3
4 

 以
上
の
よ
う
に
、
稲
葉
と
普
賢
に
よ
れ
ば
親
鸞
に
よ
っ
て
偽
と
さ
れ
た
外
教
で
さ
え
も
、
そ
れ
ら
の
存
在
の
一
切
を
一

度
排
他
し
た
上
で
、
そ
の
存
在
意
義
を
還
相
の
菩
薩
に
よ
る
教
化
活
動
と
肯
定
的
に
見
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
と
さ
れ

る
。 

 

第
二
節 

簡
非
と
権
用 

 

そ
の
後
、『
教
行
信
証
』
を
真
実
と
方
便
に
区
分
す
る
見
方
が
智
暹
に
よ
っ
て
さ
れ
る
。
智
暹
は
『
教
行
信
証
文
類
樹
心
録
』

に
お
い
て
、『
教
行
信
証
』
を
真
実
五
巻
と
方
便
一
巻
に
分
類
し
て
捉
え
る
「
真
仮
科
」
を
提
示
し
て
い
る
。 

 

此
総
列
二

一
部
之
別
目
一

。
教
是
能
詮
。
行
等
是
所
詮
。
依
レ

教
起
レ

行
。
就
レ

行
立
レ

信
。
信
行
具
足
得
二

真
証
一

見
二

真
仏

土
一

。
真
実
既
顕
。
当
レ

弁
二

方
便
一

故
。
後
分
二

別
化
身
土
一

。
雖
レ

有
二

真
仮
差
別
一

。
皆
莫
レ

非
二

斉
凡
之
大
悲
一

。
斯
乃

六
軸
之
次
序
也
。
二
本
文
大
分
為
レ

三
。
初
明
二

方
便
六
法
一

。
三
然
據
正
真
教
意
下
。
分
二

別
時
教
一

。
初
明
二

真
実
六
法

一

中
又
分
為
レ

二
。
初
明
二

所
化
始
終
一

。
二
明
二

能
化
依
正
一

。
即
真
仏
土
巻
是
也
。
初
明
二

所
化
始
終
一

中
又
分
為
レ

二
。

謂
往
相
廻
向
為
レ

始
。
還
相
廻
向
為
レ

終
。
初
往
相
廻
向
中
亦
二
。
初
正
明
。
二
証
巻
云
夫
案
真
宗
下
。
総
結
二

四
法
一

。

初
正
明
中
有
レ

四
。
謂
教
行
信
証
也
。
今
初
明
二

真
実
教
一

。
中
分
為
レ

二
。
初
別
題
。
二
顕
二

文
類
一

。
初
別
題
二
。
初
題



第四章 「化身土文類」に対する見方の歴史的変遷 

一七四 

目
。
二
選
号
。 

（『
真
宗
全
書
』
三
十
六
、
七
頁
） 

 

こ
の
智
暹
に
よ
る
「
真
仮
科
」
と
い
う
構
造
理
解
は
そ
の
後
、「
簡
非
」
と
「
権
用
」
と
い
う
概
念
が
登
場
す
る
背
景
と
な

る
。 

 

第
一
項 

簡
非 

 

こ
の
「
化
巻
」
を
「
簡
非
」
と
捉
え
た
始
ま
り
は
不
明
で
あ
る
が
、
内
藤
知
康
に
よ
れ
ば
、
足
利
義
山
、
東
陽
円
月
、
松

島
善
譲
、
石
泉
僧
叡
ら
は
「
簡
非
」
の
一
義
の
み
で
捉
え
て
い
る
と
さ
れ
る
。1

3
5 

 

石
泉
僧
叡
（
一
七
五
三
〜
一
八
二
六
）
『
教
行
信
證
随
聞
記
』 

 

其
れ
付
先
方
便
は
真
実
な
る
方
よ
り
望
て
抑
貶
す
る
名
前
な
り
。
抑
揚
褒
貶
で
、
抑
貶
は
褒
揚
に
対
す
。
真
実
を
褒
し

其
に
対
し
て
貶
す
。
其
時
方
便
の
名
が
出
来
る
。
方
便
と
は
抑
貶
の
称
な
り
。
（
中
略
）
前
五
巻
所
明
の
真
実
に
映
し

て
、
其
真
実
な
る
方
を
明
ら
め
さ
す
為
な
り
。
以
レ

偽
簡
レ

真
な
り
。
上
は
真
実
。
其
れ
に
望
め
る
と
、
今
の
標
釈
は
真

偽
の
中
偽
な
る
方
な
り
。
真
の
み
に
て
は
真
を
真
な
る
こ
と
が
味
よ
く
知
れ
ぬ
。
真
と
偽
と
を
並
べ
て
、
真
と
偽
と
は
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一七五 

此
の
通
り
に
異
な
る
と
云
う
て
能
く
知
れ
る
。
（
中
略
）
上
の
真
実
五
巻
の
み
に
て
は
、
今
の
差
別
が
能
く
知
れ
ぬ
。

故
に
此
方
便
を
以
て
上
の
真
実
に
映
し
て
、
如
レ

是
々
々
に
異
り
あ
る
と
指
示
す
る
で
、
真
実
の
真
実
な
る
こ
と
が
能

く
知
れ
る
な
り
。
偽
を
以
て
簡
で
真
を
取
る
な
り
。
今
の
方
便
を
以
て
真
実
を
簡
取
し
て
、
其
真
実
が
方
便
の
偽
寶
に

濫
せ
ぬ
様
に
す
る
。 

（
『
真
宗
全
書
』
第
三
一
巻
、
四
〇
三
頁
） 

 

足
利
義
山
（
一
八
二
四
〜
一
九
一
〇
）
『
教
行
信
証
摘
解
』 

 

隠
云
く
、
六
意
あ
り
、
一
に
仏
恩
の
広
大
な
る
こ
と
を
了
知
せ
し
め
ん
が
為
の
故
に
、
前
巻
に
云
く
「
由
レ

不
レ

知
二

真

仮
一

」
等
と
、
此
に
二
意
あ
り
。
一
に
『
末
燈
鈔
』
に
云
々
す
る
が
如
く
、
化
土
の
得
楽
に
比
況
し
て
真
土
証
果
の
恩
を

知
る
な
り
、
二
に
『
和
讃
』
に
「
信
心
の
ひ
と
に
」
等
と
云
ふ
が
如
く
、
方
便
に
由
り
て
願
海
に
入
る
こ
と
を
知
る
な

り
。
二
に
方
便
の
願
意
を
開
示
せ
ん
が
為
の
故
に
、
両
願
暫
く
未
熟
を
引
く
、
此
を
願
意
と
為
す
な
り
、
三
に
釈
迦
の

誘
引
を
顕
示
せ
ん
が
為
の
故
に
、『
和
讃
』
に
云
々
す
る
が
如
し
（「
臨
終
現
前
の
願
に
よ
り
」
等
、「
果
遂
の
願
に
よ
り

て
こ
そ
」
等
）
、
四
に
相
承
の
師
釈
を
分
別
せ
ん
が
為
の
故
に
、
西
河
、
終
南
等
の
釈
文
の
中
に
は
真
仮
混
淆
せ
り
、
若

し
之
を
分
別
せ
ざ
れ
ば
、
他
の
云
ふ
が
如
き
二
機
一
土
、
一
機
一
土
等
の
謬
を
生
ず
る
が
故
に
、
真
仮
分
別
し
て
其
別

を
知
ら
し
め
、
二
機
二
土
の
義
を
立
つ
る
な
り
〔
冠
註
、
隆
云
く
、
経
釈
の
文
義
を
会
通
せ
ん
が
為
に
、
三
輩
、『
観
経
』

等
の
如
し
云
々
〕
、
五
に
修
入
の
得
失
を
弁
明
せ
ん
が
為
の
故
に
、
此
に
亦
二
あ
り
、
一
に
は
末
法
に
此
に
在
あ
り
て
心
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一七六 

を
起
し
行
を
立
つ
る
を
以
て
失
と
為
す
、
後
に
、『
楽
集
』
を
引
き
て
「
爾
者
穢
悪
濁
世
道
俗
」
等
と
云
ふ
が
如
し
、
二

に
要
門
の
定
散
を
以
て
失
と
為
す
、
下
の
両
重
の
問
答
の
如
し
、
六
に
三
経
一
致
の
旨
を
弁
明
せ
ん
が
為
の
故
に
、
世

人
謂
へ
ら
く
、
当
巻
は
偏
へ
に
方
便
を
明
す
、
今
謂
く
然
ら
ず
、
下
の
文
に
云
々
す
る
が
如
し
と
遠
は
別
に
俗
諦
の
開

遮
を
分
別
せ
ん
が
為
の
故
に
の
義
を
立
て
た
り
、
謂
く
、
下
の
文
に
末
法
の
行
事
を
明
か
す
に
『
賢
愚
経
』
、『
大
集
経
』

等
に
依
り
て
其
応
に
開
す
べ
き
を
開
し
、
又
末
巻
に
至
り
、
広
く
諸
経
に
依
り
て
其
応
に
遮
す
べ
き
を
遮
す
、
此
は
是

れ
本
巻
の
余
意
な
り
、
故
に
題
号
を
安
ず
る
も
亦
本
巻
の
如
し
と
、
以
上
総
じ
て
七
由
あ
る
中
、
蓋
し
修
行
の
得
失
を

弁
明
す
と
云
ふ
を
以
て
其
主
と
為
す
。 

（『
真
宗
叢
書
』
第
九
巻
、
七
八
頁
）  

東
陽
円
月
（
一
八
一
八
〜
一
九
〇
二
）
『
本
典
仰
信
録
』 

 

真
実
の
五
章
は
是
を
上
に
顕
し
竟
る
、
然
る
に
仮
の
仮
た
る
を
弁
ぜ
ざ
れ
ば
、
何
ぞ
真
の
真
た
る
を
知
ら
ん
、『
真
仏

土
巻
』
に
云
く
「
由
四

不
三

知
二

真
仮
一

迷
二

失
如
来
広
大
恩
徳
一

」
と
、
今
其
非
な
る
を
簡
ん
で
以
て
是
の
是
た
る
を
詳

か
に
す
、
故
に
方
便
化
身
土
を
顕
す
な
り
。（
中
略
）
然
れ
ば
方
便
と
は
抑
貶
の
称
な
り
、
既
に
方
便
と
云
う
、
顕
示

の
意
は
正
し
く
此
を
廃
す
る
に
在
り
、
乃
ち
方
便
を
以
て
之
を
真
実
に
映
じ
、
仮
を
以
て
真
に
揀
び
、
真
仮
濫
れ

ず
、
是
に
於
て
か
、
人
を
し
て
誤
つ
て
方
便
の
隊
に
陥
る
こ
と
な
か
ら
し
む
、
仮
を
廃
し
て
真
を
立
し
、
た
々
一
実

弘
願
の
他
力
真
宗
の
み
あ
つ
て
是
れ
存
す
、
結
題
に
「
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
」
と
云
ふ
は
、
此
意
な
り
。 
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一七七 

（『
真
宗
叢
書
』
第
七
巻
、
四
五
一
頁
） 

 
松
島
善
譲
（
一
八
〇
六
〜
一
八
八
六
）
『
顯
浄
土
教
行
證
文
類
敬
信
記
』 

 

由
レ

是
先
輩
来
致
を
論
ず
る
に
、
明
教
院
は
五
由
と
し
、
浄
信
院
は
又
一
義
を
加
て
六
義
と
し
、
快
楽
院
は
約
し
て
三

義
と
す
。
今
私
に
謂
へ
ら
く
。
総
し
て
こ
れ
を
云
へ
ば
、
則
違
順
を
詳
に
し
て
捨
帰
せ
し
め
ん
が
為
な
り
。 

（『
真
宗
全
書
』
第
三
十
一
巻
、
四
〇
〇
頁
）  

こ
の
よ
う
に
、
諸
師
に
よ
り
若
干
の
解
釈
の
相
違
が
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
前
五
巻
の
真
実
を
顕
す
た
め
に
、
敢
え

て
仮
偽
を
顕
し
た
と
す
る
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
円
月
が
、
「
今
其
非
な
る
を
簡
ん
で
」
と
い
う
「
簡
非
」
を
明

確
に
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
円
月
ま
で
の
江
戸
宗
学
に
お
い
て
、
簡
非
と
い
う
「
化
巻
」
に
対
す
る
見
方

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
類
似
の
解
釈
は
、
次
の
近
代
の
諸
師
に
も
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。 

 

大
江
淳
誠
（
一
八
九
二
年
〜
一
九
八
五
年
） 

 

然
る
に
こ
の
第
六
巻
の
来
る
に
は
遠
近
の
両
意
あ
っ
て
、
一
に
は
近
く
真
仏
土
に
対
し
て
、
化
身
化
土
の
義
を
明
か
す

の
で
あ
る
が
、
遠
く
は
教
文
類
以
下
を
承
く
る
の
で
あ
る
。
即
ち
真
実
の
教
義
は
之
を
五
願
六
法
に
開
示
し
て
、
真
実
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一七八 

五
巻
と
し
て
顕
は
さ
る
る
の
で
あ
る
が
、
い
ま
方
便
の
教
義
は
之
を
一
巻
に
摂
め
て
あ
ら
は
さ
る
る
の
で
あ
る
。
蓋
し

真
実
の
教
義
浄
土
真
宗
の
體
で
あ
る
か
ら
、
之
を
仔
細
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
方
便
の
教
義
は
之
を
簡
び
の
為
に
示
す
。

即
ち
弥
陀
法
の
本
意
に
非
ざ
る
を
顕
は
し
て
、
い
よ
い
よ
第
十
八
願
義
の
真
実
な
る
こ
と
を
示
さ
ん
と
欲
す
る
の
で
あ

る
か
ら
一
巻
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
簡
非
の
意
な
る
こ
と
は
、
真
仏
土
文
類
の
最
後
の
釈
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る

が
、
化
身
土
文
類
の
所
明
が
ま
た
よ
く
こ
の
義
を
詮
は
す
の
で
あ
る
。 

（『
教
行
信
證
體
系
』、
永
田
文
昌
堂
、
一
九
五
〇
年
、
一
八
三
頁
） 

 

さ
れ
ば
第
十
八
願
浄
土
真
宗
を
顕
は
さ
ん
と
し
て
仮
を
以
て
聖
道
及
び
浄
土
定
散
と
し
、
偽
を
以
て
六
十
二
見
九
十

五
種
の
邪
道
と
い
ふ
。
さ
れ
ば
第
十
八
願
浄
土
真
宗
を
彰
は
さ
ん
と
し
て
仮
を
簡
び
偽
を
判
別
し
、
仮
偽
を
去
っ
て

真
宗
に
就
か
し
め
ん
と
す
る
の
で
全
く
廃
立
の
意
で
あ
る
。 

（
同
、
二
三
三
頁
） 

 

大
江
の
場
合
、
仮
の
方
便
に
対
し
て
は
「
簡
び
」
と
し
、
明
確
に
簡
非
の
趣
旨
で
捉
え
て
い
る
が
、
偽
に
関
し
て
は
、

「
判
別
」
す
る
と
し
、
後
の
項
で
扱
う
よ
う
に
、
仏
教
以
外
の
「
外
教
」
を
一
部
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
姿
勢
が
窺
え

る
。
こ
の
よ
う
に
簡
非
で
捉
え
る
姿
勢
は
、
次
の
星
野
元
星
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

星
野
元
豊
（
一
九
〇
九
〜
二
〇
〇
一
） 
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一七九 

 

（「
化
巻
」
末
に
つ
い
て
）
そ
れ
は
次
に
明
確
に
さ
れ
る
よ
う
に
「
外
教
の
批
判
書
」
で
あ
る
。（
中
略
）
そ
も
そ
も

も
ろ
も
ろ
の
教
典
に
よ
っ
て
、
真
と
偽
と
を
考
え
決
定
し
て
、
仏
教
以
外
の
宗
教
の
よ
こ
し
ま
な
教
や
偽
り
の
教
に

執
着
し
て
い
る
も
の
を
い
ま
し
め
、
お
し
え
、
さ
と
す
と
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
親
鸞
は

批
判
に
あ
た
っ
て
そ
の
足
場
を
経
典
に
お
い
て
い
る
。
経
典
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
批
判
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
邪

教
、
偽
教
に
執
着
し
て
い
る
者
を
教
え
い
ま
し
め
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
上
に
「
証
巻
」
、「
真
仏
土
巻
」
に
よ
っ

て
浄
土
真
宗
そ
の
も
の
の
真
実
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
真
実
は
経
典
に
示
さ
れ
た
真
実
で
あ
る
。
彼
は
そ
れ
に
基

づ
い
て
一
切
の
外
教
を
批
判
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
証
拠
と
し
て
経
典
を
引
き
出
し
て
、
権
威
ず
け

つ
々
そ
の
批
判
を
示
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。 

（『
講
解 

教
行
信
証
』（
化
身
土
の
巻 

総
索
引
）
、
法
蔵
館
、
一
九
九
六
年
、
二
〇
〇
九
頁
〜
二
〇
一
〇
頁
） 

 

第
二
項 

権
用 

 

そ
の
上
で
、
簡
非
に
続
き
「
化
巻
」
を
「
権
用
」
と
捉
え
る
見
方
が
登
場
す
る
。
以
下
、
権
用
の
概
念
を
採
用
し
て
い
る

諸
師
を
確
認
し
た
い
。 

 梅
原
真
隆
（
一
八
八
五
〜
一
九
六
六
） 
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一八〇 

 

本
書
は
六
巻
に
わ
か
れ
て
、
浄
土
宗
（
マ
マ
）
の
真
実
た
る
こ
と
を
顕
明
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
前
五
巻

は
真
実
を
あ
ら
わ
し
、
こ
の
第
六
巻
は
方
便
を
あ
ら
わ
し
て
あ
る
。
方
便
の
方
便
た
る
こ
と
を
弁
明
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
真
実
の
真
実
た
る
こ
と
が
顕
示
さ
れ
る
。
即
ち
非
な
る
も
の
を
簡
ぶ
こ
と
は
是
な
る
も
の
を
示
す
所
以
で
あ
る
。
従

っ
て
「
顕
方
便
」
は
そ
の
ま
ま
「
顕
真
実
」
の
反
面
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
真
実
と
方
便
の
分
判
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
真
実
へ
誘
引
し
た
も
う
方
便
の
奥
旨
を
感
佩
す
る
こ
と
も
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。 

（『
教
行
信
證
新
釋
』（
結
巻
）
、
專
長
寺
文
書
伝
道
部
道
、
一
九
五
九
年
、
五
頁
） 

  

こ
の
よ
う
に
、
梅
原
は
権
用
と
い
う
語
は
用
い
ず
も
、「
真
実
へ
誘
引
し
た
も
う
方
便
の
奥
旨
を
感
佩
す
る
こ
と
」
を
指
摘

し
て
い
る
。
類
似
の
点
は
、
高
木
昭
良
の
解
釈
に
お
い
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。1

3
6 

 

高
木
昭
良
（
一
九
一
六
年
〜
一
九
八
五
年
） 

 

『
教
行
信
証
』
の
六
巻
に
は
浄
土
真
宗
の
教
義
が
体
系
的
に
論
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
前
五
巻
に
は
真
実
が
明
か
さ

れ
、
そ
の
第
六
巻
に
は
方
便
が
明
か
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
方
便
が
方
便
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明

か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
真
実
の
真
実
で
あ
る
こ
と
が
い
よ
い
よ
明
ら
か
に
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
顕
方
便

と
い
う
こ
と
は
そ
の
ま
ま
顕
真
実
と
い
う
こ
と
を
反
顕
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ゆ
え
に
真
実
と
方
便
と
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を
分
別
さ
れ
る
こ
と
は
、
方
便
を
も
っ
て
そ
れ
を
真
実
へ
誘
引
さ
れ
る
深
い
設
意
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

1
3

7 

  
 

こ
の
よ
う
に
、「
化
巻
」
の
意
義
を
「
顕
真
実
を
反
顕
」
す
る
点
に
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
同
時
に
「
真
実
へ
と
誘
引
さ
れ

る
深
い
設
意
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。 

続
く
、
普
賢
に
お
い
て
は
、
明
確
に
権
用
と
い
う
用
語
が
確
認
で
き
る
。 

 

普
賢
大
円
（
一
九
〇
三
〜
一
九
七
五
） 

権
用
と
は
、
如
来
が
い
ま
だ
真
実
を
知
ら
ざ
る
も
の
の
た
め
に
、
真
実
の
立
場
よ
り
権
り
に
方
便
を
垂
れ
て
、
こ
れ
を

真
実
に
誘
入
せ
ん
と
す
る
作
用
を
い
ふ
。
そ
れ
は
従
真
垂
化
し
て
未
熟
の
機
を
従
仮
入
真
せ
し
め
よ
う
と
す
る
立
場
で

あ
る
。1

3
8 

 

こ
の
よ
う
に
権
用
と
は
、
未
熟
の
も
の
に
方
便
の
教
え
を
権
り
に
用
い
る
こ
と1

3
9

と
さ
れ
る
が
、
内
藤
知
康
は
次
の
よ
う

に
指
摘
し
て
い
る
。 

 

如
来
摂
化
の
立
場
と
親
鸞
の
「
方
便
化
身
土
文
類
」
撰
述
の
立
場
と
の
区
別
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
方
便
そ
の
も

の
の
意
義
と
「
方
便
化
身
土
文
類
」
撰
述
の
意
図
と
は
区
別
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
救
済
者
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と
し
て
の
如
来
の
立
場
と
、
非
救
済
者
と
し
て
の
親
鸞
の
立
場
と
は
、
明
確
に
区
別
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い1

4
0 

 
同
様
の
指
摘
は
大
原
性
実
の
解
釈
に
お
い
て
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
。1

4
1 

 

こ
の
巻
を
方
便
と
い
う
に
つ
い
て
は
、
古
来
簡
非
の
義
と
権
用
の
義
と
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
簡
非
の
義
と
は
前
述
の

如
く
真
実
四
法
に
対
し
て
方
便
四
法
を
挙
げ
て
、
こ
の
四
法
を
真
実
の
四
法
と
対
顕
し
て
、
そ
の
未
熟
も
し
く
は
正
し

か
ら
ざ
る
を
明
か
し
て
、
こ
れ
を
簡
捨
す
る
こ
と
で
あ
る
。
次
に
権
用
と
は
、
真
実
に
至
る
過
程
と
し
て
の
作
用
に
名

づ
け
る
。
即
ち
方
便
法
を
階
梯
と
し
て
真
実
法
に
向
か
わ
し
め
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
立
場
に
立
っ
て
こ
の
巻
を
眺
め

る
と
、
こ
の
巻
に
顕
す
と
こ
ろ
の
方
便
の
四
法
は
、
自
ら
真
実
の
四
法
に
導
入
し
、
引
入
せ
し
め
る
役
割
を
果
た
す
わ

け
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
役
割
は
、
極
め
て
重
要
に
し
て
意
義
深
い
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
万
一
か
く
の
如
き
誘

引
方
便
の
法
な
か
ら
ん
か
、
永
久
に
真
実
法
に
証
入
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
も
の
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
に
お
い

て
方
便
の
施
設
の
重
要
な
る
こ
と
は
い
う
に
及
ば
ず
、
真
実
法
と
方
便
法
を
対
顕
し
て
、
以
て
そ
の
重
要
性
を
認
識
せ

し
め
ん
と
す
る
撰
者
の
意
図
や
、
ま
さ
に
欽
仰
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
か
く
の
如
く
、
方
便
に
は
そ
の
意
味
す
る
と
こ

ろ
二
義
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
本
典
組
織
の
主
目
的
よ
り
い
え
ば
、
二
義
中
簡
非
の
義
を
当
義
と
な
す
べ
き
で
あ
っ
て
、

権
用
の
義
の
如
き
は
、
摂
化
門
に
立
ち
し
如
来
の
力
用
に
お
い
て
語
る
べ
く
、
衆
生
趣
入
の
側
に
お
い
て
み
だ
り
に
語

る
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
当
巻
は
前
五
巻
が
顕
是
の
巻
で
あ
る
に
対
し
て
、
簡
非
の
巻
で
あ
る

と
窺
う
を
可
と
す
る
。
即
ち
親
鸞
は
直
接
に
誘
引
の
た
め
に
こ
の
化
身
土
巻
を
撰
述
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
く
て
、
真
実
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に
対
向
し
て
、
方
便
な
る
も
の
を
廃
捨
せ
し
め
る
た
め
の
、
簡
非
の
巻
と
し
て
撰
述
せ
ら
れ
た
も
の
と
知
ら
れ
る
の
で

あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
大
原
は
方
便
に
は
簡
非
と
権
用
の
二
義
が
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、「
化
巻
」
撰
述
の
意
図
は
簡
非
の
一
義
で

あ
り
、
権
用
は
摂
化
門
に
立
っ
た
場
合
に
お
い
て
語
る
こ
と
が
出
来
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
化
巻
」
撰
述
の
意
図

を
簡
非
の
一
義
の
み
で
捉
え
る
立
場
の
諸
師
は
、「
簡
非
」
と
「
権
用
」
は
語
る
立
場
が
異
な
る
か
ら
と
い
う
論
点
に
収
斂
で

き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
衆
生
の
側
に
お
い
て
は
方
便
を
用
い
る
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
を
「
化
巻
」
撰
述
の
意
図

と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
論
で
あ
る
。
し
か
し
、「
権
用
」
と
い
う
語
の
意
味
を
如
来
が
権
（
か
り
）
に
方
便
を
用
い

る
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
事
実
を
衆
生
の
側
で
語
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
桐
溪
順
忍
は
「
化
巻
を
設

け
た
祖
意
」
と
題
し
、
権
用
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。1

4
2 

 

権
用
の
巻
と
み
る
の
は
、
別
由
の
第
一
・
第
二
の
よ
う
に
方
便
の
願
意
・
釈
尊
の
誘
引
、
す
な
わ
ち
、
法
蔵
菩
薩
の
方

便
願
を
発
し
た
も
う
た
理
由
、
釈
尊
が
そ
の
方
便
を
説
き
た
も
う
た
仏
意
か
ら
み
れ
ば
、
こ
れ
は
当
然
、
非
を
え
ら
ぶ

た
め
で
は
な
く
、
自
力
の
行
に
執
着
し
て
い
る
も
の
の
た
め
に
、
一
応
方
便
の
願
を
設
け
て
、
や
が
て
真
実
に
誘
引
し

た
も
う
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
大
悲
の
深
さ
を
示
す
た
め
に
化
巻
が
説
か
れ
た
も
の
と
い
う
見
方
で
あ
り
ま
す
。 

  

こ
の
よ
う
に
、
方
便
を
設
け
、
真
実
に
誘
引
す
る
側
は
あ
く
ま
で
も
仏
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
「
大
悲
の
深
さ
を
示
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す
」
た
め
に
「
化
巻
」
が
説
か
れ
た
と
し
、
そ
れ
が
権
用
の
巻
と
み
る
立
場
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
「
大
悲
の
深
さ
を

示
す
」
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
内
藤
も
「
親
鸞
の
意
図
が
、
自
力
の
失
を
示
し
て
、
他
力
を
勧
め
る
（
簡
非
）
の
み
で
あ

っ
た
と
い
っ
て
も
、「
化
身
土
文
類
」
撰
述
の
意
図
の
一
つ
に
、
仏
の
方
便
誘
引
を
感
謝
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る

も
の
で
は
な
い
」1

4
3

と
指
摘
す
る
と
お
り
で
あ
る
。
よ
っ
て
、「
化
巻
」
撰
述
の
意
図
に
権
用
を
含
め
る
か
否
か
と
い
う
問
題

点
の
前
提
と
し
て
、
権
用
の
語
義
が
諸
師
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
如
来
の
深
い
設
意
や
大
悲
に
感
謝
を
す
る
為
と
い
う
観
点

は
先
哲
に
お
い
て
も
概
ね
一
致
し
て
い
る
。 

 

尚
、「
化
巻
」
の
ど
の
範
疇
で
「
権
用
」
と
捉
え
る
の
か
と
い
う
点
は
、
諸
師
で
幅
が
あ
る
が
、
例
え
ば
僧
鎔
や
柔
遠
の
よ

う
に
、
「
外
教
」
で
さ
え
も
一
部
を
権
用
と
見
て
い
る
事
例
も
あ
る
。 

具
体
的
に
言
え
ば
、
僧
鎔
は
『
一
諦
録
』
に
お
い
て
「
正
見
真
・
邪
見
邪
偽
」
と
い
う
独
自
の
区
分
を
も
っ
て
、
外
教
が

必
ず
し
も
邪
偽
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
孔
子
・
老
子
の
教
説
も
正
教
を
助
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
邪
偽
と
す
べ

き
で
は
な
い
と
し
、
仏
教
に
背
く
異
執
と
い
う
存
在
と
な
っ
た
際
に
は
じ
め
て
邪
偽
に
な
る
と
し
て
い
る
。 

 

外
教
は
内
の
仏
教
に
対
し
、
邪
は
正
に
対
す
る
の
辞
な
り
、
偽
は
真
に
対
す
る
の
詞
な
り
、
外
教
の
所
明
は
多
く
是

れ
邪
偽
に
し
て
正
真
に
非
ず
、
爾
れ
ど
も
都
て
外
教
を
邪
偽
と
す
べ
か
ら
ず
、
孔
老
の
道
も
人
天
教
の
由
漸
と
な
れ

ば
、
或
は
正
教
を
助
く
る
こ
と
も
あ
る
が
故
な
り
、
爾
れ
ど
も
此
に
異
執
の
二
字
が
加
は
る
と
外
教
が
邪
偽
に
な
り

（
中
略
）
爾
れ
ば
外
教
が
悉
く
邪
偽
に
は
あ
ら
ね
ど
も
、
異
執
が
取
り
ま
は
る
と
仏
法
の
正
見
を
妨
げ
、
邪
偽
異
執
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の
た
め
に
眩
惑
せ
ら
れ
て
遂
に
地
獄
に
堕
す
べ
し
。 

（『
真
宗
叢
書
』
八
、
三
八
〇
頁
）  

類
似
の
外
教
解
釈
は
、
柔
遠
の
『
頂
戴
録
』
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
柔
遠
に
よ
れ
ば
、
内
道
と
外
道
と
の
間
に
、

内
に
し
て
正
な
る
も
の
、
内
に
し
て
邪
な
る
も
の
、
外
に
し
て
正
な
る
も
の
、
外
に
し
て
邪
な
る
も
の
と
い
う
四
句
分
別

を
も
っ
て
、
内
に
し
て
邪
な
る
も
の
は
外
道
に
属
し
、
外
に
し
て
正
な
る
も
の
は
内
道
に
属
す
と
い
う
独
自
の
理
解
を
示

し
て
い
る
。 

 

一
に
仏
教
を
総
じ
て
真
と
為
し
外
教
を
総
じ
て
偽
と
名
く
、
故
に
勘
決
真
偽
等
と
云
ふ
、
二
に
若
し
は
内
若
し
は

外
、
正
見
を
真
と
為
し
邪
見
を
偽
と
為
す
、
是
れ
内
教
と
雖
も
偽
あ
り
邪
あ
り
、
復
た
外
教
と
雖
も
も
と
仏
教
よ
り

出
づ
、
故
に
知
ん
ぬ
、
必
ず
し
も
翼
賛
の
義
な
き
に
あ
ら
ず
、
是
故
に
内
外
拘
は
ら
ず
但
正
を
真
と
為
し
邪
見
を
偽

と
為
す
（
中
略
）
外
教
等
と
は
、
内
の
「
正
真
教
意
」
に
対
す
る
が
故
に
邪
偽
と
云
ふ
、
邪
と
は
正
に
対
し
偽
と
は

真
に
対
す
、
然
る
に
孔
老
等
の
道
は
人
天
教
を
助
く
、
故
に
外
教
は
悉
く
是
れ
邪
偽
と
は
言
ふ
べ
か
ら
ず
、
但
異
執

に
因
り
て
内
の
正
見
を
妨
ぐ
、
故
に
邪
偽
と
作
す
、
是
故
に
今
巻
は
汎
く
諸
文
に
拠
り
て
真
偽
を
勘
決
し
、
仏
の
如

く
外
教
の
異
執
を
教
誡
す
。 

（『
真
宗
叢
書
』
七
、
一
五
二
頁
） 
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こ
れ
ら
点
に
つ
い
て
普
賢
は
、
外
教
の
中
に
も
正
な
る
も
の
は
、
権
仮
の
教
え
と
な
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る1

4
4

。 

 
邪
偽
の
宗
教
は
宗
教
的
真
理
を
冒
瀆
す
る
非
真
理
の
宗
教
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
権
仮
の
宗
教
は
宗
教
的
真
理
を
ば
、

真
実
の
宗
教
の
如
く
全
顕
し
て
い
な
い
が
、
若
干
の
真
理
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
宗
教
的
真
理
と
は
浄
土
真
宗

に
説
く
と
こ
ろ
の
、
他
力
廻
向
に
よ
る
十
方
衆
生
の
救
済
で
あ
る
。
権
仮
の
宗
教
は
こ
の
浄
土
真
宗
へ
ま
で
衆
生
を

導
く
も
の
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
背
後
に
は
宗
教
的
真
理
に
契
当
す
る
も
の
で
あ
る
を
認

め
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
こ
の
真
実
へ
の
過
程
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
と
こ
ろ
に
、
権
仮
の
宗
教
の
真
理
性
が

あ
る
。 

 

類
似
の
解
釈
は
、
大
江
の
理
解
に
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
既
に
扱
っ
た
よ
う
に
大
江
は
基
本
的
に
「
化
巻
」
を

簡
非
の
意
義
で
捉
え
て
い
る
が
、
偽
に
関
し
て
は
「
判
別
」
す
る
と
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。1

4
5 

 

聖
浄
の
真
仮
を
明
し
畢
つ
て
内
外
の
真
偽
を
勘
決
す
る
。
仏
教
の
正
因
縁
の
法
を
真
と
し
、
之
に
違
す
る
を
邪
と
す

る
。
外
教
必
ず
し
も
邪
に
非
ず
、
世
間
人
道
を
明
す
も
の
の
如
き
、
仏
教
所
説
の
世
間
道
に
順
ず
。
下
に
論
語
を
出

す
が
如
き
は
こ
れ
で
あ
る
。 

 

第
三
項 

暫
用
還
廃 
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「
化
巻
」
を
簡
非
と
権
用
の
二
義
で
捉
え
る
か
、
簡
非
の
一
義
の
み
で
捉
え
る
か
と
い
っ
た
論
点
は
、
権
用
の
語
義
に

収
斂
で
き
、
如
来
が
方
便
を
設
け
た
深
い
設
意
や
大
悲
に
感
謝
を
す
る
と
い
う
意
味
で
捉
え
る
な
ら
ば
、
簡
非
と
権
用
は

同
列
的
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
言
葉
を
換
え
れ
ば
、
方
便
を
簡
非
す
る

衆
生
と
権
（
か
り
）
に
用
い
る
仏
は
立
場
、
主
語
を
異
に
し
て
お
り
、
混
同
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
で
は

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
語
る
立
場
が
異
な
る
二
つ
の
捉
え
方
が
共
に
衆
生
の
側
か
ら
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
本
論
で
は
、
そ
の
背
景
の
一
つ
に
「
暫
用
還
廃
」
と
い
う
捉
え
方
が
存
在
す
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。 

 

暫
用
還
廃
と
は
、
既
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
真
実
の
法
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
衆
生
の
た
め
に
、
仏
が
仮
に
方
便
を
設
け

た
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
暫
く
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
終
に
真
実
の
教
法
に
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

れ
ば
、
方
便
の
教
え
は
廃
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
権
仮
方
便
の
構
造
を
示
し
て
い
る
。 

こ
の
暫
用
還
廃
に
つ
い
て
、
例
え
ば
『
本
典
研
鑽
集
記
』
で
は
「
今
謂
く
方
便
と
は
暫
用
還
廃
の
義
に
し
て
、
若
し
暫

用
の
義
に
据
す
れ
ば
権
用
門
の
扱
ひ
と
な
り
。
権
廃
の
義
に
據
れ
ば
簡
非
門
と
な
る
」1

4
6

と
述
べ
る
よ
う
に
、
簡
非
と
権

用
を
同
列
的
に
捉
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
方
便
を
用
い
る
こ
と
と
廃
す
る
こ
と
が
連
続
的
事
実
と
し
て
語
ら
れ
る
こ

と
が
、
あ
た
か
も
同
一
の
立
場
か
ら
語
っ
て
い
る
印
象
を
与
え
、
権
用
も
衆
生
の
側
の
事
象
と
解
釈
さ
れ
る
に
至
っ
た
可

能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

し
か
し
、
梯
に
よ
れ
ば
、
暫
用
還
廃
は
「
未
熟
な
も
の
を
育
て
て
い
く
た
め
に
「
暫
く
用
い
る
」
が
、
真
実
の
仏
意
を

領
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
純
熟
の
も
の
の
た
め
に
は
、
不
要
と
な
る
か
ら
「
還
っ
て
廃
す
」
る
と
い
う
の
で
あ
る
」1

4
7
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と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
暫
用
還
廃
の
暫
用
と
還
廃
は
と
も
に
如
来
の
側
で
お
い
て
語
ら
れ
る
べ
き
事
項
で
あ
り
、
衆
生
に

対
し
方
便
を
簡
非
せ
よ
と
い
う
如
来
の
願
い
と
、
如
来
が
還
廃
す
る
事
象
は
明
確
に
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

第
三
節 
真
仮
偽
判 

 

真
仮
偽
判
と
は
、
『
教
行
信
証
』「
信
文
類
」
真
仏
弟
子
釈
に
お
け
る
御
自
釈
に
対
す
る
総
称
で
あ
る
。
既
に
第
二
章

で
も
触
れ
た
が
、
重
要
事
項
で
あ
る
た
め
、
再
度
該
当
箇
所
を
確
認
し
た
い
。 

  
 

言
二

真
仏
弟
子
一

者
、
真
言
対
レ

偽
対
レ

仮
也
。
弟
子
者
釈
迦
・
諸
仏
之
弟
子
、
金
剛
心
行
人
也
。
由
二

斯
信
行
一

必
可
三

超
二

証
大
涅
槃
一

故
、
曰
二

真
仏
弟
子
一

。 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
九
八
頁
） 

 
  

言
レ

仮
者
、
即
是
聖
道
諸
機
、
浄
土
定
散
機
也
。 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
一
〇
四
頁
） 

 
  

言
レ

偽
者
、
則
六
十
二
見
・
九
十
五
種
之
邪
道
是
也
。 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
一
〇
四
頁
） 
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こ
の
真
仮
偽
判
に
お
け
る
「
仮
」
と
は
、
聖
道
門
に
お
け
る
仮
の
仏
弟
子
で
あ
り
、
「
偽
」
と
は
仏
教
以
外
の
偽
の
仏
弟

子
を
指
す
と
同
列
的
に
従
来
か
ら
理
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
各
々
の
詳
細
は
「
真
」
は
「
序
文
」
か
ら
「
真
仏
土

巻
」
ま
で
、「
仮
」
は
「
化
巻
」
の
前
半
部
分
（
本
）、
「
偽
」
は
「
化
巻
」
の
後
半
（
末
）
に
該
当
す
る
と
さ
れ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
『
教
行
信
証
』
を
「
真
」
と
「
仮
」
と
「
偽
」
に
分
類
す
る
見
方
は
、
二
双
四
重
判
が
相
対
的
教
判
で
あ
る
の
に

対
し
て
絶
対
的
教
判
と
さ
れ
る
。
こ
の
真
仮
偽
判
は
、
井
上
見
淳
に
よ
れ
ば
普
賢
大
円
に
至
る
ど
こ
か
の
時
点
で
『
教
行

信
証
』
の
構
造
を
真
と
仮
と
偽
と
に
分
類
す
る
も
の
が
一
つ
の
教
判
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
普
賢
大
円
か
ら
桐
渓
順
忍
に
至

る
ど
こ
か
で
相
対
的
教
判
か
ら
絶
対
的
教
判
へ
と
位
置
取
り
を
変
え
て
い
る
と
さ
れ
る
。 

こ
れ
は
、
他
の
一
切
の
教
え
は
唯
一
の
成
仏
道
で
あ
る
誓
願
一
仏
乗
へ
と
入
ら
し
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
一

乗
海
釈
が
根
本
と
し
て
あ
る
か
ら
で
あ
り
、「
偽
」
か
ら
「
仮
」、
「
仮
」
か
ら
「
真
」
へ
と
進
む
過
程
が
想
定
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
「
偽
」
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
、
桐
谷
順
忍
は
「
こ
れ
ら
の
邪
宗
教
は
、
宗
教
を
き
ず
つ
け
る
ば
か

り
で
、
少
し
も
育
て
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
宗
教
と
し
て
は
許
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
否
定
す
べ
き
宗
教
で
あ
り

ま
す
か
ら
、
邪
偽
の
宗
教
と
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
」1

4
8

と
述
べ
、
真
仮
偽
判
の
偽
た
る
宗
教
に
は
そ
の
存
在
価
値
す
ら

認
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
し
て
い
る
。 

し
か
し
、
既
に
第
二
章
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
親
鸞
に
お
け
る
「
偽
」
の
規
定
概
念
は
、
仏
教
か
そ
の
他
の
宗
教
（
外

教
）
な
の
か
と
い
っ
た
短
絡
的
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
仏
教
内
部
に
お
け
る
邪
偽
性
、
異
執
性
、
あ
る
い
は
外
道
的

体
質
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
同
様
の
指
摘
は
、
神
舘
広
昭
も
次
の
よ
う
に
述
べ
る
通
り
で
あ
る
。 
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真
に
対
す
る
偽
す
な
わ
ち
邪
偽
の
異
執
を
批
判
す
る
も
の
が
、
『
顕
浄
土
真
実
教
行
信
文
類
』
第
六
・
方
便
化
身
土
の

末
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
単
な
る
批
判
原
理
で
お
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
方
便
化
身
土
巻
で
は
、
本
の
「
仮
」

と
共
に
末
の
「
偽
」
も
真
実
に
照
ら
さ
れ
て
、
仮
は
も
ち
ろ
ん
偽
も
ま
た
方
便
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
単
に
邪
偽
の
外
道
と
し
て
排
除
す
る
だ
け
で
は
誤
な
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
、
『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
化
身
土

巻
の
位
置
、
特
に
信
巻
と
の
密
接
な
関
係
や
、
化
身
土
巻
末
の
外
教
釈
の
構
成
（
即
ち
第
一
主
題
の
神
祇
不
拝
と
、

第
二
主
題
と
し
て
の
神
祇
護
念
・
魔
の
帰
仏
を
繰
り
返
し
説
き
つ
つ
、
魔
と
は
何
か
を
あ
ら
わ
し
て
い
く
）
を
み
て

も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。1

4
9 

 

神
舘
は
信
巻
と
の
密
接
な
関
係
を
指
摘
し
た
上
で
、
「
偽
」
の
範
疇
に
該
当
す
る
「
化
巻
」
末
で
は
単
に
仏
教
以
外
の
外

教
を
批
判
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
外
道
さ
え
も
方
便
の
中
で
捉
え
ら
れ
、
そ
の
問
題
性
を
批
判
し
て
い
る
と
指
摘
し
て

い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
真
仮
偽
の
構
造
で
仏
教
以
外
の
宗
教
を
捉
え
直
す
と
、
現
代
の
他
宗
教
の
す
べ
て
が
「
偽
」
に
該
当
し

て
し
ま
い
、
そ
の
点
が
浄
土
真
宗
が
排
他
主
義
と
さ
れ
問
題
視
さ
れ
て
い
る
所
以
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

し
か
し
、
既
に
第
二
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、
親
鸞
に
お
け
る
偽
と
は
、
外
道
そ
の
も
の
を
批
判
し
た
の
で
は
な
く
、
あ

く
ま
で
も
仏
教
内
部
に
お
け
る
外
道
的
体
質
を
批
判
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
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小
結 

 
以
上
、
「
化
巻
」
に
対
す
る
見
方
の
歴
史
的
変
遷
を
確
認
し
て
き
た
。
冒
頭
で
触
れ
た
宗
教
多
元
主
義
の
立
場
で
あ
る
武

田
龍
精
は
真
仮
偽
判
と
い
う
『
教
行
信
証
』
全
体
に
対
す
る
認
識
を
前
提
に
「
化
巻
」
を
「
リ
ヴ
ァ
イ
ズ
」（
修
正
・
改

訂
）
す
る
必
要
性
を
提
唱
し
て
い
る
。
し
か
し
、
以
上
概
観
し
て
き
た
点
か
ら
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
『
教
行
信
証
』
全
体

を
真
仮
偽
判
で
区
分
し
、「
化
巻
」
を
「
仮
」
と
「
偽
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
と
す
る
視
点
は
近
代
に
入
っ
て
形
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
歴
史
的
に
見
れ
ば
ひ
と
つ
の
通
過
点
で
あ
る
と
も
い
え
る
。 

む
し
ろ
、
教
学
史
的
に
俯
瞰
す
れ
ば
、
『
相
伝
叢
書
』「
深
解
科
文
」
の
往
還
科
の
よ
う
に
、
往
相
と
還
相
で
区
分
し
た

上
で
、
「
化
巻
」
を
還
相
の
内
実
と
す
る
見
方
や
簡
非
と
権
用
と
す
る
見
方
が
長
き
に
渡
り
採
用
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
こ
の

「
化
巻
」
に
対
す
る
見
方
は
、
一
者
択
一
を
迫
る
も
の
で
は
な
く
、
複
数
の
視
点
が
重
層
的
に
重
な
り
合
う
こ
と
が
可
能

で
あ
り
、
よ
っ
て
、
『
教
行
信
証
』
全
体
に
対
す
る
見
方
を
柔
軟
に
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
武
田
の
問
題
提
起
を
解
消
す

る
こ
と
が
出
来
る
余
地
が
あ
る
と
い
え
る
。 

た
だ
、
従
来
の
「
化
巻
」
の
見
方
に
も
い
く
つ
か
課
題
が
存
在
す
る
こ
と
を
本
章
で
は
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
例
え

ば
、
簡
非
と
い
う
概
念
は
江
戸
期
に
於
い
て
す
で
に
確
認
で
き
る
が
、
明
確
に
簡
非
と
権
用
と
い
う
区
分
で
「
化
巻
」
を

見
る
視
点
は
近
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
そ
の
上
で
、
本
来
衆
生
の
側
で
語
ら
れ
る
べ
き
簡
非
と

如
来
の
側
で
語
ら
れ
る
権
用
は
明
確
に
そ
の
立
場
を
区
別
す
べ
き
で
あ
る
と
こ
ろ
、
暫
用
還
廃
と
い
う
語
が
登
場
す
る
こ

と
に
よ
り
簡
非
と
還
廃
の
混
同
な
ど
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
が
、
簡
非
と
権
用
と
い
う
ペ
ア
で
「
化
巻
」
を
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見
る
上
で
の
課
題
点
で
あ
る
。
ま
た
権
用
に
つ
い
て
は
、
ど
の
範
囲
ま
で
を
如
来
の
方
便
と
見
る
か
否
か
で
変
わ
り
、
総

じ
て
「
化
巻
」
全
体
を
捉
え
き
れ
て
い
な
い
と
い
う
面
が
指
摘
で
き
る
。 

      

 

 

註 

1
2

1 

武
田
龍
精
「
親
鸞
浄
土
教
再
解
釈
の
一
視
座-
宗
教
多
元
時
代
に
お
け
る
浄
土
教
の
脱
構
築-

」
（『
宗
教
研
究
』
第
八
二

号(

二)

、
二
〇
〇
八
年
）、
二
七
九
頁
参
照
。 

1
2

2 

武
田
龍
精
「
親
鸞
浄
土
教
再
解
釈
の
一
視
座-

宗
教
多
元
時
代
に
お
け
る
浄
土
教
の
脱
構
築-

」
（『
宗
教
研
究
』
第
八
二

号(

二)

、
二
〇
〇
八
年
）、
二
七
九
頁
参
照
。 

1
2

3 

武
田
龍
精
「
親
鸞
浄
土
教
再
解
釈
の
一
視
座-

宗
教
多
元
時
代
に
お
け
る
浄
土
教
の
脱
構
築-

」
（『
宗
教
研
究
』
第
八
二

号(

二)

、
二
〇
〇
八
年
）、
二
七
九
頁
参
照
。 
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 1
2

4 

赤
沼
智
善
、
山
辺
習
学
『
教
行
信
証
講
義
（
教
行
の
巻
）
』（
法
蔵
館
、
一
九
九
九
年
）
五
六-

五
七
頁
参
照
。 

1
2

5 
青
柳
英
司
「『
教
行
信
証
』
の
構
成
に
つ
い
て
」
（『
近
現
代
『
教
行
信
証
』
研
究
検
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
紀
要
』
第

一
号‐

〇
、
二
〇
一
八
年
）
一
三
〇
頁
参
照
。 

1
2

6 

青
柳
英
司
「『
教
行
信
証
』
の
構
成
に
つ
い
て
」
（『
近
現
代
『
教
行
信
証
』
研
究
検
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
紀
要
』
第

一
号‐

〇
、
二
〇
一
八
年
）
一
三
〇
頁
参
照
。 

1
2

7 

廣
瀬
惺
「「
真
宗
相
伝
義
書
」
に
学
ぶ‐

親
鸞
の
二
種
回
向
観‐

」
（『
同
朋
学
園
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』、
一
九
八
六

年
）
二
六
七
頁
参
照
。 

1
2

8 

相
承
学
薗
編
『
真
宗
相
伝
叢
書
』
第
一
巻
（
方
丈
堂
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）
三
頁
参
照
。 

1
2

9 

相
承
学
薗
編
『
真
宗
相
伝
叢
書
』
第
一
巻
（
方
丈
堂
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）
四
頁
参
照
。 

1
3

0 

相
承
学
薗
編
『
真
宗
相
伝
叢
書
』
第
一
巻
（
方
丈
堂
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）
四
頁
参
照
。 

1
3

1 

相
承
学
薗
編
『
真
宗
相
伝
叢
書
』
第
一
巻
（
方
丈
堂
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）
四
頁
参
照
。 

1
3

2 

相
承
学
薗
編
『
真
宗
相
伝
叢
書
』
第
一
巻
（
方
丈
堂
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）
二
三
五‐

二
三
六
頁
参
照
。 

1
3

3 

稲
葉
秀
賢
「
還
相
回
向
の
表
現
」（
『
大
谷
大
學
研
究
年
報
』
第
一
〇
号
、
一
九
五
七
年
）
六
四
頁
参
照
。 

1
3

4 

普
賢
大
圓
『
眞
宗
概
論
』（
百
華
苑
、
一
九
五
二
年
）
二
五
〇
頁-

二
五
一
頁
参
照
。 

1
3

5 

内
藤
知
康
「「
方
便
化
身
土
文
類
」
の
意
義
」（
『
真
宗
学
』
第
九
一
・
九
二
号
、
一
九
九
五
年
）
二
八
三
頁
参
照
。

尚
、
内
藤
が
註
で
引
用
し
て
い
る
講
録
の
箇
所
と
筆
者
が
引
用
し
た
箇
所
は
、
中
略
を
含
め
若
干
の
相
違
が
あ
る
。 

1
3

6 

高
木
昭
良
『
教
行
信
証
の
意
訳
と
解
説
』
（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
七
五
年
）
七
一
九
頁
参
照
。 
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 1
3

7 

高
木
昭
良
『
教
行
信
証
の
意
訳
と
解
説
』（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
七
五
年
）
七
一
九
頁
参
照
。 

1
3

8 
普
賢
大
圓
『
眞
宗
概
論
』
（
百
華
苑
、
一
九
五
二
年
）
二
四
九
頁
参
照 

1
3

9 

梯
實
圓
『
教
行
信
証
の
宗
教
構
造 : 

真
宗
教
義
学
体
系
』
（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
一
年
）
四
二
頁
参
照
。 

1
4

0 

内
藤
知
康
「「
方
便
化
身
土
文
類
」
の
意
義
」（
『
真
宗
学
』
第
九
一
・
九
二
号
、
一
九
九
五
年
）
二
八
八
頁
参
照
。 

1
4

1 

大
原
性
実
『
教
行
信
証
概
説
』
（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
五
九
年
）
三
一
七
頁
〜
三
一
八
頁
参
照
。 

1
4

2 

桐
溪
順
忍
『
教
行
信
証
に
聞
く
』（
下
巻
）
（
教
育
新
潮
社
、
一
九
七
〇
年
）
一
〇
一
頁
参
照
。
尚
、
引
文
中
に
お
け
る

「
別
由
の
第
一
・
第
二
」
と
は
、
善
譲
に
よ
る
、
「
違
順
を
詳
に
し
て
、
捨
帰
せ
し
め
ん
が
た
め
」
と
い
う
総
由
の
ほ

か
、「
方
便
の
願
意
を
開
示
せ
ん
が
た
め
」「
釈
尊
の
誘
引
を
開
示
せ
ん
が
た
め
」
「
相
承
の
師
釈
を
分
別
せ
ん
が
た

め
」「
修
入
の
得
失
を
弁
明
せ
ん
が
た
め
」「
俗
諦
の
開
遮
を
料
簡
せ
ん
が
た
め
」
と
い
っ
た
別
由
に
お
け
る
別
由
第
一

と
第
二
で
あ
る
。 

1
4

3 

内
藤
知
康
「「
方
便
化
身
土
文
類
」
の
意
義
」（
『
真
宗
学
』
第
九
一
・
九
二
号
、
一
九
九
五
年
）
二
九
七
頁
参
照
。 

内

藤
は
類
似
の
立
場
の
先
哲
と
し
て
次
の
よ
う
に
挙
げ
て
い
る
。 

1
4

4 

普
賢
大
圓
『
眞
宗
概
論
』（
百
華
苑
、
一
九
五
二
年
）
二
八
二
頁
参
照
。 

1
4

5 

大
江
淳
誠
『
教
行
信
證
體
系
』
（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
五
〇
年
）
二
三
三
頁
参
照
。 

1
4

6 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
學
院
『
本
典
研
鑽
集
記
』
下
巻
（
方
丈
堂
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
二
六
八
頁
参
照
。 

1
4

7 

梯
實
圓
『
教
行
信
証
の
宗
教
構
造 : 

真
宗
教
義
学
体
系
』
（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
一
年
）
四
二
頁
参
照
。 

1
4

8 

桐
渓
順
認
『
親
鸞
は
何
を
説
い
た
か
：
桐
渓
順
忍
集
（
昭
和
仏
教
全
集
、
第
八
部 

一
）
』（
教
育
新
潮
社
、
一
九
六
四
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年
）
七
〇
頁
参
照
。 

1
4

9 
神
舘
広
昭
「
化
巻
末
の
研
究
」
（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
四
一-

一
、
一
九
九
二
年
）
二
〇
二
頁
参
照
。 

              





 

 

 

第
五
章 

「
化
身
土
文
類
」
の
現
代
的
解
釈 



第五章 「化身土文類」の現代的解釈 

一九八 

小
序 

 
前
章
で
は
、「
化
巻
」
全
体
に
対
す
る
見
方
の
歴
史
的
変
遷
を
確
認
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
真
仮
偽
判
以
外
の
視
点
に
立
つ

こ
と
に
よ
り
、
現
代
の
他
宗
教
の
存
在
意
義
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
そ
こ
で
本
章
で

は
、
真
仮
偽
判
に
代
わ
る
「
化
巻
」
の
視
点
と
し
て
、
統
合
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
再
検
討
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
従
来
は
排
他
主
義
的
視
点
か
ら
が
中
心
で
あ
っ
た
「
化
巻
」
の
解
釈
を
包
括
主
義
の
立
場
か
ら
見
直
し
て
い

き
、
そ
こ
か
ら
「
化
巻
」
の
現
代
的
解
釈
の
可
能
性
と
課
題
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。 

 

第
一
節 

選
択
と
統
合 

 

従
来
、
親
鸞
に
お
け
る
他
教
観
が
排
他
的
性
格
を
帯
び
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
親
鸞
に
限
ら
ず
鎌
倉
仏
教
を
開
祖
し
た
と
さ
れ
る
祖
師
に
概
ね
共
有
さ
れ
る
理
解
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
長
ら
く
定

説
と
さ
れ
て
き
た
鎌
倉
新
仏
教
史
観
の
共
有
概
念
の
「
選
択
」
と
「
専
修
」
と
い
う
性
格
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

例
え
ば
、
末
木
文
美
士
に
よ
れ
ば
、
鎌
倉
新
仏
教
史
観
は
、
い
わ
ば
「
旧
仏
教
」
と
「
新
仏
教
」
と
い
う
二
項
対
立
的

な
図
式
で
捉
え
ら
れ
、
前
者
の
特
徴
と
し
て
「
兼
学
兼
修
」
「
密
教
的
」
「
神
仏
習
合
」「
カ
ト
リ
ッ
ク
」
が
挙
げ
ら
れ
る
一

方
、
後
者
は
「
一
向
専
修
」
「
密
教
否
定
」「
神
祇
不
拝
」
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。1

5
0

こ
の
よ
う

な
、
他
教
に
「
プ
ロ
テ
ス
ト
」
〈
抗
議
〉
す
る
姿
勢
は
、
そ
の
後
に
提
唱
さ
れ
た
黒
田
俊
夫
の
顕
密
体
制
論
に
よ
っ
て
も
克
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服
さ
れ
て
お
ら
ず
、
よ
っ
て
長
ら
く
他
教
に
批
判
的
な
祖
師
と
し
て
鎌
倉
仏
教
は
捉
え
ら
れ
て
き
た
き
ら
い
が
あ
る
。 

例
え
ば
、
佐
藤
弘
夫
は
鎌
倉
仏
教
の
祖
師
と
さ
れ
る
法
然
、
親
鸞
、
道
元
、
日
蓮
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い

る
。1

5
1 

 

伝
統
仏
教
に
対
す
る
彼
ら
（
法
然
、
親
鸞
、
道
元
、
日
蓮
）
の
独
自
性
は
、
単
に
念
仏
や
唱
題
・
坐
禅
と
い
っ
た
特

定
の
一
行
だ
け
を
選
び
と
り
、
そ
の
ひ
た
む
き
な
実
践
を
勧
め
た
点
に
あ
る
の
で
は
な
か
っ
た
。
一
仏
に
対
す
る
一

行
の
専
修
を
主
張
す
る
と
同
時
に
、
他
の
一
切
の
仏
神
・
教
行
の
価
値
を
は
っ
き
り
と
否
定
し
た
点
に
こ
そ
、
彼
ら

の
宗
教
の
革
命
的
な
意
義
が
あ
っ
た
。
「
念
仏
以
外
で
は
往
生
で
き
な
い
」「
題
目
で
し
か
救
わ
れ
な
い
」「
成
仏
の
道

は
坐
禅
だ
け
だ
」‐

彼
ら
が
つ
く
り
あ
げ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
き
わ
め
て
排
他
的
な
信
仰
体
系
だ
っ
た
の
で
あ

る
。（
括
弧
内
筆
者
） 

 

し
か
し
、
近
年
鎌
倉
仏
教
に
対
し
て
新
た
な
捉
え
直
し
が
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
に
、
従
来
鎌
倉
仏
教
に
共
通
す

る
と
さ
れ
た
「
選
択
」
は
、
あ
る
ひ
と
つ
の
行
を
選
ぶ
行
為
で
あ
る
一
方
、
同
時
に
「
統
合
」
と
い
う
他
の
行
や
宗
教
的

存
在
を
包
み
込
む
性
格
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
視
点
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
浄
土
真
宗
を
包
括
主
義

的
に
捉
え
直
す
前
提
と
し
て
、
「
統
合
」
と
い
う
新
し
い
視
点
か
ら
鎌
倉
仏
教
を
見
直
し
て
み
た
い
。 

 

第
一
項 

平
岡
聡
の
〈
統
合
〉
論 
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二〇〇 

 

「
統
合
」
と
い
う
新
た
な
視
点
か
ら
、
鎌
倉
仏
教
が
捉
え
直
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
こ
の
よ
う
な
動
向

は
、
末
木
以
外
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
平
岡
聡
は
鎌
倉
仏
教
の
専
修
の
概
念
に
着
目
し
、
従
来
は
他
を
否

定
し
、
捨
て
去
る
と
い
う
意
味
合
い
が
強
か
っ
た
専
修
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。 

 

一
般
に
「
専
修
」
と
言
え
ば
、
「
一
行
の
み
を
選
択
し
、
専
ら
そ
れ
を
修
す
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
。
法
然
の
念
仏
、
親

鸞
の
信
心
、
道
元
の
坐
禅
、
そ
し
て
日
蓮
の
唱
題
な
ど
、
一
行
の
み
を
選
び
余
行
を
捨
て
る
と
い
う
取
捨
選
択
が
「
専

修
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
し
、
そ
れ
は
そ
れ
で
間
違
え
で
は
な
い
。
た
だ
私
が
問
い
た
い
の
は
、「
専
修
」
に
込
め
た
祖
師

た
ち
の
“

思
い
”

で
あ
る
。1

5
2 

 

そ
の
上
で
平
岡
は
、
専
修
と
い
う
概
念
は
、
釈
尊
以
来
多
様
化
し
た
仏
教
体
系
（
全
仏
教
）
か
ら
、
あ
る
特
定
の
行
を

選
び
取
り
、
そ
こ
に
全
仏
教
を
含
み
込
ん
だ
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

彼
ら
宗
祖
た
ち
は
総
合
的
な
視
点
に
立
っ
て
、「
結
局
、
ブ
ッ
ダ
が
説
い
た
仏
教
と
は
何
だ
っ
た
の
か
／
そ
の
エ
ッ
セ

ン
ス
を
“

一
行
”

に
集
約
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
何
か
」
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
出
発
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
答

え
を
出
し
た
の
が
鎌
倉
新
仏
教
の
宗
祖
た
ち
の
専
修
思
想
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
長
い
歴
史
の
中
で
多
様

化
し
た
仏
教
を
統
合
し
、
一
行
に
収
斂
さ
せ
た
の
が
専
修
思
想
で
あ
る
か
ら
、「
“

一
行
”

（
専
修
）
が
“

全
仏
教
”
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を
含
み
込
む
」、
こ
こ
が
鎌
倉
仏
教
の
ポ
イ
ン
ト
な
の
で
あ
る
。
仏
教
は
長
い
歴
史
の
中
で
多
様
化
し
細
分
化
し
て
い

っ
た
が
、
鎌
倉
新
仏
教
の
祖
師
た
ち
は
そ
の
「
多
様
化
し
細
分
化
し
た
末
端
の
一
行
（o

n
e o

f th
em

）
を
「
専
修
」

と
し
て
選
択
し
た
の
で
は
な
く
、
逆
に
「
多
様
化
し
細
分
化
し
た
仏
教
の
す
べ
て
を
一
つ
に
集
約
し
た
行
（all in

 

o
n

e
）
と
し
て
確
立
し
た
の
で
あ
る
。1

5
3 

 

こ
の
よ
う
に
、
平
岡
の
論
考
に
よ
れ
ば
、
従
来
排
他
す
る
性
質
が
強
調
さ
れ
て
い
た
専
修
の
概
念
は
、
行
と
し
て
は
他

の
選
択
を
排
除
し
な
が
ら
も
、
同
時
に
そ
の
一
行
に
他
の
す
べ
て
を
収
斂
さ
れ
る
と
い
う
言
わ
ば
包
括
主
義
的
な
視
点
か

ら
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
法
然
の
念
仏
思
想
に
つ
い
て
は
、
念
仏
の
も
つ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

大
き
く
転
換
さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
、
他
の
一
切
を
包
括
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
と
し
て
い
る
。 

 

法
然
が
出
現
す
る
ま
で
、
念
仏
は
数
あ
る
う
ち
の
一
つ
の
行
（o

n
e o

f th
em

）
で
あ
り
、
し
か
も
劣
行
、
あ
る
い
は
初

心
者
向
け
の
行
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
法
然
は
念
仏
を
本
願
念
仏
か
ら
選
択
本
願
念
仏
に
変
更
し
、
さ
ら
に
「
阿

弥
陀
仏
の
み
な
ら
ず
、
ブ
ッ
ダ
や
諸
仏
、
す
な
わ
ち
一
切
の
仏
も
選
択
さ
れ
た
の
だ
」
と
い
う
八
種
選
択
の
物
語
を
創
造

す
る
こ
と
で
念
仏
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
変
え
、
事
実
行
、
唯
一
の
往
生
行(th

e o
n

ly o
n

e)

、
あ
る
い
は
全
仏
教
を
統

合
す
る
行(all in

 o
n

e)

に
仕
立
て
上
げ
た
。1

5
4 

 

第
二
項 

竹
村
牧
男
の
〈
統
合
〉
論 
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鎌
倉
仏
教
を
「
統
合
」
と
い
う
視
点
か
ら
捉
え
直
す
動
向
は
他
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
竹
村
牧
男
は
日

本
人
の
国
民
性
と
い
う
視
点
か
ら
次
の
よ
う
に
鎌
倉
仏
教
を
位
置
付
け
て
い
る
。 

 

日
本
仏
教
の
思
想
は
、
イ
ン
ド
以
来
の
仏
教
の
展
開
の
頂
点
に
あ
る
の
で
す
か
ら
、
極
め
て
高
度
な
も
の
と
な
っ
て

い
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
す
。
実
際
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
実
に
深
い
思
想
的
営
為
が
積
み
重
な
っ
て

き
て
い
る
わ
け
で
す
。
ま
た
、
日
本
仏
教
は
大
ま
か
に
言
っ
て
、
行
の
簡
易
化
、
信
の
重
視
に
向
か
っ
て
い
る
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
念
仏
す
れ
ば
救
わ
れ
る
と
か
、
唱
題
す
れ
ば
救
わ
れ
る
と
か
説
く
と
こ
ろ
に
、
そ

の
点
が
現
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
し
。（
中
略
）
そ
れ
は
、
や
は
り
仏
教
思
想
の
歴
史
的
展
開
の
必
然
性
に
よ
る
も
の
と

い
う
側
面
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
一
方
、
す
べ
て
を
簡
易
化
・
省
略
化
し
て
い
こ
う
と
し
た
り
、
あ
る
い
は
時
空
を

一
瞬
・
一
事
の
う
え
に
把
握
す
る
こ
と
を
得
意
と
し
た
り
す
る
国
民
性
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
で
し
ょ
う
。1

5
5 

 

こ
の
よ
う
に
、
竹
村
は
鎌
倉
仏
教
が
勃
興
し
た
背
景
に
、
日
本
人
の
「
簡
易
化
、
省
略
化
」
す
る
文
化
的
要
素
の
存
在

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
「
簡
易
化
、
省
略
化
」
さ
れ
た
「
行
」
に
よ
り
生
ま
れ
た
宗
派
性
は
、
排

他
的
で
は
な
く
、
他
と
共
存
す
る
こ
と
を
目
指
す
融
和
的
な
性
格
で
あ
る
と
も
言
及
し
て
い
る
。 

 

救
い
の
簡
便
化
は
修
行
の
方
法
論
に
関
す
る
こ
と
で
す
が
、
日
本
仏
教
の
宗
派
は
そ
の
方
法
論
を
め
ぐ
っ
て
分
か
れ
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て
い
る
と
言
え
ま
す
。
特
に
末
法
思
想
の
影
響
を
多
分
に
受
け
て
成
立
し
た
鎌
倉
新
仏
教
は
、
人
間
の
一
律
の
凡
愚

性
を
見
つ
め
て
理
論
を
組
み
立
て
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
そ
こ
に
念
仏
な
り
唱
題
な
り
、
こ
の
道
で
し
か
救
わ
れ
な

い
と
い
う
尖
鋭
化
し
た
主
張
が
伴
わ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。
韓
国
な
ど
の
仏
教
は
総
合
的
で

あ
り
、
細
か
く
宗
派
に
分
か
れ
て
互
い
に
自
宗
の
正
当
性
を
主
張
し
合
っ
て
い
る
の
は
、
日
本
独
特
と
言
っ
て
よ
い

で
し
ょ
う
。
日
本
仏
教
は
そ
の
よ
う
に
宗
派
性
に
富
ん
で
い
て
、
お
の
お
の
自
ら
の
真
理
性
・
正
当
性
を
主
張
し
て

い
ま
す
が
、
し
か
し
必
ず
し
も
互
い
に
排
他
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
仏
教
と
い
う
宗
教
の
性
格
も
大
い
に

関
わ
る
と
同
時
に
、
む
し
ろ
日
本
人
の
国
民
性
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
い
ま
す
。 

 

第
三
項 

末
木
文
美
士
の
〈
統
合
〉
論 

 

本
節
の
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、
鎌
倉
仏
教
の
祖
師
が
排
他
的
と
さ
れ
た
背
景
の
ひ
と
つ
に
、
鎌
倉
新
仏
教
史
観
が
あ

る
。
そ
の
上
で
、
末
木
は
当
該
史
観
を
「
き
わ
め
て
偏
執
的
な
二
項
対
立
主
義
」
と
し
た
上
で
、
法
然
の
念
仏
観
に
つ
い

て
、
統
合
の
要
素
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。 

 

法
然
は
選
択
主
義
を
唱
え
、
他
宗
を
否
定
し
て
、
一
向
専
修
の
念
仏
を
主
張
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
そ
の
通

り
で
、
主
著
の
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
は
、
一
種
の
教
判
論
と
考
え
ら
れ
、
弥
陀
に
よ
る
称
名
念
仏
の
選
択
を
中
心

に
お
い
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
仏
教
全
体
を
再
編
し
、
諸
宗
諸
行
を
否
定
す
る
と
い
う
構
造
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
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け
見
る
と
、「
き
わ
め
て
偏
執
的
な
二
項
対
立
主
義
」
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
が
、
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
に
断
定
で
き
な

い
。
法
然
に
お
い
て
も
単
純
な
選
択
で
は
な
く
、
統
合
へ
の
志
向
が
強
く
見
ら
れ
る
。 

 

さ
ら
に
末
木
は
、
法
然
に
お
け
る
統
合
性
に
つ
い
て
、
念
仏
以
外
の
他
の
行
が
否
定
さ
れ
る
と
同
時
に
、
そ
の
一
切
の

得
が
念
仏
に
包
括
さ
れ
る
と
い
う
重
層
的
な
見
方
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
論
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
視
点
は
、
既
に

見
た
平
岡
の
視
点
と
近
似
し
て
お
り
、
専
修
に
は
「
排
他
」
と
「
統
合
（
包
括
）
」
の
両
面
の
性
質
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
で

き
る
。
で
は
、
そ
の
末
木
の
論
を
詳
し
く
見
て
い
こ
う
。 

 

第
一
に
、『
選
択
集
』
の
体
系
自
体
に
お
い
て
、
諸
行
は
単
純
に
否
定
さ
れ
、
切
り
捨
て
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。『
選

択
集
』
第
三
章
に
よ
れ
ば
、
念
仏
は
弥
陀
の
所
有
す
る
す
べ
て
の
徳
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
す
べ
て
の
真

理
が
含
ま
れ
る
が
故
に
、
他
の
行
は
不
要
と
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
弥
陀
の
名
号
は
内
容
豊
か
な
統
合

的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。『
選
択
集
』
の
全
体
は
、
そ
れ
を
弥
陀
の
み
な
ら
ず
、
釈
迦󠄀
も
諸
仏
も
み
な
称
賛
す
る
こ
と

で
、
名
号
の
絶
対
性
が
確
立
す
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
弥
陀
の
選
択
を
釈
迦󠄀
・
諸
仏
が
承
認
し
、
宣

揚
す
る
と
い
う
形
で
、
阿
弥
陀
仏
を
頂
点
と
す
る
諸
仏
の
統
合
的
な
体
系
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
諸

行
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、『
選
択
集
』
第
四
章
で
は
、
諸
行
は
『
無
量
寿
経
』
の
三
輩
段
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
で
、

そ
の
体
系
の
中
に
含
み
こ
ま
れ
、
そ
の
上
で
否
定
さ
れ
る
と
い
う
重
層
的
な
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
諸
行
が

始
め
か
ら
考
慮
外
に
置
か
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
体
系
の
中
に
統
合
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
第
二
に
、
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『
選
択
集
』
は
確
か
に
「
浄
土
宗
」
の
立
宗
を
意
図
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
明
白
に
諸
行
否
定
を
立
て
る
。
し
か
し
、

浄
土
宗
を
諸
宗
と
並
ぶ
一
宗
と
し
て
立
て
る
と
い
う
こ
と
は
、
諸
宗
と
の
併
存
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
直
ち

に
諸
宗
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
。「
宗
」
は
い
わ
ば
大
学
の
学
部
、
あ
る
い
は
学
科
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
並

行
は
も
ち
ろ
ん
、
兼
学
兼
修
も
可
能
で
あ
る
。
同
じ
頃
栄
西
は
『
興
禅
護
国
論
』
に
よ
っ
て
「
禅
宗
」
を
立
宗
し
た
が
、

そ
の
こ
と
は
密
教
な
ど
と
の
併
宗
を
否
定
す
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
法
然
の
場
合
も
同
じ
で
あ
り
、
浄
土
宗
の
立
宗

は
、
天
台
律
の
後
継
者
で
あ
る
こ
と
を
妨
げ
る
こ
と
で
は
な
い
。
法
然
は
「
内
専
修
、
外
天
台
」
な
ど
と
言
わ
れ
、
そ

の
専
修
念
仏
の
主
張
と
天
台
僧
と
し
て
の
活
動
が
矛
盾
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
が
、
決
し
て
両
者
は
矛
盾
す

る
も
の
で
は
な
い
。
全
体
と
し
て
の
諸
宗
の
枠
の
中
に
、
従
来
の
八
宗
に
加
え
て
、「
浄
土
宗
」
を
入
れ
よ
う
と
い
う
の

で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
の
仏
法
の
全
体
性
、
総
合
性
は
維
持
さ
れ
る
。 

 

第
二
節 

選
択
と
統
合
の
具
体
的
事
例 

 

鎌
倉
仏
教
の
祖
師
た
ち
が
「
選
択
」
や
「
専
修
」
と
い
う
視
点
か
ら
排
他
的
と
見
な
さ
れ
、
そ
の
思
想
背
景
に
は
鎌
倉

新
仏
教
中
心
論
が
存
在
す
る
こ
と
は
既
に
前
項
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
近
年
見
ら
れ
る
統
合
と
い
う
新
し

い
視
点
か
ら
鎌
倉
仏
教
を
見
直
す
動
向
を
平
岡
、
牧
村
、
末
木
の
論
考
を
通
し
て
考
え
て
き
た
。
本
節
で
は
、
そ
れ
ら
の

研
究
動
向
を
踏
ま
え
、
過
去
に
統
合
と
い
う
視
点
か
ら
親
鸞
思
想
を
研
究
し
た
論
考
は
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
意
識

の
も
と
、
本
節
で
は
井
上
見
淳
、
信
楽
峻
麿
、
末
木
文
美
士
の
論
考
を
確
認
し
た
い
。
尚
、
普
賢
大
円
と
稲
葉
秀
賢
ら
に
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よ
る
、
「
化
巻
」
全
体
を
還
相
回
向
の
表
現
で
あ
る
と
す
る
説-

還
相
回
向
表
現
説-

は
、
統
合
と
い
う
視
点
か
ら
親
鸞
思
想

を
考
察
し
た
代
表
例
で
あ
る
が
、
す
で
に
前
章
で
詳
し
く
扱
っ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
省
略
し
た
い
。 

 
第
一
項 

井
上
見
淳
の
統
合
論 

 

井
上
見
淳
は
、
親
鸞
に
よ
っ
て
排
他
さ
れ
た
と
さ
れ
る
神
祇
の
存
在
に
つ
い
て
、
阿
弥
陀
仏
の
も
と
に
再
構
築
し
て
体

系
化
さ
れ
た
と
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

親
鸞
は
当
時
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
い
た
が
、
そ
の
一
つ
は
神
祇
不
拝
と
あ
げ
つ
ら
わ
れ
受
け
て
い
た
弾
圧
で

あ
る
。
勿
論
門
弟
内
に
も
「
造
悪
無
礙
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
過
激
な
者
が
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
が
、
ま
た

そ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
、
選
択
本
願
念
仏
の
立
場
か
ら
の
護
教
論
の
確
立
は
ど
う
し
て
も
ク
リ
ア
し
て
お
か
ね

ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
こ
で
親
鸞
が
取
っ
た
手
法
は
、
決
し
て
一
切
の
神
々
の
存
在
自
体
を

否
定
す
る
も
の
で
も
、
勧
善
懲
悪
と
い
う
意
味
で
は
仏
教
を
翼
賛
す
る
か
ら
一
定
の
評
価
を
与
え
る
と
い
っ
た
や
り

方
で
も
な
い
。
親
鸞
は
、
逆
に
神
々
な
ど
の
そ
う
い
っ
た
超
自
然
的
存
在
は
、
帰
依
の
対
象
か
ら
外
し
た
が
、
そ
の

存
在
性
は
阿
弥
陀
仏
の
も
と
に
、
再
構
築
し
て
体
系
化
し
、
阿
弥
陀
仏
中
心
の
仏
教
観
（
世
界
観
）
を
確
立
さ
せ
た

と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。1

5
6 
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さ
ら
に
井
上
は
、
親
鸞
が
略
記
し
た
『
須
弥
四
域
経
』
断
片
に
お
い
て
、
日
月
を
日
天
子
・
月
天
子
と
し
た
上
で
、
『
唯

信
鈔
文
意
』
で
は
そ
れ
ら
を
阿
弥
陀
仏
の
応
化
と
し
て
い
る
点
を
取
り
上
げ
、
従
来
「
化
巻
」
（
末
）
を
「
外
教
釈
」
と
呼

び
、
偽
に
つ
い
て
述
べ
た
箇
所
と
扱
っ
て
き
た
単
純
な
見
方
に
反
省
を
加
え
て
い
る1

5
7

。
こ
の
よ
う
に
、
井
上
は
親
鸞
に

よ
っ
て
一
度
排
他
さ
れ
た
偽
の
存
在
に
積
極
的
存
在
意
義
を
新
た
に
見
出
し
た
点
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
阿
弥
陀

仏
を
中
心
と
す
る
仏
教
的
意
義
づ
け
を
与
え
る
作
業
で
も
あ
り
、
統
合
の
一
事
例
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。 

 

第
二
項 

信
楽
峻
麿
の
統
合
論 

 

信
楽
峻
麿
は
、
親
鸞
浄
土
教
に
お
け
る
信
心
の
内
実
を
「
仏
法
の
道
理
、
智
慧
に
厳
し
く
照
射
さ
れ
つ
つ
、
自
己
自
身

の
存
在
の
縁
起
性
、
そ
の
無
常
性
、
無
我
性
に
つ
い
て
深
く
教
え
ら
れ
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
自
己
の
執
着
性
、
虚
妄
性
を

凝
視
し
、
そ
れ
に
め
ざ
め
て
ゆ
く
こ
と
」1

5
8

と
し
た
上
で
、「
そ
の
信
心
の
内
実
に
お
い
て
、
そ
の
信
心
の
必
然
と
し
て
、

自
己
存
在
を
徹
底
し
て
相
対
化
し
つ
つ
、
自
己
に
対
す
る
他
者
存
在
を
全
面
的
に
肯
定
し
、
そ
れ
を
尊
重
す
る
世
界
が
展

け
て
く
る1

5
9

」
と
し
て
い
る
。
そ
の
具
体
例
と
し
て
、
親
鸞
の
神
祇
観
に
つ
い
て
、
「
自
己
の
選
択
し
た
究
極
的
な
真
理
に

対
等
す
る
真
理
と
し
て
、
た
だ
ち
に
承
認
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
神
祇
を
信
奉
す
る
人
々
の
存
在
を
肯
定

し
、
尊
重
す
る
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
、
間
接
的
に
日
本
神
道
の
存
在
を
是
認
し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
」1

6
0

と
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
信
楽
に
よ
れ
ば
、
自
己
の
宗
教
的
真
理
を
保
持
し
な
が
ら
も
、
自
己
と
異
な
る
他
者
や
、
相
反
す
る
真

理
の
主
張
に
対
し
て
も
、
そ
の
一
切
を
因
縁
生
起
し
た
縁
起
的
存
在
と
し
て
肯
定
的
に
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
し
て
い
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る
。 こ

の
縁
起
に
つ
い
て
信
楽
は
、
「
こ
の
世
界
の
い
っ
さ
い
の
現
象
、
存
在
は
す
べ
て
が
本
来
に
お
い
て
無
常
に
し
て
無
我

な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
有
に
し
て
無
、
無
に
し
て
有
な
る
、
仮
と
し
て
の
存
在
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
う
こ
と
が
知
ら

れ
て
く
る1

6
1

」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
言
葉
を
換
え
れ
ば
、
宗
教
が
複
数
存
在
す
る
現
実
を
、
現
象
面
に
お
い
て
は

大
い
に
相
違
す
る
も
の
の
、
そ
の
存
在
を
存
在
た
ら
し
め
て
い
る
根
源
は
、
す
べ
て
同
一
な
る
世
界
へ
と
統
合
さ
れ
て
い

く
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
見
方
で
あ
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
信
楽
が
言
及
す
る
根
源
的
存
在
は
、
人
間
の
認
識
を

超
越
し
た
存
在
で
あ
り
、
一
見
す
る
と
ジ
ョ
ン
・
ヒ
ッ
ク
（Jo

h
n

 H
ick

）
の
提
唱
す
る
宗
教
多
元
主
義
に
お
け
る
〈
本
性

的
実
在
〉1

6
2

と
同
一
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
信
楽
は
あ
く
ま
で
も
仏
教
に
お
け
る
諸
行
無
常
や
無
自
性
空
と
い
っ
た

自
身
の
宗
教
的
価
値
観
（
仏
教
あ
る
い
は
浄
土
真
宗
）
の
範
疇
に
お
け
る
理
解
で
あ
り
、
ヒ
ッ
ク
に
お
け
る
〈
本
性
的
実

在
〉
と
は
明
確
に
峻
別
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

第
三
項 

末
木
文
美
士
の
統
合
論 

 

末
木
は
前
述
の
通
り
、
鎌
倉
仏
教
を
統
合
と
い
う
視
点
か
ら
捉
え
直
し
、
「
い
わ
ゆ
る
新
仏
教
の
祖
師
た
ち
に
あ
っ
て

も
、
一
方
的
な
選
択
と
他
な
る
も
の
の
否
定
的
な
切
り
捨
て
で
は
な
く
、
他
な
る
も
の
を
配
慮
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
自
ら

の
体
系
の
中
に
含
み
こ
み
、
統
合
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
」1

6
3

と
し
て
い
る
。
ま

た
親
鸞
に
お
い
て
は
、『
観
無
量
寿
経
』
の
悲
劇
が
す
べ
て
還
相
回
向
の
菩
薩
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
や
、
聖
徳
太
子
や
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法
然
が
聖
者
の
権
化
と
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
る
。 

 
こ
こ
で
は
（『
浄
土
和
讃
』
括
弧
内
筆
者
）、
『
法
華
経
』
の
久
遠
実
成
の
釈
迦
仏
を
転
用
し
て
、
阿
弥
陀
仏
こ
そ
が
本

仏
で
あ
り
、
釈
迦
牟
尼
仏
は
そ
の
応
現
で
あ
る
と
し
て
、
阿
弥
陀
仏
を
、
一
切
仏
を
統
合
す
る
最
高
仏
と
位
置
付
け

る
。
そ
こ
か
ら
、
仏
の
教
え
を
広
め
る
教
化
的
な
活
動
は
、
す
べ
て
阿
弥
陀
仏
な
ど
の
応
現
と
見
な
さ
れ
る
。（
中

略
）
こ
れ
ら
（『
浄
土
和
讃
』
括
弧
内
筆
者
）
に
よ
れ
ば
、
浄
土
教
が
説
か
れ
る
機
縁
と
な
っ
た
阿
闍
世
・
韋
提
希
ら

の
話
は
、
す
べ
て
仏
が
方
便
し
て
仕
組
ん
だ
一
場
の
劇
で
あ
り
、
阿
闍
世
や
提
婆
達
多
の
悪
人
た
ち
も
ま
た
、
じ
つ

は
聖
者
の
化
現
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、『
教
行
信
証
』
の
序
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
が
、
本
地
垂
迹
に

き
わ
め
て
近
い
発
想
で
あ
る
。
（
中
略
）
こ
う
し
た
立
場
か
ら
、
聖
徳
太
子
は
も
ち
ろ
ん
、
浄
土
教
の
高
僧
た
ち
は

皆
、
聖
者
の
化
現
都
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
り
わ
け
師
の
法
然
（
源
空
）
へ
の
尊
崇
は
厚
か
っ
た
。
法
然
が
勢

至
菩
薩
の
化
身
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
親
鸞
だ
け
で
な
く
、
あ
る
程
度
法
然
門
下
で
共
有
さ
れ
て
い
た
が
、
親
鸞

は
そ
れ
を
さ
ら
に
極
端
ま
で
進
め
る
。
（
中
略
）
こ
れ
ら
（
『
浄
土
和
讃
』
括
弧
内
筆
者
）
に
よ
れ
ば
、
法
然
は
勢
至

菩
薩
だ
け
で
な
く
、
阿
弥
陀
で
も
あ
り
、
ま
た
か
つ
て
道
綽
も
善
導
と
も
化
現
し
た
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
彼
ら
祖

師
た
ち
は
す
べ
て
一
つ
に
統
合
さ
れ
る
。1

6
4 

 

そ
の
上
で
末
木
は
、
先
に
見
た
井
上
の
阿
弥
陀
仏
中
心
の
仏
教
観
と
近
似
し
て
い
る
「
阿
弥
陀
仏
中
を
頂
点
と
す
る
壮
大

な
パ
ン
テ
オ
ン
」
を
形
成
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。 
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こ
れ
ら
の
和
讃
（
『
浄
土
和
讃
』
括
弧
内
筆
者
）
を
見
れ
ば
、
親
鸞
が
決
し
て
神
祇
信
仰
を
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な

い
こ
と
が
分
か
る
。
親
鸞
も
ま
た
、「
顕
」
な
る
世
界
の
裏
に
「
冥
」
な
る
神
々
の
世
界
を
見
て
い
た
中
世
人
で
あ

り
、
そ
の
「
冥
」
な
る
世
界
は
阿
弥
陀
仏
を
頂
点
と
す
る
壮
大
な
パ
ン
テ
オ
ン
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
つ

て
親
鸞
は
神
祇
信
仰
を
否
定
し
、
神
祇
不
拝
を
主
張
し
た
か
の
よ
う
な
言
説
が
流
布
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は

お
か
し
な
こ
と
で
あ
る
。
阿
弥
陀
仏
だ
け
崇
拝
し
て
他
は
す
べ
て
否
定
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
親
鸞
の
太
子
崇

拝
や
法
然
崇
拝
も
お
か
し
い
こ
と
に
な
ろ
う
。1

6
5 

 

第
三
節 

統
合
の
課
題
と
可
能
性 

 

最
後
に
本
章
で
は
、
親
鸞
が
言
及
し
て
い
な
い
一
神
教
を
は
じ
め
と
す
る
現
代
の
他
宗
教
を
〈
統
合
〉
す
る
課
題
と
可

能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
そ
の
前
提
と
し
て
、
現
代
に
お
け
る
他
宗
教
を
〈
統
合
〉
し
て
い
く
可
能
性
を
消
極
的

統
合
論
と
積
極
的
統
合
論
の
二
つ
の
枠
組
み
に
分
類
し
、
各
々
の
代
表
と
し
て
松
尾
宣
昭
と
ポ
ー
ル
・
Ｆ
・
ニ
ッ
タ
ー
の

論
考
を
確
認
し
、
そ
れ
ら
の
課
題
を
考
察
し
て
い
く
。
そ
の
上
で
、
浄
土
真
宗
独
自
の
新
た
な
包
括
主
義
を
「
親
鸞
一
人

が
た
め
な
り
け
り
」
と
い
う
個
の
救
済
と
い
う
立
場
か
ら
提
示
し
て
い
き
た
い
。 

 

第
一
項 

松
尾
宣
昭
の
消
極
的
統
合
論 
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ま
ず
、
消
極
的
統
合
論
の
代
表
者
と
し
て
松
尾
宣
昭
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
彼
は
従
来
の
他
宗
教
理
解
に
お
け
る
類
型
論

を
積
極
的
態
度
と
し
た
上
で
、
消
極
的
態
度
も
可
能
で
あ
る
と
し
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

他
宗
教
の
こ
と
は
自
分
に
は
理
解
不
可
能
な
の
だ
か
ら
、
そ
れ
に
は
一
切
関
知
し
な
い
と
い
う
消
極
的
な
在
り
方
で

あ
る
。
確
か
に
消
極
的
態
度
を
取
っ
た
か
ら
と
て
、
他
宗
教
に
属
す
る
文
章
を
読
ん
で
独
善
的
心
理
状
態
に
な
る
こ

と
も
あ
る
で
は
あ
ろ
う
。（
中
略
）
或
る
宗
教
を
文
化
現
象
と
し
て
で
は
な
く
ま
さ
に
宗
教
と
し
て
理
解
す
る
と
は
、

そ
の
宗
教
を
実
際
に
生
き
抜
い
て
み
る
以
外
に
は
な
い1

6
6

。 

 こ
の
よ
う
な
松
尾
の
考
え
を
援
用
し
た
場
合
、
例
え
ば
、
他
宗
教
を
〈
一
切
関
知
し
な
い
〉
と
ま
で
は
言
わ
ず
と
も
、

そ
の
存
在
を
縁
起
的
存
在
と
認
識
し
な
が
ら
、
同
時
に
教
説
の
内
実
は
〈
わ
か
ら
な
い
〉
と
い
う
消
極
的
態
度
を
と
る
こ

と
は
十
分
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

第
二
項 

ポ
ー
ル
・
Ｆ
・
ニ
ッ
タ
ー
の
積
極
的
統
合
論 

 

積
極
的
統
合
論
の
代
表
者
と
し
て
は
、
近
年
新
た
な
宗
教
多
元
主
義
を
提
唱
し
て
い
る
ポ
ー
ル
・
ニ
ッ
タ
ー

（P
au

l

・F

・K
n

itter

）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
は
、
人
間
に
お
け
る
宗
教
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
単
一
で
は
な
く
複
合
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的
で
あ
る
こ
と
を
仏
教
に
お
け
る
〈
無
我
〉
の
思
想
を
手
掛
か
り
に
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
自
身
に
お
け
る
核

と
な
る
宗
教
〈
コ
ア
・
レ
リ
ジ
ャ
ス
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ-co

re -relig
io

u
s-id

en
tity

〉
を
抱
き
な
が
ら
も
、
同
時
に

他
宗
教
の
存
在
を
排
他
せ
ず
、
関
係
を
維
持
・
構
築
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
す
る
。 

そ
の
上
で
ニ
ッ
タ
ー
は
、〈
ダ
ブ
ル
・
ビ
ロ
ン
ギ
ン
グ-d

o
u

b
le-b

elo
n

g
in

g

〉
や
〈
レ
ジ
ジ
ャ
ス
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド-

relig
io

u
s-h

yb
rid

s

〉
で
あ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
す
る1

6
7

。
こ
の
ニ
ッ
タ
ー
の
考
え
は
、
従
来
の
浄
土
真
宗
に
お
い

て
〈
従
仮
入
真
〉
し
た
後
は
他
宗
教
（
外
教
）
の
存
在
を
す
べ
て
〈
暫
用
還
廃
〉
す
る
と
さ
れ
た
見
方
と
は
異
な
り
、

〈
従
仮
入
真
〉
し
た
後
も
自
己
と
他
宗
教
（
外
教
）
と
の
間
に
積
極
的
関
係
を
維
持
・
構
築
で
き
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
と
言
え
る
。
こ
の
ニ
ッ
タ
ー
に
よ
る
新
た
な
挑
戦
は
、
〈
統
合
〉
の
新
た
な
形
態
で
あ
る
と
も
言
え
、
今
後
の
他
宗

教
観
を
考
察
す
る
上
で
の
参
考
と
な
る
。 

 

第
三
項 

新
た
な
包
括
主
義
の
提
示-
「
親
鸞
一
人
が
た
め
な
り
」
の
立
場
か
ら- 

 

一
方
で
、
他
宗
教
（
外
教
）
の
教
説
を
積
極
的
に
〈
統
合
〉
す
る
こ
と
は
果
た
し
て
可
能
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
例
え

ば
、
従
来
と
同
じ
く
、〈
権
用
〉
と
捉
え
る
場
合
で
考
え
ら
れ
る
が
、
還
相
回
向
表
現
説
を
提
唱
し
て
い
る
普
賢
も
外
教
の

存
在
意
義
を
還
相
回
向
の
具
体
的
表
現
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
教
説
が
権
用
と
な
り
得
る
の
は
内
外
に
お
け
る
「
正
な
る

も
の
」
に
限
定
さ
れ
る
た
め
、
既
に
見
た
四
句
分
別
に
お
け
る
「
外
に
し
て
外
」
な
る
他
宗
教
の
教
説
を
全
面
的
に
方
便

と
捉
え
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
他
宗
教
（
外
教
）
の
教
説
を
積
極
的
に
〈
統
合
〉
す
る
こ
と
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は
困
難
で
あ
り
、
〈
簡
非
〉
と
い
う
見
方
が
依
然
と
し
て
他
宗
教
の
教
説
に
対
す
る
基
本
的
見
方
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。 

こ
の
簡
非
と
い
う
見
方
は
、
既
に
述
べ
た
ラ
ー
ナ
ー
の
類
型
論
に
お
け
る
排
他
主
義
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ

の
排
他
主
義
は
、
自
己
の
宗
教
、
信
条
を
絶
対
視
し
、
他
宗
教
に
対
す
る
批
判
的
眼
差
し
が
窺
え
る
た
め
、
従
来
宗
教
多

元
主
義
者
か
ら
批
判
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
し
か
し
、
自
身
の
宗
教
を
信
仰
（
あ
る
い
は
目
覚
め
）
す
る
こ
と
は
、

そ
の
教
義
と
矛
盾
す
る
他
の
教
説
を
受
け
入
れ
る
可
能
性
を
否
定
せ
ざ
る
得
な
い
こ
と
を
意
味
す
る1

6
8

。
ま
た
、
排
他
主

義
は
あ
く
ま
で
も
自
身
の
枠
内
に
お
け
る
他
宗
教
の
可
能
性
を
否
定
し
た
ま
で
で
あ
り
、
す
ぐ
さ
ま
他
宗
教
に
対
す
る
優

越
性
を
主
張
す
る
こ
と
に
は
直
結
し
な
い
と
考
え
ら
れ
、
排
他
主
義
の
有
効
性
は
依
然
と
し
て
あ
る
。 

以
上
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
親
鸞
が
言
及
し
て
い
な
い
他
宗
教
の
教
説
を
普
遍
的
に
〈
統
合
〉
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
一
方
、
個
々
人
の
主
観
的
立
場
か
ら
、
そ
の
存
在
を
縁
起
的
、
あ
る
い
は
還
相
の
菩
薩
に
よ
る
教
説
な
ど
と
包
括
的

に
捉
え
な
お
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
上
で
、
教
説
の
内
容
に
関
し
て
い
え
ば
、
あ
く
ま
で
も
自
己
に
お

い
て
は
理
解
で
き
な
い
、
あ
る
い
は
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
っ
た
従
来
の
〈
簡
非
〉
と
い
っ
た
排
他
主
義
的

姿
勢
が
取
り
得
る
と
思
わ
れ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
普
遍
的
な
立
場
と
は
異
な
り
、
個
と
い
う
限
定
的
な
立
場
か
ら
〈
他
者
〉
の
存
在
を
統
合
し
、
理
解
す

る
試
み
に
つ
い
て
、
石
田
慶
和
は
『
勧
経
』
の
韋
提
希
た
ち
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
即
し
て
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。1

6
9 

 

親
鸞
が
こ
の
よ
う
に
、
韋
提
希
た
ち
を
「
権
化
の
仁
」
と
仰
ぐ
気
持
ち
は
、
そ
の
ま
ま
『
歎
異
抄
』
の
「
弥
陀
の
五
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劫
思
惟
の
願
を
よ
く
よ
く
案
ず
れ
ば
、
ひ
と
へ
に
親
鸞
一
人
が
た
め
な
り
け
り
」
（
中
略
）
と
い
う
気
持
ち
と
一
つ
で

あ
り
、
そ
れ
は
「
多
生
に
も
値
ひ
が
た
」
い
本
願
に
遇
い
、
「
億
劫
に
も
獲
が
た
」
い
真
実
の
浄
信
を
獲
た
喜
び
に
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。（
中
略
）
親
鸞
が
「
権
化
」
と
い
う
場
合
、
そ
こ
に
は
「
親

鸞
一
人
」
と
い
わ
れ
る
徹
底
し
た
個
の
立
場
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
そ
の
個
の
立
場
か
ら
、
特
殊
者
が
普
遍
者
の
自

己
限
定
と
し
て
見
い
だ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
個
が
直
ち
に
特
殊
で
は
な
い
し
、
ま
た
特
殊
が
直
ち
に
普

遍
に
転
ず
る
の
で
も
な
い
。
特
殊
は
あ
く
ま
で
個
に
対
す
る
特
殊
と
し
て
あ
る
と
と
も
に
、
ま
た
普
遍
の
特
殊
的
限

定
と
し
て
あ
る
。
親
鸞
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
韋
提
希
が
、
普
遍
的
な
如
来
の
救
済
の
は
た
ら
き
で
あ

る
本
願
力
の
具
体
的
な
実
現
た
る
「
権
化
」
と
し
て
、
個
と
し
て
の
自
己
に
受
け
取
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 こ
の
石
田
の
論
を
援
用
す
れ
ば
、
他
宗
教
の
教
説
は
理
解
で
き
な
く
と
も
、
そ
の
教
説
や
信
仰
者
（
他
宗
教
の
信
者
）

の
存
在
を
自
己
に
対
す
る
「
特
殊
」
と
し
て
、
さ
ら
に
は
還
相
の
菩
薩
や
縁
起
的
存
在
と
し
て
解
釈
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
あ
ら
ゆ
る
宗
教
的
存
在
の
す
べ
て
を
「
個
に
対
す
る
普
遍
の
特
殊
」
と
す
る
見
方
は
親

鸞
に
お
け
る
救
済
観
の
特
徴
と
も
言
え
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
岡
崎
秀
麿
は
次
の
通
り
述
べ
て
い
る
。 

 

親
鸞
は
阿
弥
陀
仏
の
願
い
が
唯
一
自
分
に
か
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
一
対
一
の
関
係
に
お
い
て
親
鸞

自
身
の
救
済
は
成
立
す
る
。
親
鸞
に
お
け
る
救
済
は
、
徹
底
的
な
利
他
行
の
は
た
ら
き
が
他
の
誰
で
も
な
い
「
こ
の

私
」
に
向
け
ら
れ
、
そ
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
「
こ
の
私
」
こ
そ
が
煩
悩
具
足
の
凡
夫
で
あ
る
と
自
覚
さ
せ
る
こ



第五章 「化身土文類」の現代的解釈 

二一五 

と
、「
自
力
」
を
否
定
す
る
こ
と
に
即
し
て
成
立
す
る
。1

7
0 

 
そ
の
上
で
、「
親
鸞
一
個
人
に
お
け
る
救
い
の
成
立
に
お
い
て
、
現
実
的
な
「
他
者
」
が
い
か
に
関
わ
る
の
か
」
と
い
っ

た
問
題
に
関
し
て
、
親
鸞
が
法
然
や
自
分
の
妻
と
い
っ
た
現
実
世
界
に
お
け
る
「
他
者
」
を
菩
薩
と
捉
え
た
こ
と
を
取
り

上
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
他
者
」
を
菩
薩
（
或
い
は
還
相
の
菩
薩
）
と
仰
ぐ
姿
勢
は
、
経
典
の
登
場
人
物
に
限
定
さ
れ

ず
、
む
し
ろ
現
実
世
界
に
お
け
る
「
他
者
」
も
含
ま
れ
、
そ
れ
ら
を
阿
弥
陀
仏
の
救
済
活
動
の
一
環
と
見
る
視
座
が
存
在

す
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
こ
の
論
を
援
用
す
れ
ば
、
自
己
と
異
な
る
「
他
者
」
の
存
在
は
、
阿
弥
陀
仏
と
自
己
（
私
、

一
人
）
と
の
一
対
一
の
関
係
に
包
括
さ
れ
、
そ
の
特
殊
的
関
係
性
に
お
い
て
菩
薩
（
あ
る
い
は
、
還
相
の
菩
薩
）
と
視
る

こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
浄
土
真
宗
か
否
か
、
あ
る
い
は
仏
教
か
否
か
と
い
っ
た
宗
派
や
宗
教
の
壁
は
薄
れ
、
む

し
ろ
私
と
阿
弥
陀
仏
の
枠
内
に
統
合
さ
れ
た
有
機
的
な
つ
な
が
り
と
し
て
の
新
た
な
位
置
づ
け
が
生
ま
れ
て
く
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
他
宗
教
（
外
教
）
の
教
説
は
排
他
的
に
理
解
し
な
が
ら
も
、
そ
の
存
在
を
〈
統
合
〉
す
る
見
方
は
、

ラ
ー
ナ
ー
の
包
括
主
義
に
近
似
し
て
い
る
が
、
彼
の
包
括
主
義
は
、
図
一
の
よ
う
に
自
身
の
宗
教
を
絶
対
視
し
た
上
で
、

他
宗
教
の
信
仰
者
を
未
だ
キ
リ
ス
ト
教
に
出
会
っ
て
な
い
が
、
い
ず
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
っ
て
救
わ
れ
て
い
く
と
い

う
、
い
わ
ば
自
身
の
信
仰
し
て
い
る
宗
教
や
真
理
体
系
を
山
の
頂
上
に
位
置
づ
け
、
他
宗
教
の
信
仰
者
を
山
の
中
腹
あ
る

い
は
そ
の
下
に
位
置
づ
け
る
視
点
に
お
い
て
、〈
上
か
ら
目
線
〉
と
さ
れ
て
き
た
。
な
ぜ
な
ら
、
小
原
が
指
摘
し
て
い
る
と

お
り
、
ラ
ー
ナ
ー
の
包
括
主
義
で
は
「
上
下
関
係
へ
と
置
き
換
え
ら
れ
」
た
状
態
で
あ
り
、
「
下
部
に
は
基
本
的
・
一
般
的

な
も
の
が
位
置
し
、
そ
れ
を
統
括
、
支
配
す
る
形
で
上
部
に
は
高
次
・
特
殊
な
存
在
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
が
位
置
す
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る
」
か
ら
で
あ
る
。 

 
し
か
し
、
以
上
見
て
き
た
〈
統
合
〉
は
、
図
二
の
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
他
宗
教
の
信
仰
者
を
縁
起
的
存
在
と
し
、
同
じ

地
平
か
そ
れ
以
上
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
あ
ら
ゆ
る
他
宗
教
の
存
在
は
自
己
を
真
実
へ
と
導
く
存

在
で
あ
っ
た
と
す
る
立
場
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
帰
依
の
対
象
か
ら
外
す
一
方
、
阿
弥
陀
仏
と
私
と
い
う
宗
教
的
枠
内
に
お

い
て
は
、
畏
敬
の
念
を
抱
く
対
象
で
あ
り
、
ラ
ー
ナ
ー
の
包
括
主
義
が
課
題
と
さ
れ
た
点
は
克
服
で
き
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
そ
こ
に
、
浄
土
真
宗
独
自
の
新
た
な
包
括
主
義
を
構
築
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
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以
上
、
「
化
巻
」
を
現
代
的
に
ど
う
解
釈
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
、
と
い
う
問
題
を
「
統
合
」
と
い
う
新
た
な
包
括
主

義
的
視
点
か
ら
捉
え
直
す
こ
と
に
よ
る
課
題
と
可
能
性
を
確
認
し
て
き
た
。
そ
の
上
で
、「
選
択
」
と
「
統
合
」
と
い
う
相

反
す
る
見
方
が
同
時
的
に
存
在
す
る
親
鸞
の
他
教
観
を
踏
ま
え
れ
ば
、
「
化
巻
」
の
現
代
的
解
釈
も
同
様
に
、
他
宗
教
を
自

己
に
於
い
て
は
排
他
し
な
が
ら
も
、
尚
も
そ
の
存
在
を
包
括
す
る
と
い
う
見
方
に
立
つ
こ
と
に
よ
り
、
排
他
主
義
と
包
括

主
義
の
両
側
面
か
ら
他
宗
教
を
現
代
的
に
捉
え
直
す
こ
と
の
余
地
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。 
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岸
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s d
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e d
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o

esn

’t exclu
d

e th
at 

so
m

e relatio
n

sh
ip

s th
at fo

rm
 o

u
r id

en
tity h

ave a p
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述
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t b
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n

e W
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、
二
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〇

九
）
二
一
四
頁-

二
一
五
頁
）
自
身
を
〈B

u
d

d
h

ist-C
h

ristian

〉
あ
る
い
は
、〈C

h
ristian

-B
u

d
d

h
ist

〉
で
あ
る
と
し



第五章 「化身土文類」の現代的解釈 

二二一 

 

て
い
る 

1
6

8 
例
え
ば
プ
ラ
ン
テ
ィ
ン
ガ
（A

lvin
 P

lan
tin

g
a

）
は
、
「
あ
る
主
張
を
提
示
す
る
こ
と
は
、
実
は
同
時
に
、
そ
れ
に
反
す

る
主
張
を
排
除
す
る
要
素
を
含
ま
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
」
（
岸
根
敏
幸
『
宗
教
多
元
主
義
と
は
何
か
』（
晃
洋
書

房
、
二
〇
〇
一
年
）
二
三
頁
）
と
す
る
よ
う
に
、
自
身
が
信
仰
す
る
真
理
体
系
の
主
張
に
は
、
排
他
主
義
的
要
素
が
含

ま
れ
る
。
し
か
し
、
ト
レ
ル
チ
（E

rn
st T

ro
eltsch

）
の
よ
う
に
、
自
身
の
信
仰
し
て
い
る
宗
教
的
真
理
が
、
客
観
的

に
は
絶
対
で
は
な
い
が
、
個
人
の
確
信
、
あ
る
い
は
信
仰
と
い
う
面
に
お
い
て
は
絶
対
で
あ
る
と
す
る
考
え
も
あ
り
、

自
身
の
信
仰
す
る
宗
教
の
真
理
体
系
の
主
張
が
直
ぐ
に
他
の
宗
教
的
真
理
の
拒
絶
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。 

1
6

9 

石
田
慶
和
『
教
行
信
証
の
思
想
』（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
五
年
）
六
十
八
頁-

六
十
九
頁
参
照
。 

1
7

0 

中
村
博
武
、
古
壮
匡
義
、
本
多
真
、
岡
崎
秀
麿
『
宗
教
を
開
く‐

宗
教
多
元
主
義
を
超
え
て
』（
聖
公
会
出
版
、
二
〇 

一
五
年
）
二
三
六
頁
参
照
。 
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第
一
節 

各
章
の
要
旨 

 
本
論
は
、
親
鸞
が
生
き
た
鎌
倉
時
代
と
は
宗
教
的
、
文
化
的
に
大
き
く
異
な
る
環
境
に
お
か
れ
て
い
る
現
代
社
会
に
お

い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
に
代
表
さ
れ
る
他
宗
教
を
ど
の
よ
う
に
視
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
、
と
い
う
浄
土
真
宗
独
自
の
他
宗

教
理
解
の
モ
デ
ル
を
提
示
し
、
総
じ
て
親
鸞
思
想
と
宗
教
多
元
主
義
に
お
け
る
新
た
な
可
能
性
を
提
示
す
る
こ
と
に
そ
の

目
的
が
あ
る
。
ま
た
武
田
龍
精
の
「
化
巻
」
を
現
代
的
に
「
リ
ヴ
ァ
イ
ズ
」
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
問
題
提
起
に
対
す
る

一
つ
の
見
解
と
い
う
性
質
も
併
せ
持
っ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
目
的
に
対
し
本
論
で
は
、
①
他
宗
教
理
解
に
お
け
る
類
型
論
、
②
親
鸞
に
お
け
る
聖
道
門
観
、
③
親
鸞
に
お

け
る
経
典
観
、
④
「
化
巻
」
に
対
す
る
見
方
の
歴
史
的
変
遷
、
⑤
「
化
巻
」
の
現
代
的
解
釈
と
い
っ
た
五
つ
の
論
点
か
ら

各
諸
問
題
を
論
じ
て
き
た
。
改
め
て
各
章
の
要
旨
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り
と
な
る
。 

第
一
章
で
は
、
他
宗
教
理
解
の
類
型
論
を
再
検
討
し
て
き
た
。
第
一
節
で
は
、
ア
ラ
ン
・
レ
イ
ス
（A

lan
 R

ace

）
と
ポ

ー
ル
・
ニ
ッ
タ
ー
（P

au
l F

. K
n

itter

）
の
類
型
論
に
お
け
る
各
定
義
を
概
観
し
た
。
そ
の
上
で
、
第
二
節
か
ら
第
四
節
で

は
排
他
主
義
、
包
括
主
義
、
多
元
主
義
の
各
類
型
を
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
双
方
の
側
か
ら
そ
の
具
体
例
を
確
認
し
、
類
型

論
に
お
け
る
課
題
を
論
じ
て
き
た
。
そ
の
上
で
、
従
来
三
者
択
一
、
あ
る
い
は
四
者
択
一
を
迫
る
風
潮
が
あ
り
、
か
つ
宗

教
多
元
主
義
の
研
究
者
か
ら
は
排
他
主
義
、
包
括
主
義
を
時
代
遅
れ
と
す
る
見
方
（
優
越
的
置
換
主
義
）
が
存
在
し
た

が
、
信
仰
や
目
覚
め
と
い
っ
た
宗
教
体
験
に
は
排
他
的
要
素
が
必
然
的
に
含
ま
れ
、
同
時
に
他
の
宗
教
的
存
在
を
自
身
の

宗
教
的
理
解
に
即
し
て
包
括
的
に
捉
え
る
可
能
性
が
存
在
し
、
あ
る
い
は
、
自
身
の
宗
教
的
理
解
の
範
疇
を
逸
脱
し
た
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「
他
者
」
に
対
し
て
は
不
可
知
と
す
る
な
ど
、
枠
組
み
を
設
定
す
る
場
所
に
よ
っ
て
他
宗
教
理
解
の
姿
勢
も
柔
軟
に
変
更

す
る
こ
と
が
で
き
、
他
宗
教
に
対
す
る
モ
デ
ル
と
し
て
重
層
的
姿
勢
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 

そ
の
上
で
、
従
来
宗
教
多
元
主
義
の
立
場
か
ら
批
判
さ
れ
て
き
た
排
他
主
義
や
包
括
主
義
の
再
評
価
の
流
れ
を
中
心
に

確
認
し
て
き
た
。
特
に
、
ラ
ー
ナ
ー
の
包
括
主
義
が
批
判
さ
れ
て
き
た
「
上
か
ら
目
線
」
と
い
う
問
題
点
は
、
キ
リ
ス
ト

教
以
外
の
信
者
の
救
済
を
独
断
的
に
論
じ
た
ラ
ー
ナ
ー
の
包
括
主
義
に
特
有
の
問
題
で
あ
り
、
仏
教
に
お
け
る
包
括
主
義

の
事
例
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
包
括
主
義
の
内
容
に
も
か
な
り
の
幅
が
存
在
し
、
現
代
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
有

効
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 

第
二
章
で
は
、
親
鸞
に
お
け
る
他
教
観
を
考
察
す
る
一
部
と
し
て
、
親
鸞
の
聖
道
門
を
検
討
し
て
き
た
。
特
に
還
相
の

菩
薩
と
の
関
係
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
仏
果
向
下
的
視
点
か
ら
捉
え
直
す
試
み
を
お
こ
な
っ
た
。 

第
一
節
で
は
、
議
論
の
前
提
と
し
て
親
鸞
の
方
便
観
を
教
法
（
特
に
権
仮
方
便
）
と
し
て
の
方
便
、
権
化
の
仁
に
よ
る

経
典
の
ス
ト
ー
リ
ー
全
体
と
し
て
の
方
便
、
方
便
の
機
（
人
間
）
の
三
つ
の
項
目
か
ら
検
討
を
お
こ
な
っ
た
。 

第
二
節
で
は
、
親
鸞
の
教
判
論
を
聖
浄
二
門
判
、
二
双
四
重
判
、
真
仮
偽
判
と
い
う
三
つ
の
分
類
か
ら
検
討
を
行
っ

た
。
そ
こ
か
ら
、
教
判
の
大
半
は
道
綽
の
『
安
楽
集
』
や
法
然
の
『
選
択
集
』
か
ら
の
援
用
で
あ
る
一
方
、
「
化
巻
」
観

経
隠
顕
釈
で
示
さ
れ
る
二
双
四
重
判
で
は
、
聖
道
門
を
「
利
他
教
化
地
」
と
示
し
て
お
り
、
こ
こ
に
親
鸞
以
前
の
祖
師
に

は
見
ら
れ
な
い
親
鸞
独
自
の
聖
道
門
観
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。 

尚
、
第
三
節
で
論
じ
た
と
お
り
、
こ
の
「
利
他
教
化
地
」
の
語
の
解
釈
は
先
哲
に
お
い
て
長
ら
く
議
論
の
的
と
な
っ
て

き
た
。
す
な
わ
ち
、
還
相
の
菩
薩
の
内
実
を
①
経
典
に
登
場
す
る
聖
道
門
を
実
践
す
る
行
者
と
す
る
説
、
②
聖
道
門
の
教
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法
を
還
相
の
菩
薩
が
説
い
た
と
す
る
説
、
③
八
相
化
儀
の
菩
薩
で
あ
る
と
す
る
説
、
に
分
類
で
き
る
が
、
本
論
で
は
②
の

還
相
の
菩
薩
が
聖
道
門
の
教
法
を
説
い
た
と
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
上
で
、
仏
果
向
上
的
視
点
か

ら
廃
捨
す
べ
き
こ
と
に
力
点
を
置
か
れ
て
い
た
祖
師
の
流
れ
を
、
親
鸞
が
仏
果
向
下
的
視
点
か
ら
捉
え
直
し
た
こ
と
が
理

解
で
き
る
こ
と
に
も
触
れ
た
。 

続
く
第
三
章
で
は
、
前
章
で
扱
っ
た
よ
う
に
仏
以
外
の
菩
薩
な
ど
が
教
法
を
説
く
と
い
う
事
象
に
研
究
の
焦
点
を
当

て
、
親
鸞
の
経
典
観
を
経
典
を
説
く
説
人
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
を
進
め
た
。 

第
一
節
で
は
、
経
典
の
説
人
を
五
種
に
分
類
す
る
「
五
説
」
が
『
大
智
度
論
』
に
は
じ
ま
り
、
そ
の
後
道
綽
、
善
導
、

明
恵
ら
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
た
系
譜
を
確
認
し
た
。 

第
二
節
で
は
、
親
鸞
が
「
五
説
」
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
た
の
か
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
親
鸞
は
『
浄
土
三
部

経
』
を
阿
弥
陀
仏
の
応
化
身
と
し
て
の
釈
尊
が
自
ら
説
い
た
自
説
で
あ
る
一
方
、
そ
れ
以
外
の
「
聖
弟
子
説
」
「
天
仙

説
」
「
鬼
神
説
」
「
変
化
説
」
は
他
説
で
あ
り
、
末
法
の
時
代
に
お
い
て
は
仏
の
自
説
の
み
に
依
る
べ
き
と
し
た
こ
と
を

確
認
し
た
。 

そ
の
上
で
、
仏
説
以
外
の
「
他
説
」
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
は
第
三
節
で
詳
述
し
た
。
す
な
は
ち
、
儒
教
や
道
教
、
あ

る
い
は
占
星
術
と
い
っ
た
外
教
の
存
在
を
一
度
否
定
し
た
上
で
、
再
度
仏
教
的
意
味
づ
け
を
付
け
る
仏
教
的
枠
組
み
で
他

教
を
解
釈
し
直
す
試
み
が
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
従
来
の
親
鸞
に
お
け
る
外
教
観
は
単
に
仏
教
以
外

の
教
え
で
あ
る
か
ら
邪
偽
で
あ
る
と
い
っ
た
短
絡
的
解
釈
が
多
々
さ
れ
て
き
た
が
、
む
し
ろ
外
教
に
も
仏
教
的
存
在
意
義

や
ル
ー
ツ
を
見
出
し
、
そ
の
存
在
意
義
は
肯
定
し
な
が
ら
も
、
末
法
の
時
代
に
お
い
て
は
不
相
応
で
あ
る
と
い
っ
た
否
定
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と
肯
定
を
二
重
に
持
ち
合
わ
せ
た
構
造
理
解
で
あ
る
と
い
え
る
。 

こ
れ
ら
第
二
章
と
第
三
章
を
通
し
て
還
相
の
菩
薩
と
他
教
と
の
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
従
来
の
研
究
で
は
排

他
的
と
さ
れ
て
き
た
親
鸞
の
他
教
観
が
む
し
ろ
包
括
的
に
再
検
討
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た
論
考
を
提
示
し

た
。 次

に
、
第
四
章
で
は
『
教
行
信
証
』
と
り
わ
け
、
「
化
巻
」
に
対
す
る
見
方
の
歴
史
的
変
遷
を
確
認
し
た
。 

第
一
節
で
は
、
往
相
と
還
相
に
よ
る
区
分
を
扱
い
、
『
相
伝
叢
書
』
を
起
点
と
し
な
が
ら
主
に
大
谷
派
を
中
心
に
継
承

さ
れ
、
近
年
に
お
い
て
も
普
賢
大
円
や
稲
葉
秀
賢
ら
に
よ
っ
て
再
評
価
さ
れ
て
い
た
流
れ
を
確
認
し
た
。 

続
く
第
二
節
で
は
、
簡
非
と
権
用
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
た
。
特
に
、
簡
非
の
視
点
は
、
江
戸
期
の
講
録
な
ど
に
も
確
認

で
き
る
一
方
、
権
用
の
概
念
は
近
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
そ
の
上
で
、
「
化
巻
」
の
ど
の
範
囲

ま
で
を
方
便
と
捉
え
権
用
と
す
る
か
と
い
っ
た
問
題
や
、
暫
用
還
廃
と
い
う
概
念
を
取
り
入
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
衆
生
の

側
で
語
ら
れ
る
べ
き
簡
非
と
仏
の
側
で
語
ら
れ
る
べ
き
権
用
が
混
同
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。 

第
三
節
で
は
、
武
田
龍
精
が
「
化
巻
」
を
「
リ
ヴ
ァ
イ
ズ
」
す
べ
き
と
問
題
提
起
す
る
背
景
に
あ
る
真
仮
偽
判
を
検
討

し
た
。
既
に
第
二
章
で
扱
っ
た
内
容
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
親
鸞
に
お
け
る
偽
の
概
念
が
単
に
仏
教
か
否
か
と
い
っ
た
価

値
基
準
で
は
な
く
、
む
し
ろ
仏
教
に
お
け
る
外
道
的
体
質
を
問
題
視
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
。 

最
後
に
第
五
章
で
は
、
「
化
巻
」
を
現
代
的
に
再
解
釈
す
る
試
み
と
し
て
、
統
合
と
い
う
包
括
主
義
的
視
点
か
ら
捉
え

直
す
試
み
を
お
こ
な
っ
た
。 

第
一
節
で
は
、
近
年
鎌
倉
仏
教
史
観
が
問
い
直
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
特
徴
と
さ
れ
て
き
た
選
択
と
い
う
思
想
が
排
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他
的
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
疑
問
視
し
、
選
択
と
同
時
に
他
の
宗
教
的
存
在
を
統
合
す
る
思
潮
が
あ
っ
た
こ
と
を

末
木
文
美
士
や
平
岡
聡
、
竹
村
牧
男
ら
の
論
考
を
通
し
て
確
認
し
た
。 

さ
ら
に
第
二
節
で
は
、
親
鸞
に
お
け
る
統
合
の
具
体
例
が
還
相
回
向
表
現
説
の
ほ
か
に
も
井
上
見
淳
、
末
木
文
美
士
、

信
楽
峻
麿
ら
の
論
考
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、
第
三
節
で
は
現
代
に
お
い
て
親
鸞
が
言
及
し
て
い
な
い
他
宗
教
の
宗
教
的
存
在
や
信
仰
者

に
対
す
る
解
釈
を
統
合
と
い
う
包
括
的
視
点
か
ら
捉
え
る
こ
と
の
課
題
と
可
能
性
を
探
求
し
た
。
そ
の
結
果
、
他
宗
教
の

存
在
や
信
仰
者
を
論
じ
る
起
点
は
、
私
と
い
う
個
の
立
場
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
は
親
鸞
に
お
い
て
は
「
一
人
」
と

い
う
視
点
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
個
と
の
関
係
性
に
即
し
て
他
宗
教
な
ど
の
存
在
は
位
置
付
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
他
宗
教
で
あ
っ
た
と
し
て
も
還
相
の
菩
薩
や
権
仮
の
仁
、
あ
る
い
は
縁
起
的
存
在
と
し
て
視
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。 

 

第
二
節 

新
た
な
包
括
主
義
モ
デ
ル
の
提
示 

 

本
論
の
目
的
は
、
浄
土
真
宗
と
い
う
「
内
」
か
ら
他
宗
教
と
い
う
「
外
」
を
論
じ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
総
じ
て
い
え

ば
、
そ
の
存
在
意
義
は
自
身
の
宗
教
（
浄
土
真
宗
）
と
い
う
枠
組
み
（
「
内
」
）
と
い
う
限
界
性
を
意
識
し
な
が
ら
も
、

「
外
」
の
存
在
を
浄
土
真
宗
独
自
の
他
宗
教
理
解
の
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
上
で
、
本
論
で
は
、
ア
ラ

ン
・
レ
イ
ス
に
お
け
る
包
括
主
義
を
基
本
的
姿
勢
と
し
て
保
持
し
た
い
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、
排
他
主
義
的
性
質
が
内
包
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さ
れ
な
が
ら
も
、
自
己
と
こ
と
な
る
宗
教
体
系
に
属
す
る
存
在
を
自
身
の
宗
教
的
枠
組
み
で
認
識
す
る
営
み
で
あ
る
。 

こ
の
包
括
主
義
は
ラ
ー
ナ
ー
に
代
表
さ
れ
、
従
来
多
元
主
義
者
か
ら
批
判
の
的
と
な
っ
て
き
た
が
、
そ
の
批
判
の
骨
子

は
、
他
者
の
救
済
の
可
否
を
論
じ
た
点
に
あ
る
。
言
葉
を
換
え
れ
ば
、
自
己
の
実
存
的
立
脚
点
を
無
視
し
た
姿
勢
で
あ

り
、
そ
の
姿
勢
は
ヒ
ッ
ク
に
お
け
る
宗
教
多
元
主
義
に
お
い
て
も
脱
却
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
で
あ
っ
た
。 

他
方
、
親
鸞
思
想
に
お
い
て
は
、
自
己
と
異
な
る
「
他
者
」
の
存
在
は
、
阿
弥
陀
仏
と
自
己
（
私
、
一
人
）
と
の
一
対

一
の
関
係
に
包
括
さ
れ
、
そ
れ
は
自
己
の
実
存
的
立
場
に
徹
底
的
に
立
脚
し
た
立
場
で
あ
る
こ
と
が
本
論
の
研
究
か
ら
導

け
た
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
立
場
は
、
他
者
理
解
の
限
界
性
を
意
識
し
な
が
ら
も
、
他
者
を
自
己
の
宗
教
的
枠
組
み
で
認
識

す
る
実
存
的
立
場
で
あ
り
、
ラ
ー
ナ
ー
の
課
題
を
克
服
す
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
と
い
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ラ
ー
ナ
ー

の
包
括
主
義
は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
、
自
身
と
そ
の
宗
教
的
真
理
体
系
を
山
の
頂
上
に
位
置
づ
け
、
他
宗
教
の
信
仰
者

を
そ
の
山
の
中
腹
あ
る
い
は
さ
ら
に
そ
の
下
に
位
置
づ
け
る
視
点
に
お
い
て
、〈
上
か
ら
目
線
〉
と
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ

る
。 し

か
し
、
本
論
で
提
示
す
る
新
た
な
包
括
主
義
は
、
む
し
ろ
逆
三
角
形
の
構
造
で
あ
り
、
そ
の
最
下
部
に
個
（「
一

人
」）
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
当
該
の
逆
三
角
形
の
枠
内
に
は
個
の
個
別
具
体
的
関
係
に
よ
っ
て
構
成
づ
け
ら
れ
る

内
容
と
な
る
。
こ
の
枠
組
み
は
、
仏
教
か
否
か
と
い
っ
た
価
値
基
準
で
は
な
く
、
た
と
え
他
宗
教
で
あ
っ
て
も
取
り
込
む

こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
宗
教
の
壁
は
薄
れ
、
多
文
化
共
生
や
宗
教
多
元
時
代
に
即
し
た
柔
軟
性
を
帯
び
た
フ
レ

ー
ム
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
現
代
の
浄
土
真
宗
独
自
の
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
可
能
性
が
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
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第
三
節 

今
後
の
課
題
と
展
望 

 
最
後
に
、
今
後
の
展
望
も
兼
ね
て
課
題
を
い
く
つ
か
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
宗
教
多
元
主
義
の
議
論
に
関
し
て

い
え
ば
、
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
盛
ん
に
議
論
さ
れ
た
後
は
、
宗
教
的
真
理
の
探
究
と
い
っ
た
テ
ー
マ
か

ら
、
話
題
の
関
心
は
宗
教
間
協
力
と
い
っ
た
実
践
的
、
倫
理
的
な
面
へ
と
そ
の
ス
テ
ー
ジ
を
変
え
つ
つ
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
多
文
化
共
生
社
会
に
お
け
る
現
実
の
具
体
的
課
題
に
直
面
し
て
い
る
今
日
、
宗
教
多
元
主
義
の
議
論
を
絵
に
描
い
た

餅
に
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
蓄
積
を
現
実
社
会
へ
と
応
用
す
る
喫
緊
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
親
鸞
思
想
に
関
し
て
い
え
ば
、
例
え
ば
、
還
相
の
菩
薩
が
聖
道
門
を
説
い
た
と
す
る
点
と
、
釈
尊
が
「
一
代
教
」
を

説
い
た
と
い
う
点
は
ど
の
よ
う
に
矛
盾
を
克
服
で
き
る
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
や
、
説
人
差
別
に
つ
い
て
は
親
鸞
以
前
の

諸
師
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
の
か
と
い
っ
た
教
理
史
的
研
究
が
本
論
に
お
け
る
今
後
の
課
題
と
さ
れ
る
。 

最
後
に
、
「
化
巻
」
を
現
代
的
に
統
合
と
い
う
視
点
か
ら
再
解
釈
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
ポ
ー
ル
・
ニ
ッ
タ
ー
の
論
を
考

察
し
き
れ
な
か
っ
た
可
能
性
は
否
め
な
い
。
す
な
わ
ち
、
一
人
の
個
人
が
複
数
の
宗
教
的
信
仰
を
受
容
す
る
こ
と
が
果
た

し
て
可
能
な
の
か
否
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
従
仮
入
真
し
た
後
の
他
宗
教
存
在
を
単
に
「
入
ら
し
め
た
」

の
み
な
ら
ず
、
現
在
的
価
値
を
積
極
的
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
新
た
な
解
釈
の
可
能
性
が
存
す
る
と
思
わ
れ
る
。 

本
論
で
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
点
に
関
し
、
そ
の
す
べ
て
を
網
羅
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
、
昭
和
か
ら
平
成

に
か
け
て
盛
ん
に
議
論
さ
れ
た
宗
教
多
元
主
義
の
テ
ー
マ
と
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
る
べ
き
か
、
と
い
っ
た
浄
土

真
宗
内
部
に
お
け
る
問
題
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
代
表
的
研
究
者
た
る
カ
ー
ル
・
ラ
ー
ナ
ー
や
武
田
龍
精
と
は
異
な
る
モ
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デ
ル
を
提
示
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
、
本
論
の
締
め
括
り
と
し
た
い
。 
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二四八 

Toward a Contemporary Shin Buddhist Understanding of Other 

Religious Traditions: 

Applying Shinran’s Doctrinal Classification of “True, Temporal, and 

False” as a Bridge in a Religiously Plural World 

 

                   

Introduction  

In the Shin Buddhist doctrinal field, there have been many discussions 

regarding the question “What is Shinjin?” because Shinjin is regarded as an 

essential religious act in Shin Buddhism. There might be variety of answers, 

but one of them could be discovering others in that Shinjin teaches us that 

the self is constructed as a relational matrix where all beings are connected 

to one another.  

Based on the Buddhist concept of interdependency, perspectives toward 

others is vital for Nembutsu followers. In olden times, “others” were defined 

as those people living within the same community. However, in this 

globalized modern world in which physical boundaries are transcended, the 

definition of “others” has been expanded to include people of diverse 

religious traditions. To deal with this question, Shin Buddhist scholar Ryusei 

Takeda has argued to change the concept of false in the doctrinal 

classification of true, temporal, and false 真仮偽判  (shinkegi han), to 

emphasize that the inter-religious dialogue itself is religious truth. 171 

Certainly, it can be overly dogmatic when there is a strict interpretation of 

Shinran’s thought. However, there are concerns as to whether Shin Buddhists 

today can change the orthodox interpretation of Shinran’s teaching or not. If 

it is possible for Shin Buddhists to reinterpret his teaching, then Shin 

Buddhism could lose its identity. Therefore, Shin Buddhists are faced with a 
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difficult choice between two realities: One is the importance of cooperating 

with other religious traditions and their believers. The other is the importance 

of keeping traditional doctrinal teachings.  

Considering this issue, Shin Buddhist followers must develop a new 

perspective toward other religious traditions while balancing the need to 

preserve traditional teachings. Over the past century, Shin Buddhism has 

spread around the world to such places as the United States, Canada, Brazil, 

and Europe, and has become a worldwide religion. In order for Shin 

Buddhism to continue to prosper around the world, it is essential to make the 

Shin Buddhist standpoint clear to other religious traditions. 

It is my hope that this research will be helpful to Shin Buddhist followers 

who live in this globalized world to develop ways of understanding and 

communicating with followers of other religious traditions. 

 

1-1. Models of Perspectives on Other Religious Traditions 

As mentioned before, Shin Buddhists need to find a new model for 

understanding other religious traditions. In this regard, we will consider 

which types of models are possible for contemporary Shin Buddhist as a 

methodology. Fortunately, such models have been thoroughly researched by 

several Christian theologians. Alan Race, who is a Christian pluralist, has 

heavily contributed to this research. His model is in conjunction with the 

discussion of John Hick’s religious pluralism and has been regarded as the 

premise for discussing not only religious pluralism, but also non-religious 

pluralism. 

Despite the fact that Alan Race’s model is useful, it shouldn’t 

automatically be utilized by Shin Buddhists because of its grounding in 

Christian theology. It is necessary for Shin Buddhists to analyze his model 
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in order to find an appropriate application. Taking these issues into account, 

I will now discuss the content of his model and its problem. 

 

1-2. Exclusivism 

Exclusivism is the perspective that only Christianity is the absolute 

religion and does not accept the meaning and significance of other religious 

traditions.172 Furthermore, this classification has been used in other religious 

study fields by changing the definitions. In other words, exclusivism is 

regarded as the perspective that thinks of its own religious tradition and its 

principle as absolute and rejects acceptance or understanding of other 

religious traditions.173 

For example, Christianity has a tradition of exclusivism, that is illustrated 

by Catholic dogma (Axiom of the Catholic Church), “Extra Ecclesiam nulla 

salus (Outside the Church no salvation)”. Alan Race uses this definition as 

the first example. 174  He also quotes the following statement by Pope 

Boniface VIII, “We are required by faith to believe and hold that there is one 

holy, catholic and apostolic Church; we firmly believe it and unreservedly 

profess it; outside of it, there is neither salvation nor remission of sins…”175 

As stated previously, Christianity is not the only religion that is guilty of 

exclusivism. Buddhism also has a history of exclusive ideology. For example, 

Ryusei Takeda introduces the example of exclusivism from a Pure Land 

Buddhist point of view. He mentions that it is possible to regard Pure Land 

Buddhism as exclusivism, due to the teaching of hairyū 廃立 which is the 

way of revealing Buddhist truth by denying other Buddhist teachings. 

According to Ryusei Takeda, this teaching hairyū can be seen in some sutras 

such as The Larger Sutra, and based on this teaching, the structure of 

salvation is built on the logic of Name of Buddha and Tathagata, which is 
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superior to any other teachings. Therefore, lots of expressions that seem to 

be exclusive at first glance can be found in Shinran’s writing.176 

 

Solely those who say the Name all attain birth. 

Solely those who means that only those who say the Name single-

heartedly attain birth in the Pure Land of bliss; this is the meaning 

of “Those who say the Name all attain birth.”177 

 

I know nothing at all of good or evil. For if I could know 

thoroughly, as Amida Tathagata knows, that an act was good then 

I would know good. If I could know thoroughly, as the Tathagata 

knows, that an act was evil, then I would know evil. But with a 

foolish being full of blind passion, in this fleeting world-this 

burning house-all matters without exception are empty and false, 

totally without truth and sincerity. The nembutsu alone is true and 

real.178 (Underline by the author) 

 

Since this perspective of exclusivism thinks of its own religion as absolute, 

it has been often criticized by other theologians, especially religious 

pluralists. However, according to Toshiyuki Kishine, it is questionable if we 

can criticize various exclusivist ideologies, i.e. Christianity was the absolute 

and universal principle, but it was not the result of comparison of doctrine 

with other religious traditions. Moreover, he points out that every religious 

tradition will ultimately think of its own ideology as absolute and exclusive. 

Certainly, it is true that all or almost all religions have the aspect of the notion 

that their own religious teachings are absolute for their believers, and if not, 

then there is no belief. Based on this, it might be inevitable to deny other 

religious traditions that contradict his or her religious truth. In fact, Paul F. 

Knitter describes positive aspect of exclusivism as following (Note that 

replacement model in this following passage, which is one of his own 

categories, is same as exclusivism) 

 



 

二五二 

What this Replacement Model is calling for, really, is a kind of 

“holy competition” between the many religions and their 

individual claims to have the one-and-only, or the final, truth. Such 

competition is as natural, necessary, and helpful as it is in the 

business world. You’re not going to sell your product effectively if 

you present it as “just as good” as the next guy’s. You’ve got to 

believe, and say why, you think yours is the best. So, let the 

religions compete! In such an open, honest, nonviolent 

competition, Evangelicals are sure that Jesus will come out on 

top.179 

 

As the conclusion of this section, it should be noted that the definition of 

exclusivism should be an aspect of belief and faith, and believing in one 

religion as “a prior” does not directly mean the negation of other religions, 

but negating it as individually, or possibility of one’s own salvation. 

 

1-3. Inclusivism  

Next, inclusivism is the perspective that while keeps the Christian 

absoluteness, trying to accept the meaning and significance of other religious 

traditions.180 This perspective was proposed by Karl Rahner, who is well 

known as a Christian researcher, and is often associated with a term known 

as, call “Anonymous Christian”. According to Race, even if non-Christian 

people do not believe in the God, they are going to be saved by the God, for 

God alone is saviour, and therefore he calls them “Anonymous Christian”. 

In other words, the juridical transaction of Christ’s atonement covered all 

human sin, so that all human beings are now open to God’s mercy, even 

though they may never have heard of Jesus Christ and why he died on the 

cross of Calvary.181 Same as exclusivism, this perspective is also regarded 

in a different way, as the perspective that while thinking of one’s own 

religion as absolute, it tries to understand and accept the meaning and 
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significance of other religious traditions (usually they are understood as 

imitation).182  

Buddhism has also at times put forth ideas that closely relate or even 

match the ideology of inclusivism. Kiblinger gives three profound examples 

of Buddhist inclusivism. 183  These examples try to see other religious 

teachings as skillful means, enjoyment body (or transformation body) and 

conventional. In addition, all these examples have the same aim that is to 

become enlightened or to become a Buddha as the goal of the Buddhist path.  

First, the concept of skillful means 方便 (hōben) is a way to bring people 

a step closer to the Buddhist truth by teaching skillful instructions depending 

on how much they understand. In the case of Shin Buddhism, the concept of 

skillful means has been divided into two parts: one is accommodated and 

provisional teaching 権仮方便（gonkehōben）and the other is skillful 

expedients 善巧方便（zengyōhōben）. In the case of Shin Buddhism, Amida 

Buddha corresponds to the dharma body as compassionate mean 方便法身 

(hōben hosshin), and this development of dharma itself is skillful expedients. 

Taking these matters into accounts, the discussion now turns to which type 

of skillful means Kiblinger is talking about. Since he does not explain in 

detail, it is difficult to determine. However, it should be noted that using 

skillful means must always have the purpose to bring people into the realm 

of truth or becoming the Buddha. In this sense, other teachings such as 

Christianity cannot be skillful means. 

Second, seeing other religious teachings as enjoyment body (or 

transformation body) could be the possible way to understand other religious 

teachings inclusively. Enjoyment body and transformation body are part of 
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the three-body doctrine. As mentioned before, dharma body needed to 

change itself to cultivate people as enlightenment activities, and it has a 

variety form of bodies as Shinran says “Uncreated dharma-body is true 

reality. True realty is dharma-body. Dharma-nature is suchness. Suchness is 

oneness. Amida Tathagata comes forth from suchness and manifests various 

bodies-fulfilled, accommodated, and transformed”184 (Note that the word of 

accommodated refers to enjoyment).  

Kiblinger also introduces another good example and says “the Tendai and 

Shingon schools responded inclusivistically toward Shinto by teaching that 

kami (Shinto deities) are manifestations of Buddhas and Bodhisattvas who 

are their true natures (hon-ji-suijaku)”185. Yet, this hypothesis is just simply 

“hypothesis”, and it is impossible to identify other religious deities as 

enjoyment body (or transformation body). Thus, it might be possible for 

Buddhist to regard other religious deities as enjoyment body or 

transformation body, but there is no foundation. 

Third, the seeing other religious teachings as conventional based on the 

theory of two truths can also become another way to understand other 

religious traditions. The theory of two truths is the doctrine that there two 

kinds of truths: ultimate truth and conventional truth. It goes without saying 

that ultimate truth in Buddhism is emptiness just as dharma body as 

suchness; no color and no words. On the other hand, there is conventional 

truth, which can be described by language or something else. Therefore, 

Kiblinger mentions that differences among religions only exist in the 

conventional realm, and in the ultimate realm, different teaching can become 

one.186 Yet, as mentioned before in the discussion of three-body, this way of 

understanding might be possible to regard other religious traditions, however 

it is an idea that hasn’t been fully explored yet. In addition, even if all 
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religious teachings are same in the ultimate realm, there are still explicit 

differences at least in the conventional realm. Furthermore, this way of 

understanding has the possibility to weaken the raison d'être of each religious 

teaching. In other words, Buddhist does not have to be Buddhist. For this 

reason, this understanding cannot become a possible perspective. 

Considering these issues, Rahner’s new proposal looks at first glance, 

advanced perspective, but as these examples indicate, inclusivism still has 

an aspect of exclusivism, because it still insists the absoluteness of its own 

religion. Therefore, when we focus on the doctrinal aspect of inclusivism, it 

is still exclusivism in a sense that one’s own religion is the only way of 

salvation because of the reason that inclusivism just accepts the raison d'être 

of other religious traditions as the imitation of one’s own religion. In other 

words, the feature of inclusivism lies in the change of the object of focus 

from doctrinal aspect to the aspect of salvation. 

Therefore, it is difficult to explicitly differentiate between exclusivism and 

inclusivism, and this point has been the object of criticism by pluralists. At 

a same time, this fact indicate the limitation that understanding other 

religious teaching is possible only by each own religious framework.187 On 

the other hand, it might be possible to determine that only in the field of 

Buddhism, the idea of skillful means as inclusivism is possible perspective 

from Shin Buddhist stand point of view since other school of Buddhism also 

has a goal of enlightenment. 

 

1-4. Pluralism 

Pluralism is the perspective that denies the superiority of Christianity over 

other religious traditions, and accepts the raison d'être of other religious 

traditions fairly.188 Same as exclusivism and inclusivism, there are several 
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kinds of Christian pluralism, but the pluralism proposed by John Hick who 

is the first proposer of this perspective is the most famous. To sum up, Hick’s 

understanding is that different religious traditions have different teaching 

because of language, history, and tradition. In other words, those religious 

traditions are expressed differently, but they all share the ultimate reality 

called “the one” based on the following three points.189 First, he refers to a 

historical point of view that religions have developed inter-dependently. 

Race mentions this points, and says; 

 

Historically the religions have grown from the axial period of 

religious experience (Hick cites this phrase from Karl Jaspers The 

Origin and Goal of History, Routledge and Kegan Paul, Londin 

1953) which occurred from about 800 to 200 BC, in geographical 

isolation from one another. Given those historical facts it was not 

possible for there to be one revelation to the world, which could 

be received in one theological form.190 

 

Second, he quotes the idea of “seeing as” which is proposed by 

Wittgenstein. John Hick mentions this point as following; 

 

My suggestion, then, is that Wittgenstein’s concept of seeing-as, 

enlarged into the concept of experiencing-as, applies to all our 

conscious experience of our environment, including the religious 

ways of experiencing it. Such a view does justice to the 

systematically ambiguous character of the world, capable as it is 

of being experienced both religiously and naturalistically. These 

are radically different forms of experiencing –as. Such a view 

also does justice to the fact that the religious experienced as God’s 

handiwork, or as the battlefield of good and evil, or as the cosmic 

dance of Shiva, or as the beginningless and endless interdependent 

process of pratitya samutpada within which we may experience 

nirvana; and so on. These are different forms of religious 

experiences-as.191 
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Third, he points out the religious phenomenon called “the transition from 

self-centeredness to Reality-centeredness” as following.  

 

These many different perceptions of the Real, both theistic and 

non-theistic, can only establish themselves as authentic by their 

soteriological efficacy. The great world traditions have in fact all 

proved to be realms within which or routes along which people are 

enabled to advance in the transition from self-centeredness to 

Reality-centeredness. And, in since they reveal the Real in such 

different lights, we must conclude that they are independently 

valid. Accordingly, by attending to other traditions than one’s own 

one may become aware of other aspects or dimensions if the Real, 

and of other-possibilities of response to the Real, which had not 

been made effectively available by one’s own tradition.192 

 

Concerning this perspective, many points of criticisms have arisen since 

he proposed his thesis. Toshiyuki Kishine raises some issues by listing three 

points. First, Hick’s thesis is impossible to be proven as truth, and therefore, 

it is only possible as eschatology. 193  Second, compared to the word of 

pluralism, his idea is like monism, for he thinks that different religions share 

the same reality.194 Furthermore, pluralism accepts other religious teachings 

as a different expression of the reality, but on the other hand, it refuses to 

accept the perspective of exclusivism and inclusivism. This is the reason why 

pluralism is called imperialism. Katsuhiro Kohara also points out this issue. 

He mentions that there is the issue called “supersessionism”. 

Supersessionism is the idea that new idea conquers the old one, and the old 

one loses its significance. For example, once Copernicus advocated the 

heliocentric theory, then the Geocentric theory is regarded as superstition.195 

The idea of supersessionism does work in the field of science, but in the case 

of religion, it should not be applied. If the pluralism is a plural idea as its 

name, it should not criticize other perspectivess such as exclusivism and 
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inclusivism. Thus, Hick’s idea is essentially not plural, but monistic 

perspective. Third, he does not mention that all religions share the same 

reality, but only certain religions, which he calls “the great world 

traditions”196 do, so he does not cover all religions. Moreover, what he calls 

“the great world traditions”197 is the religions of the axial period which 

occurred from about 800 to 200 BC, but lots of other religions or teachings 

had been occurred during that one thousand years. Therefore, his arbitrary 

interpretation can be found from these facts. 

Buddhism also has an example of pluralism. For example, Ryusei 

Takeda’s understanding of religious pluralism can be classified as Buddhist 

pluralism. In his paper, he reveals his notion of religious truth by stating: 

 

In the model of organic and correlative truth, religious truth is now 

not prescribed by ability to exclude others or integrate the all. 

(Omission) Religious truth is not the thing that exists 

independently, and does not change. Religious truth needs other 

religious truths from its true nature. The religious truth that does 

not have organic and correlation, itself needs to be doubted.198 

 

Based on this perspective, he denies exclusivism and inclusivism by 

saying, “Exclusivism and inclusivism have strong tendencies to evaluate 

other religious truth from the religious truth that each particular tradition is 

arguing”199  As the above quote indicates, his religious pluralism is quite 

different from John Hick’s religious pluralism. As we have seen, John Hick 

asserts that all religious traditions share the same truth, but on the other hand, 

Ryusei Takeda argues that interfaith dialogue itself is the religious truth that 

requests all religious traditions to change mutually. His idea is based on the 

concept of process theology proposed by Alfred North Whitehead, and he 

cites this theory to support his notion of religious pluralism. However, it 

would be inaccurate to conclude that religious interfaith dialogue is itself 
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religious truth. Moreover, as we have seen, there is the problem of 

supersessionism in his theory because he criticizes exclusivism and 

inclusivism for their inconvenience when he engages in interfaith dialogue. 

According to his paper, he argues that it is time for interfaith dialogue to 

shift its aim from the confession of faith to questing religious truth (i.e. he 

thinks that exclusivism and inclusivism are outdated views). Yet, as 

mentioned before, it is not always necessary to change from exclusivism and 

inclusivism to pluralism. Furthermore, the idea that criticizes exclusivism 

and inclusivism itself is the problem. When believing in one religious 

tradition, it is kind of impossible to acknowledge other religious traditions 

that contradict one’s own religious thought. In this respect, mutual change 

through interfaith dialogue seems to be difficult, and if Ryusei Takeda thinks 

that it is possible to know other religious traditions through interfaith 

dialogue, religion for him is simply a cultural phenomenon that does not 

require Shinjin or religious faith. 

Therefore, it is questionable to cooperate with other religious traditions in 

the quest for religious truth. In addition, the idea that interfaith dialogue 

needs to shift its aim from the confession of faith to questing religious truth 

is open to criticism by exclusivist and inclusivist. For these reasons, the 

religious pluralism proposed by Ryusei Takeda needs to be critically 

reviewed. 

 

2-1. Shinran’s perspective toward other religious traditions 

In the preceding chapter, we have seen the necessity for reconsidering 

pluralism, and for reevaluating exclusivism and inclusivism as outdated 

views. Based on this understanding, this chapter will explore Shinran’s 

perspective toward other religious traditions. In regards to Shinran’s thought, 
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I will focus on the meaning of false which is the part of the classification of 

true, temporal, and false to understand the passage of false since this passage 

has been thought to discuss other religious traditions.  

This classification is the generic term for the concepts found in the 

following passages in the chapter on Shinjin, which is the part of the True 

Teaching, Practice and Realization of the Pure Land Way. 

 

In the term true disciple of Buddha, true contrasts with false and 

provisional. Disciple indicates a disciple of Sakyamuni and the 

other Buddhas. This expression refers to the practicer who has 

realized the diamondlike heart and mind. Through this shinjin and 

practice, one will without fail transcend and realize great nirvana; 

hence, one is called true disciple of Buddha.200 

(Quotations of sutras and commentaries) 

The term provisional refers to those of the Path of Sages and those 

of the meditative and nonmeditative practices within the Pure Land 

path.201 

(Quotations of sutras and commentaries) 

The term false refers to the sixty-two views and the ninety-five 

wrong paths.202 

(Quotations of sutras and commentaries) 

 

These passages have been combined into one doctrinal classification 

system in modern times, and it has been thought that the classification of true, 

temporal, and false is the foundation of the True Teaching, Practice and 

Realization of the Pure Land Way. Therefore, true refers to the first five 

chapters, provisional refers to the first half of the chapter on Transformed 

Buddha-Bodies and Lands, and false refers to the former half of the chapter 

on Transformed Buddha-Bodies and Lands. Therefore, the meaning of false 

is the vital for knowing Shinran’s perspective toward other religious 

traditions.  
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2-2. The Meaning of False in the Doctrinal classification of “True, 

Temporal and False” 

In this section, I will be discussing two famous commentaries written by 

Shin Buddhist scholars. One is called Kyōshinki, and the other is Zuimonki. 

In Kyōshinki, the meaning of false is understood as fake. According to Zenjō, 

the Kanji character of 偽  (gi) is often used with the character of 邪 (ja) 

as one word of 邪偽 (jagi) and 邪 is the part of 邪曲 (jakyoku) which 

mean not the middle of a road. Therefore, the word of 邪偽 means swerving 

off the road of Buddhism. Furthermore, the word of 偽 is often used with 

the character of 贋 (gan) as one word of 贋偽 (gangi) which means fake. 

To put it another way, several kinds of unorthodox people make their own 

views imitating Buddhism, but the content is not real Buddhism for they are 

far removed from the right Buddhist idea of interdependency.203 Sōei also 

shows almost the same understanding in Zuimonki. 204  From these two 

commentaries, it is found that the Kanji character of 偽 means fake. Fake 

means imitating something although its heart is false. Therefore, in the 

passage of false, sixty-two views and the ninety-five wrong paths are regarded 

as false not simply because they are not Buddhist paths, but rather because 

they imitate Buddhism while having a false heart. Regarding this point, 

Jitsuen Kakehashi references this matter by saying, “the false disciples of 

Buddha means people who pretend to be a Buddhist, but real intention is 

different, and believe in other religious thoughts”205 This fact can be found 

in Shinran’s writing called Hitanjukkaisan which is the part of the writing 
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called Shōzōmatsuwasan. In its writing, Shinran states as following; 

 

As a mark of increase in the five defilements, 

All monks and laypeople of this age 

Behave outwardly like followers of the Buddhist teaching, 

But in their inner thoughts, believe in nonbuddhist paths.206 

 

From the points listed above, we can determine that the passage of false is 

describing not just all teachings or religions other than Buddhism, but it is 

describing false Buddhist teachings as well. Thus, when applying this to 

other religious traditions such as Christianity, Islam, and Judaism, we cannot 

conclude that they are false simply because they are not Buddhism. In other 

words, Shinran did not raise the issue about other religious traditions, but he 

tried to call into question the engagement and propagation of false Buddhist 

ideas. 

Concerning the passage of sixty-two views and ninety-five, the particular 

reason why Shinran decided those as being false cannot be found. However, 

it might be reasonable to assume that sixty-two views and ninety-five had 

been used as a way to describe unorthodox ideas or non-Buddhist thought. 

Yet, Shinran, in fact, did not always use the word of sixty-two views and 

ninety-five for non-Buddhist teachings. The following hymn is a good 

example. 

 

Monks are no different, in their hearts, from nonbuddhists 

Brahmans, or followers of Nigrantha; 

Always wearing the dharma-robes of the Tathagata, 

They pay homage to all gods and spirits.207 

 

There is also another example seen in the following: 

 

The ninety-five nonbuddhist teachings defile the world; 
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The Buddha’s path alone is pure. 

Only by going forth and reaching enlightenment can we benefit 

others. 

In this burning house; this is the natural working of the Vow.208 

 

These hymns are clear examples that Shinran did not always use the phrase 

sixty-two views and ninety-five to describe non-Buddhist thoughts, but he 

sometimes criticized the inconsistency between the outer, which is 

Buddhism, and the inner, which worships some gods such as Brahmans and 

Nigrantha. Moreover, in the second hymn, Shinran added notes to the term 

of ninety-five, and says “you should know that there are a wide variety of 

non-Buddhist thoughts, and also you should know that there are other non-

Buddhist thoughts called “sixty-two views”.209 From this annotation, it is 

likely that Shinran might have criticized a particular fact of the inconsistency 

of monks in Shinran’s time. However, the question remains whether monks 

in Shinran’s time worshiped non-Buddhist deities such as Brahmans and 

Nigrantha. If Shinran had criticized this, then the speculation that sixty-two 

views and the ninety-five had been used as the descriptor of unorthodox ideas 

or non-Buddhist thought. Since there is no additional clue to answer this 

question, Shinran’s understanding of sixty-two views and ninety-five wrong 

paths is still unclear. 

As a conclusion of this chapter, it should be noted again that Shinran did 

not call into question the non-Buddhist thoughts themselves, but he tried to 

make clear what true Buddhism is and what a true disciple of Buddha is 

supposed to be. As the title of his writing the True Teaching, Practice and 

Realization of the Pure Land Way is indicating, he wanted to demonstrate 

that Shin Buddhism itself is the true Buddhist way to go to the Pure Land 

and that a follower of Shin Buddhism is the true disciple of Buddha. For this 

purpose, he needed to show the false Buddhism and disciple of Buddha. 
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Considering Race’s classification, it can be said that Shinran’s teaching is 

exclusivism in a sense that only Shin Buddhism is the way to go to the Pure 

Land, and on the other hand, it is also possible to determine that his thought 

is inclusivism in a sense that other schools of Buddhism are skillful means 

which bring people a step closer to the Buddhist truth. For this reason, 

Shinran’s teaching has both aspects of exclusivism and inclusivism. 

 

3-1. Contemporary Shin Buddhist perspective toward other religious 

traditions 

In the preceding chapter, we came to the conclusion that Shinran’s 

teaching can be categorized as exclusivism when focusing on doctrinal 

aspect, but as an alternate view point, it also can be categorized as 

inclusivism when focusing on other schools of Buddhism in that they all have 

same goal that is becoming Buddha and enlightenment. This theory is based 

on the result of chapter one, which indicates that exclusivism and inclusivism 

can exist at a same time. 

 

3-2. Ryusei Takeda’s thesis 

The discussion now turns to which type of perspectives Shin Buddhist can 

adopt toward other religious traditions, i.e. outside of Buddhism. In terms of 

this issue, Ryusei Takeda has argued to change the false of the doctrinal 

classification of True, Temporal, and False, to have pluralism as following. 

 

I would like to pay attention to these two points. First, the path of 

Sage was prescribed as temporal 仮 (ke). Second, all religions 

and thoughts except Buddhism were judged as false 邪偽・異執 

(jagi・ishū). Actually, in these points Shinran’s Pure Land thought 

are doctrinal causes that prevent positive correspondence of world 
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interfaith dialogue and religious pluralism. However, this issue is 

not the task that Shinran was imposed. If Shinran appeared in this 

world, he would change his writing by his own hands, especially 

Section of Other Religious thoughts 外教釈 (gekyōshaku) in the 

chapter on Transformed Buddha-Bodies and Lands. (Omission) 

Regarding the fact that all religions and thoughts except Buddhism 

were judged as false, several religions and thoughts that Shinran 

had regarded as false were only sixty-two views and the ninety-five 

wrong paths. In contemporary world, we know more thoughts and 

religions. (Omission) However, it goes without saying that objects 

that were excluded because of false are only thoughts that were 

known as non-Buddhism in Shinran’s time. From contemporary 

thought stand point of view, those thoughts are just one part of 

many thoughts. It is impossible in contemporary thought study 

field to argue the universal truth by the fact that Pure Land 

Buddhism is true compared to limited thoughts. If we persist in 

arguing that, the argument of truth is going to be dogmatic or self-

satisfaction.210(Translation by the author) 

 

From this passage, the following points can be understood. First, Ryusei 

Takeda thinks that the word of temporal in the doctrinal classification of true, 

temporal, and false refers to the path of Sages, and the word of false refers 

to all religions and thoughts except Buddhism (i.e. all non-Buddhist 

thoughts). Second, he thinks that Shinran argues the universal truth in the 

doctrinal classification of true, temporal, and false by comparing false. 

Third, these facts are obstacles to engaging in world interfaith dialogue and 

religious pluralism. In addition, he concludes that we need to change and 

revise the doctrinal classification of true, temporal, and false, especially 

false and the chapter on Transformed Buddha-Bodies and Lands that is 

thought to be the chapter telling about false in detail. However, based on the 

result of chapters one and two, his arguments must be critically reviewed. In 
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the matter of the first point, the word of temporal in the classification of true, 

temporal, and false refers to people of the Path of Sages and those of the 

meditative and nonmeditative practices within the Pure Land path; the word 

of temporal is not telling about the path, but people. Furthermore, the word 

of false does not refer to all non-Buddhist thoughts. This leads me to 

conclude that Shinran did not give his opinion about his perspective toward 

other religious tradition, and this is the challenge that contemporary Shin 

Buddhists are imposed. 
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3-3. Another way of seeing other religious traditions 

Regarding this point, the thesis by Noriaki Matsuo is remarkable. 211 

Contrary to what is suggested by Ryusei Takeda, Matsuo’s thesis argues that, 

we don’t always need to take three types of perspectives proposed by Alan 

Race, but we should admit that we can not understand other religious 

traditions that are created by different languages and different cultures. 

Additionally, he points out that realizing or knowing religion not as a cultural 

phenomenon, but as just religion means living and experiencing through its 

religion, and there are no other means to know religion in a true sense. For 

example, it is impossible to know Shin Buddhism without Shinjin in a true 

sense.212 

Based on these understanding, he mentions that we can take another 

attitude that we don’t judge or determine the meaning and value of other 

religious traditions in our own religious and cultural framework. This way of 

thinking is completely different from the conventional discussion that we 

have done, but this thesis is notable in a sense that it admits honestly the fact 

that we Shin Buddhists cannot realize about the meaning and salvation of 

other religious traditions. As a result of these findings, it seems natural to 

conclude that we Shin Buddhists can take negative perspective toward other 

religious traditions, which is discussed above. 

 

Conclusion  

The main purpose of this research was to discuss the Shin Buddhist 

perspective toward other religious traditions in a religiously pluralistic world. 

Towards this aim, we illustrated the three types of perspectives: exclusivism, 

inclusivism, and pluralism. Based on this, we also discussed the 

classification of true, temporal, and false to understand Shinran’s 
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perspective toward other religious traditions. Finally, chapter three focused 

on another way of seeing other religious traditions. 

In chapter one, it can be determined that the perspectives of exclusivism 

and inclusivism which have been criticized as outdated models are still 

useful in the contemporary world. On the other hand, pluralism itself has 

several kinds of issues such as supersessionism, and it is not necessary to 

shift from exclusivism and inclusivism to pluralism. In other words, the 

results from chapter one indicate that, although we need to cooperate with 

other religious traditions, we don’t need to stop having exclusivism and 

inclusivism; or it might be better to say that it is impossible to acknowledge 

different religions and thoughts which contradict one’s own religion.  

However, the problem seems to lie in the way and behavior when one 

criticizes different thoughts and ideas. Once the argument of criticism against 

other religious traditions turns to violence, then it would become a different 

matter entirely. For this reason, we need to tell the difference between the 

issue of thought from the issue of ethics. Therefore, in the field of thought, 

Shin Buddhist can have perspectives of exclusivism and inclusivism. As 

mentioned before, it is possible to have exclusivism and inclusivism at the 

same time, so I would like to propose a perspective, that includes both 

exclusivism and inclusivism. 

In chapter two, the meaning of false and sixty-two views and ninety-five 

wrong paths in the classification of true, temporal, and false was discussed. 

Doing research on the classification of true, temporal, and false, it can be 

presumed that Shinran did not criticize other religious traditions 

themselves, but rather the inconsistency of monks who are supposed to 

believe in Buddhism but have different thoughts. In considering this fact, it 

is also suggested that in the chapter on Transformed Buddha-Bodies and 
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Lands is telling about the issue of inconsistency of monks in Shinran’s 

time. Yet, since this research did not focus on that this time, a further study 

of what this chapter is telling in detail should be conducted. In anyhow, the 

passage of false in the classification of true, temporal, and false is not 

criticizing other religious tradition, and therefore, it is wrong to interpret 

that Shin Buddhism is against other religious traditions in the contemporary 

world too. 

Based on these facts, we have come to conclude that it is impossible for 

Shin Buddhists to take a negative perspective on other religious traditions 

because they do not share the same ideological belief system. Therefore 

making it virtually impossible for Shin Buddhists to totally exclude the 

validity of another religion’s soteriology. On the other hand, toward other 

schools of Buddhism, we can take the perspective of exclusivism and 

inclusivism in a sense that only Shin Buddhism is the way to achieve birth 

in the Pure Land, and people of other schools are going to be saved by 

Amida Buddha. However, we should be strict with Buddhists who follows 

other religious traditions and still try to claim themselves as although they 

presume to be Buddhists. Therefore, the most important issue seems to lie 

in the relationship between Shin Buddhists and Buddhists of other schools. 

For this reason, the further study of this matter should be conducted.  

It is hoped that the findings that have been presented in this paper will 

contribute to a better cooperation with other religious traditions in this 21st 

century. 
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